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　プロローグ　死の貴婦人　LADY DEATH






　長い廊ろう下かだった。

　床ゆかには滑なめらかな石が敷しかれ、壁かべには浮うき彫ぼりにされた彫ちよう像ぞうが蝋ろう燭そくの灯ともった燭しよく台だいを握にぎってどこまでもどこまでも並ならんでいた。

　神しん話わをモチーフにした彫像にも見えたが、よく見ればどれも角つのや牙きばを生はやした異い形ぎようの怪かい物ぶつであった。足元では人間の男女が踏ふみにじられ、苦く悶もんの表ひよう情じようで許ゆるしを乞こうている。マトモな神しん経けいではない城じよう主しゆが君くん臨りんする城なのか、それとも異い端たんの神々を祀まつった神しん殿でんなのか──。だが蝋燭の明かりはあまりに弱々しく、訪ほう問もん者しやはそんなことは気にも留とめなかった。

「やけに寒いな……」

　廊下を歩きながら深ふか津つ薫かおるは両りよう腕うでで自分の身体からだを抱だき締しめた。口から漏もれる息いきは白く凍こおりつき、服の袖そでや襟えり首くびから冷気が侵しん入にゆうして来る。建たて物もの全体から生せい気きが失うしなわれたように荒こう涼りようとしていた。「ったく、何でこんな所に来なくちゃならないんだ……」と薫はぼやく。古びた教会に一人で住んでいる自分だったが、とてもではないがこんな所に住んでは……。

（……『こんな所』？）

　ぞっ……という怖おぞ気けが背せ筋すじを這はい上がった。馬ば鹿かげた、それは実に馬鹿げた話なのだが、薫は自分がどこを歩いているかさえ分わからなかったのだ。

　薫は足を止めて周囲を見み渡わたした。前も後ろも変かわり映ばえのしない廊下が一直線に延び、まったく同じ形の扉とびらが等とう間かん隔かくに並んでいた。

　まるでコピーしたパターンを延えん々えんと貼はり付つけたかのような光こう景けいに、薫の心の中で怖気がどんどんと膨ふくらんでいく。思い出せない……覚おぼえているのはいつからかこの廊下を歩いているという曖あい昧まいな記き憶おくだけ。それだって五分前からの気もするし三日前からずっとここを歩いていた気もした。この廊下はどこまでも永遠に続いているのではないか──そんな馬鹿げた考えまで浮かんできて、薫は手て近ぢかな扉に手を掛かけた。

　が、薫がノブに手を掛けた途と端たん、扉は子供がクレヨンで落らく書がきしたような絵に変わり、ポロリとノブが転ころげ落おちた。

「な……何なんだここはっ！」

　どの扉に触ふれてもその途端に扉は落書きの絵に変わってしまう。その稚ち拙せつな筆ひつ致ちにおぞましいまでの狂きよう気きを感じ、薫の全身の毛が逆さか立だった。

　混こん乱らんする薫の頬ほおを不ふ意いに風が撫なでた。振ふり返ると、数十メートル先の蝋燭がふっと左右両側同時に消えた。さっきまではどこまでも蝋燭の明かりが続いていたのに、今消えた蝋燭より向こうは切り取ったかのように暗くら闇やみに閉とざされていた。

　風が吹ふいて来たということは向こうに出口があるのだろうか？

　元来た道を引き返そうとすると、ポケットの中でズキンという鋭するどい痛みが走った。ポケットの中に小さな堅かたい感かん触しよくがあった。薫はそれを取り出す。血の色をした宝石。養よう父ふの深津神しん父ぷから継けい承しようした、教きよう皇こう庁ちように伝わる退たい魔まの妖よう剣けんブラディミールが姿を変えた宝石だった。ブラディミールは手の中で心しん臓ぞうのように脈みやく打うっていた。

　薫はハッとして身み構がまえた。この剣は迫せまり来くる敵の存そん在ざいを薫に教える。

　廊下の向こうでまた蝋燭が消えた。先さき程ほど消えた蝋燭の一つ手前の一いつ対ついだった。奥おくから順番に消えている。薫はごくりと唾つばを飲み込む。何かが近づいて来ている。拳こぶしの中に握にぎり込んだブラディミールは焼けるほどの熱を帯おびていた。ブラディミールは迫る脅きよう威いが強大であればあるほど強い反はん応のうを示しめす。いや、自分ブラデイミールにとって戦う価か値ちのある敵に反応し、「早く斬きらせろ」と薫をせっつくのだ。しかしこれほどの激しい反応を示すなんて……。

　──また邪じや魔まをするの、ブラディミール？

　唐とう突とつにどこからともなく少女の声がした。

　──そんなのずるいわ。これはわたしと薫くんのゲームなのに。

　少女の愉ゆ快かいそうな声と共にまた蝋燭が消えた。

（違ちがうっ。ブラディミールは『早く逃にげろ』と言ってるんだっ！）

　薫は弾はじかれたように光の残る方へと走り出した。分かれ道も逃げ込む扉もないのだから廊下の先へと走るしかない。背後から何かが接近してくるのを感じ、薫は走りながら背後を振り返る。蝋燭がどんどんと消えていく。薫の走る速度よりも遥はるかに早く闇が迫って来る。まるで意思を持った巨きよ大だいな手が背中を掴つかもうとしているかのように。

　廊下の行き止まりが見えた。そこには両開きの扉があった。またこれも落書きの扉に……そんな恐きよう怖ふが頭をもたげるが、他の扉とは違い隙すき間まから微かすかな光が漏もれていた。薫は祈いのるように目を閉じて身体ごと扉にぶつかっていった。勢いよく扉が開き、薫は絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた床に転がった。薫が部屋の中に転がり込むと勝手にドアが閉まり、先程までが嘘うそのような静せい寂じやくが訪おとずれた。薫は大きなため息をついて床にへたり込んだ。

　図書館だろうか。途方もなく巨大な空間だった。どこまで見上げても天てん井じようは見えず、そびえ立つ数百メートルの書しよ架かには僅わずかな隙間もなく本が詰つめ込こまれている。

　そんな部屋の中央にポツンと場違いなメルヘンチックなテーブルが置かれ、赤いドレスをまとった小こ柄がらな少女が腰こし掛かけていた。

「ゴールインね、薫くん」

　少女は読んでいた大きな本から顔を上げて薫に微笑ほほえんだ。

「君は……」

　その姿を見た瞬しゆん間かんに薫はそれが誰だれであったか思い出した。二か月ほど前、高校の地下に眠ねむっていた魔ま獣じゆうの遺い骸がいが見る夢の世界に連れて行かれたとき、そこで出会った少女であった。彼女こそ八百年の昔に歴史から忽こつ然ぜんと姿を消した『真紅の貴夫人レデイ・ルージユ』の名を持つ魔族たちの盟主ロードの一人──。

「…………」

　彼女の名を言おうとするが、口は動いても発音することはできなかった。

「アロマよ、わたしの名は」

　そう、彼女の名は世界から喪そう失しつしていて誰も発音できない。

　堰せきを切ったかのように次々と記憶が甦よみがえっていった。薫が彼女と会ったのは二か月前が最後ではなかった。彼女は毎晩のように夢の中に現れた。昨日の晩は凄せい惨さんな処しよ刑けいシーンが延えん々えんと上映される映画館で。その前の晩は死者が席に着いた学校の教室で。この二か月間、毎晩のようにおぞましい体験をさせられ、起きたら何も覚えていない。

「じゃあここも夢の中なの？」

「ええ。勝手に呼びつけたりしてごめんなさいね。でも許ゆるしてくれるわよね？　わたしは夢の中でしか薫くんに会えないんですもの……。さ、お座すわりになって」

　少女は薫に席を勧すすめ、また読書に戻もどった。薫の手の中でブラディミールが『あの女を殺させろ』と興こう奮ふんしていたが、当の少女は呆あきれるほどに害がい意いを感じさせない。膝ひざに乗せた自分の背せ丈たけの半分もありそうな本にのしかかられるようにして読書に熱中している。

（この子、本当にロードなのかな……）

　少女は本を読みながらテーブルの上のティー・カップに手を伸のばす。だが身体が小さいので届かずに手をばたばたとさせる。何だか気が抜ぬけてしまい、薫は彼女の正面の席に座ると、手元までそっとカップを押おしてあげた。少女は顔を上げて上品な会え釈しやくを返した。

　テーブルにはもう一つ空席があった。少女のすぐ隣となり。寄より添そうように並んでいる。他にも誰か来るのかな……などと思っていると、少女が話し掛けてきた。

「……それにしても今日は危あぶなかったわね」

「えっ……何が？」

「やだぁ、もう忘れちゃったの？　さっきの廊下のことよ。あれは『無む限げんの回かい廊ろう』って言ってね、あの闇に捕つかまったら薫君の魂たましいは未み来らい永えい劫ごうあの廊下を歩き続けることになったのよ」

「その、それってつまり……死んだってこと？」

「う～ん、『死』の定てい義ぎの問題ね。魂を失うしなった肉体はすぐに朽くちていくけど、薫くんの魂は永遠にあそこに捕とらわれるから永遠に生きるとも言えるわ。結局は昨日の映画館ではエンド・クレジットまで見ると今度は薫くんの処刑が始まったの。一昨日おとといの教室では担任教師が名前を読み上げる前に教室を出なかったら薫くんも永遠に死者の教室の一員になってたの。いつもギリギリのところでクリアしてたんだけど、今日は助からないんじゃないかって、わたしとっても心配してたんだから」

「だって……あれは君が作ったんだろ？」

「ええ」少女はサラリと即そく答とうした。「楽しかったでしょ？」

　少女はよろよろと読んでいた本を起こした。そこには落書きと変わった扉の前で愕がく然ぜんとする薫の姿が挿さし絵えとなって本に印刷されていた。

「ねえ薫くん。明日はどんな場所で会う？」

　勝手に頁ページがめくられ真っ白な頁が現れた。明日の晩、薫が遭そう遇ぐうするであろう死のゲームが書き加えられる頁が。本の向こうから爛らん々らんと輝かがやく赤い瞳ひとみが薫を見つめていた。

　薫は口を開くこともできなくなり全身を震ふるわせた。彼女の感覚ではただ自分と遊んでいるだけなのだ。だがその中で自分は生死を左右されている。

「……もしかして迷めい惑わくだったの？」

　少女の顔が曇くもっていった。薫は何も答えられなかった。もちろんこの少女に途と方ほうもないまでの恐怖を覚えていたのは確かだ。だがそれ以上に──実におかしな話なのだが──この酷ひどく寂さびしそうな少女を傷つけるような言葉を吐はく気にはなれなかった。そう、彼女は会うたびに薫に向かって嘆なげくのだ。わたしはここでしか貴方あなたと会えないの、と。

「ごめんなさい。やっぱり迷惑だったのね」少女は本を閉じた。「あーあ、残念。そいつが邪じや魔まするから薫くんと会うのは大変なのに、頑がん張ばって薫くんを呼んでいたのになあ」

　少女はブラディミールが入っているポケットにちらりと視線を送ってから席を立つと、図書館の奥の暗がりへと歩き出した。

　彼女の小柄な姿が闇に溶とけ込んでいくのと呼こ応おうするように床が振しん動どうし始め、次し第だいに轟ごう音おんと共に激しく図書館全体を揺ゆらす。薫はドアへと走った。だがいつの間にか扉はクレヨンで描いた落書きに変わっていた。薫は声にならない悲鳴を漏もらした。

「冗じよう談だんよ、薫くん」

　暢のん気きな声が薫の頭の中に直接聞こえた。彼女の消えた方を向くと、暗闇の奥から輝く赤い瞳だけが薫を見つめていた。

「安心して。ちゃんと家に送ってあげるわ。続きは外の世界で会ったときにしましょう」

「えっ……？」

　聞き返す間まもなく、書架からどさどさと本が落下し、もはや立っていることさえできず薫は床に膝をつく。破やぶれた本の頁が宙ちゆうを舞まう中、図書館を揺るがす轟音は少女の笑い声と変わっていた。とてつもなく楽しそうで、狂きよう気きに満みちた笑い声に。

「しばらくの間さよならね。でもいずれ会えるはずよ。だって貴方の側そばには……」

　少女はそこで意味ありげに言葉を切り、瞳を閉じた。蝋燭を吹き消すように世界は闇に包まれた。



「…………っと……ちょっと……ねえ、薫。大だい丈じよう夫ぶ……？」

　誰かが薫の身体を揺らしていた。瞳を開くと、長い金きん髪ぱつを二つに束たばねた少女がほんの十数センチの距きよ離りで薫のことを覗のぞき込んでいた。

「……ルーシア？」

　それは二か月前にイギリスの魔ま術じゆつ師し協きよう会かいから派は遣けんされて来て行動を共にしている少女ルクレシア・グレンヴィルであった。薫はしばし彼女を凝ぎよう視しし、そして訊たずねた。

「……何でルーシアが僕ぼくの部屋にいるの？」

「はあ!?」

　彼女の心配そうな顔があっと言う間に不ふ快かいそうなものに変わる。ヤバイっ、と頭を庇かばう間もなく、彼女は手にしていた愛あい用ようの金属製のロッドで薫の頭をぶん殴なぐった。

「何でわたしがあんたの部屋に泊とまって、あんたを起こしてやんなくちゃならないのよっ。人が心配して起こしてやったら、いきなり惚ぼけたことぬかすんじゃないわよっ！」

　薫は「あたたたた……」と頭を押さえながら周囲を見み渡わたした。革かわ張ばりのシートと微かすかな振しん動どう。ガラス窓まどがあり、夕ゆう暮ぐれの街が流れて行く。薫は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……どうして僕は車に乗っているんだっけ？」

「ほんとどうしちゃったの、あんた。学校にいるところを長は谷せ川がわのジジイに呼び出されて、わたしの車で現場に向かってるところじゃない」

「ああ……そういえばそんな……」

　おぼろげな記き憶おくに薫は頷うなずく。だがそんなことより何かが心に引っかかっていた。しかし思い出そうとしても何か霧きりのようなものが頭の中に広がっていき、答えにはたどり着けなかった。確か……とても大切なことを他の人に伝えなくちゃならなかったような……。

「あれ？」

　手の中に堅い感触があった。手を開くとそこには赤い宝石があった。教皇庁に伝わる妖剣ブラディミールが姿を変えた宝石。それは微かに熱を帯び、赤い光を放はなっていた。

「寝ね惚ぼけてるうちにポケットから取り出しちゃったんでしょ。疲つかれてんのはあんただけじゃないんだからね、まったく。むしろ文もん句くを言いたいのはこっちの方だわ。教皇庁の任務に毎日付き合わされているんだから。……ほら、着ついたわよ」

　道路の先にはパトカーが何台も連つらなり、回かい転てん灯とうの光が街を赤く染そめていた。その中心にはオフィスビル。サーチライトが浴あびせられ、ジュラルミンの盾たてで武ぶ装そうした警けい官かんがビルをぐるりと囲かこんでいた。周囲のビルの屋上には狙そ撃げき隊たいが配はい置ちされている。

　薫はようやく自分たちがここに来た理由をハッキリと思い出した。『ゲート』の向こうからやって来た人じん外がいの怪かい物ぶつ『魔ま族ぞく』。奴やつらは人間の血肉を食らい、血の契けい約やくによって人間を『使し徒と』と変える。今日自分たちが呼び出されたのは、そんな使徒の一いつ匹ぴきが街で『食事中』に警官と遭そう遇ぐうし、その警官をも食い殺してこのビルに逃げ込んだからだ。

　薫とルーシアが車から降りると、その場にいた者全すべての視線が一いつ斉せいに集まる。「……あいつらの出番か」そんな声が聞こえた。ネガティブな感情が籠こもった声だったが、二人に対する嫌けん悪おというわけではない。『なんてこった。こいつはこの二人が呼ばれる事件なのか……』そんな意味だった。

　法ほう衣えをまとった五十過ぎの痩やせた男が近づいて来た。長谷川司し祭さい。エスクード日本支部の筆頭で、特とく殊しゆ任にん務むにのみ招しよう聘へいされる薫たち二人の直属上司だ。

「状じよう況きようはどうなってます？」薫は訊ねる。

「よくないな。警察の連中め、我々の到とう着ちやくを待たず、強行部隊を突とつ入にゆうさせよった」

　司祭はつまらなそうに言って、ビルの手前に作られた作戦本部の方を顎あごで差した。片かた腕うでが千ち切ぎられアーマーがボロボロになった強行部隊の隊員がタンカで運び出されるところだった。彼は驚きよう愕がくの表情のまま目を見開き、もう動いていなかった。

「……突入するのが早すぎる。エスクードに連れん絡らくが来たのは三十分足らず前でしょ？　いくらビルの中の人に危害が及およぶからって……」

「考え方が逆だな」司祭は薫の言葉を遮さえぎった。「連中め、君が到着するより早く突入して、対魔族の主しゆ導どう権けんを我々から取り返したいのだ。『ここ数日やけに魔族の来訪が続いていて、エスクードも忙いそがしいでしょうから』などとしゃあしゃあと言っておった」

　ギリッ、と薫は歯を噛かみ締しめた。馬ば鹿からしい。警察だけじゃなく司祭もだ。二つの組織が同じ任務を共同で行おこなうときには主導権争いが生しようじることぐらい分かる。でもそこで自分らの権限を維い持じするために鍔つば迫ぜり合あいをするのが薫には馬鹿らしく思えてならない。同じ目的なら協力すればいいのに、メンツだとかそういうもののために余よ計けいな犠ぎ牲せい者しやが出るのが我が慢まんできない。闇の一族の存在を知らずに普ふ通つうに暮らしている人たちを護まもるのが『盾エスクード』じゃないか。僕が戦ってるのは縄なわ張ばりを護るためなんかじゃない。

　ぽん、と薫は肩かたを叩たたかれた。

「ほら、薫。行くわよ。明日は台風が来るそうだから、この前みたいに一晩中、使徒を追って街を走り回るなんてごめんだから……」そこでルーシアは言葉を止めた。「……準じゆん備びＯＫみたいね。それにしてもあんたって、戦いになると人格が変わるわよね～」

　薫は彼女にだけ聞こえる声で「本物の二重人格者のルーシアに言われたくないよ」と言い、ブラディミールの宝石を拳こぶしで叩き割った。彼女の魔術によって異空間に置いてあった剣が姿を現した。その場にいた全員が歓かん声せいを漏らす。黒こく曜よう石せきを削けずって作ったかのような歪いびつな刃やいばをした漆しつ黒こくの長剣。薫の発散させる闘とう気きに呼応し、歓喜するように鳴めい動どうしている。それは教皇庁に伝わる聖剣と呼ぶにはあまりにも禍まが々まがしかった。

　薫は空を見上げた。天気予報では明日から嵐あらしになる。空気は湿しつ気けを含ふくみ、風は狼おおかみの遠とお吠ぼえのようにビルの間を吹き抜けて行く。

「ルーシア、行くよ。雨が降り出す前に片付ける」

「はいはい、お供ともさせていただきますわよ」

　戦いの空気を吸ってまるで別人のようになった少年と、あくまで面めん倒どうくさそうな少女。妙みようちくりんなコンビは、警察の精せい鋭えいが生きて生せい還かんさえもできなかったビルの中へと向かって走り出した。

　事件が解決するまでそれから二十分とかからなかった。



    

  
    
      　ＡＣＴ．１　嵐の使者　Stormbringer






　横よこ殴なぐりの暴ぼう風ふう雨うが吹ふき荒あれる滑かつ走そう路ろに三十人ほどの男たちが佇たたずんでいた。

　防ぼう弾だんアーマーとフルフェイスのヘルメット。手にはＭ16ライフル。彼らは在ざい日にち米べい軍ぐん横よこ須す賀か基き地ちに所しよ属ぞくする陸りく軍ぐん兵へいであった。遮しや蔽へい物ぶつのない滑走路には人間をも吹き飛ばすほどの風雨が吹き荒れていたが、男たちは微び動どうだにせず硬かたい表ひよう情じようで土ど砂しや降ぶりの夜空を見つめていた。

「ったく、たまらないね」

　彼らとは少し離はなれた所にいたジョシュ・エンゼル少しよう尉いは部下たちに聞こえぬ声で呟つぶやいた。そして隣となりにいる若い男に「なあ、あんたもそう思うだろ？」と話しかけた。

　隣にいた赤いローブ姿の男はちらりとジョシュの方を見たが、不ふ愉ゆ快かいそうにぷいっと顔を背そむけてしまった。話しかけてくれるな、というばかりの態たい度どだった。リチャード・ファーンズワース。肩かた書がきこそイギリス大使館付きの警けい備び隊たい長ちようだが、イギリスに帰ればそこそこに上じよう等とうな貴族の三さん男なん坊ぼう。何か得え体たいの知れない『術』を使っているらしく、降りしきる土砂降りの雨は彼を避よけて降って行く。

「俺おれに当たるなよ。ムカついてるのは俺も同じだぜ。それもこれも空くう軍ぐんのクソったれどもが悪いんだ」

「よくもまあそんなことがしゃあしゃあと言えるものですね」

　ファーンズワースは冷たい口く調ちようで会話を打ち切った。「……コイツ、全部気づいていやがるな……」ジョシュは心の中で苦にが笑わらいした。

　遠い空からは輸ゆ送そう機きの爆ばく音おんが響ひびいてきていた。エンジン・トラブルを起こして三十分ほど前にこの基地にエマージェンシーを送って来たアメリカ本国の空軍の輸送機である。

　輸送機は一人のイギリス人魔ま術じゆつ師しを乗せていた。分わかっているだけでも二ふた桁けたの人間を殺害している指名手配犯。空軍はそいつを捕つかまえたはいいが、輸ゆ送そう途と中ちゆうにエンジン・トラブルを起こしてこの国に不ふ時じ着ちやくしようというのである。魔術に関してはずっと遅おくれているアメリカ軍ではその男を安全に拘こう束そくしておくことはできず、イギリス大使館に応おう援えんを要よう請せいしてこのファーンズワースが呼ばれたわけである。

　しかも……とジョシュはファーンズワースを盗ぬすみ見た。

『あの男は米国人の殺害にも関かん与よしているから我わが国の司し法ほうの手に委ゆだねる』とイギリスには通知してあるが、おそらく空軍はそんなつもりなどない。イギリスに大きく遅れをとった魔ま導どうの研究をするため、イギリスの魔術師協会で抹まつ殺さつ指し令れいを受けたお尋たずね者ものを内部に招まねく腹づもりなのだ。一応は友国同士であるのでそんなイカサマめいた応援要請に応こたえないわけにはいかないイギリス人の彼が苛いらつくのは当然だった。

「……貴方あなたたちは正しよう気きじゃありませんよ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、ファーンズワースが言った。ジョシュはとぼけて「何がだい？」と言った。ファーンズワースは呆あきれたような顔をしたが、すぐに真しん剣けんな顔になった。

「『友人』として忠告しておきますよ。あの男は殺せるときに殺しておくべきだ」

「何だと？　いったいそりゃ……」

　遠い空から聞こえてくる爆音がジョシュの言葉をかき消した。闇やみを切きり裂さいて姿を現した航空機はふらふらと不安定に翼つばさを揺ゆらし、いつ墜つい落らくしてもおかしくない様子だ。ジョシュは片手を挙あげた。部下の兵士たちが一いつ斉せいに走り出し、ぐるりと輸送機を取り囲んでライフルの銃じゆう口こうを向けた。

　タラップが降り、黒一色で統一されたアーマーに身を固めた兵士たちが降りて来た。ジョシュたちが身にまとっているのと似たデザインのアーマーだが、肩かたや胸むねに大おお粒つぶの宝石が埋うめ込まれ、宵よい闇やみの中で光を放はなっている。彼らのアーマーはファーンズワースと同様に雨を弾はじいていた。「魔術か……」ジョシュは小さく呟いた。

　タラップを降りて来た年長の男がジョシュとファーンズワースの前までやって来た。

「第49戦せん闘とう航こう空くう団だんのブライアン・ウィリアムズだ。ご協力、感かん謝しやする」

　ジョシュより二つばかり階級章が上の五十男は言った。

「陸軍少尉のジョシュ・エンゼルです。こちらは駐ちゆう日にちのイギリス大使館から応援に来てくれたファーンズワースさん」

「ご苦労。それでさっそくだが輸送車を……」

「既すでに用意してあります」ジョシュは滑走路の脇わきに停車した軍用輸送車を指ゆび差さした。この基地内には魔術防ぼう御ぎよの施ほどこされた設備がないため、基地の外にあるイギリスの施し設せつまで運ぶことになっていた。「ですが……なぜすぐに飛び立たないのですか？　念のため代用機の用意もしてあります。私はあの男のことを詳くわしくは知りませんが、外に出したりすると危険性が増すのではないのでしょうか？」

「そうはいかん。ただのエンジン・トラブルとは思えぬのだ。奴が何か細さい工くした可能性がある。それがハッキリするまでは機を代えたところで同じ結果になる危険性が高い」

「拘こう束そくされていたのに魔術を使ったとおっしゃるんですか？」

　こりゃ完全に懲ちよう罰ばつものの越えつ権けん行こう為いだな……と思いながらもジョシュは重かさねて訊たずねた。

「拘束されていたにも拘かかわらずやってのけたかもしれぬからこそ警けい戒かいするのだ。我が部隊の半分はこちらで機の点てん検けん、残る半分で奴を施設に運ぶ。手て早ばやく準じゆん備びをしてくれたまえ」

　ですが……とジョシュがまだ食い下がろうとしたとき、金属が軋きしむ音を立てながら輸送機の後部ハッチが開いた。そして奥おくからガラガラと何かを転がす音が聞こえてくる。輸送機から運び出されたのは一台のベッドだった。病院で使うようなスチール製の無ぶ骨こつな代しろ物もの。車輪キヤスターがついており、それがガラガラという音を立てていた。

　ベッドはジョシュとウィリアムズの中間に運ばれて来た。

　そこには一人の男が寝ねかされていた。革かわ製せいのベルトで何重にもベッドに縛しばりつけられ、口には金属製のさるぐつわ。目め隠かくしをされているので顔は半分ほどしか見えないが、顔に刻きざまれた深い皺しわと漂ひよう白はくしたように真っ白な髪かみで五十過ぎであることは分かった。

「紹しよう介かいしよう。彼こそ今世紀最大の犯罪者、ブレンティス・ストリックスランド。通つう称しよう『トリプル・クラウン』だ」

　ごくり、とそこにいる全すべての人間が唾つばを飲のみ込こんだ。ただの痩やせこけた初老の男だ。とてもではないが二桁の人間を殺害しているようには見えない。だが男が身にまとった禍まが々まがしい空気は抑おさえ切きれない。「やっぱりコイツを連つれてすぐに出て行っちゃくれませんか？」そんな言葉がジョシュの喉のど元もとまで出かかった。

　ふとジョシュは視線を感じて下を向いた。目の前に置かれたベッドの上の男がジョシュの方に顔を向けていた。目隠しをされたこの男にはジョシュの顔に浮うかんだ狼ろう狽ばいの色は見えていないはずなのに、「お世話になるよ」とばかりに片方の頬ほおを吊つり上げてみせた。

　凍こおりついた十一月の雨よりも冷たいものがジョシュの背中を這はい上あがった。



　横須賀基地を出た輸送車は都心へと向かって高速道路を走っていた。トリプル・クラウンを乗せた輸送車にはジョシュとファーンズワース、それから空軍特とく殊しゆ部隊の兵士たちが乗って奴に機銃を向けている。

「……なあ、こいつ、魔術師協会あんたらのとこを破は門もんされた上で抹殺指令を受けているんだったよな。いったい何をした？」

「言えませんね」

「隠すなよ。俺たちゃ運命共同体だぜ」

「申し訳ありませんが、そのときこの男は協会の重職にありましたからね。貴方がたは閣かく僚りようのスキャンダルを外の人間にぺらぺらと喋しやべりますか？」

　そりゃまあそうだ、とジョシュは苦にが笑わらいした。しかしまあこの様子からすればよっぽどのことをやりやがったみたいだな。

「じゃあ喧けん嘩かになるような話はやめて、楽しい話をしようぜ。ベースボールの話なんてどうだい？」

「……ずいぶん唐とう突とつですね。何を企たくらんでいるんですか？」

「唐突じゃねえさ。『三冠王トリプル・クラウン』って聞いたら普ふ通つうはベースボールの話じゃねえか。ついでに言うと俺が大のベースボールファンだ」

「残念ながらイギリスにはクリケットしかありませんよ」

　ファーンズワースは苦笑いではあったが、初めて好意的な表情を見せた。

「つまんねえ国だな。ベースボールはいいぜ。からっと晴れた日に、青々とした芝生しばふの上で大男たちが走り回る光景を見たら一発で惚ほれるね。ウチの家系はみんなベースボールのファンさ。だからみんな雨が嫌きらいだ。雨の日にゃベースボールは見られねえ」

「ドーム球場があるでしょ？」

「あんな中でやってんのは偽にせ物もののベースボールさ。あんたも一度アメリカに……」

　そのときであった。運転していた兵士が「うわあああっ！」と叫さけび声を上げた。間まを置おかず彼は大きくハンドルを切る。水みず浸びたしの路ろ面めんでタイヤがスリップし、バランスを失うしなった車はぐるぐると数回転してから防ぼう護ご壁へきに激げき突とつして止まった。

「いったいどうした！」激突したときにぶつけた頭を押おさえながらジョシュは起き上がる。

「ま、前の車がいきなりブレーキを踏ふんで……」

　運転手がそこまで言ったところで、グシャ、という音と共に真っ赤な物が運転席と荷台の間のガラス窓に広がった。それが潰つぶされた頭の中身を窓ガラスにぶちまけたものだと気付くのにジョシュはしばらく時間がかかった。

　ドン、と音を立てて後部のドアが開いた。いや、正確には『引ひき千ち切ぎられた』。後部のドアには三つの鍵かぎと直径五センチの閂かんぬきがかかっていたのに、それが外から力ずくで開かれたのだ。

「ウ、ウィリアムズ大たい尉いっ」車にいた兵士の一人が驚おどろいて言った。「どうなさいました！」

　そこにいたのはウィリアムズだった。全身を真まっ赤かな血で染そめ、うつろな目でふらふらと車に乗り込んで来た。

「あっ……いけない」

　とウィリアムズが奇き妙みような声を出した。野太い男の声ではなく、甲かん高だかい子供の声だった。異変は声だけではなかった。彼の両目はカメレオンのようにバラバラの方向を向いていた。「わ、わ」ウィリアムズは慌あわてて自分のこめかみを叩たたいて元に戻もどそうとするが、逆に眼球が飛び出してしまった。ますます慌てて彼は眼球を手で押し込もうとするが、自分の手でべちゃりと潰つぶしてしまった。

　くっ……。ジョシュは喉のどまでこみ上げてきたものを無理矢理飲み込み、腰こしのホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬく。「おい、何をする気だっ」ウィリアムズの部下が自分の上官に銃を向けようとするジョシュを後ろから羽は交がい絞じめにする。

「馬ば鹿かっ！　あいつはお前らの知ってるブライアン・ウィリアムズなんかじゃないっ」

　作り物？　いや、これは……。

　ウィリアムズの背後で、ばりっ、という音がした。奴の背中から血が噴ふき出だして輸送車の中に飛び散る。ウィリアムズの口から空気の漏もれる音がし、糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように前まえ屈かがみになった。

　ジョシュは言葉を失った。ジョシュを羽交い絞めにした兵士の手からも力が抜ける。ウィリアムズの背中から小さな手が生はえていた。肉を切きり裂さく気き色しよく悪わるい音と共にもう一本の手が背中を突つき破やぶって生えてくる。

　何か別の生き物が入っていたのだ。繭まゆを破って成せい虫ちゆうが外に出ようとするように、ウィリアムズの身体からだの中に入っていた何かが抜け出そうとしていた。

　中から現れたのは全ぜん裸らの子供だった。ウィリアムズの身体を突き破った返かえり血ちがべっとりとこびりついていて性別は分からない。

「隊長、どうしましたっ！」

　外から声がした。併へい走そうしていた護ご衛えい車しやに乗っていたジョシュの部下たちだった。その声でジョシュは我に返り、ウィリアムズの中から出て来たその生き物に向けて拳銃を発射する。しかし二メートルにも満みたない至し近きん距きよ離りだと言うのにその生き物は銃じゆう弾だんを躱かわし、後部のドアを体当たりするように開けて外へと飛び出した。

「そいつを逃にがすなっ、いや、構かまわないから射殺しろっ！」

　闇やみの生物たちがときに人間の身体に巣すくって生活するという話をジョシュは聞いたことがあった。問題はあいつが使し徒とか魔族かだ。アメリカ軍の火か器きは教きよう皇こう庁ちようの連中が使っている武器のように対たい魔まコーティングが施ほどこされていない。使徒が相手なら集しゆう中ちゆう砲ほう火かでバラバラにすれば何とか屠ほふれるが、魔族相手では通用しない。

　兵士たちの発射するマシンガンの銃弾の雨を躱してその生き物は高速道路上を飛び回っていた。血はすっかり洗い流され、透すき通とおるような真っ白な肌はだを揺ゆらしている。

（攻せめて来ないということは、至近距離から撃うたれたくないってことか……）

　ジョシュは少しだけほっとする。使徒だ。相手が魔族だったらとっくに皆みな殺ごろしにされている。……しかしいつ入れ替かわりやがったんだ？　軍の中ちゆう枢すうにいる人間が使徒にとって代わられるだなんて、それこそ大スキャンダルに……。

　ジョシュはハッとした。

「違ちがうっ！　問題は奴が使徒かどうかじゃない。問題なのはいったいいつ……」

　振ふり返ったジョシュの顔が絶望に凍こおりついた。

　なんということだろうか。ついさっきまでベッドに拘束されていた男が、コキコキと首の関節を鳴らしていた。その足元には捩ねじくれ曲がった空軍特殊部隊員たちとファーンズワースの死体が転がっていた。トリプル・クラウンの手が微かすかに光を放っていた。

「ほう、こりゃ意外だ。君が一番賢かしこかったとは」

　耳みみ障ざわりな笑い声を漏もらしながらトリプル・クラウンは言った。

「全部……お前が仕組んだんだな」

「うむ」トリプル・クラウンは頷うなずいた。

「魔術でエンジン・トラブルを起こして不時着し、あの使徒の娘むすめにウィリアムズを乗っ取らせて操あやつって基地の外に運び出させて……そうだな？」

「まあ、そんなところじゃな。ただ一つ違っているのは、あの娘は使徒なんかじゃなく人造生物ホムンクルスだということじゃな。頭の中は空からっぽに近く、命令したこと以外はロクにこなせない。君との会話をしていたのはこのわしじゃ。その点を除のぞけば君の想像は満点に近い……」とそこでトリプル・クラウンの眼光が鋭するどくなった。「ところで、君の時じ間かん稼かせぎに付き合ってあげたが、そろそろわしを殺すいい方法は思いついたかね？」

　全部読まれていた──拳銃を握にぎるジョシュの手が震ふるえた。この男、ただの狂人ではない。

　ジョシュは手の震えをこらえながら銃口をトリプル・クラウンに向けた。

「うーむ、残念じゃがそれは正解ではないなァ」

「……分かってるさ」

「では落らく第だいということでいいかな？」

　トン、と小さな足音が背はい後ごに舞まい降りた。背後に誰だれがいるのか振り向くまでもなかった。

「ちくしょう、じいさんの言う通りだ。やっぱり雨の日は験げんが悪いぜ……」

　それがジョシュの最後の言葉だった。

　　　　◇




「ふう……こんなものかな」

　と深ふか津つ薫かおるはぴかぴかに磨みがき上あげられた礼れい拝はい堂どうを眺ながめて満足げに頷いた。

　自宅であるナフィタジア教会の礼拝堂。明け方に上陸した台風で学校は休みになり、エスクードの任にん務むも休養日になっていたので、薫は朝から家の大おお掃そう除じをしていた。

　帰国してからずっとほったらかしだった教会の掃除は思いのほかの大作業で、午後はのんびりと過ごすつもりが夕方までかかってしまった。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、礼拝堂の長なが椅い子すに腰こし掛かけて窓の外を眺ながめた。すっかり暗くなった外ではまだ台風が吹ふき荒すさんでいた。建たて付つけの悪い窓をガタガタと揺らしながら冷たい風が入って来る。汗だくになった身体に寒さがやって来て薫はぶるりと震えた。考えてみればもう十一月だ。薫はシャワーを浴あびるために浴室に向かった。

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、温水を全身に浴びる。昨日のオフィスビルでの戦いで受けた傷が染しみた。

　エスクードに入って一年。身体にはずいぶんと傷が増えた。見た目は華きや奢しやだが、軽量級の格かく闘とう家かのように体たい脂し肪ぼうはほとんどない。学校ではごく普通のおとなしい生徒だと誰もが思っているが、服を脱ぬいだらみんなぎょっとすることだろう。そんな光景を想像して薫は苦く笑しようした。

（あれからもう一年経たつんだな……）

　シャワーを浴びながら薫はこの一年に起きたことを回想した──。



　一年前まで薫はごく普通の高校生だった。交通事故で両親を亡なくしてここに引き取られ、朴ぼく訥とつで厳きびしい養よう父ふの深津神しん父ぷと、口が悪くて喧けん嘩かっ早ぱやいが本当は薫のことをいつも気にかけてくれる年上の孤こ児じ仲間桂かつら木ぎ真ま澄すみの三人でこの教会で暮らしていた。それは質しつ素そではあったが穏おだやかな日々だった。

　だが薫が十七歳さいのとき、薫の人生は大きく動き出した。薫は『エスクード』と呼ばれるバチカン教皇庁の組織に入ることを求められたのである。

　この世の中には『向こう側』の世界からやって来た『魔族』と呼ばれる生物たちがいて、交通事故で亡くしたと聞かされていた薫の両親もそいつらに殺されたのだという。薫を引き取ってくれた深津神父はかつてエスクードにいた戦士エージエントで、両親と共に殺されそうになった薫を助けに駆かけつけて来てくれたのが神父だった。

　神父が孤児となった薫を引き取ったのには理由があった。

　教皇庁には魔族に対たい抗こうする最強の剣『ブラディミール』が伝えられており、神父はその所有者であったのだが、薫を助けたときに剣は神父から薫に所有者を変えてしまったのだ。薫にはそのときの記き憶おくはないのだが、神父は一団を率ひきいていた魔族に敗北を喫きつし、まだ七歳にすぎなかった薫は神父の剣を取ってその魔族に一ひと太た刀ち浴あびせたのだという。その魔族は愉ゆ快かいそうに笑って薫の前から姿を消し、ブラディミールは敗北した神父から薫に所有者を変えた。以来剣は薫にしか自分に触ふれることを許さず、神父は自分の後こう継けい者しやとすべく幼い頃ころから薫に武術を叩たたき込こんだ。孤児仲間だと聞かされていた桂木真澄は実は薫の血のつながった兄であり、彼は両親の復ふく讐しゆうのため自みずからを鍛きたえ続けてきた。

　そして十七歳のとき薫はその真実を告つげられ、ある任務のためエスクードへ入るか否いなかを決断させられたのである。

　それは一人の少女の護ご衛えい任務だった。この世界と『向こう側』をつなぐ『ゲート』。そのうちの一つがこの東京で発見され、長い年月放ほうっておかれたために弱った封ふう印いんを再び行おこなわねばならなかった。そのゲートが開かぬよう護ることこそエスクードの最大の使命であり、ゲートを封ずる唯ゆい一いつの存在が『レディ・キィ』と呼ばれる女性だった。

　薫はそれに参加することを決めた。エスクードの任務とかそのときの薫にはよく分からなかったが。ただそのレディ・キィ──ソフィア・リヴィエールという幼おさない少女を怪かい物ぶつたちから護らねばならないと思ったのだ。

　だがその任務には薫には告げられていない秘密があった。ゲートの封印はレディ・キィの命と引ひき換かえに行わねばならなかったのである。ソフィアは自らの意思で命を断たつことを求められていたのだ。彼女はそのあまりにも惨むごい宿命に反発しながらも、それを全まつとうした。自分の命と引き換えにこの世界と『向こう側』がつながって魔族たちが溢あふれ出でるのを防いだのである。

　そうして戦いは終わった。だが戦いは傷きず跡あとを残した。魔族たちとの戦いの中で兄の真澄は魔族を統とう括かつする盟主ロードの一人アルフェルムに咬かまれて奴の使徒とされ、そしてソフィアの死と入れ替えにこの世界のどこかにいる女性が新たなレディ・キィの運命を背せ負おわされた。世界に六つあると言われるゲートのうち、一つは未いまだ見つかっておらず、今にも弾はじけ飛とびそうな状態になっている。エスクードは当代のレディ・キィを探し、彼女にソフィアと同じことを求める──ゲートを封じるために命を捧ささげよと。

　薫は闇の世界に連れて行かれた兄を助けるため、そしてまだ見ぬその女性を護るために一人の女性と共に修しゆ行ぎようの旅に出た。闇の者でありながら一千年に亙わたりゲートとレディ・キィを護り続けてきた氷のような女性『鍵かぎの番人』レイニーと共に。

　そして薫は長い旅を終えてこの地に戻って来たのである──。



　薫はシャワーから上がって、寝しん室しつのある二階へと向かった。そんなに眠ねむくはなかったが、休めるときに休んでおくのがエスクードのエージェントの鉄てつ則そくだ。

「あっ……」

　寝室のドアを開けた薫は小さな声を漏らした。部屋の暗がりの中で赤いランプが光っていた。着信があったことを示す携けい帯たい電でん話わのランプ。薫は「……しまった」と顔を覆おおった。こんな時間に掛けてくるのは長は谷せ川がわ司し祭さいだろう。昨日ちょっとばかり怪け我がをしたので司祭は気を遣つかって休養日にしてくれたのだが、薫にしか対たい処しよできない事件が起きればそんなことは関係ない。

　頼たのむから昨日みたいに警官隊が突とつ入にゆうするなんてのは勘かん弁べんしてくれよ……と祈いのるように携帯に手を伸のばした途と端たん、携帯電話が鳴り始めた。「はい僕ぼくです。何が起きたんで……」と薫が電話に出ると、その声を遮さえぎって電話の向こうから怒ど鳴なり声ごえが響ひびいてきた。

「やっっっっっと出たわね、この馬ば鹿かあっ！」

「へっ……ルーシア？」

　薫はきょとんとする。それは司祭ではなく、ここしばらく行動を共にしている少女、ルクレシア・グレンヴィルであった。

「なにが『へっ？』よっ。人が急ぎの用があるってときにあんたはもうっ」

「よ、よく分からないんだけど、何でいきなり怒おこられなくちゃならないわけ？」

「はあああああ!?　とぼけないでよね。何度電話掛けても出なかったでしょうが。わたしが電話をしてあげたってのに無視するなんてずいぶんな度ど胸きようじゃないのっ」

「あ、着信はルーシアだったんだ」事件が起きたわけではないようなので薫はほっとした。「ごめん。シャワーを浴びてたんだ」

「し、信じられないっ。わたしがこんなに慌あわてて何度も電話掛けているってのに、のうのうとシャワーを浴びていられる神経が分からないわ。わたしがイギリスの実家にいたときにはこんなことは一度だってなかったわよ。もしわたしが用があるときにシャワーを浴びて席を外はずしてたりしたらクビよ、クビ」

「僕はルーシアの召めし使つかいじゃないけど……」

「うるさいわねっ、いちいち反論するんじゃないわよっ！」

　火がついてしまったらしいルーシアは、ここ二か月間の不ふ満まんを猛もう烈れつな勢いで並べ立て始めた。

　魔族の脅きよう威いに対たい抗こうするため長らく断絶状態にあったイギリスの魔術師協会と教皇庁エスクードが共きよう闘とう歩ほ調ちようを取ることを決め、薫の元に彼女が派は遣けんされて来たのは二か月ほど前のこと、ちょうど薫が旅を終えて帰国したときだった。

　ルクレシア・グレンヴィル。通つう称しようルーシア。イギリスでは三本の指に入る大貴族の第二息そく女じよで、魔術師協会内での身分こそ見習い魔術師であったが、すこぶる優ゆう秀しゆうな魔術師だ。

　が、その人選には少しばかり問題があった。彼女は上からの命令で強制的に送り込まれて来ただけで、薫のように使命感を持って魔族と戦っているわけではないので、出動が続くとすぐに不ふ機き嫌げんになる。しかも異教徒である教皇庁が大だい嫌きらいときている。最初に会ったときなどそれはもう険けん悪あくそのもので、教皇庁の面々を「虫けら」呼ばわりして憚はばからなかった。しかしながら一いつ緒しよに学校に通っているせいもあってか、薫に対してだけは普通に口をきいてくれるぐらいにはなっていた。

（……まあ、召使い扱あつかいされたり、毎日こうして愚ぐ痴ちを聞かされたりしているわけだけど）

　電話の向こうで男の声が「……お嬢じよう様さま、もうお時間が」と言うのが聞こえた。彼女の従じゆう者しやであるキースの声だ。ルーシアは「そうだったわね……今日はこれぐらいにしといてあげましょう」とキースに頷うなずき、コホンと咳せき払ばらいをしてから言った。

「ねえ、薫。あんたに頼みたいことがあるの。これからちょっと付き合ってくれない？」

「付き合うって、どこに？」

「とりあえず玄げん関かんまで降りて来てよ。わたし、あんたの家の前まで来てるから」

「え……僕んちの前？」

　薫は鸚鵡おうむ返がえしに聞くが、答えずに電話は切れてしまった。窓の外を見ると教会の門の前に胴どう長ながのストレッチ・リムジンが停車していた。運転席のドアが開き傘かさを持った三十前の長身の男が降りる。彼女の従者のキースだ。そして後部座席のドアを開き、恭うやうやしく傘を差す。車の陰かげになって見えないが、彼女に間ま違ちがいないだろう。

（付き合うって……食事の誘さそいとか？）

　しかし考えてみれば、学校とエスクードの任務以外で彼女と会ったことはない。いったい何なんだろうと首を傾かしげながらも、待たせるとまた機嫌が悪くなるし、それを理由にぶん殴なぐられるので薫は全速力で階段を駆かけ下おりて玄関へと向かった。

「ごめん、お待たせ……」玄関の扉とびらを開いた薫は目を瞬しばたたかせた。「どうしたのその格好？」

　そこにいたルーシアは真しん紅くのナイトドレス姿だった。いつもより濃こい目めの化け粧しようをし、普段は二つに束ねている癖くせっ毛けの金きん髪ぱつを巻まき貝がいのようにくるりと整ととのえている。

「……そこは質問するところじゃないでしょ」ルーシアはぶすっとして言う。「『女性がいつもと違う服を着ていたらとりあえず褒ほめること』って教えたじゃない。まったくもう」

「うん。じゃあとりあえずよく似合ってると思う」

「『とりあえず』は余計でしょっ！」

　ルーシアは手にしていた愛用のロッドで薫の頭を力いっぱいぶん殴った。何と言おうか、十分警けい戒かいしておきながらピンポイントでジョーカーを引いてしまったという感じだ。

「あたたた……痛いなもう。なんか僕さ、毎日ルーシアに殴られてる気がするんだけど」

「あんたが殴られるようなことばかり言うからでしょ。ったく、こんなんじゃあんたがパーティでどんな失敗をやらかすか心配でしょうがないわ。恥はじをかかせるようなことしたら後で殴るからね」

「パーティ？　誰かの誕たん生じよう日びでもあるの？」

「さすがはカトリック……発はつ想そうが貧びん乏ぼう臭くさいわね」

「……僕とルーシアの宗しゆう派はが違うのと、僕が貧乏臭いことに関連性はないと思うけど」

　控ひかえ目めに反論してみたが、彼女は耳を貸さず「ちっちっ」と指を振ふった。

「いいこと。貴族ってのは何か理由をつけて毎晩パーティをする生き物なの。しかも今夜はわたしたち赤魔術師も『黒』の連中も同席する大きな催もよおしだから、グレンヴィルの名みよう代だいとして欠席するわけにはいかないんだけど、一緒に行くはずだったイギリス大使にいきなりキャンセルされちゃって困ってたのよ。ったく、信じられないわ」

「何か急な用でもできちゃったんじゃないの？　大使って忙いそがしいだろうから」

「それぐらいあんたに言われなくても分かってるわよ。でも文もん句くを言わせてもらう権利ぐらいはあるでしょ。当日ですもの、出席する予定の人はみんなもう同どう伴はん者しやが決まってるからこっちは大おお慌あわてよ。……じゃ、行きましょうか」

　彼女はしごく当たり前のように顎あごでくいっと自分の車を差した。確か二階で電話を受けたときには付き合うかどうか薫に選せん択たく権けんがあったように思えるのだが、いつの間にかそれは決定事じ項こうになっていた。

「何よその不満そうな顔は。どうせ暇ひまなんでしょ」

「まあ……予定はないけど、休養日って言ってもいつ呼び出しがあるか分からないわけだし。それに聞いてるだろ、なんか魔族が次々と日本に入っているのを。何かあるんじゃないかって、厳げん戒かい態たい勢せいじゃないか」

「知ってるわよ、お陰で毎日大忙しなんだから」ルーシアは口を尖とがらせた。「つまりそれって、わたしがあんたに付き合わされて毎日出動してるってことじゃない。だったらたまには恩おん返がえししなさいよ。呼び出しがあったらあったでパーティを抜け出せばいいでしょ」



    

  
    
      「だけどさ……」

「『だけどさ』の後は何なのっ。もごもご言ってないでハッキリ言ってご覧らんなさい。あんたの方に分があったらわたしもおとなしく諦あきらめてあげるから」

　さっきは反論したら『反論するんじゃないわよっ』とか怒ったくせに……と薫は心の中でぼやいた。いつも彼女はこんな具合だ。他人の予定なんかまるで気にしない。

「分かったよ。行くよ。行けばいいんだろ」

　薫としては鉄てつ拳けん制せい裁さいを半なかば覚かく悟ごした反はん抗こうだったのだが、彼女は「そ、ありがと」とだけ言って薫に背を向けた。一いつ瞬しゆんだけ彼女が見せた悲しそうな横顔に薫は罪ざい悪あく感かんを覚えた。

（そういえばルーシアってイギリスにいるときはあまり表に出れなかったんだよな……）

　彼女は一つの業ごうを背負っている。幼おさない頃ころにとある魔ま導どう書しよに触ふれてしまった彼女は、おそらくはそれが原因で二重人格者となってしまったのだ。今現在はちょっと気に障さわることがあっただけで薫をぶん殴るような性格だが、彼女の肌はだに焼き付いたその魔導書の頁ページが動き出すと、とても同一人物とは思えぬツッ込みどころ満まん載さいの天てん然ねんボケな女の子へと変わる。

　彼女の父親は自分の娘がそのような身体であることを隠すため家に閉じ込め、イギリスでは社交界デビューはおろか学校にさえ満足に行かせてもらえなかったらしい。遠いこの国でようやく高校に通うことができるようになった彼女は、薫以上に楽しそうに学校で同世代の女の子たちとはしゃいでいる。

「……ごめん。悪かったよ。僕でよかったらパーティに……」

　と謝あやまろうとした薫の言葉をルーシアは「あ、そうそう」と遮って振り返った。

「言い忘れてたけど今日のパーティって魔術師協会主しゆ催さいだから気をつけてね」

「気をつけるって……どうして？」

「ほら、イギリスとバチカンって五百年間も喧けん嘩かしてたわけじゃない？　『今日から共闘歩調です』って言われても割り切れない人もいるわけ。だから会場では気をつけた方がいいと思うのよね。派は遣けんされて来る前も協会のお偉えら方がたのじいさまたちにぐちぐち言われちゃってさ～。若い頃に教皇庁とやり合ったじいさまたちは教皇庁のことを未いまだに憎にくんでるのよね。『よいかルクレシアよ。油断させて近づいて、ブラディミールの剣士なんて殺してしまうのだっ』とか真ま顔がおで言うんですもの。わたし、どうしたらいいと思う？」

「な、な、な……」

　思わず薫はルーシアから一歩後ずさる。

「あ、今日の出席者は比ひ較かく的てき温おん厚こうな人たちだから大だい丈じよう夫ぶだって。少なくともわたしと一緒にいれば手を出したりしないわよ」

「は、はぐれたらどうするんだよっ！」

　泡あわを食って叫さけぶ薫に、ルーシアは堪こらえ切きれなくなったように吹ふき出した。

「バーカ、何をビビってんのよ。何よりもメンツを重んじるイギリス貴族がゲストに失礼な真ま似ねをするわけないじゃないの」

「な……」ようやく薫はさっきの報ほう復ふくにからかわれたことに気づいて赤くなった。「あ、あのねえっ、命を狙ねらわれているとか言われたら普ふ通つうは驚おどろくだろっ」

「あんたがぐだぐだうるさいからちょっと冗じよう談だん言っただけでしょ。カトリックは冗談も通じないんだから」彼女はスタスタと車に向かい、さっさと乗り込んでしまった。「ほら、早くしてよ」

「ま、待ってよ。だってほら……着き替がえてもないし。こんな格好じゃまずいだろ？」

「当たり前でしょ。どうせ貧乏人のあんたはわたしのドレスに合うようなタキシード持ってないでしょうから、行きつけのブティックに用意させてあるわ。……ほらぁ～、早く乗りなさいっての。車が出せないじゃない。あんたってホントにトロいんだから」

「その……ごめん」

「いちいち謝あやまらないの。みっともないでしょ」

「はい」

　思わず『お手』を命じられた子犬のように従じゆう順じゆんな反応をしてしまい、薫はムッとした。どうも自分は彼女にいいように操あやつられていると言うか、振ふり回されている気がする。ブティックにタキシードを用意させていたのだって、彼女は薫に断るという選せん択たく肢しを用意させていなかったという証しよう拠こだ。しかしそれを指し摘てきしようとも、情なさけないことにルーシアに押おし切られてしまうのは間違いないのだ。

「ねえ、薫」

「……なんだよ」

　せめてもの抵てい抗こうで薫は粗そ野やな口く調ちようで言った。しかし薫の儚はかない抵抗も彼女はまるで意に介かいした様子もなく、微笑ほほえみを浮うかべてシルクの手て袋ぶくろを嵌はめた手でそっと自分の横の席を撫なでてみせた。

「隣となりにいらっしゃいよ。今日はわたしの隣に座すわってもいいわよ」

　タチの悪いことにその笑顔はとてつもなく無む邪じや気きで魅み力りよく的てきだった。

　　　　◇




　薫とルーシアを乗せた車は土砂降りの東京を都心へと向かって走っていた。

　ルーシアに連れて行かれたブティックで彼女の選んだタキシードに着替えさせられ、髪かみの毛けはたっぷりとジェルをつけられてオールバックに固められた。遊び人の御おん曹ぞう司しといった風ふう体ていだが、実に似合わない。薫をこんな姿にした当のルーシアさえも、薫の頭にべたべたとジェルをつけながら笑いを噛かみ殺していたのを薫は知っている。

　薫をさんざん着せ替え人形にして満足したらしい彼女はもう薫のことなど放ほったらかしで、魔術の光を浮かべ大おお判ばんの本を熱心に眺ながめていた。魔導書かと思ったが、何か毎まい頁ページに写真が添そえられていて魔導書というふうではない。

「それ、何の本？」

「今夜のオークションの目もく録ろく」

「へえ、オークションがあるんだ」

「ええ。『赤』と『黒』の両方が集つどう場だから、普ふ段だんは戒かい律りつで禁じられている両派間の魔ま導どう具ぐの交こう換かんとかも兼かねているわけね」ルーシアは本から顔を上げ、ちらりと横目で薫のことを見た。「いま忙しいから後にしてくれると助かるんだけど」

　そしてまた目録に目を落とした。『あんたの相手はもう飽あきたからいいわ。下げてちょうだい』という感じである。

（……ま、いいけどさ）

　ブティックにいるときに長谷川司祭に電話してみたが、とりあえず今夜は魔族はおとなしくしているらしい。薫は腹を決め、本場のお嬢様の生活を覗のぞかせてもらうことにした。

　車は永なが田た町ちようへと入った。国こつ会かい議ぎ事じ堂どうの前を通り過ぎ、電気の消えた建物の前でスピードを緩ゆるめて門を潜くぐった。

「え……ここ？」

「そうよ。ほら、早く降りて傘をさしてくれないかしら？」

　薫はキースから傘を受け取って車を下り、二人は連れ立って建物の入口へと向かった。薫は怪け訝げんそうにその建物を見上げた。てっきり鹿ろく鳴めい館かんのような場所でやるのかと思っていたら、目の前にあるのはとてもパーティをするようには見えない飾かざり気けのない無ぶ骨こつな建物であった。

「ジロジロ見ちゃって、そんなに不ふ思し議ぎなの？」

「うん……。だってさ、ここって国会図書館でしょ？」

　国会図書館──日本で発刊された全すべての雑誌と書籍が貯ちよ蔵ぞうされる巨きよ大だい図書館である。

「ここのお役人さん、魔術師協会ウチにちょっと借りがあってね。それで使わせてもらってるの。十年ぐらい前からだったかしら？」

「国会図書館が魔術師協会に借り？」

「ここは日本に入って来た魔導書の回かい収しゆうもしているの。けど何の防備もなく貯蔵してたもので、ついに臨りん界かいを越こえて暴走しちゃったわけ。魔導書はそれ自体が微び量りようの魔力を発はつ散さんしているんだから、分類さえもせずに積み上げていくなんて、ビーカーに適当に化学薬品を放り込んでいくようなものなの。図書館は迷めい宮きゆうのように膨ぼう大だいに広がり、中を探たん索さくしに行った人間が本に取り込まれてしまうなんて魔ま術じゆつ禍かが起きたそうよ。ほら、エミール・ゾラに『ナナ』って作品があるでしょ？　冒ぼう頭とうに登場人物が数十人も出てくるパーティのシーンがある本。あのシーンを読むのが大変だってみんな言うけど、それも当然。だってあの本も似たような魔術禍で出来ちゃった本で、ゾラが書いたときには七人だけの身内のパーティだったそうよ。そんな騒さわぎがこの国で起きちゃったもので、ここのお役人さんたちはウチに泣きついたの。そこで解決すべく呼ばれたのが若い頃の……」

　と、そこでルーシアはなぜかいきなりぶすっとした顔になり、口を閉じた。

「どうしたの？」

「……何でもないわよ。ま、とにかくその別に大したことでもなーんでもない騒ぎがあったもので、日本はウチに借りができちゃったの。そんでウチが地下にある魔導書図書館の管理も兼かねて使わせてもらってるわけ」

　ルーシアは早口に説明を打ち切ると、傘の下から抜ぬけて小走りに建物の中へと走って行った。玄げん関かんホールに入ると、エレベータの前にローブをまとった二人の魔術師がいた。二人の魔術師は薫たちに深ふか々ぶかと頭を下げた。

「遅おそかったですね、レディ・グレンヴィル。来ていただけないかと思いました」

「今夜の同どう伴はん者しやがあろうことか寝ね坊ぼうをしまして」ルーシアは微笑ほほえんでみせ、薫の方を向いた。「いけませんわね、薫さん。昨日は緊きん張ちようしすぎて眠ねむれなかったのですか？」

「『薫さん』!?」

　薫はまじまじとルーシアを見つめた。普段ならルーシアは薫の名を呼ぶとき絶対に『さん』を付けたりしない。

「あら、ちょっと馴なれ馴なれしすぎましたかしら？　申し訳ありません、『深津さん』とお呼びした方がよろしいかしら」

「い、いや、別に『薫』でも『薫さん』でもいいけど……」

「そうですの？　何か誤ご解かいされてしまいそうですわね」

　彼女は手で口元を隠かくして「ふふふ」と上品に笑った。

「あっ……もしかして彼は教きよう皇こう庁ちようの……」

　薫の正体に気づいて門番の魔術師が顔を強こわ張ばらせた。しかしルーシアはにっこりと微笑んで受け流した。

「ええ。一度わたしたちのパーティにご招待しようと思っていましたの」

「いや、でもそれは……」魔術師は口ごもる。「お待ち下さい。上の者に聞いてみます」

「いやですわ。薫さんをわたしの供に選んだのは『円えん卓たくの十二席』の皆みな様さまなのですよ。そんな薫さんを追い返すとでもお思いですの？」

　ルーシアは携けい帯たい電でん話わを取り出そうとする魔術師をさらりと制し、薫の手を引いてエレベータに乗り込んだ。彼女はエレベータのコンソール・パネルの前で小さく術言ワードを唱となえる。すると階数を示すボタンががらりと一変し、地下のボタンが現れた。彼女は地下七階まであるうちの六階のボタンを押した。

「やっぱり歓かん迎げいされてないみたいだね。この分じゃ会場じゃどんな……うわっ」

　そこまで言ったところでいきなりルーシアが薫の胸むな倉ぐらを掴つかみ、先さき程ほどのお嬢様口調とは程遠い、いつもの口調でまくしたてる。

「この馬ば鹿かっ！　何よあの寝ね惚ぼけた応対はっ。あんた挨あい拶さつもまともにできないの!?」

「だ、だってさ、ルーシアがヘンな口調で喋しやべるもんだから。何て言うか……その……ちょっと気持ち悪い……かも」

「さっきのが普通のわたしなのっ。普段は貴方あなたに合わせてあげてるのっ」

「もしかしてルーシアって三つ目の人格とかある？」

「あるわけないでしょっ。あのバカ娘だけでも手を焼いているのに、これ以上増えてたまるもんですか」

「……どう考えたってさっきが演じてた気がするんだけど……」

「いちいちあんたは言葉が多いっ」

　ルーシアは愛あい用ようのロッドで薫の頭をぼかっとぶん殴なぐった。

「とにかく教皇庁を代表してやって来たスペシャル・ゲストってふうに振ふる舞まえばいいの。何を言われても笑顔を崩くずさずに、余よ裕ゆうの態たい度どでいなさいよ。いいわねっ」

　エレベータのドアが開くとカーペットの敷しかれた廊ろう下かが現あらわれた。廊下は二十メートルほど続いており、その先には『不思議の国のアリス』のワーン・シーンが浮うき彫ぼりにされた扉とびらがあった。扉の前にはエレベータの上と同様にローブ姿の番ばん兵ぺいが立っている。扉の向こうからは微かすかに会場の喧けん騒そうが漏もれてきていた。

「さあ、参りましょうか、薫さん」ルーシアはお嬢様口調の英語に切り替かえて言った。

　二人は扉を開いた。台風の吹ふき荒あれる外とはうって変わった熱ねつ気きと眩まばゆい光が溢あふれ出した。

　薫の口から歓かん声せいが漏れる。想像していたのより遥はるかに広い、学校のグラウンドほどもある巨大な空間だった。地下鉄が張はり巡めぐらされた東京の地下にこんな広大なスペースが確保できるものだろうか……と思ったが、ここの管理者は魔術師たちだ。思いもよらぬ方法で蔵ぞう書しよ問題を解決しているのだろう。

　会場にいる人間は百人ほど。ドレス・アップした男女はその半分で、残り半分は同じ制服を着たメイドやウェイターたち。聞こえてくる会話は全すべていわゆる『Received Pronunciation』。上流階級の者たちが使う、地ち方ほう訛なまりのまったくないイギリス英語だ。

「薫さん」ルーシアが薫を肘ひじで突っついて囁ささやいた。「間ま抜ぬけ面づらで会場を眺ながめているのは格好いいことじゃないと思いますわよ」

　ルーシアが真しん紅くのドレスを翻ひるがえして会場に入ると、一いつ斉せいに拍はく手しゆが起こった。彼女は小さく手を挙あげてそれに応じた。

　あっと言う間に人々に囲まれたルーシアは、挨拶を求めてやって来る人々を見事に捌さばき、薫に紹しよう介かいしていく。「こっちが本当のわたしなの」という言葉を眉まゆに唾つばをたっぷりとつけて聞いていた薫だったが、今なら何だか頷うなずけてしまいそうだ。

「こちらはノルデンフェルト卿きようですわ、薫さん。サイヴィード社のＣＥＯで、世界のダイヤの値ね段だんを決めている五人のうちの一人ですわ」

「よろしく、ブラディミールの剣けん士し殿どの」

　と精せい悍かんな髭ひげ面づらの男性は薫の手を熊くまのような大きな手で握にぎり締しめた。薫はできるだけ悠ゆう然ぜんとした口調を作って「始めまして、ノルデンフェルト卿」と挨拶を返した。隣でルーシアが満足げな表情を浮かべた。

「どうです、ダイヤには興きよう味みはおありですかな？」

「えっ……」突とつ然ぜんの質問に薫は戸と惑まどう。「あの……高いなあって思います」

　思わず口をついた間の抜けた答えに横にいるルーシアのこめかみがぴくっと震ふるえた。薫は後で待っているであろうルーシアの鉄てつ拳けん制せい裁さいを想像して引きつるが、ノルデンフェルトは身体を揺ゆらして豪ごう快かいに笑った。

「確かに高い。言ってみれば炭すみの仲間に桁けた外はずれの値段がついています。しかしダイヤというのは、特に我々魔術師にとっては特別な物なのです。宝石でありながら鉱こう物ぶつではないダイヤは他の石とはまるで違う魔術を宿やどすことができます。この貴き重ちような宝石の市し場じようを誰かがコントロールする必要があるのですよ」

「気をつけてね、薫さん。ノルデンフェルト卿は魔導の宝石のバイヤーとしても名高いの。昔、フランスの王おう妃ひに呪のろわれた宝石を売りつけて断だん頭とう台だいに導みちびいたのも卿の祖そ先せんだそうよ。いったい日本の宝石商に何を売りつけに来ているのかしら」

「はは、教皇庁にはもう少し安全な物をお売りしますよ」

　彼は悪わるびれた様子もなく笑ってみせた。ノルデンフェルトが下がると、今度はひょろりとした青白い顔の男が薫とルーシアの前に進み出た。

「こちらはスタージェルさん。大だい英えい銀行の副ふく頭とう取どりよ。お兄様のスタージェル卿は上じよう院いん議ぎ院いんの議長をされているわ。銀行と政治家。イギリスの庶しよ民みんにはあまりいい組み合わせじゃないわね」

「いきなり手て厳きびしいですなぁ」スタージェルはあまり表情を変えずに笑った。「ところでバチカンのお方。いきなり不ぶ躾しつけかもしれませんが、預よ金きんの方はどちらに？」

「えっ……僕は地元の地方銀行に預けてますけど」

「なるほど、それは盲もう点てんでした。グレンヴィルのお嬢様が行動を共にしている男がどんな人物か知りたくて、失礼ながらスイスの口こう座ざを調べたのですが見つからず、不思議に思っていたのです。その人間がどういう人間か銀行口座を見れば七なな割わり方がたは分かりますからな」

「人にもよりますわよ。薫さんはあまりお金に興味がおありではないから」

「うん……まあ」

　薫は教皇庁から命のやり取りを任務としている者に相応ふさわしい報ほう酬しゆうを振り込んでもらっているが、服を買うにしたって一着百数十万のオートクチュールのドレスを一夜のためにあつらえるルーシアとは違い、デパートの既き製せい品ひんしか買ったことがない。戦いに着て行くことになったらすぐにボロボロになっちゃうし……とかそんな感覚だ。全てにおいてそんな調子なもので薫の銀行口座はかなり膨ふくらんでいる。

「バチカンの方はイギリスを避さけますからな。バチカンの巨大な資金がイギリスをまるで通らずに世界を飛び回っています。我々にとっては歯は痒がゆい限りです」と彼はどこからともなく名めい刺しを取り出す。「こうして知り合えたのも何かのご縁えん。気が向いたらご連れん絡らくを」

　それからまあ、派は手でな肩かた書がきを持つ人間たちが次々と薫とルーシアの前に現れた。皆が貴族の肩書きと共に、実業家の顔を持っていた。証しよう券けん会社の重役。機き関かん投とう資し家か。著ちよ名めいな映画プロダクションの経営者。巨大コンツェルンの頭取……。

「なんか凄すごい人ばかりだね。日本に滞たい在ざいしている人だけでこの騒ぎじゃ、イギリスに行ったらパーティの出席者だけで世界が動かせちゃいそう」

　挨拶を求める人ひと波なみが途と切ぎれたとき、薫はそっと声を殺してルーシアに言った。

「そうよ。現代の貴族はみんな実業家。領地の税ぜい収しゆうだけじゃお城しろは維い持じできないもの」ルーシアは普段のざっくばらんな口調で応こたえる。「みんな古くからの血けつ縁えんで結ばれているから、経済の世界ではとてつもなく強いの。いざ自分らの市場を食うような敵が現れたときは一つの巨大な生物のようになって立ちはだかるわ。でもここにいる人たちが唯ゆい一いつ持っていないネットワークがあるんだけど、それが何だか分かる？」

「あっ、もしかして教皇庁？」

「正解。教皇庁のネットワークとイギリスのネットワークは完全に隔かく絶ぜつされていたから、商売なんてできなかったのよね。でも今回の共闘歩調を幸さいわいに、一ひと儲もうけを企たくらむ山やま師しみたいな連中もいるって噂うわさもあるわ。ほら、あんたに粉こなを掛かけて来た人たちもいたでしょ？　さっきのノルデンフェルト卿とか危ないから気をつけなさいよ～」

「ちょ、ちょっと。聞こえるよっ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あんな遠くにいるじゃ……」

　と会場のほぼ反対側にいるノルデンフェルトを指ゆび差さそうとした彼女の顔がぴくっと強張った。彼女の視線の先にいるのはノルデンフェルトではなく、白髪しらがの混じった四十半なかばの男性だった。彼女の視線に気づいた男性はばつが悪そうな顔をしてこちらにやって来た。

「あら、どうして貴方がいらっしゃるのかしら？　確か今日は来れないはずなのに」

　ルーシアは微笑みながらも皮ひ肉にくの籠こもった言葉を投げかけ、男は苦にが笑わらいする。薫はその男が誰なのかに気づいた。

「その件は失礼しました。仕事が思いのほか早く片付いたのでこうして貴方に謝りに駆かけつけたというわけです。でも遅れてよかったのではないですか？　代わりにいい男性を誘さそうことができたようですし」

「そういうことにしておきますわ。……あ、薫さん。ご紹介しておきますわ。こちらは駐ちゆう日にち大たい使しのヘンドリクス卿。今日のパーティをすっぽかしてわたしを泣かせたお方ですわ」

「よろしくブラディミールの剣士殿」

「教皇庁の深津です。よろしくお願いします」

「お二人のご活かつ躍やくは色々と聞いていますよ。我々の共闘歩調はまだ始まったばかり。お二人が道を開いて下さらなくては次が続きません。ブラディミールの剣士殿、お嬢じよう様さまのことをよろしくお願いしますよ」

　薫が握あく手しゆの手を差し出すのとヘンドリクスが薫に背を向けるのは同時だった。「おっとこれは失礼」ヘンドリクスはおざなりな握手をすると、二人に背を向けて去って行ってしまった。そしてさっき話していた貴族を二人ばかり連れて会場を後にした。

「……なんだよ、あれ」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような応対にさすがに薫がムッとして呟くと、ルーシアは苦笑いしながら言った。

「あんまり悪く取らないであげてよ」ルーシアは苦笑いしながら言った。「あの人、本気で偉えらいお方なんだから。『円えん卓たくの十二席』って言ってね、魔術師協会を動かしている十二人のうちのお一人。まあ……喩たとえとして適てき当とうかどうか分からないけど、魔族における盟主ロードみたいなものね」

「別に偉いとか偉くないとかは関係ないじゃないか」

「きっと本当に忙いそがしいのね。『仕事が早く片付いた』ってのもたぶん嘘うそ。まだトラブルは続いているのよ。ここにいるお偉い方と善ぜん後ご策さくを話し合うために来たんでしょ」

　まあそういうこともあるか……と薫は半分ぐらい納なつ得とくした。しかしそれにしても彼女は不思議だ。普ふ段だん自分と接しているときはどう考えても自分の方が常じよう識しき人じんなのに、組そ織しきの中での立ち振ふる舞まいは彼女の方が遥はるかに長たけており、薫がまるで利きかん坊ぼうのお子様のように見えてしまうときもある。これが貴族社会で育ったお嬢様というものなのだろうか。

「……どうしたの？　人のことをジロジロ見ちゃって」

「ん……何でもない」

「ならいいけど。……じゃあわたしたちは下した見み会場に行きましょうか」

「下見会場って？」

「オークションに出品される物が陳ちん列れつされている、客が状態を調べる場ね。並んでいる品には間ま違ちがえても触ふれちゃダメよ。魔導の力を帯おびた品は精せい密みつ機き械かいも同じだから、下へ手たに触さわったりしたら大変なことになるわ。あと誰かに書類にサインを求められたりしても絶対にサインしないこと。魔導の契けい約やく書しよは危き険けんよ。一生を棒ぼうに振りかねないから」

「……また脅おどかしてるんでしょ？」

「わたし、魔術のことでは嘘はつかないわよ」

　今度は彼女の本気そのものの目に、薫は「あはは……」と乾かわいた笑いを漏もらした。

　下見会場はさらに一階下にあるそうで、二人は『アリス』のドアを潜くぐってエレベータ・ホールまでやって来た。ルーシアがエレベータのボタンを押おしたそのとき、薫の携けい帯たいが鳴り出した。

「長谷川司祭からだ」

「まったくもう、あのクソジジイは……」

　ルーシアはふくれっ面つらになり、周囲に人がいないのをいいことにかなりきわどいスラングで言った。

「薫君かっ。今どこだっ」

　電話に出ると、通話口の向こうから珍めずらしく慌あわてた口調の司祭の声が返ってきた。

「国会図書館の地下にあるパーティ会場です。何か起きたんですか？」

「『起きた』と言うより『起こした』だ。アメリカとイギリスの馬鹿どもめっ」

「あの……僕、イギリスの皆さんの真まっ只ただ中なかにいるもんで、あんまり不ふ穏おん当とうな発言をされても困るんですが……」

「奴やつらに文句を言う権利などない。夕方、米軍の輸送車が事故を起こしたというニュースは知っているか？」

「あ、はい。教会の掃そう除じをしながら夕方のニュース番組で聞いた覚えがあります。横須賀の米軍基地を出た軍事輸送車が事故を起こして炎えん上じようしたとか何とか……」

「実際はだいぶ違う。連中、日本の警察を動かして検けん問もんを張らせたりして動きが妙みようだったから気になって調べていたのだが、やっと状じよう況きようが分かった。あの馬鹿どもめ、よりにもよって日本に『トリプル・クラウン』を運び込みよった」

「トリプル・クラウン？　いったいそれって何ですか？」

　それがいかなる物品の名めい称しようなのかも想像できず反はん復ぷくすると、横にいたルーシアが「……何ですって!?」と声を漏らした。彼女の顔は強こわ張ばっていた。

「知らぬのか？　とあるイカれた犯罪者に付けられた渾あだ名なだ。本名ブレンティス・ストリックスランド。元はイギリス魔術師協会の『円卓の十二席』の一人だったが、協会から破は門もんされて逃とう亡ぼう。以後、数え切れないほどの犯罪を行おこない、我々の組織のブラック・リスト人間部門でもトップ５に入るご活躍だ。結局三つの組織から命を狙ねらわれることになり、付いた渾名が『三冠王トリプル・クラウン』。米軍はあいつを捕とらえて自国に運び込もうとしているとき台風に遭あってこの国に不時着し、そして見み事ごと逃にげられたというわけだ」

　経歴を並べ立てられたところでピンとはこない。が、すぐ横で『トリプル・クラウン』の名を聞いただけで顔を蒼そう白はくにする彼女の反応が、どれほどまずい相手なのかを雄ゆう弁べんに物語っていた。「分かりました。すぐに……」と電話を切ろうとしたところで、不ふ意いに会場の方から女性の悲ひ鳴めいが聞こえた。薫とルーシアは顔を見合わせた。

「……何だ、今の声は？」電話の向こうで長谷川司祭が聞く。

「分かりませんが、何かが起きたみたいです。後でこちらから電話します」

　薫とルーシアは会場に向かって走り出した。「イヤな感じがするわね……」彼女は言う。薫は「うん」と答える。戦いの中に身を置いているとその『イヤな空気』というものに敏びん感かんになる。

　先程まで華はなやかな空気に包つつまれていた会場は様子が一いつ転てんしていた。あちこちで輪を作って談だん笑しようしていた人々は、今は顔を硬こう直ちよくさせて一つの方向を見ていた。

　会場の半分のテーブルが片付けられ、代わりに椅い子すが列を作って置かれていた。オークションのための席だろう。その一番前の席に黒いローブをまとった男が腰こし掛かけていた。その男以外に席についた者はおらず、ざわめきながら男を見つめていた。

　コツコツという足音が聞こえた。武ぶ装そうした部下を連れたヘンドリクスだった。先程の悠ゆう然ぜんとした笑えみはそこにはない。怒いかりを辛かろうじて抑おさえ込こんだ殺さつ伐ばつとした顔つきで、黒ローブの男に向かって真まっ直すぐに歩いて行く。

「……どういうつもりだ」

　ヘンドリクスは黒ローブの男に言った。

「ん……？　どういうつもりだ、とは？」

「なぜここに来たのかと聞いているんだストリックスランドっ！　米軍から逃げたと思ったらこんな所にのこのこと。正しよう気きか貴き様さまはっ。貴様は協会から抹まつ殺さつ指し令れいを受けているのだぞっ」

　薫は「まさかっ」とルーシアの方を見る。ルーシアは黙だまって頷うなずいた。そう、あの黒ローブの男こそ、さっき長谷川司祭が言っていたトリプル・クラウンとかいう逃亡者なのだ。

「オークションに来たのは買いたい物があるからに決まっておろう？」

「き、貴様は何を考えているっ。貴様は協会から……」

「それはもう聞いた。二度言っていただかなくても結けつ構こうじゃよ」トリプル・クラウンはひっひっひっと耳みみ障ざわりな笑い声を漏もらした。「そりゃまあリスクを背せ負おっているのは承しよう知ちだ。だが考えてもみろ。買いたい物があるからには来るしかない。買われてしまったら誰に落らく札さつされたか調べるのは骨ほねではないか」

「そ、そんな馬ば鹿かな話があるものかっ。落札に参加する以前の問題だっ。貴様は協会から……」

　また同じことを言いそうになったヘンドリクスは顔を赤くして口を閉じ、トリプル・クラウンは愉ゆ快かいそうに笑わらい転ころげた。

「……ここから生きて帰れるとでも思うのか？」

「おやおや、こりゃ驚いた。わしが何の準備もなくここに来たと思うのかね？」

「何だと？」

「そんな恐おそろしい真ま似ねができるものか。わしは馬鹿じゃないんだよ。そうとも馬鹿じゃないとも。もちろん脱だつ出しゆつできる算さん段だんをつけているに決まってるじゃないか。試ためしてみたいなら試してもいいが、ここにいる来客の皆さんにずいぶんと被ひ害がい者しやが出てしまうなァ」

「ハッタリだ！　やれるものならやってみろっ」

「馬鹿を言うな。そんなことをしたらオークションが台だい無なしになってしまうではないか」

　そしてトリプル・クラウンはまた耳障りな笑い声を漏らした。ヘンドリクスは絶ぜつ句くして立ち尽つくし、まるで会場に爆ばく弾だんが仕掛けられていると予告されたかのように会場にどよめきが広がっていった。

「……ねえ、ルーシア。あいつの言ってることおかしいよね？」薫は自信なさげに彼女に訊たずねた。「だってさ、欲ほしいものがあるからって、自分の命を狙っている連中の真まっ只ただ中なかにやって来たりしたら大変なことに……まあ、もうなっているんだけど」

「マトモに考えないの。あいつは完かん璧ぺきにイカれてるんだから。けど、あいつの言ってることはハッタリじゃないと思うわ。なにせ三つの組織を敵に回して逃げ回っている奴ですもの。色々とセコく準備をしてんじゃないの？」

「ほう、面おも白しろいお嬢さんがいるじゃないか」とトリプル・クラウンがルーシアの方を向いた。「よかったら名前を教えてくれるかね？」

「……ルクレシア・グレンヴィルですわ、ストリックスランド導どう士し」

　ルーシアは顔を強張らせながらも、気き丈じようにトリプル・クラウンを見み据すえた。

「グレンヴィル……？　おお、思い出した、思い出したぞ。あの男の娘か。確か君のお父上だったなァ、わしの処しよ分ぶん動どう議ぎを『円卓の十二席』に提てい出しゆつしてくれたのは」

「わ、わたしを脅おどしているつもり!?　冗じよう談だんじゃないわ。誰が提出しようと全ぜん会かい一いつ致ちであんたには抹殺指令が下くだったわよ。あんたはそれだけのことをしたんだからっ！」

「ふむ、確かにそうかもしれん。……だが君は少し目め上うえの者に対する口のきき方を知らぬようだなァ」

　トリプル・クラウンはケタケタと笑ったまま席を立つ。会場が凍こおりつき、ルーシアはほとんど生理的な反応で一歩後ろに下がった。「私の客に手を出すなっ！」ヘンドリクスが手にしていたロッドをトリプル・クラウンに向ける。薫もルーシアを庇かばって前に出た。一いつ触しよく即そく発はつの空気が会場に満みたされていった。

　そのときであった。

　チン、とエレベータが到とう着ちやくする音がし、静まり返った会場に足音が近づいて来る。

　現れたのは二人の男だった。片方はスーツ姿、もう片方はレザーのジャケットを着ていた。「……ブレンティス・ストリックスランドだな」スーツの男がトリプル・クラウンを真まっ直すぐ見据えながら言った。

「いかにも……ところで君らはどなただったかな？」

「お前が大たい変へん迷めい惑わくをかけたお方かたの配はい下かの者だ。さぁ、来てもらおうか」

「なるほど、そういうことか」トリプル・クラウンの口元に自じ嘲ちよう的てきな笑みが浮かぶ。「しかし困った。君らの『主人』が誰だったか思い出せない。何と言うか、まあ、そちらの方々にもわしはずいぶんと迷惑をかけているみたいでなァ」

「すぐに嫌いやでも思い出すことになるさ」

　薫の全身の血が凍りついた。身体から発散される不ふ穏おんな空気。赤い瞳ひとみと口元から覗のぞく鋭するどい牙きば。こいつらは──。

「そいつらは使し徒とだっ、捕とらえろ！」

　ヘンドリクスが叫さけんだ。その怒ど号ごうで彼が連れていた番兵たちが一いつ斉せいに飛び掛かる。だが使徒たちは床ゆかを蹴けって十メートル近くも飛び上がり、剣は空くうを切きった。着地したスーツの使徒はテーブルの上にあったナイフを手に取り、「かかって来い」とばかりにチョイチョイと手を動かして挑ちよう発はつする。額ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませる番兵たちとはあまりに対照的だった。

（まずいっ！）

　圧あつ倒とう的てきな力りき量りようの差を察さつし薫は助けに入ろうとするが、ルーシアが薫の腕うでを掴つかんで止める。

「……落ち着きなさい薫。ブラディミールの剣士がいることに気づかれたら、二人がかりであんたを殺しにくるわよ」

「だけどあの人たちじゃ勝てないっ」

「あんた、得物ブラデイミールを持ってないでしょ。それに……」ルーシアは交戦中の番兵の背はい後ごにいるヘンドリクスを指差した。ヘンドリクスは番兵が時間を稼かせいでいる間に術を完成させていた。ルーシアはにやりと笑った。「あんまりイギリスを舐なめるんじゃないわよ、異教徒」

　ヘンドリクスの手から鞭むちのような数本の光が飛び出した。光は四し方ほう八はつ方ぽうに広がり、一斉に二人の使徒に襲おそい掛かかった。捕ほ縛ばくの魔術。ルーシアも使徒と戦うとき似たような術をよく使う。しかし彼女が一本しか出せないのに対し、ヘンドリクスはそれを数本、しかも遥はるかに太く強きよう靱じんな物を放はなっていた。使徒たちは先程のように飛び上がって躱かわそうとするが、光は縦じゆう横おう無む尽じんにうねりながら使徒たちに巻きつき、二人は床に落下した。

　が──二人の使徒を拘こう束そくできたのは一いつ瞬しゆんのことだった。使徒たちは失しつ笑しようし、光の帯に指先を触ふれる。すると光の帯は化学変化を起こしたかのように固体状になり、ボロボロと崩くずれ落ちた。魔術。それも遥かに高レベル。ヘンドリクスの表情が凍りついた。

「やめておけ、小こ僧ぞう」スーツの使徒がヘンドリクスに言った。「これでも私は二百年ほど前はお前らと同じ魔術師協会の一員でな。お前ごときひよっこの魔術では相手にはならぬ。我々が用があるのはその男だけだ。邪じや魔まをすれば……」

　とスーツの使徒は、ヘンドリクスの魔術が軽かる々がると破られたことに唖あ然ぜんとしていた番兵の首を掴み、テーブルの上に押さえつけた。「……こうなる」そして使徒は見せつけるようにずらりと牙の並んだ口を大きく開いた。

「やめろっ!!」

　薫はルーシアの手を振ふり払はらい、使徒たちの方へ駆かける。「僕の前で人を喰くらうなっ」だが使徒はちらりと薫の方に笑みを送ると、手に力を込めた。ぐきりという音と共に番兵の頸けい椎ついが粉こな々ごなになり九十度折れ曲がる。薫の脚あしが止まった。使徒は絶ぜつ命めいした番兵の首くび筋すじにくらいついた。ぐしゃ、ぐしゃ、という咀そ嚼しやく音おんが凍りついた会場に響ひびき渡わたった。

「……ほう、面白い奴やつがいるじゃないか」

　もう一人のレザー・ジャケットの使徒が薫の前に立たち塞ふさがり、指の骨を鳴らした。薫の正体に気づいていた。薫は身構える。

（強い……こいつら）

　魔族に咬かまれて力を得ただけの一いつ朝ちよう一いつ夕せきの者ではない。力量を認められ主人に長なが年ねん仕つかえる側そつ近きんだ。何か武器を……。薫の視線に殺された番兵の持っていた剣が目に入る。薫は間ま合あいを取るフリをしてそっと剣の方へと動く。だがレザー・ジャケットの使徒は「どうぞ。拾ひろえよ」とばかりに歯を見せて笑った。

「この馬鹿っ！」ルーシアが叫んだ。「その剣は魔術師用よ。魔力を込めなきゃ使徒には利きかないわっ。ったくなんであんたは闇そのい一つ族らを見ると冷れい静せいさを失っちゃうのよっ」

　ルーシアは近くにあったワインのボトルを掴むと、自分の髪かみの毛を一本抜ぬいて術言ワードを唱となえた。するとルーシアの手にしていた髪の毛が長い針のようにピンと立つ。彼女はそれをコルク栓せんの上からワインのボトルに突つき刺さし、薫の方に投げた。

「あまり長持ちしないわ。中身ワインがなくなるまでに片かた付づけなさいっ」

　ルーシアが投げたボトルを薫が受け取った途と端たん、彼女の髪の毛を軸じくにして勢いきおいよくワインが噴ふき出だした。噴き出したワインに触れたテーブルが真まっ二ぷたつに斬きれる。

　水は細く勢いよく噴き出せば数十センチのコンクリートさえ易やす々やすと切きり裂さく。これは魔術によって作られたウオーター・カッターだった。

　薫はボトルを手にレザー・ジャケットの使徒に向かって行った。「くっ……」使徒の顔からさっきまでの余よ裕ゆうが消え、背後に飛ぶ。だが水流の先せん端たんを躱かわし切きれず腕がぱっくりと裂けた。普通の武器で傷つけても使徒の傷はすぐ塞がってしまうが、ワインの水流が裂いた傷はそのまま血を噴き出し続けた。彼女が同時に対たい魔まの術を施ほどこしてくれたのだろう。

　いける……と薫は思ったが、食事をしていたスーツの使徒が仲間に言った。

「ひとまず下がれ。その剣はすぐに種タネが切れる」

「わ、分かったっ」レザー・ジャケットの使徒は薫から数メートルの間まを空あけた。

（くそっ……）

　奴の言う通りだった。ボトルはもう半分ほどになっており、最初は一メートルもあった水流の刃やいばは今は半分ほどになってしまっていた。ルーシアは次のボトルを用意してくれていたが、今度はあっさりパスを通させてくれはしないだろう。

「……あー、教きよう皇こう庁ちようの少年よ。ちょっとどいてくれるかなァ。危ないぞ」まったく違う方向から場ば違ちがいなのんびりとした声がした。トリプル・クラウンだった。「逃げるときのために用意しておいたんだが、ま、いたし方あるまい」

　トリプル・クラウンの影が蠢うごめいたと思った瞬間、その影は巨きよ大だいな影かげ法ぼう師しとなって薫たちの方へと伸のびて来た。

「うわああああっ！」

　薫は転がりながらすんでのところで躱した。二人の使徒も跳ちよう躍やくして影から逃げようとするが、スーツの使徒の足元まで来た所で影はいきなり地面から盛もり上あがり、黒い塊かたまりとなってスーツの使徒に襲い掛かる。「ひっ……」余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったスーツの使徒が悲鳴を漏もらす。人型の影は大きな手を振り上げ、その手が使徒の身体を捉とらえた。そのまま壁かべへと使徒は叩たたきつけられ、ぐしゃりと音を立ててまるで蚊かが潰つぶされるかのように壁の染しみとなった。使徒を倒たおしてくれたというのに、そのあまりの凄すさまじさに会場の人々は声を失っていた。

　もう一人の使徒も会場の貴族たちと同様に凍り付いていた。薫は残り僅わずかとなったワインの剣でレザー・ジャケットの使徒を真っ二つに斬り裂いた。

「薫っ、大丈夫っ」

　ルーシアが薫の元に駆けて来た。

「ありがと……お陰かげで助かった」

「まったく寿じゆ命みようが縮ちぢんだわよ。魔族を見るとすぐにキれちゃってさ」

「ごめん……自じ覚かくはある。でも人間をあんなふうにしてるのを見ると頭の中が真まっ白しろになっちゃうんだ……」

「ホント真ま澄すみさんそっくり」

「真澄さんにか……」

　薫の兄である桂かつら木ぎ真澄はかつて『イカれた下げ法ほう使つかい』と呼ばれていた。目の前で両親を喰い殺された真澄は、闇やみの生き物たちが人間を捕ほ食しよくするのを見ると我を忘れた。……まだ彼が闇の一族にされてしまう前の話だが……。

「あれ？」ルーシアが怪け訝げんそうな声を漏らした。「トリプル・クラウンは？」

　その言葉でヘンドリクスたちもキョロキョロと周囲を見み渡わたす。さっきまで並んだ席の前にいたはずのトリプル・クラウンが消えていた。

「こっちじゃよ、少年」

　エレベータの方から声がした。エレベータ・ホールの手前にトリプル・クラウンが立っていた。横にはどこにいたのであろうか十歳ぐらいの少女が立っていて、「早く逃げましょうよぉ」と彼の服の裾すそを引ひっ張ぱっていた。

「馬鹿者。貴族が挨あい拶さつを忘れてどうするのだ。礼れい儀ぎがなってないぞ、この空からっぽ頭あたまめ」トリプル・クラウンはパシンッと少女の頭を叩いた。「どうやら魔族連れん中ちゆうにもわしがこの国に不時着したことを気づかれてしまったようだ。誠まことに残念だが、今こ宵よいのオークションに参加すると迷めい惑わくを掛けてしまいそうだからこれで失しつ敬けいする。さっきのお礼だが……まあそれはわしが国外に脱だつ出しゆつしたらにしておこう。うむ」

　そう言ってトリプル・クラウンは踵きびすを返かえした。

　トリプル・クラウンが去っても会場の空気は元には戻もどらなかった。まるでトリプル・クラウンの残した呪じゆ縛ばくに捕とらわれているように。早くこの場から帰りたい様子だったが、エレベータで上に行こうという度ど胸きようのある者はなかなか現れなかった。

（『お礼』って……僕があいつに貸しを作ったって意味だろうか、それとも僕に貸しを作ったって意味だろうか……？）

　どっちにしろあいつに関かかわるのはもうごめんだ……などと考えていた薫は不意に気づいた。てっきりあの男を狙う三つの組織の一つは、奴を逃がした米軍かと思っていたのだがもしかして──

「ねえ、ルーシア。もしかしてあいつを狙っているのって魔術師協会と教皇庁ともう一つは……」

「そういうことね」ルーシアは肩を竦すくめた。「その二つに加えて魔族から抹まつ殺さつ指し令れいが出て今まで生いき延のびてるなんてあいつぐらいよ」



    

  
    
      　ＡＣＴ．２　紳士は金髪がお好き？






　昨日きのうの台たい風ふうは嘘うそのように通り過ぎ、秋のおだやかな空が私し立りつ中なか野の台だい高校を包つつんでいた。

　昼休みの教室はいつものように火のついたような騒さわぎになっていた。どこの学校でも毎日繰くり返かえされる平和な光こう景けいだ。

　日にち常じようの業ぎよう務むを持たず特とく殊しゆ任にん務むにのみ招しよう聘へいされるエージェントゆえ、魔ま族ぞくがおとなしい昼の間はあまり出動することはない。薫かおるはその時間の全すべてを学校に通うことに使っていた。

　無む論ろん、長は谷せ川がわ司し祭さいはいい顔をしない。薫自身も闇やみの者が大人おとなしい昼の時間は休きゆう息そくにあてるべきなのがエスクードのセオリーなのは分かっている。それでもなお我わが儘ままを通して学校に通っているのは、きっと昼の間だけはこの騒がしくも暖あたたかな空間に身を置いていたいからなのかもしれない。

　しかしその日の薫は友達の輪わには加くわわらず、ぼんやりと窓まどの外を眺ながめていた。

（……何かあったんだよな、あそこで）

　校こう庭ていの向こうにだだっ広ぴろい更さら地ちが手付かずのまま放ほう置ちされていた。夏休みが終わったばかりの頃ころにはそこに旧きゆう校こう舎しやが建たっていた。その地下には忘わすれ去さられた空間があり、『ケルベロス』と呼ばれる魔ま獣じゆうの遺い骸がいが鎮ちん座ざしていた。

　この学校で頻ひん発ぱつしていた失しつ踪そう事件。闇の生物による捕ほ食しよくが疑うたがわれ薫が内ない部ぶ調ちよう査さに派は遣けんされて来たのだが、それは魔族の仕し業わざではなくそのケルベロスの遺骸が何らかの魔ま力りよくを帯おび、偶ぐう然ぜんにそれに近づいてしまった者たちを夢の世界に飲のみ込こんでいたのである。八百年前のとある一日が延えん々えんと繰り返される夢の世界に。

　薫もまたルーシアと共にケルベロスの遺骸が見る夢の世界に迷まよい込こんだのだが、彼女の助けもあって脱だつ出しゆつすることに成せい功こうした。遺骸は魔力を失うしなって魔ま術じゆつ師し協きよう会かいに引き取られ、今は地下の空間も埋うめ立たてられている。

　その更地を見るたびに薫の心に何かが引っかかる。得え体たいの知れぬ悪お寒かんがべっとりと背せ中なかに張はり付ついているような感覚。同じ一日が無む限げんにループするあの夢の世界で、薫は何かとてつもなくおぞましいものと遭そう遇ぐうしたのだ。

　だがそれについて考えようとしても頭の中に霧きりがかかったように、すぐに思し考こうは迷めい宮きゆうの中に落ちて行く。一いつ緒しよに夢の中に入ったルーシアにしてもループを終わらせるべく高い塔とうに向かった後は何も覚えていないと言う。でも何かあったのだ。とても重要なことが……。

「ねえ……薫……」正面の席で顔を伏ふせていたルーシアが、むっくりと机つくえから顔を上げて言った。頭は櫛くしも入れずボサボサ。瞼まぶたは実に重そうだ。「お願いがあるんだけど……」

「どうしたの？」

「……あいつらに『うるさい』って言って来てちょうだい。騒がしくて眠ねむれやしない」

　ルーシアは教室で楽しく騒いでいる生徒たちを指ゆび差さした。

「またそんな無む茶ちや苦く茶ちやを言うんだから」

「無茶じゃないの。わたしは眠たいの」

「保健室を使わせてもらったら？　僕ぼくは仕し事ごと明あけはあそこで休むけど」

「イヤ。あそこのベッドは品ひんがない」

　薫にはよく分わからない価か値ち基き準じゆんで却きやつ下かすると、ルーシアは「うう～、休めばよかった～」などと呻うめきながらまた机に突つっ伏ぷした。そして顔を机に埋うずめたままバタバタと机の上をまさぐる。どうやら飲み物を捜さがしているようだ。薫が手元まで紙パックのジュースを押してあげると、彼女は机の下に引ひっ張ぱりこんで、ずずずずずっと音を立てて飲のみ干ほし、ぽいっと床ゆかに投げ捨すてた。「まったくもう」薫はそれを拾ひろってゴミ箱に捨てて来た。

「で、あれからどうなったの？」

　魔ま術じゆつ師したちのパーティにトリプル・クラウンという招まねかれざる客が現あらわれ、それを追う使し徒とたちが乱らん入にゆうして大立ち回りを演じたのはまだほんの十二時間ほど前のことだ。彼女は「部外者のあんたがいると余よ計けいな騒そう動どうに巻まき込まれるわ。わたしが話をつけておくから帰りなさい」とキースに命じて薫を送おくり届とどけてくれた。家に戻もどった薫はその後何度か電話を掛かけたのだが、どうやら電波の届かない『空間』にいたらしくちっとも連れん絡らくが取れずにやきもきしていたのだ。

　今日も朝から姿が見えず心配していたのだが、昼休みになってから精せい根こん尽つき果はてた様子で現れると、薫の弁当をぶん取って食べ、後は机に突っ伏して「眠い～」とぼやいている。

「魔術師協会のお偉えら方がたに呼び出されて事じ情じよう聴ちよう取しゆ。その後、会議に出席させられたわ。ウチの『法ほう脈みやく』でこの国にいるのわたしだけだから、見習いだけど出席しなくちゃなんなかったの。帰ったの朝の八時よ、八時。ううっ……クソババアみたいな問題児がいるからウチの法脈って人数が少ないのよね。こんなときまでわたしに迷めい惑わくをかけてくれるだなんて、まったくやってくれるわ……」

「ク、クラウディアさんは一いち応おうはルーシアの師し匠しようなわけだからめったなこと口にするもんじゃないよ。あの人に知られたら報ほう復ふくされるよ。どこで聞いてるか分からないよ。あの人は報復だけは忘れないよ。それも街まち金きん融ゆうみたいな高こう金きん利りで返ってくるんだから」

「何度も言ってるでしょっ。わたしの前でクソババアの名前を口にするんじゃないのっ」

　今日はロッドを持ってないので、ルーシアは拳こぶしで薫の頭をぼかっと殴なぐった。彼女は自分の師匠であるクラウディア・マルゼスのことをとにかく嫌きらっている。彼女を教きよう皇こう庁ちように派は遣けんして来たのはそのクラウディアであり、「お勤つとめを果たさないと永えい遠えんに見習いのまま昇しよう格かくさせてあげないわよ～」と脅きよう迫はくしたらしいが、ルーシアの恨うらみはもっと根が深いようだ。薫も以前クラウディアと一緒に行動を共にしたことがあるのでルーシアの気持ちがちょっとだけ分かる。『嫌いか否いなか』では評ひよう価かは分かれるが、『二度と関かかわり合あいたくないかどうか』では衆しゆう目もく一いつ致ちするであろう、『傍はた迷めい惑わく』という単語が服を着たような女性だ。

「それで、ルーシアのとこではあいつトリプル・クラウンをどうすることになったの？」

　ルーシアが顔を上げ、ムッとしたような顔で薫を見つめた。

「あ、ごめん。言えないのならいいんだけど」

「そうじゃなくて覚えてないの」

「……そういうのよくないと思うよ。一門の代表として出席を求められたんだから」

「なによ、その説せつ教きよう臭くさい口く調ちようは」

「だって聞いてなかったんでしょ？　ルーシアってそういうとこあるよね」

「違ちがうわよ、馬ば鹿か。向こうに着くなりもう一人のわたしに変わっちゃったの」ルーシアはボサボサの頭を掻かきむしった。「あ～っ、あのボケ娘むすめ、絶対何か恥はじをかくような真ま似ねをやらかしたわよ」

「うん。たぶんやったと思う」

「『ルーシアなら大だい丈じよう夫ぶだよ』とかフォローしなさいよ！」

　ルーシアは声を荒あららげて薫の頭をまたぶん殴った。今度はだいぶ大きな声だったもので、教室にいた全員が一いつ斉せいに二人の方を向いた。薫はルーシアに代かわって「お騒がせしてます」とばかりにぺこぺこと頭を下げ、教室中から冷ひやかしの声が飛んだ。学校では薫とルーシアは付き合っているということにされてしまっている。

「後でキースから聞いたんだけど、どうやら魔術師協会内でカタをつけるつもりみたい。協会って言っても『黒』の方ね。奴やつは『黒』出身だから。わたしたち赤魔術師は排はい除じよ。アメリカ軍の方もまだ手を引いてないみたい。かなりの数の兵士を殺されたそうだから、もう奴の軍事利用云うん々ぬんじゃなく抹まつ殺さつするつもりらしいわ。奴を巡めぐって幾いくつの組そ織しきが入いり乱みだれるのかしら……。あんたのとこは？　あんたのとこでもこれまでにエージェントが何人も殺されてるでしょうから、放ほうっておくつもりはないんでしょ？」

「いや、確かに奴を捕とらえて裁さばきに掛けたいみたいだけど、とりあえず静せい観かんするみたい」

「あら珍めずらしい。厳げん罰ばつ主しゆ義ぎ者しやの偏へん屈くつ者ものの集まりのくせに」

「……偏屈者かどうかはさておくけど、奴を追う魔族が何をしでかすか分からないから、そっちの対たい応おうで手て一いつ杯ぱいなんだ。ほら、昨日も言ったけどさ、魔族が何人も入り込んでいるって話もあるし」

「奴を追って日本に入にゆう国こくして来たってこと……？」ルーシアは顎あごに手を当てて考える。「いや、それだと時じ間かん軸じくがおかしいわね。台風が来て奴を運はこんでた輸ゆ送そう機きが不ふ時じ着ちやくすることまで予想できていたなら話は別だけど……タイミング最悪だったってことか」

　ボケボケな状態なのにそれでも彼女の頭の回転は早い。それは今け朝さになって教皇庁が出した結論と同じだった。

「夕方から羽はね田だ空くう港こうの警けい備びに来て欲ほしいって長谷川司祭が言ってたけど……大丈夫？」

「あんま大丈夫じゃない……。うう……やっぱ家に帰って寝る」

　ルーシアは頭をふらふらさせながら立ち上がった。

「学校に来たの二十分前じゃない。何しに来たの？」

「何しにって、だからあんたに昨日のことを話して……思い出したわ」ルーシアは手をポンと叩たたき、自分の鞄かばんの中をごそごそとやって小さな宝ほう石せき箱ばこを取り出した。「あんたにコレを渡わたすつもりだったの。昨日付き合ってくれたお礼れいにあげる」

　小箱を開くと、中には小さな宝石で彩いろどられた銀ぎん製せいのお守りアミユレツトが入っていた。

「ありがと。でもこれって高いんじゃないの？」

「あんたってやっぱり根ねっからの貧びん乏ぼう人にんね～、贈おくり物ものの値ね段だんを聞くんじゃないわよ。もっともそれを作ったのはわたしだからタダだけど」

「ルーシアが？」

「ええ。『オークションは魔術師たちの魔ま導どう具ぐの交こう換かんの場ば』って言ったでしょ。自分の作った道具にどれほどの値ねが付くか別人の名前を借かりて出しゆつ品ぴんしてたの。でもさ、なんか下した見み会場が荒あらされて出品されてた品しな物ものが幾つも盗ぬすまれてたそうで、今回の物は全部キャンセル扱あつかいになって戻って来ちゃったの」

「……もしかしてトリプル・クラウンの仕し業わざ？」

「他ほかに誰がいるもんですか。きっと自分が注意を引いておいて、一いつ緒しよにいたあの女の子にやらせたのよ。何が『買いたい物があるからには来るしかない』よ」

「だろうね」薫は苦く笑しようした。「それでさ、これにはどんな魔術が籠こもっているの？」

「……やっぱ知りたい？」ルーシアはにんまりと笑った。

「そりゃ……まあ」

「教えてあげなーい」

「ちょ、ちょっと。すごく怖こわいんだけど」

　特にクラウディア一門の作った物は、と薫は心の中で付つけ足たす。

「まあ何て言うか、『そういうとき』になったら発はつ動どうするんじゃないかしら？」

「だ、だから『そういうとき』って何なのさ」

　ルーシアはもう一度「教えてあげなーい」と楽しそうに言い、バッグを肩かたに掛けた。が、そのままちっとも帰ろうとしない。目が「ほら、早く」とせっついていた。どうやらこの場で付けろと言っているようだ。……彼女の師匠クラウデイアさんじゃないんだから、まさか命いのちに関かかわるような仕し掛かけはないよな、うん……。励はげますように自分に言い聞かせながら薫はアミュレットの鎖くさりを首に通した。ルーシアは満まん足ぞくそうに頷うなずいて薫に背を向けた。

　と、ルーシアが教室の出口まで行ったとき、ピンポンパンポーンというチャイムと共ともに校内放送が流れ出した。

『……二年Ｊ組の深ふか津つ薫君。妹さんがお見えになっていますので、一階の事務室まで来て下さい……』

　出口付近まで行っていたルーシアが眉まゆを顰ひそめて引き返して来た。

「貴方あなた……真澄さんの他ほかにも兄きよう弟だいがいたの？」

「いない。日本に帰国して偽ぎ装そうの戸こ籍せきを用意してもらったときに確かく認にんしてる」

「以前の学校の知り合いとかで、あんたがここに通かよっていることを知ってるのは？」

　薫は首を振ふった。ルーシアが「危き険けんね……」と呟つぶやいた。薫は頷いた。どこの誰とも知らない者が、警察でも調べられない自分の居い場ば所しよを調べ上げてやって来て、偽ぎ名めいを使って呼び出したのだ。校内放送はもう一度同じ言葉を繰くり返かえして切れた。

「どうするつもり？」

「行くよ。僕の命を狙っているとかだったら、わざわざ呼び出したりしないだろうから」

「居場所も知られてるし行くしかないか……今日はちゃんと武器ブラデイミールは持ってる？」

「持ってるよ。昨日はルーシアに急に連れて行かれたから持ってなかっただけだよ」

　二人は教室を出た。一階の事務室に着つくと、校内放送の呼び出しをした事務の女性に応接室の方に行くように言われた。二人は応接室のドアを開けた。そして二人は唖あ然ぜんとして立たち尽つくした。

「あ、昨日はどうも失しつ礼れいしましたーっ」

　応接室のソファに埋うもれるようにして座すわっていた小さな女の子がペコリと頭を下げて言った。日本人には見えない顔つきで、年は十歳さいかそこいら。二人の警けい戒かいは正しかったが、それにしても予想以上だった。そこにいたのはトリプル・クラウンが連れていた少女だったのだ。

「教皇庁の薫さんね？」

「そうだけど……僕に何の用？」

「わたしはキキ。よろしくね」少女はもう一度頭を下げた。「えっと、わたしの主人のブレ……ブロンクス……えっと、ストライク……」

「ブレンティス・ストリックスランドでしょ」

　主人の名前がウロ覚おぼえらしい少女に、ルーシアが口を挟はさんだ。

「そう、それ。そのナントカランドなご主人さまが薫さんのことを呼んで来いって」少女は薫の服の裾すそをぐいぐいと引っ張った。「早く行きましょ。ご主人さまが待ってるわ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。何で僕が行かなくちゃならないの？」

「だって貴方は教皇庁の薫さんでしょ？」

「うん」少女はにっこりと笑った。「えっと、わたしはキキ。わたしの主人の、えっと、ブラ、ブラントン……」

「ブレンティス・ストリックスランド」薫とルーシアが同時にツッ込んだ。

「そう。そのナントカランドが薫さんを呼んで来いって。行きましょ」

　また少女は薫の服の袖そでを引っ張る。「いや、だからそうじゃなくてさ……」会話のループに薫はちょっと頭が痛くなってきた。

「悪いんだけど行くわけにはいかないよ。だって君の『ご主人様』は僕らにとって敵だもの。指し名めい手て配はいになってるの知ってるだろ？」

「でも……そんなの困こまる……」

　少女は悲しそうな顔で俯うつむいた。

「ごめんね。でも行くわけにはいかないんだ」

「だって……ご主人さま、もし薫さんが来なかったりどこかに連れん絡らくしたりしたら、薫さんの友達をいっぱい殺して来いって命令したから……。わたし、そういうことするの好きじゃない……」

「なっ……」

　薫は絶ぜつ句くした。隣となりにいたルーシアが、たどたどしい英語しか喋しやべれないらしい少女に聞かれないよう日本語に切きり替かえて囁ささやく。

「この子、ホムンクルスよ」

「……なに、それ？」

「簡かん単たんに言えば人じん造ぞう生せい物ぶつ。頭の中は空からっぽだけど、運動能力は使徒なみよ。その気になれば二十人や三十人はあっと言う間に肉にく片へんに変えるわ。先日の米べい軍ぐんの兵士も、かなりの数がこいつに殺されてる」ルーシアは嫌けん悪おを隠かくさずに吐はき捨すてる。「……あんなことをしただけじゃ飽あき足たらず、ホムンクルスにまで手を出すだなんて。ほんとに狂くるってるわっ」

「『あんなこと』って？」

　薫が訊ねると、ルーシアはハッとして口を塞ふさいだ。

「と、とにかく気をつけなさいってことよっ」

　何か隠してるな、と思ったが、今はそんなことを聞いている場合ではない。薫はポケットの中に手を入れそっと宝石化したブラディミールを握にぎった。が、その途と端たん悲しげな顔で項うな垂だれていた少女は弾はじかれたように背はい後ごに飛とび退のき、「ふーっ！」と猫ねこのように薫を威い嚇かくした。薫は舌した打うちした。頭の方はどうあれ、反はん応のうは野生動物並だ。薫の発する僅わずかな殺さつ気きをも気け取どった。しかも少女のすぐ後ろは窓。一いち撃げきで仕し留とめることに失しつ敗ぱいしたら……。

　薫は首を振り、宝石から手を離はなした。

「……分かった。行くよ」

　薫がそう言うと少女は「うわーいっ」と、ころりとまた満まん面めんの笑えみになった。

「奴やつに読まれてるわよ、薫。あんたがどういう性格なのか」

　薫は黙だまって頷いた。やはりあの男、ただの狂きよう人じんではない。この少女にそう言わせたら自分が拒きよ否ひできないと分かってて言わせたのだ。

　　　　◇




「こんなとこ？」

　タクシーから降おりたルーシアは汚けがらわしそうにそのホテルを見上げて言った。

　薫とルーシアが少女に連れられて来たのは東とう京きようと神か奈な川がわの県けん境ざかい近くにある安やすホテルだった。ビジネス・ホテルの名を冠かんしてはいたが、男女が人ひと目めを避さけて密ひそやかな目的で使う以外には使われないようないかがわしいホテルである。

「そうよ、早く早く」

　少女がルーシアの手を引いてタクシーから降りた。最初は禁きん忌き魔ま術じゆつで造られた少女ホムンクルスに嫌けん悪お感かんを露あらわにしていたルーシアだったが、魔術師としての興きよう味みが抑おさえられなかったのか少女と話しているうちにすっかり仲なか良よくなってしまったようだ。少女の方もすっかりルーシアが気に入ったらしく、猫のようにルーシアの腰こしに擦すり寄よっていた。

　二人は少女の導みちびきでホテルへと入った。ホテルには従じゆう業ぎよう員いんの使う荷に物もつ運うん搬ぱん用ようのエレベータしかなく、薫たちは階段を使って上の階まで昇のぼって行いく。

「ねえ、ルーシア……さっきの『あんなこと』って何？」

　ルーシアの顔に不ふ愉ゆ快かいそうな色が宿やどる。彼女はぷいっと顔を背そむけて階段を昇る歩ほ調ちようを速はやめた。

「待ってよ。それって、奴が魔術師協会を追つい放ほうされた経けい緯いだろ？」

「……分かってんなら聞かないでよ。ウチの大スキャンダルを、よりにもよって教きよう皇こう庁ちようの人間に話せるわけないでしょ」

「だってさ、これから対たい峙じする相手がどんな奴なのかも分からずに行くわけにはいかないじゃないか。しかも奴はわざわざ僕を呼び出したんだ。ただ戦うんじゃなく、奴と話をしなくちゃならない」

「だけど……」ルーシアは口ごもる。「これを話したら貴方は絶ぜつ対たいにキレるから。昨日みたいに武ぶ器きも持たずに敵に向かって行くような真ま似ねをされたらこっちがたまらないわ」

「……魔族関係ってこと？」

「ああもうっ、すでに顔付きが変わってるじゃないのっ。あんたってどうして魔族が関わるとそうなっちゃうのよっ」

　勘かん弁べんしてよ、とばかりにルーシアは大おお袈げ裟さなジェスチュアで両りよう腕うでを広げた。しかし薫が黙だまって見つめていると、諦あきらめたように話し始めた。

「あいつは元々『黒』の名門ストリックスランド家に生まれた跡あと取とり息子むすこで、年ねん齢れいを重かさねるにつれて頭とう角かくを現していったわ。四十前っていう異い例れいの若さで『円えん卓たくの十二席』に昇りつめたほどの魔術師になったわ。けど……七年ほど前とんでもない禁忌に手を染そめたの」

「魔術師協会の禁忌って禁止されている魔術……あるいは魔族との交流だよね？」

「ほらぁ～、キレ始めた」

「キレてないって言ってるだろ。いいから早く話しなよ」

　ルーシアは「普ふ段だんならわたしにこんな口のきき方をしたらぶん殴なぐってやるのに……」とぶつぶつ言いながら続けた。

「トリプル・クラウンが起こした事件の場合は、ある意味でその両方よ。あいつはね……生きた人間を魔術の材料に使ったの。生きた生物を使った方が生せい体たいエネルギーを多く取り入れられるのは、動物を使った検けん証しようではっきりしているわ。だから黒魔術師たちが人間を殺して魔術の材料にするっていう噂うわさは常つねにつきまとっているの。禁忌として生きた人間を使うことは禁じられていても、『黒』の幹かん部ぶ連れん中ちゆうはそれを黙もく認にんしているんじゃないかっていう話もある。けどね、あいつのしたことはそんな黒魔術師たちも唖あ然ぜんとさせることだったわ。死んだ人間より生きた人間の方が力を持っている……じゃあより力を持っている使徒の肉体だったらどうかと考えたんでしょうね」

「使徒を実験材料に!?」

「ええ。でも使徒を捕とらえるなんてそう簡かん単たんにはいかない。だからあいつはね、魔族と取とり引ひきをし、自分の妻つまを使徒に変えさせたのよ。しかもその取引の材料に自分の娘むすめを魔族に売うり渡わたしたらしいわ」

　階段を昇っていた薫の足が止まった。胸むねの奥おく底そこから吐はき気けがこみ上げ、薫は口を覆おおう。『人間を使徒に変える』。それは薫が最もつとも嫌悪を、いや、憎ぞう悪おを覚おぼえる行こう為いだった。彼の兄である真ま澄すみは無む理り矢や理り魔族に咬かまれ、闇やみの世界に連れて行かれたのだ。

　薫は膝ひざを折って階段の踊おどり場ばにうずくまった。それは吐き気のためではなかった。そうでもしなければ身体からだを突つき動かす強きよう烈れつな破は壊かい衝しよう動どうを堪こらえ切きれそうにもなかった。

「絶対こうなると思ってたけど……」ルーシアはため息をついた。「落ち着きなさいよ。奴がどんな目的でわたしたちを呼んだか分かんないけど、カッとなったら判はん断だんを誤あやまるわ」

「大丈夫さ。別に奴と友達になりに来たわけじゃないから」

　薫は笑え顔がおを浮うかべて立ち上がり、階段を昇り始めた。薫の瞳ひとみに浮かんでいた彼らしからぬ殺さつ伐ばつとした色にルーシアは「……どこが大丈夫よ」と半分諦めたようにぼやいてから後あとを追って行った。

　少女の案内で薫とルーシアはホテルの一番上の階までやって来た。少女は「ただいま帰りました～」と元気よく言ってけばけばしい装そう飾しよくのドアを開いて部屋の中に入って行く。

「行こう」

　短い廊ろう下かを曲まがった所にある部屋には中央にダブル・サイズのベッドが置かれていた。ビジネス・ホテルを名乗るワリにはずいぶんと派は手でな代しろ物ものだった。部屋の隅すみっこには安物の応接セットが一いつ対ついあり、そこに痩やせこけた魔術師が静かに腰こし掛かけていた。

「おお、よく来てくれたな、深津君。さ、さ、座すわりたまえ」

　と、そこでトリプル・クラウンはルーシアの存そん在ざいに気づいたようだ。

「おや、そちらのお嬢じよう様さまは確か昨夜なかなかに興きよう味み深ぶかい術を使った……」

「覚えていてくれて光こう栄えいですわ、ストリックスランド導どう士し」

「ふむ……だが君のことは呼んだ覚えはないが？」

「呼ばれた覚えもありませんわ。貴方あなたみたいな奴の所に、わたしの知り合いを一人で行かせたくないってだけです」

　ルーシアは刺とげのある口調で言い返す。だがトリプル・クラウンはルーシアの挑ちよう発はつに応ずる様子もなく、足元で猫のように丸くなっていたホムンクルスの少女をじろりと睨にらみ「誰が余計な者を連れて来いと言った、この空っぽ頭め」と張はり飛とばした。少女はぎゃんっと鳴いて飛び上がり、ソファの後ろに逃にげてぶるぶると震ふるえながらトリプル・クラウンの顔色を窺うかがう。

「やめなさいよっ。可哀かわい想そうじゃないのっ」

　ルーシアは少女の側そばまで行くと彼女を抱だき締しめた。無関係のルーシアがなぜ自分を庇かばってくれたのか理解できぬ様子で少女はキョトンとしていたが、すぐに嬉うれしそうにルーシアの胸にごろごろと擦り寄った。ルーシアは少女を胸に抱いたままトリプル・クラウンを睨みつけた。



    

  
    
      「まあよかろう。座りたまえ、お二人さん」

　トリプル・クラウンは薫たちに自分の正面の席を勧すすめた。薫とルーシアは身を硬かたくしながらあちこち穴の空いたソファに腰を下おろした。

「それで僕に何の用だ？」

「わしは今、非ひ常じように困っておってな。護ご送そうされている途と中ちゆうにこの国に不時着し、首しゆ尾びよく逃にげることができたのはよかったが、この国にいた魔族に気づかれてしまい、追われているのじゃ」

「だったら魔術師協会のパーティなんかにのこのこ行かないで、さっさと逃げればよかったじゃないか」

　薫が呆あきれ果はてて言うと、トリプル・クラウンは「ふむ、確かにそうじゃな。これは一本取られた」と悪わるびれた様子もなくケタケタと笑った。

「しかしなァ、わしがすぐに空港に行かなかったのは正解だったのではないかな？　この国の空港はどこも今、魔族の到とう着ちやくを迎むかえる使徒たちでごった返しているのではないか？」

　薫は驚おどろく。奴の言う通りここ数日、日本には多くの魔族が入って来ており、どの空港にも使徒らしき者がウロついているのが確認されている。薫たちもこの男に呼ばれなければ夕方から警備に行くはずだったのだ。

「……何を知ってる、貴き様さま」

「ふむ。知らぬなら教えてあげよう。この国では来週『デュークシャーズ・オークション』と呼ばれる会かい合ごうが開かれることになっているのだよ。有力な魔族たちが持ち回りで主しゆ催さい者しやを務つとめることになっている。つまり、今年の場合はこの国に住むあの男が」

　アルフェルム。この国に住まう銀ぎん髪ぱつの魔ま王おう。薫の兄を咬んで使徒にした男──。

「そのため近年にはない大きなものとなり、わしの予想以上に多くの魔族たちが集まっておるのだ。お陰かげでこの国からの脱だつ出しゆつはたいへん困こん難なんなものになってしもうた」トリプル・クラウンは部屋の隅をくいっと顎あごで指した。「せっかく色々と用意したのだが」

　ルーシアが「あっ」と声を上げる。そこには見るからに魔ま導どうの品しなと思おぼしき物が山積みにされていた。

「やっぱりあんたが下した見み会場から盗ぬすんだのね」

　トリプル・クラウンは頷いた。そうか……と薫は気づいた。さっきはとぼけたが、この男が昨夜オークション会場に現れたのは遊び半分などではない。魔族の警備がある空港を強きよう行こう突とつ破ぱするための魔導具を求めて来たのだ。

（だが、それでも不ふ可か能のうなだけの魔族が集まって来ているということか……）

「そこで君たちに外国への脱出の手て筈はずを整ととのえてもらいたいのじゃよ」

「何で僕たちがそんなことをしてやんなくちゃならないんだ」

「だけどあの女はそう言うかなァ？」

「あの女……？」

「君と一いつ緒しよに旅をしていたあの赤あか髪がみの魔ま女じよじゃよ。あの女に聞いてみたまえ。きっと私を助けるよう言うはずじゃ」

「ふ、ふざけるなっ。何でレイニーさんがお前みたいな奴やつを助けるんだっ」

　このような男にレイニーの名を出され薫は激げつ昂こうして立ち上がった。のんびり身体からだを丸めていた少女も薫の殺さつ気きにハッとして飛とび退のき、カーペットの上で四よつん這ばいになって「ぐるるるるっ」と牙きばを剥むく。

「いいや、助けてくれると思うんだがなァ」

　トリプル・クラウンは短く術言ワードを唱となえた。薫とルーシアは同時に席を蹴けって戦せん闘とう体たい勢せいを取るが、奴の手の中に現れたのはただの紙し片へんだった。だが、ただの紙切れだというのに、この男の手にあるとそれがやけに恐おそろしく見えた。

「今年のデュークシャーズ・オークションがこの地で開かれるのはわしにとって不ふ幸こうなことでもあったが、幸こう運うんなことでもあった。奴らがこの地に多く集つどっていたためわしを狙ねらう者に早そう々そうに気づかれてしまい脱出が困難になったが、わしはそれを使って自分の身の安全を確かく保ほすることができた」

「……何を言ってるんだ？」

「デュークシャーズ・オークションに出品された品物は、この世界に残った三人の盟主ロードの名に於おいて、落らく札さつのときまでその安全が保ほ障しようされる。そこに出品されたら事実上誰も手が出せないのじゃ。分かるかね？」

　薫は相手が何を言おうとしているのかさっぱり理解できず怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめるが、ルーシアはハッとして声を上げた。

「あんたまさかっ！」

「ほう、君は彼より頭の回転が早いようだ。感心、感心」

「ば、馬鹿じゃないのっ。自分から死にに行くようなものじゃないっ」

「死なないと思うがなァ。だってオークションが終わるまで安全は保障されるんだから。後はあの赤髪の魔女に落札してもらい、この国から脱出すればよいのだ。つまり、あの女が日本に来るまでの時じ間かん稼かせぎというわけじゃな」

　薫はようやくこの男が何をしたか気づいた。

　この男は自分自身を魔族のオークションに出品したのだ。

「……僕らが断ことわったらどうするつもりだ」

「だから言っておるじゃろ、君は……いや、あの女は絶対に断らないと」

　トリプル・クラウンは手にした紙片をぐいっと薫の方へと突つき出した。

　薫の手が震ふるえていた。トリプル・クラウンの自じ信しんに満ちた態度が、薫がそれから逃げられないことを物もの語がたっているようだった。

　薫は四つに折られた紙片を受け取り、開いていった。

　薫の手が止まった。神しん経けい毒どくを盛られたかのように唇くちびるが震え、言葉が紡つむげない。薫はやっとのことで「嘘うそだ……」とだけ呟つぶやいた。

「いいや。嘘じゃないし、君はわしの言葉を確かめるリスクを冒おかせはしない。そこの空っぽ頭が本当に君の学校で暴あばれるか試ためせなかったようにの。これはリスクを負っていいことじゃない。君も、それからあの赤髪の魔女もそれは分かっておるはずじゃ」

　奴の言葉は淡たん々たんとしていた。これは駆かけ引ひきなどではなかった。自分で言うようにトリプル・クラウンは自分の勝利を確信していた。薫が絶対にこれを引き受けることを。

「……分かった。あんたをオークションで落札する」

「なっ……」

　ルーシアは薫の返答に絶ぜつ句くして薫を止めようとしたが、薫は「いいんだ」と首を振ふった。

「では急いで赤髪の魔女を呼んでくれたまえ。オークションまであと一週間もない。わしは安全なスイート・ルームに行かせてもらうから……ああ、ついでにオークションが終わるまでその空っぽ頭の面めん倒どうも見てやっておくれ。エサをやっておけば悪さはせぬ」

　トリプル・クラウンは席を立ってドアへと向かう。オークションに出品される商品として、自みずから倉そう庫こに行くのだろう。

「なに考えてんのよあんたはっ！」

　トリプル・クラウンが部屋を去ると、ルーシアは声を荒あららげて詰つめ寄よった。

「仕方ないんだ……。もし僕が断ったら、奴は自分の安全と引き換かえにこの情報を魔族に売る……奴はそう僕を脅きよう迫はくしたんだ。奴の言うように僕には、いや僕たち人類にはそんなリスクは冒せないんだ」

　ルーシアは薫の手から紙片を奪うばい取とった。そしてそこに書かれていたほんの数語から成る文章を読んで薫と同じように呆ぼう然ぜんとした。

「レイニーさんを呼ばなくちゃならない」

　紙片にはこう書かれていた。

『わしはレディ・キィの居い場ば所しよを知っている』と──。

　　　　◇




　その日、成なり田た空港にいた男たちは今日のことを一いつ生しよう忘れないだろう。

　その赤い髪かみをした女は小さなトランクを手にロビーを闊かつ歩ぽしているだけなのに、あまりにも艶なまめかしかった。類たぐい稀まれな美び貌ぼうとは正反対にどんな男さえも相手にしないような氷こおりの表ひよう情じよう。煙草たばこをくわえた真まっ赤かな唇くちびる。無ぶ粋すいな男物の黒いスーツと、対たい照しよう的てきにその下に微かすかに見える女性らしいボディ・ライン。男にマゾヒスティックな欲よく望ぼうを覚えさせる細いハイヒール──。彼女の身体の全すべてが男を引き付けずにはいなかった。恋をして妻を娶めとり、共に年とし老おいていった後も、この遠い日に空港のロビーで一いつ瞬しゆんだけすれ違ちがった赤髪の美女の現実離ばなれした美貌は彼らの目に色いろ鮮あざやかに焼きついていることだろう。

　ロビー中の視線を独ひとり占じめにしながらもその赤髪の美女は眉まゆ一つ動かさず、ロビーの片かた隅すみにいた奇き妙みような一団の元へとやって来た。一人は高校生ぐらいの少年、一人は同じぐらいの年ねん齢れいの金きん髪ぱつの少女。あとの数人は法ほう衣え姿すがたの男たちである。赤髪の美女は少年の前に立つと、くわえていた煙草を携けい帯たい灰はい皿ざらで揉もみ消けした。

「お久ひさしぶりです……レイニーさん」

「久しぶりだな」

　レイニーは薫の方をちらりと見て言った。

　彼女は何も変わっていなかった。数か月前に別れたときと、いや、一千年もの昔むかしから何も変わらぬ氷の美貌。薫の胸は高たか鳴なっていた。彼女が来なくてはならないほどのミッションが執とり行おこなわれるというのに不ふ謹きん慎しんだとは分かっていたが、彼女と再会できた嬉うれしさの方が先に立ってしまう。

「場所を変えようか」

「そ、そうですねっ。長なが旅たびでお疲つかれでしょうから。あ、鞄かばんを持ちましょうか!?」

「結構。疲れてはいない。ただわたしの写真を取っている馬ば鹿かどもがいて迷めい惑わくなだけだ」携帯電話のカメラ機能でレイニーのことを撮さつ影えいしている何人もの男たちに彼女は凍こおりつくような視線を向けた。「ふん、わたしの中身を知っていれば、あのような飢うえた目で見ているばかりでもあるまいに」

「……凄すごい自信ね、『殺さつ戮りくのレイニー』さん」

　ルーシアがむすっとした口調で言った。

「お前は？」

「魔術師協会のルクレシア・グレンヴィルよ。今は薫とパートナーを組くんでいるの。一応『よろしく』って言っておくわ」

「ああ、お前がそうか。話は聞いている」レイニーは淡たん々たんとした口調で言った。「ルクレシア・グレンヴィルよ。どういうつもりで『凄い自信ね』などと言ったか知らぬが、わたしはただ自分の身体が男にどういう感情を覚えさせるか客観的に言っただけだ。別に自信過か剰じようになっているわけではない。お前が男であったのなら分かるだろう」

「じ、自じ慢まんしてるじゃないのっ」

「いいや、どこに行っても男たちが飢えた視線でわたしの身体を眺ながめることを迷惑に思っている」

　レイニーのルーシアに対する興きよう味みはそれで終わりだったらしく、視線を外はずして誰にとでもなく「それでは行こうか」と言った。視線の先にいたエスクードのエージェントたちが顔を赤くして顔を逸そらす。この至し近きん距きよ離りで見るには彼女の美貌はあまりにも犯はん罪ざい的てきすぎた。

　空港の駐ちゆう車しや場じように停とめてあった数台の車に分ぶん乗じようして一行はエスクード日本支部の本部であるスオンジアンティ聖せい堂どうへと向かった。

「レイニーさん……僕の判はん断だんは正しかったのでしょうか？　奴は本当にレディ・キィの情報を掴つかんでいると思いますか？」

「百パーセントの確信はない。だがその可能性が濃のう厚こうだと思ったからわたしは来た」レイニーは薫の耳元に口を寄せ、薫にだけ聞こえる声でそっと言った。「奴の情じよう報ほう網もうはかなりのものだ。奴はわたしの真しんの名を知っていた」

　薫はレイニーを凝ぎよう視しする。レイニーはつまらなそうに頷うなずいて、煙草に火を点つけた。

　レイニーの真の名──彼女の本当の名は『レイニー・ブラディミール』という。

　生せい殖しよく機き能のうを持たぬがゆえ名みよう字じを持たぬ魔族。レイニーがもし皆みながそう信じているように魔族であるのなら名字はないのだが、彼女は本当は魔族ではない。遠い昔に魔族に咬かまれた人間であった。彼女は主人の血を飲んで使徒の契けい約やくを終えることを拒こばみ、契約を終えぬ苦く痛つうと強制的に与あたえられる性せいの快かい楽らくに嬲なぶられながらも、一千年の夜を過ごしてきた人間であった。彼女はその想像を絶する苦しみを堪こらえることによって、ロードにさえ匹ひつ敵てきする力を得えているのである。薫が持っている剣は、遥はるか昔に所有者であった彼女の名字が剣の名に変わって伝わったものだった。

　薫を挟はさんで反対隣どなりに座すわったルーシアがジト～という目で薫を見つめていた。「何をひそひそ話をしてるのよ。言いなさいよ」という感じだが、薫は気づかないフリをした。教きよう皇こう庁ちようでは薫しか知らぬその秘密は誰にも言えない。彼女を咬んだ主人──ロードをも統とう括かつする魔族の君主グランマスターはゲートの向こう側にいる。彼女が身を苛さいなむ苦痛から解かい放ほうされたければゲートを開いて主人の血を貰もらうしかないのだ。もし自分以外の教皇庁の人間がそれを知ったら、彼女は教皇庁から遠ざけられる……いや、命を狙ねらわれるやもしれないのだ。

　エスクード日本支部の中ちゆう枢すう施し設せつであるスオンジアンティ聖堂に着いた。一行は三階にある応接室に向かった。

「それでどのようなことになっているのかね？」長谷川司祭が訊たずねる。「恥はずかしながらこちらではあまり調べがつかなかったのだ」

　レイニーは持っていたトランクの中から一冊さつの本を取り出してテーブルの上に置いた。

「それは何ですか？」

「奴やつが商品として拘こう束そくされる前に奴から送られて来た目もく録ろくだ。これに因よると、年に一回、有力な魔族が主しゆ催さい者しやとなって持ち回りで開催される。とは言ってもその者がオークションを仕切るわけではなく、開かれる土地の領主が主催者として名を出す程度だそうだ。実際は『デュークシャーズ』という魔族たちの合ごう弁べん会がい社しやのような組織が行う。その安全はロードたちによって保ほ障しようされ、極きわめて公こう明めい正せい大だいに執とり行われる。そして今回の主催者は……」

「……あの男ですね」

「そうだ。奴が主催者を務つとめるとあっては下へ手たな真ま似ねはできない。奴を怒おこらせるような真似をしたらどんな被ひ害がいが出るか想像したくもない。つまりわたしたちは正せい攻こう法ほうでトリプル・クラウンを落札せねばならないのだ。……あの変態アルフエルムにわたしたちがレディ・キィの情報を追ってることを気づかれぬように」

　レイニーはほっそりとした指で頁ページを繰くる。

「これだ。『ロット・ナンバー２４９：‥ブレンティス・ストリックスランド。46歳。トリプル・クラウンの名で知られる魔術師。予想落札価格３００～５００』」

「それって単位は万ドルなの？」ルーシアが訊たずねた。「万ユーロにしたって大した金額じゃないし、わたしが出してあげてもよくてよ」

「どちらでもない。魔族の通つう貨か単たん位いみたいなものだ。お前では払はらえぬだろう」

「なっ……そんなこと分からないでしょ。具体的に幾いくらなのよ。言ってごらんなさいよ」

「具体的な換かん金きんレートがあるわけではない。人間の通貨は奴らにとって何の価か値ちも持たない。この地に数百年も前から住んでいる奴らはみな途と方ほうもない金持ちだし、だいたい金が欲ほしければいくらでも強ごう奪だつできる。これはオークションでのみ使うチップのようなもので、それを使って取引が行われる」

「はあ～？　よく意味が分からないんですけど～。もうちょっと分かりやすく言ってもらえませんか～」

「説明する必要はない。資金はこれからわたしが調ちよう達たつする」

　レイニーは話を打ち切った。もう夜も遅おそく、レイニーとしては長々と話していたくないだけなのだろうが、軽くあしらわれたと思ったらしいルーシアの顔が真っ赤になった。

「それでレイニー殿。オークションで落札した後のことは考えているのかね？」

「奴を落札し次し第だい、わたしたちは会場を抜ぬけ出て来る。あの変へん態たいの目が光ってるオークションの開催中は騒そう動どうは起こらぬだろうが、閉へい会かいしてしまえばその限りではない。わたしが奴と共に会場から出て来たら、お前らはすぐさま奴を海外に脱だつ出しゆつさせるのだ。長谷川、飛ひ行こう機きと船はすぐに用意できるな？」

「うむ」

「結けつ構こう。わたしも奴に同行して海外に飛ぶ。奴は安全な場所に着き次第レディ・キィの情報を話す。それで取引は終わりだ。今のところ不ふ安あん要よう素そは、奴を落札してから飛行機に乗せるまでの安全だな。お前らとの完かん璧ぺきな連れん携けいプレイが求められるわけだが……まあそれは後でもう少し話を詰つめよう」

　とレイニーは席を立った。

「あ、あの……待って下さい。僕は何をすればいいんでしょうか？」

「特にない。長谷川と一緒に奴を輸送する準じゆん備びをしていろ……ん、どうかしたか？」

「いや……僕もレイニーさんと一緒にオークションに行くとばかり思ってたから……」

「わたしは一応闇の一族に属ぞくしているから入場資格があるが、お前ではチケットの入にゆう手しゆはできない。まあ、お前はやれることをやればいい。そこらへんも後で話そう」

　レイニーはそう言って部屋を出て行くと、初めて会ったあのときのように飾かざり窓まどから身を躍おどらせ、夜の闇の中に消えて行った。

　残された薫は力なくソファに腰こし掛かけた。ずっと、それはもうずっとずっと待まち焦こがれていた彼女との再会だというのに、想像していたようなものとはまるで違った。

（僕のことなんて必要じゃないのかな……）

　テーブルの上にはオークションの目録が残されていた。完璧な彼女が置き忘れるなど、やはり夜が深まって少しだけ冷静さを欠かいていたようだ。彼女の受ける苦しみは夜が深まるにつれ強くなり、深夜にはほとんど動けなくなる。だから彼女は地じ獄ごくの夜を人知れぬ場所に隠かくれて一人で過ごしているのだ。

（オークションは夜に開かれるんだろ。僕がいた方がいいじゃないか……）

　そんなことを心の中でぶつぶつと言いながらオークションの目録に手を伸のばすと、横から細い手がそれをかっさらった。

「ちょっとルーシア。何するんだよ。返してよ」

　薫は文句を言ったが、彼女は無む視しして目録をぱらぱらとめくる。

「ふ～ん、なるほどね。つまり貴き重ちようなアイテムを持ち込んで、それをチップに換金して落札を行うわけか。もったいぶった講こう釈しやくなんかたれちゃったけど簡単な話じゃない」ルーシアは目録をぽいと放ほうり投なげた。「薫、わたしたちも行くわよ。あんな女に負けてなるもんですか。わたしがトリプル・クラウンを落札してやるわ」

「えええええっ！」

「あんた、あの女に馬鹿にされて悔くやしくないの？　いかにも『僕も連れて行って下さ～い』みたいな顔してたじゃない」

「そ、そんな顔なんかしてないよ。ただ僕はその……エスクードのエージェントとして任務を達成するためもっと役に立ちたいって思っただけで……。だけどレイニーさんの邪じや魔まになったら悪いし……」

「……めんどくさい奴……」

「え？　何て言ったの？」

「べ～つに～」ルーシアはぷいっと顔を背けた。「いいこと、薫。オークションってのは所しよ詮せん騙だまし合あい。ポーカーのゲームみたいなものよ。一人でやるより、二人、三人と仲間がいた方が目的の物を楽らくに落とせるの。多い人数が参加した方が上う手まくいくわ。もっとも、奴を落札するのはあの女じゃなくてこのわたしだけれど」

「……それはいいかもしれんな」長谷川司祭が口を挟はさんだ。「彼女だけで行かせるのは不安だ。別の者が彼女をサポートした方がいいだろう」

　司祭は嘘うそを言ってる、と薫は思った。レディ・キィの情報が手に入るか否いなかというエスクードとして最大の案あん件けんを前にし、司祭はレイニーのことを完全に信用してはいないのだ。それはエスクードの大たい半はんの者の考え方だった。薫は文もん句くを言おうと思ったがすんでのところで言葉を飲み込んだ。それを説明するにはレイニーが契けい約やくを終えていない人間である秘ひ密みつを話さねばならないし、それに実じつのところ薫はオークションに行きたかったのだ。

「でもさ、どうやって行くの？　レイニーさんは『お前ではチケットの入手はできない』って言ってたじゃないか」

「あの女、その目録をちゃんと読んでないんじゃないのかしら。馬ば鹿かじゃないのかしら」

「……何でいちいちレイニーさんに突つっかかるわけ？」

「はああああ!?　わたしのどこが突っかかってるってのよ。あの女がちゃんと要よう項こうを読んでないのが悪いんじゃないの」ルーシアは薫の頭をぶん殴なぐった。「わたしたち人間の魔術師にも条件次第では参加資格が取れるわ。かなり歴れき史しの古いオークションみたいだから、魔族と黒魔術師たちが親したしかった『ＺＯゾＳＯソ』の時代に作られた要項が生きているみたいね。要するにオークションに出品を行えば客として招まねかれるわけ。わたしみたいな見習い魔術師じゃ相手にされないだろうけど、もっと上のクラスなら……」そこまで言ったところでルーシアの顔が不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんだ。「……やむを得えないわね。不ふ愉ゆ快かいだけどあのクソババアに頼たのむしかないか」

「クソババアってまさか……」

　薫と長谷川司祭は同時に真まっ青さおになった。彼女が『クソババア』と呼ぶ師し匠しようのクラウディア・マルゼスに関かかわって泣かされたのは長谷川司祭も同じだった。だがルーシアは気にせずに携帯電話を取り出した。

「あ、クソババア？　わたしよ。貴方あなたの可愛かわいい弟で子しのルーシア。え、寝ねてた？　うるさいわね。こっちは重要な用があるのよ。魔族のオークションって知ってるでしょ。え、知らない？　弟子のわたしが知ってるのに無む知ちねえ。魔術師として無知は恥はじよ。とにかくそれに行きたいの。どうしても。そう、わたしと薫の二人分。もう時間がないから急いで取とり計はからってちょうだいね」

　言いたいことだけ言うとルーシアは電話を切った。

「こっちはＯＫよ……ん、どうしたの貴方たち？　今にも死にそうな顔しちゃって」

「だ、だってさ……ねえ、司祭」

「……う、うむ」

「どうしてあんな恐おそろしいことを……。あのクラウディアさんに暴ぼう言げんの数々を……」

「いいのよ。わたしはあのクソババアには山ほど貸しがあるんだから。こんなときぐらいは役に立ってもらわないと帳ちよう尻じりが合わないわ。さ、薫。着て行く服を選びに行くわよ。あんなエロいだけの女なんかにパーティの主役は似合わないわ」

　そう言ってルーシアは薫の腕うでを掴つかんだ。

（いいのかなあ、クラウディアさんに任せたりして。やな予感がしてなんないんだけど……）

　これでオークションに行けると嬉うれしく思う反面、その手しゆ段だんをあのクラウディアに依い存ぞんするというのが途と方ほうもなく不安に感じてならない薫だった。

　　　　◇




「なんですってえ───!!」

　ルーシアは自宅に使っている超ちよう高級マンションの自室ですっとんきょうな声を上げた。師匠のクラウディアから電話が掛かってきたのはオークション当日の朝のことだった。

「も、もう一度言ってごらんなさいよクソババアっ！」

　ルーシアはほとんど悲鳴のような声で受話器に向かって叫さけんだ。

「もう、何度言わせるのよ～。相あい変かわらず鈍にぶい子ねぇ～」

　電話の向こうからクラウディアが言った。うんざりしたような口く調ちようを作っているが、その声は微かすかに笑っている。

「だからぁ～、出品者一人につき一枚しかチケットが取れないみたいなの～。でもあんたは薫ちゃんと二人でオークションに行きたいって言うじゃな～い？　わたし、さんざん悩なやんだんだけど、ピンと閃ひらめいたのよね。出品を行って手に入れたチケットは薫ちゃんの分。んでもって出品する商品を貴方にすれば貴方たち二人とも行けるってわけ。やっぱ天才よね～わたしって」

「わた、わた、わた、わたしを魔族のオークションに……」

　ルーシアは呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。横でその会話を聞いていた従じゆう者しやのキースは失しつ神しんしそうな顔をし、彼女の家に泊とまっていたホムンクルスの少女は不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「だって、二人で行きたかったんでしょ？」

「このバカっ。それはそうだけど、わたしが魔族に落らく札さつされたらどうするのよっ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。思いっっっきり安いリザーブ価か格かくを指定しておいたから、誰だれも興味なんて覚おぼえないって」

　リザーブ価格というのは、出品者とオークション・ハウスの間で予あらかじめ取り決めておく『この価格以下では売りません』という値段のことだ。たとえ落札されてもその値段を下した回まわっていたら落札は無む効こうになる。もちろんこれは競きよう売ばいに参加する者には伏ふせられる。最低価格ギリギリで落札するという不ふ正せいが行われるからだ。この価格が低い、あるいは設定されないというのは出品者が値段は問とわぬから売って欲ほしいということであり、オークション・ハウスとしてもそういった商品はクズ商品として扱あつかう傾けい向こうがある。

「思いっきり安いですって!?　グレンヴィルの娘むすめであるこのわたしが!?」

「ええ。一番安いバーゲン品のポーションと同じくらいの値段」

「わたしが……バーゲン品のポーションと同じ値段……」

「ええ。『お願いです～。誰でもいいから買ってください～。お慈じ悲ひを～』って感じの値段。もう必ひつ死しって感じ。これで全部上う手まくいくわね。あんたも薫ちゃんも行けるし、あんたも安く買い落とされて帰って来る……。可愛い弟子の頼たのみを聞けてわたしも満まん足ぞくだわ」

　電話の向こうの愉ゆ快かい犯はんは笑いを噛かみ殺しながら言った。

「あ、あんた……」

　ルーシアはようやく自分が復ふく讐しゆうされたことに気づいた。いや、たとえしおらしく頼んだとして、この愉快犯がこの方法を選ばなかった保証はない。なぜならこの愉快犯は『傍はたで見ていて一番面おも白しろくて』かつ『ルーシアが最も嫌いやがること』をするのが大好きなのだ。

「うえーんっ」ルーシアはついに泣き出した。「このおたんこなすうっ。あんたなんかに頼ったわたしが馬鹿だったわよおっ。どうしてあんたはそんなに非ひ常じよう識しきなのよーっ！」

　さわやかな朝の光が差し込むコンドミニアムにルーシアの号ごう泣きゆうが響ひびき渡わたった。



    

  
    
      　ＡＣＴ．３　LOVE IS CASH






　リムジンは静かな音を立てながら夕ゆう暮ぐれの街を走っていた。走そう行こう音おんの合あい間まに潮しお騒さいの音が聞こえる。車は東とう京きよう湾わんへと向かっていた。そこが闇やみの一族たちが開く夜や会かいの会場だった。

　車に乗っているのは薫かおるとルーシア、それから運転手のキース。レイニーの姿すがたはない。彼女は来らい日にちしてからすぐオークションの資金の調ちよう達たつに再び海外へと旅立ってしまい、帰国するなり結局一度も薫とまともに話すこともなく一人で船に向かってしまっていた。

　結局僕ぼくは数に入れられてもないんだな……と薫はため息をついた。

「なによ、そのため息は？」

　横でルーシアが言った。

（うわ……また来た……）

　恐おそる恐る横を向くと、彼女は不ふ機き嫌げんを絵に描かいたような仏ぶつ頂ちよう面づらでオークションの目もく録ろくに目を落としていた。

「う、ううん。別に何でもない」

「だったらヘンな声を出さないでくれるかしら？　ムカつくから」

「ご、ごめん」

「いちいち謝あやまられるのもムカつくんですけど」

「は、はい……」薫は曖あい昧まいに頷うなずいた。「あ、そういえばさ、ルーシアの着ているそのドレスって、ケルベロスの夢の世界で着ることになったやつと同じだよね。もしかして同じのを作らせたの？　そ、その……ルーシアに似に合あってると……思う……んだけど……」

　魔ま術じゆつ師しのパーティのとき女性のドレスを褒ほめるよう説教されていた薫は頑がん張ばって慣なれぬ賛さん美びの言葉を並べたわけだが、どんどん語ご尾びが小さくなっていった。ゆら～とばかりにルーシアが目録から顔を上げ、それはもう険けん悪あくな視し線せんで薫を睨にらんでいたからである。

「あ、あの、ルーシア……どうしちゃったの……かな？」

　ルーシアはバンッと乱らん暴ぼうに目録を閉とじた。

「言いたいことがあったらハッキリ言えばいいでしょっ！　言ってごらんなさいよっ。どうせ『オークションにかけられた商品の分ぶん際ざいでオークションの目録を眺ながめているなんて笑っちゃうね。へへへ』とか思ってんでしょっ！　ああもうっ、なんて頭にくるっ」

　ルーシアは目録を投げ捨てて、愛あい用ようのロッドを振ふり上げる。

「タイム、タイムっ。思ってないっ。そんなこと思ってないってば……あうっ！」

　弁べん明めいもむなしくロッドが薫の脳のう天てんに振り下ろされた。金きん属ぞく製せいのロッドの重い衝しよう撃げきに薫は軽く失しつ神しんしかける。本日実じつに六発目であった。

（ううっ……いつにも増して横おう暴ぼうな）

　しかし今日の彼女はいくらでも横暴になる権利があった。「……クラウディアさんのばか」と心の中で呟つぶやき、これ以上藪やぶの中の蛇へびを踏ふまぬよう薫は黙だまって窓まどの外に目をやった。

　ビルの合間から夕暮れの巨きよ大だいな太陽が姿を現あらわし、車内が街と同じ色に満みたされる。薫は眩まぶしさに顔を覆おおった。もうすぐ夜が始まる。闇の一族たちが跋ばつ扈こする邪じや悪あくな夜が。

（レイニーさん……大だい丈じよう夫ぶかな？）

　何をしていても薫の想そう像ぞうはすぐにレイニーへと向かってしまう。夜が深まれば深まるほど、彼女の肉体は地じ獄ごくの責せめ苦くに苛さいなまれる。もうそろそろそれが始まっている時じ刻こくだ。

　彼女は自分らが船に乗ることをどう思っているのだろうか？　長は谷せ川がわ司し祭さいがそれを告つげたとき、彼女は「ああ、そうか」しか言わなかったそうだ。エスクードが『彼女だけに任まかせられない』と疑うたがっていることをレイニーが気づいてないはずはなかった。でもそれも彼女にはどうでもいいことなのだろう。彼女は目的を果はたす。誰だれの力も借りず、誰に疑われようとも、誰に邪じや魔まされようとも。

（でも僕は違う。夜に魔ま族ぞくたちの巣すに行かなくちゃならないレイニーさんが心配なんだ……でもレイニーさんは僕のことをどう思って……）

「……薫」

　気がつくとルーシアが薫のことをジト～と見ていた。

「な、何の用？」

「『何の用？』じゃないでしょ。この後の手て順じゆんの確かく認にん。あんたってマヌケだから、心配なの。下へ手たなことをされたらこっちは一いつ生しようを棒ぼうに振りかねないんだからね。説明してみせて」

「ちゃんと頭に入ってるよ。今さら確認なんかしなくても大丈夫だけど……」

　薫は懐ふところから二枚の書類を取り出した。片かた方ほうはオークションの主しゆ催さい者しやであるアルフェルムの名で出された招しよう待たい状じよう。もう一枚はオークションに商品──つまりルーシアを出品するための書類だ。まだ商品を届とどけていないので、引ひき渡わたしのサインはまだされていない。

「この招待状で船に乗り、ルーシアのことをオークションに出品する手続きを完かん了りようさせる。それからすぐに違い約やく金きんを払はらってルーシアをキャンセルして自由にする。そんでみんなでトリプル・クラウンを落らく札さつする……これでいい？」

「違ちがうでしょ。オークションに使う資金を調達するところが抜ぬけてるわ。違約金も魔族の通つう貨かで払わなくちゃいけないんだから、わたしをキャンセルするよりそっちが先でしょ」

「忘れてないよ。当たり前のことだから省しよう略りやくしただけじゃないか」

　と、薫が言うや否いなや、薫の脳天に本日七発目の鉄てつ拳けん制せい裁さいが振り下ろされた。

「あんたねえっ！　こっちは魔族に買われるかどうかって瀬せ戸と際ぎわなんだからねっ。あんたがヘマをしたらこっちは魔族のオークションに出品されちゃうんだからっ！　ああもう、あのクソババアっ。嫌いやがらせをするにしたって薫みたいにマヌケな奴やつに人の生命線を握にぎらせるだなんて何を考えてんのよっ」

「……そんな怒おこらなくたっていいのに。魔族のオークションだって普ふ通つうの人間のオークションと同様に違約金さえ払えばキャンセルできることが分わかってたからこそクラウディアさんもあんなことしたんだろ？」

　ギロっ、と彼女に睨みつけられ、薫は反はん射しや的てきに頭を庇かばった。

「わたしにこれからどんな屈くつ辱じよくが待っているか分かってるの!?　いくらキャンセルしたところで、わたしが魔族のオークションに出品された事実は半はん永えい久きゆう的てきに魔族の文ぶん献けんに記き載さいされるのよっ」ルーシアの手がぷるぷると震ふるえていた。「こんな屈辱ってある!?　あのクソババアって奴はね、わたしが嫌がることをリスト・アップしていって、上から順に実行していくような女なのよっ。絶ぜぇっっっ対たいにいつか復ふく讐しゆうして、泣かせてやるんだからっ！」

　絶対に返かえり討うちに遭あうと思ったが、薫は敢あえて口にはしなかった。

　ルーシアは「ううっ……復讐してやる……泣かせてやる……」などとぶつぶつ怨えん嗟さの言葉を漏もらしながらまた目録に目を落としていたが、ふと思い出したように言った。

「ああ、それからもう一つ間違えているところがあったわ。『みんなで』あいつトリプル・クラウンを落札するんじゃなくて、落札するのは『わたしたち』。あの女には絶対に負けないからね」

「……あのさ、どうしてルーシアはそんなにレイニーさんに対たい抗こう意い識しきを燃もやすわけ？　お互たがいの資金を併あわせて協力すればいいじゃない」

　目録のページを繰くっていたルーシアの手がピタリと止まった。ルーシアは顔を上げ、薫の方を向く。そこに浮うかんでいた表情はとってもにこやかな笑え顔がおであった。

「あら、わたしがあの女に対抗意識を燃やしてるですって？」

　ルーシアは柔やわらかな声で言った。薫はまだ、女性がこういう口く調ちようになったときの恐おそろしさを知っていなかった。

「うん。レイニーさんの話になるとすぐ怒おこるし。なんかヘンだよ」

「そうかしらねぇ～。わたし、ち～っとも気づかなかったけど」

「いいや、間違いないよ。なんかすることがいちいち気に食わないって感じ。そういえばさ、レイニーさんと一いつ緒しよに旅をしているときも、レイニーさんってなぜか同性には嫌きらわれるんだよね。いったいどうして……」

　薫はハッとした。やっとルーシアの笑顔は目だけはまったく笑ってないことに気づいたのである。彼女の手がぷるぷると震えながら金属製のロッドへと伸のびていった。

「ち、違うよっ。そういう意味で言ったんじゃないってばっ。別にルーシアがレイニーさんの美び貌ぼうに嫉しつ妬としてるとかじゃなくて、ただどういうわけかレイニーさんは女性とは折おり合あいが悪いような気がしてるっていう……」

「思いっきりそういう意味で言ってんじゃないのっ、この馬鹿！」

　怒ど号ごうと共に本日八発目の鉄てつ槌ついが薫の脳天に振り下ろされた。

　　　　◇




　港みなとに着ついたときにはもうすっかり太陽は水平線の向こうに沈しずんでいた。

　車から降りたルーシアは海から吹ふいて来る潮しお風かぜにドレスのスカートを翻ひるがえしながら、目の前にそびえ立つそれを見上げて言った。

「まったく……やっかいな場所で開いてくれるものね」

　薄うす闇やみの海の上には、近くからでは全体を見み渡わたすこともできぬほどの大きさの巨大客船が波に揺ゆられながら静かに佇たたずんでいた。この豪ごう華か客船こそが今こ宵よいのオークションの舞ぶ台たいだった。言わば海上の要よう塞さい。乗ったらそう簡かん単たんに降おりることはできない。

　薫のポケットの中でブラディミールがズキズキと痛いほどに反はん応のうしていた。剣に教えられるまでもなく分かる。港に泊とまった車からは次々と着き飾かざった男女が降りて船に向かい、姿は見えぬが数え切れぬほどの剣けん呑のんな気け配はいが港中を取とり囲かこんでいた。魔族のＶＩＰたちがこぞってやって来ているのだ、警けい備びの者も生なま半はん可かな数ではないはずだ。どこかピクニックに行くような気分があった二人の表ひよう情じようはいつの間まにか硬かたく強こわ張ばっていた。

　船はしきりに遠とお吠ぼえのような汽き笛てきを鳴らしている。薫は腕うで時ど計けいを見た。午後六時。出しゆつ航こうまではあと一時間の予定だ。

「キャンセルの手続きがいつまでできるか分からないし、もう乗っていた方がいいかもしれないね」

「そうね。……キース、荷物を下ろして」

　ルーシアが指をパチンと鳴らすと、彼女の従じゆう者しやであるキースが車のトランクから化け粧しよう箱ばこほどもある大型のトランク・ケースを取り出し、薫とルーシアの間に置いた。ルーシアはトランクを開く。

「……うわ……すごい……これ全部魔ま導どう具ぐなの？」

　トランクの中にはネックレスや指ゆび輪わといった華か美びな装そう飾しよく品ひんから、古びた本や木もく製せいの彫ちよう像ぞうなどといった不ぶ気き味みな物までぎっしりと詰つめ込こまれていた。ただし普通の装飾品が入ったトランクとは違い、内側と仕切りにはびっしりと魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。魔導具同どう士しが干かん渉しようするのを避さけるためだ。

「時間がなかったからあんまり用意できなかったけど、これだけあれば十分でしょ」

「幾いくらぐらいになるの？」

「魔術師わたしたちのオークションに出したらだいたい２０００万ユーロぐらいかしら」

「そんなのが家に置いてあるの!?」

　薫は目を丸くする。ざっと25億円。彼女が金持ちであるのは知っていたつもりだが、薫の想そう像ぞうを遥はるかに超こえていた。

「当たり前でしょ、魔導の品しなは同量の金きん塊かいよりも高こう額がくなんだから。ほら、持って行って」

「うん。……あ、そのロッドは換かん金きんしないの？」

「ん……これはいいわ。馬ば鹿か娘むすめのときにたっぷりと魔ま力りよくを充じゆう電でんしておいたから、いざというときのために持ってたいの。それに大たいした物じゃないし」

　と言ってルーシアはスタスタと船に向かって歩き出してしまった。

「……あれ？　確かイギリスじゃ準じゆん国こく宝ほう扱あつかいとか自じ慢まんしていたような気がしたけど……」

　名は『ケルヴィム』。コンデンサーのように魔力を溜ためておくことができる、人格のチェンジによって魔力が大きく増ぞう減げんする彼女には持ってこいの魔導具だ。まあ、ルーシアが「大した物じゃない」というならそうなのかな……と薫が彼女を追おうとすると、彼女の従者のキースが薫を呼び止め、小さな声で言った。

「あのロッドはな、お嬢じよう様さまがこの苦く難なんと屈くつ辱じよくの日々を乗のり越こえ、見習いから法ほう士しへと昇しよう格かくしたときにお父上のグレンヴィル卿きようから受うけ継つぐはずの物だったのだ。お嬢様はそれを勝かつ手てに持ち出したことをとても恥はじていらっしゃる。が、お前に付き合ってやるにはケルヴィムが必要だからと、後でグレンヴィル卿から軽けい蔑べつを受けることを覚かく悟ごで持ち出したのだ。だからあれだけは売ることはできぬのだ。余よ計けいなことを言ってお嬢様を困こまらせるな」

「そんなことがあったんですか……」薫はふと思った。「もしかしてグレンヴィル卿は彼女が持ち出したことを気づいてらっしゃるんじゃないですか？」

「無む論ろん。まあ、あのグレンヴィル家の秘ひ宝ほうを棍こん棒ぼう代がわりに使ってると知ったらさすがのグレンヴィル卿も失神するだろうがな」

　珍めずらしくキースは薫に笑顔を見せた。薫も笑った。

　船との中間辺あたりまで歩いて行っていたルーシアが振り返り、「あんたたちなにやってんのよっ」と怒ど鳴なった。

「……小こ僧ぞう。お嬢様をよろしく頼たのむぞ」

「分かってます」

　薫はトランクを抱かかえて彼女の後を追った。

　埠ふ頭とうと船の甲かん板ぱんをつなぐタラップの前にはテーブルが置かれ、黒いスーツに身を包つつんだ数人の男たちが立っていた。薫の全身が総そう毛け立だった。全員が使徒。それも並なみ大たい抵ていのレベルの者たちではない。どいつもこいつもその与あたえられた肉体能力に恥じぬ鍛たん錬れんをたっぷりと積んでいるのが気け配はいだけで分かる。上品に澄すましてはいるが、船の警備員と言うよりは殺しの専門家たちだった。

「おや、これは……」一人が笑みを浮かべて薫に近づいて来た。「招待状をよろしいですかな、深津様」

　薫は招待状を差し出した。男は招待状にざっと目を通して薫に返した。

「確かに。ですがそちらのレディの招待状はお忘れですか？」

「彼女は今日のオークションに出品する商品です」

「ああ、それは失しつ礼れいを。ドレスを着ておられるからお連つれ様さまかと思いました。ではどうぞ船にお乗り下さい。お嬢様の方はこちらに」

　と男はテーブルの下からトランクを取り出し、その中から首くび輪わを出した。細い金属が飴あめのように歪ゆがんで絡からみ合あっている不気味な品だった。

「それは……？」

「出品された品がまだ生きている人間の場合はこれをつけることになっております。簡単に言えば逃とう亡ぼうを防ふせぐ手て錠じようです。魔導の力により、異い空くう間かんを通じてこの船とこの首輪はつながっております。首輪を外はずさずに船から一定の距きよ離りを離はなれると……」男は自分の首を指でツッと横よこ一いち文もん字じになぞった。「首だけが船に残されることになります」

　薫は真まっ青さおになった。ルーシアも薫の腕をぎゅっと掴つかむ。

「……ちょっと待ってくれ。彼女の出品はキャンセルしようと思っているんだ」

「ああ、でしたらこちらの招待状も無む効こうにさせていただきます」

「な、なんだって！」

「たいへん異例な措そ置ちなのですが、今回初めて参加する人間のお客様に関しては出品した品物のキャンセルを許さない……というのが当方で決めた方ほう針しんにございます。偶ぐう然ぜんにもその条件に一いつ致ちするのは貴方あなたがただけですが」

　黒くろ服ふくの使徒たちが含ふくみ笑わらいを漏らした。自分らが来ることがバレていただけではない。出品したルーシアをキャンセルすることまでとっくに読まれていたのだ。

「……汚きたないぞ。それがアルフェルムのやり方か」

「勘かん違ちがいするな、小僧。これはオークション・ハウスの判はん断だんだ。白銀ミスリルの盟主ロードはお前などという瑣さ末まつなものには興きよう味みなど持たれない。だが貴き様さまのような教きよう皇こう庁ちようの小僧がこの由ゆい緒しよある場に忍しのび込こんでこそこそと何かをしでかされては我々が迷めい惑わくなのだ。本日の主しゆ催さい者しやはあのお方かた。絶対に恥はじをかかせるわけにはいかぬ。だからその小こ娘むすめを我々の手に預あずからせてもらうことにした。それとも、お前やあの女はここで何か騒さわぎでも起こすつもりだったのか？」

　もちろんアルフェルムが主催するパーティで騒そう動どうを起こすなんて命知らずな真ま似ねをするつもりはない。絶対に怒らせてはいけない相手の支し配はい下かの船──だからこそトリプル・クラウンは自みずからの安全を確かく保ほするためにこのオークションに自分を出品し、レイニーも強ごう奪だつなどという手しゆ段だんを選ばなかったのである。だが……。

　薫は即そく座ざに決断した。

「彼女の出品を取りやめる。違い約やく金きんを払はらいたいから、トランクの中の物を換金してくれ」

　男は「賢けん明めいだな」と言って薫の手からトランク・ケースを奪うばった。

「ちょ、ちょっと。なに言ってんのよっ。こいつらに馬鹿にされて悔くやしくないの!?」

「そういう問題じゃないよ。自分で出品した品物は自分では入にゆう札さつできない。つまり僕はルーシアを落札できないんだ」

「それは……そうだけど……」

　ルーシアは押おし黙だまった。オークションでは値ねを吊つり上あげる不正をさせないために、自らが入札することを堅かたく禁きんじている。薫はクラウディアの代理人としてチケットを得ているので、ルーシアの出品者という扱いになっていた。ちなみにトリプル・クラウンは自身が出品者であり商品になるという変則の出品をしたため、キャンセルする権利は喪そう失しつしている。

「招待状を返へん却きやくしてもらえるかな？」

　薫は黙だまって招待状とルーシアの出品証しよう書しよをテーブルに置いた。男はそれを確認し、ぐしゃりと手の中で丸めた。

「しょうがないよ。ルーシアが出品されたらレイニーさんに落としてもらうしかなくなるもの。レイニーさんに余計な手て間まはかけさせられないよ。後はレイニーさんに任せよう」

　と、薫が言った瞬しゆん間かんであった。ルーシアの表情がいつもの我わが儘ままで強気なものへとガラリと豹ひよう変へんする。そして誰が止める間もなく、警備の男が破やぶり捨すてようとしていた招待状を取り上げ、テーブルの上に置おきっ放ぱなしになっていた拘こう束そくの首輪を自ら嵌はめてしまった。

「えええええええっ！！！」

　薫は大声を上げた。これにはさすがに警備の男たちも唖あ然ぜんとする。

「どうして!?　どうしてそんなことやっちゃうわけ!?　僕の話、聞いてた？」

「うるさいわねっ！」ルーシアは愛あい用ようのロッドで薫の頭を殴なぐりつけた。「グレンヴィルの娘があんな女ごときに舐なめられてたまるもんですかっ」

「別にレイニーさんが舐めたわけじゃないじゃないかっ」

「とにかくわたしは乗りたいのっ。あんたも乗りたいんでしょっ。だったら問題ないじゃないっ！」

　奪い返した招待状を薫に押し付けるように渡すと、ルーシアはつかつかとタラップを昇のぼり始めた。あまりのことにポカンとしていた警備の男たちが慌あわてて後を追うが、「一人で行けるから触さわるんじゃないわよっ！」と手を振り払う。なんと言うかエンジン全開という感じだ。

「それからっ」ルーシアはタラップの途と中ちゆうで振り返り、ピシッと薫のことを指ゆび差さした。「わたしのことをあの女に落札させたりしたら絶っっっっっ対に許さないからねっ！」

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！　だって僕は出品者だから落札できないじゃないっ」

「いいから何とかするのっ！」

　彼女の姿が消えると、嵐あらしが通り過ぎた後のように静せい寂じやくが訪おとずれた。警備の男が自信なさげな口調で「乗る……ってことでいいのか？」と聞いてきた。



　──と、その光こう景けいを甲板の上から見つめる二つの影かげがあった。

　一人はすらりとした華きや奢しやな男。もう一人は身みの丈たけ二メートルはあろうかという巨きよ躯くの男である。華奢な男は神しん経けい質しつそうな風ふう貌ぼうをしており、巨躯の男は正反対に何なに事ごとも意に介かいさぬ巌いわおのような顔をしている。

　薫が船の中に消えると、巨躯の男はちらりと華奢な男の方を見て言った。

「邪じや魔まな奴やつが増えたな。どうする？」

「どうするもこうするもない。あんな小こ僧ぞうなど数には入らぬ。問題はあの裏うら切ぎり者ものの売女ばいただけだ。あの女がトリプル・クラウンの奴を狙ねらっているのは間違いない」

「いや……俺おれの瞳ひとみにはあの小僧もなかなか面おも白しろそうに映うつるがな。気き弱よわそうな顔とは裏うら腹はらに、内心には燃もえるような感情を持っている。あの小僧、ひとたび戦いになれば人間が変わる」

「戦せん闘とう狂ぐるいめ」華奢な男はうんざりした口調で吐はき捨すてた。「そんなに戦いが好きなら、あの裏切り者の売女に喧けん嘩かを売るといい。万が一にでもお前があの売女を倒たおせれば何の問題もなくなる」

「俺としてもあの女とは一度手合わせしてみたかった……が、白銀ミスリルの盟主ロードの船でそんな真似をしてもいいのか？」

「嫌いや味みで言ったんだ。そんなことお前に言われなくても分かってる」

「それは残念だ。あの女とは死ぬまでに一度は戦ってみたい。あの女は俺が戦いを許される者の中で間違いなく一番強い」

「お前とは気が合わない。できれば相あい打うちになって一いつ緒しよに死んでくれ。……そういえばティシェーラとエレンディラの奴はどこへ行った？」

「パーティ会場で遊んで来ると言ってたぞ」

　華奢な男は感情を剥むき出だしにして「馬ば鹿かどもめ」と吐き捨てた。

「捕つかまえて来るか？」

「お前の図ずう体たいでレセプション会場に行かれたら目立ってかなわぬわ。放ほうっておけ。ただエレンディラの方には注意していろ。あの女は本当に我々に協力しているのか信じられぬ」

　冷れい淡たんな口調で言って華奢な男は踵きびすを返かえし、甲板から船内へと戻もどって行った。

　汽笛が鳴った。ぎゅるぎゅると金属が擦こすれる耳みみ障ざわりな音が下から響ひびいてくる。錨いかりを上げ、船が出港しようとしているのだ。

「……面白い夜になりそうだな」

　巨躯の男は船のへりに立てかけてあった巨大な剣を担かつぐと、その巨躯には似合わぬ風のような動きで船の中へと消えて行った。その顔には微かすかに笑えみが浮うかんでいた。

　　　　◇




　薫は船のスタッフによって一階にある部屋に案内された。小こ綺ぎ麗れいにされてはいたが、あまり上じよう等とうではない客のための部屋なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　出航時間を知らせる船内アナウンスが放送され、ボーッという汽笛が大きく響いた。そして船のエンジンが唸うなりを上げ、ゆっくりと船は港を離れた。

　部屋のテーブルには封ふう筒とうが置かれていた。表にはアルファベットで薫の名前。開くと中には数枚の書類が入っていた。船内の案内図や今夜の時間進行、主催者──つまりアルフェルム──からの挨あい拶さつ。あの享きよう楽らく的てきな男のイメージとはまるで違う奥おくゆかしい文面が並んでいる。面めん倒どうくさくて代だい筆ひつさせたな、と薫は思った。

　そして一番下にあった書類を見て薫は「あははは……」と乾かわいた笑いを漏もらした。それはオークションの追加目録だった。

『ルクレシア・グレンヴィル。17歳。人間。性別メス。微び小しようではあるが一応は魔術の素そ養ようを持っている。ただし性格に多少の難なんがあり、凶きよう暴ぼうなので鎖くさりにつないでおかないと主人に手を上げる恐おそれがある。食しよく用よう推すい奨しよう。予想落札価格：‥１～３』

　間違いなくクラウディアの手によるルーシアへの嫌がらせの文面である。これは参考資料として長らく魔族たちの間で保ほ存ぞんされることになる。またしてもあの師し弟ていの間に新あらたな戦争が勃ぼつ発ぱつするのは確実だった。願わくば自分は巻まき込こまれませんように、と薫は祈いのった。

　が、笑ってばかりもいられない。彼女は出品されてしまったのだ。ルーシアは嫌がっても出品者の薫が落札できない以上はレイニーに頼たのむしかない。薫は携けい帯たい電でん話わを取り出してレイニーに掛かけた。

「……薫か。結局お前も乗ったのか」

　レイニーのいつもと変わらぬ凍こおりついた声が耳元で囁ささやかれる。とりあえず苦しそうな様子はなかったので、薫は「よかった……」と呟つぶやいた。

「何が『よかった』のだ？」

「いえ、レイニーさんがまだ大だい丈じよう夫ぶそうだから」

「別に大丈夫ではない。気を抜ぬけばすぐに失神する。例の煙草たばこを吸ってどうにか我が慢まんしているがな」

「す、すみませんっ」

「謝あやまってもらうことでもない。それでわたしに何の用だ？」

「あ、はい。ルーシアのことなんですが、本当は乗ってすぐにキャンセルするつもりだったのに、それを禁じられてしまって、出品されてしまったんです。それでレイニーさんに落札を頼みたくて」

「……何だと」

　レイニーの声が微かに強こわ張ばる。

「人ひと質じちのつもりでしょうけど、ずるいですよね」

「そんなことはどうでもいい、この馬鹿め。キャンセルが禁じられたならなぜ船に乗った？　わたしに余計な予算を使わせると言うのか？」

「で、でも……大した値段じゃないし……」

「わたしはここにいる全すべての魔族から目をつけられているのだぞ？　アレの入札でなくとも、わたしの入札は当然邪魔をされるだろう。たとえ予想落札価格は安くとも、わたしが入札したということでどこまで値段が跳はね上あがるか分からぬ。お前たちはそんなことも想像できなかったというのか？」

　薫はようやく自分のしてしまったことに気づいて蒼そう白はくになった。

「……すみません」

　薫はどうにかそれだけ呟つぶやいた。

「まあいい。詳くわしいことは下で話そう。二階でレセプション・パーティをやっているから、出て来い」

　それだけ言うと彼女は電話を切ってしまった。薫はベッドの上にどすんと座すわった。

　薫はやっと自分の本心に気づいた。「レイニーさんが心配だから」などと何度も心の中で呟いていたが、それは自分自身についた嘘うそだった。ルーシアが勝手に首輪を嵌はめたときだって、本気で制せい止しするならできたはずだ。自分は本当はレイニーに認めてもらえなくて悔くやしかったのだ。彼女に自分を見てもらいたくてのこのことやって来て、そして大だい失しつ敗ぱいをやらかした。

　部屋のドアがノックされた。そういえばここまで薫を案内した船内スタッフが「後のちほど部屋の世話をする者を寄よ越こします」と言っていたのを思い出した。立ち上がることもできず、座ったまま「どうぞ」と応こたえると、ドアが開き一人の男が丁てい重ちような礼をしながら部屋に入って来た。

「あっ……」

　薫はタキシードを見事に着こなしたその中年の男に見み覚おぼえがあった。とは言っても薫が出会ったのは数百年も前の若い頃ころの姿である。しかし見み間ま違ちがえることはない。疱ほう瘡そうの跡あとが醜みにくく残のこり、万まん力りきで両側から顔を潰つぶしたような不気味な顔をした男──。

「私わたくしの顔が珍めずらしいですかな、教きよう皇こう庁ちようのお方？」

　あのケルベロスの夢の世界で一瞬だけすれ違ったアルフェルムの使徒の男は、自分を見つめる視線に気づいて薫を見み据すえた。

「い、いや、そういうわけでは……」

「気を遣つかわれなくて結構です。そのような視線には慣れておりますので。私はアルフェルム様の侍じ従じゆう長ちようを任されておりますブルームクイストにございます。今こ宵よい、深津様のお世話をするよう我わが君きみから命じられました」

「あいつが!?」

「まことに失礼ながら、招まねかれた客である貴方あなた様さまがパーティの主催者を『あいつ』呼ばわりするのはよろしくないかと存じます。宿しゆく敵てきを『様』を付けて呼ぶことが我が慢まんならぬのでしたら、『白銀ミスリルの盟主ロード』と呼ばれるのがよろしいかと」

「す、すみません……」

「謝っていただかなくて結けつ構こうです」にこりともせずブルームクイストは薫の言葉を遮さえぎると、懐ふところから折おり畳たたんだ紙し片へんを恭うやうやしく取り出した。「我が君からメッセージがございます」

　ケルベロスの夢の世界の出で来き事ごとを思い出し「うっ……」と薫は硬こう直ちよくする。アルフェルムには特とく殊しゆな『趣しゆ味み』がある。何と言おうか、女性よりも男性、それも若い男の子が大好きなのだ。彼の使徒は見み目め麗うるわしい美少年ばかり。夢の世界で薫もベッドに引きずり込まれかけた。もちろん夢が造った架か空くう世せ界かいでの話なので、ブルームクイストが自分を覚えていないのと同様にアルフェルムも覚えていないだろうが、そういう意味であの男からのメッセージというのは怖こわい。

「では失礼して」ブルームクイストは紙片を広げると恭しく掲かかげて読み上げる。「『薫君、さっきはオークションのスタッフが失礼をしてごめんね』……以上にございます」

「それだけですか……別にいいですけどね」薫はずっこけそうになりながら言った。

「ちっともよくなどございません。あの者たちは既すでに我が君によって処しよ刑けいされました」

「なっ……」薫は絶句した。「何でそんなことを！　僕に険悪な態たい度どだったからですか!?」

「いいえ、あの者たちが勝手にオークションのルールを捻ねじ曲まげたからにございます。薫様たちはキャンセルをすることをお望のぞみだったというのに、あの者たちは無理矢理にお嬢様を出品させたとのこと。三人のロードの名の下もとに当とうデュークシャーズ・オークションが開かい催さいされてはや八百十九年。小さなトラブルは何度かありましたが、オークション・ハウスの者が勝手にルールを曲げるなど前ぜん代だい未み聞もんにございます。それも我が君がオークショニアを務つとめる晩ばんに」

「じゃあ……ルーシアは返して貰もらえるんですか!?」

「何を馬鹿なことを」ブルームクイストは軽けい蔑べつを滲にじませて言った。「それでは彼らは何のために死んだのでしょう？　彼らは勝手にルールを曲げることが我が君のお怒いかりを買うと分かった上でそれを行おこない、我が君は彼らの気持ちを分かった上で処刑なさったのです。そしてこの異例の処しよ置ちを許して下さるよう我が君は貴方ごとき下げ賤せんの生き物に謝しや罪ざいされたのですぞ。情なさけないことを言ってる暇ひまがあったら、お嬢様を取り返す方法をお考えなさい」

　薫は項うな垂だれた。ブルームクイストの言う通りだ。敵てき対たいする闇やみの一族に「返して貰えるんですか？」などと懇こん願がんした自分が恥はずかしかった。

（……僕は役立たずだ）

　薫は死にたいほどの自じ己こ嫌けん悪おに襲おそわれた。レイニーが自分を戦力と見み做なしてくれないのも当然だった。

「……ご無ぶ礼れいをお許し下さい」

　薫が黙だまり込んでしまっていると、ブルームクイストが先さき程ほどまでとはやや違うトーンで言った。

「私としたことがゲストの貴方様に無礼な態度を取ってしまいました。少々苛いらつくことがありまして、気が立っていたようです。私わたくし事ごとで貴方様を不ふ愉ゆ快かいにさせてしまったことを心より謝罪させていただきます」

「いや……それが原げん因いんってわけじゃないです」

「お優やさしい言葉をありがとうございます」ブルームクイストはぺこりと頭を下げた。「そろそろレセプション・パーティが始まりますので、ご案内させていただきましょう。それとも先に下した見み会かいの方に行かれますか？」

「あの……パーティに行きます」

「どうなさいましたか？　ご気分が優すぐれませんか？」

「そういうわけではないんですが……」

「ふむ……これは私の勝手な想像にございますが、貴方様はお連れのお嬢様をご自分で落札できなくて困ってらっしゃるのではないかと思います」

「はい、そうです」

「……貴方様は張はり合あい甲が斐いのないお方ですね。一応私はブラフをかけたのでございます。貴方様がルクレシア様を落とせないのなら『グランマスターの姫ひめ君ぎみ』が落とせばよいものを、それができないということは姫君もまた何か欲ほしいものがあるので資金を十分に残しておきたいから……。貴方様はこの船に乗った目的を半分告白したに同じにございます」

　薫は呻うめいて口を押おさえた。この異い形ぎようの従者は相当に切れる。アルフェルムの侍従長を務めているというのはダテではない。何を言っても腹の中を見み透すかされる気がして薫が黙だまってしまうと、ブルームクイストは小さな微び笑しようを浮かべた。その醜く歪ゆがんだ顔ではかなり怪かい異いな表情となったのだが、敵意は感じなかった。

「まあ、私には関係のないことにございます。貴方様がたが我が君に恥をかかすような真ま似ねをしなければ、私から特に何かする必要などございません。……これは独ひとり言ごとですが、船にはほんの何人かでございますが人間のお客様も乗っておいでです。魔術師協会を破は門もんされたようなゴロツキどもではありますが、条じよう件けん次し第だいでは交こう渉しようになるかもしれません」

「あ、ありがとうございますっ」

「ですから私は貴方様がたに助じよ言げんしたつもりは……まあいいです。ではご案内させていただきます。お荷物はここに置いて行ったりしてはいけません。ご自分でお持ちになられた方が安全かと思います。……何か質問はございますか？」

「あの……全然関係ないことなんですけど、いいですか？」

「私めに答えられることなら」

「ただの個人的な好こう奇き心しんなんですけど、さっきブルームクイストさんが言っていた『少々苛つくこと』というのは何なんですか？」

　この完かん璧ぺきな執しつ事じを苛つかせることとはいったい何なのだろう？　すると一瞬だけブルームクイストの顔に不愉快そうな表情が浮かんだ。

「……大たいしたことではございません。グランマスターの姫君のお世話をする大たい役やくを、我が君が私に任せてくださらず、よりによって私が生せい理り的てきに受け付けない大だいっ嫌きらいな男に任され、それが貴方様と大変よく似た容よう姿しをしているというだけのことでございます。恥じておりますのでそれ以上聞かないで下さい」

　ブルームクイストはちょっとむっとした様子で、部屋を出て行ってしまった。

『グランマスターの姫君』というのがレイニーのことであるのはすぐに分かったが、『貴方様と大変よく似た容姿の男』とかいうのが分からずしばし首を捻ひねっていた薫だったが、ようやく気づいて「あっ」と声を漏もらした。

（真ま澄すみさんがレイニーさんの身の回りの世話を任されているってこと!?）

　　　　◇




　船の最上階にある特別な貴き賓ひんのための客室にやって来た桂かつら木ぎ真澄は、些いささか乱暴にドアをノックした。

「入れ」

　ぞんざいでありながらそれでいてとてつもなく艶なまめかしい女の声が返ってきた。無む言ごんのままドアを開けた真澄は硬直した。赤あか髪がみの絶ぜつ世せいの美女は下着姿であったのだ。

「な、何やってやがるっ」

「着き替がえているようには見えぬか？　レセプション・パーティに男物のスーツで出席するほどわたしは無ぶ粋すいではない」

「『そんなものには行かない』じゃなかったのかよ」



    

  
    
      「あまりここから離はなれたくなかったのだが、行く必要ができた」そう言いながらレイニーは下着を脱ぬぎ捨すててしまった。「わたしは気にしないから見たいなら好きなだけ見ろ」

　真澄は顔を背そむけ心の中で「クソっ」と吐はき捨すてた。この女は自分のことを空気としか思っていない。なのに真澄はこの赤髪の美女の全身から漂ただよう妖よう香かにすっかり舞まい上あがってしまっていた。男と寝ねることにしか興味のないようなあのヴァルデリー──もう一人の盟主ロードトゥロワヌの使徒の女──の誘ゆう惑わくさえ何とも思わなかったのに、この美女と褥しとねに入れるのならどんな代だい償しようでも支し払はらってしまいそうになる自分に無む性しように腹が立った。

（最初に会ったときはムカつくクソ女としか思わなかったはずなのによ……）

「それで、わたしに何の用だ？」レイニーの足音が移動する。ベッドの上に置いた衣い装しようケースへと向かっているようだ。「どうした、真澄よ。『我が君の命令だから一応あんたの世話をするが、俺は警備主任もしていて忙いそがしいんだからな。用がなけりゃあ呼ぶんじゃねえぞ』ではなかったのか？」

　レイニーはまったく感情の籠こもっていない声で、先程真澄が彼女に向かって言った言葉を真似してみせた。

「来る必要ができたから来てやったんだよ」

「では言え」

「薫のことだ」真澄の元に薫が乗船した報告が来たのはつい先程のことだった。「どうしてあいつまで来た。それも俺の妹いもうと弟で子しのルーシアをオークションに出品してまでチケットを入手してっ」

「それがどうした？」

「どうしただと!?」真澄はレイニーへと歩あゆみ寄よると、彼女の腕うでを掴つかんだ。一いつ糸しまとわぬ裸ら体たい──おそらくこれまでに見てきたどんな女性よりも美しいその身体からだに真澄は一瞬言葉を失うしなうが、自分を見つめる氷の眼まな差ざしに我われに返った。「こんなことまでして薫を忍しのび込こませたりして、てめえらいったい何を企たくらんでやがるんだっ。ルーシアのことをオークションにかけさせたのもてめえだろ!?　もしあいつに何かあったら俺はてめえを……」

「貴様、誰の身体に触ふれている？」

　レイニーは冷たく言って、パンッと真澄の手を払いのけた。「な、何だと……」と真澄は食ってかかろうとするが、その視線に何も言えなくなってしまう。

「わたしが誰の血を受けているのか知らぬのか？」

「し、知ってるさ」

「それを知りながら許ゆるしなくわたしの身体に触れるとはいい度ど胸きようだな。命のやり取りをしている場ばならいざ知らず、公式の場でわたしに口をきけるのはロードぐらいだ。貴様も闇の一族の一員となったのなら自分より上位の血を持つ者には敬けい意いを払え」

「お、俺はてめえらの仲なか間まなんかじゃねえ！」

　真澄は彼女に気け圧おされそうになる自分を振ふり払うように叫さけんだ。この世界で唯ゆい一いつ魔ま族ぞくの君主『グランマスター』の寵ちよう愛あいを受けてその牙きばを受けた『グランマスターの姫君』。彼女の中に流れる王の血に無む意い識しきに屈くつ服ぷくしているのか、それとも自分も闇の血けつ族ぞくになったことで彼女に対する憎ぞう悪おが薄うすらいでしまったのか──。いずれにせよ真澄には受け入れられないことであった。魔の眷けん属ぞくとなったが自分は魔族に殺された両親の復ふく讐しゆうを忘れていない。いや、果はたすためにアルフェルムの使徒となり、魔族と対等に戦える力を得たのだから。

「『てめえら』というのは何を指しているのだ？　教きよう皇こう庁ちようか？　それとも魔族か？　わたしが前者に属するというなら敵であるお前にわたしが何かを説明をする必要などないし、後者に属すると目しているのなら味み方かたであるお前に邪魔をされるいわれはない」

「ど……どっちでも……ねえ」

「自分のアイデンティティも掴めていないのか。情けない男だな。お前などと会話していると気分が悪くなってくる。消えろ。用があったら呼ぶ」

　真澄は「クソっ」と吐き捨てて部屋を出て行った。

　部屋に残されたレイニーは時計を見た。七時二十分。普ふ段だんならそろそろ人ひと目めを避さけて一人になっている時刻だ。彼女の身体に流れるおぞましくも高貴な血が彼女の身体を激しく嬲なぶり始めていた。

「少し苛ついているようだな、わたしも……」

　レイニーは額ひたいの汗あせを拭ぬぐって煙草たばこに火を点つけた。向こう側の世界からやって来てこの地に根を下おろした『カパーラの火の花』で作った煙草。人間がこの魔ま草そうを口に含ふくもうものなら永遠の昏睡スウイーテスト・コーマに陥おちいるほどの劇げき薬やくであるが、契けい約やくを終えぬ彼女の苦しみをほんの少しだけ和やわらげてくれる。レイニーは深しん呼こ吸きゆうするかのように大きく煙けむりを吸すって吐いた。

　レイニーはベッドの上に無む造ぞう作さに置かれた幾いくつもの衣い装しようケースに目をやった。「ねえ、レイニー。せっかく君は美しいんだから、そんな格かつ好こうで私のパーティに来ちゃダメだよ」とあの男が贈おくって寄よ越こした物である。レイニーは一番手て近ぢかにあったケースを開いてドレスを取り出した。まるでウェディング・ドレスのような少女趣しゆ味みの純じゆん白ぱくのドレスだった。レイニーの眉み間けんに皺しわが寄る。他ほかを開けてみたが大たい差さはなかった。「……いちいち癇かんに障さわる男だ」と吐き捨ててレイニーは最初の純白のドレスを取り出した。

　それを身にまとったレイニーの顔にさらに不ふ愉ゆ快かいそうな表情が浮かんだ。

「……あの変へん態たいめ。どうしてわたしのスリー・サイズを知っておるのだ」

　　　　◇




「この廊ろう下かを真まっ直すぐ行くと下見会場がございます。入れるのはオークション開始の五分前まで。本番中に入ると強ごう盗とうと断じられても仕し方かたありませんのでご注意を。その側そばには事務室がございます。そちらでお持ちになった道具の換かん金きんと、落札した商品の受け取り手続きを行い下さい。換金と受け取りはいつでも行うことができますが、下げ船せん間ま際ぎわは大変込み合うのでお早めに。オークションは休きゆう憩けいを挟はさんで前半と後半に分かれていますので、途と中ちゆうの休憩時間に済すまされるのもいいでしょう」

　会場に向かいながらブルームクイストは滑なめらかな口く調ちようで説明をする。

　二人は二階への階段を上がった。ざわざわという喧けん騒そうが聞こえてきた。廊下の奥に一ひと際きわ豪ごう華かな扉とびらがあり、その前には数人の警備員が立っていた。

「ここは？」薫は二階に上がった所すぐにあったスペースを指して訊たずねた。背もたれのない長なが椅い子すが並び、病院の待合室のような感じだ。正面の壁かべには大きな液えき晶しよう画が面めんが備そなえ付つけられているが、画面には何も映うつってはおらず、誰も椅子に座すわっていない。

「会場に入れぬ身分の者のモニター・スペースです。薫様が来るような場所ではございません」ブルームクイストはピタリと足を止めた。まるで計はかったように会場の扉のすぐ手前まで来ていた。「こちらがレセプション会場でございます」

　ブルームクイストは恭うやうやしく扉を開いた。熱ねつ気きがぶわっと流れ出た。二階のほぼ全すべてを占せん領りようした広大な会場は、静かに波に揺ゆれる振しん動どうがなければ船の上であることを忘れてしまいそうだった。船のスタッフを除のぞきざっと百人を超こえる着き飾かざった男女が楽しげに談だん笑しようしている。おそらくそのほとんどが魔族。一人、二人とポツリポツリであったが黒いローブを着た者の姿もあった。にこやかな顔をしているが、人間でありながら魔族のパーティにやって来たような輩やからたちだ。交こう渉しようは十分に注意して行わねばならない。

（……まさかトリプル・クラウンほどの変人はいないだろうけど……）

「レセプション・パーティは八時まで行われます。その後三時間ほどかけて東京湾を一周して戻もどって来ます。そうしたらもう貴方様とこうしてお話しすることもないでしょうな」

「そうですね」

「では私はこれで失礼させて……」と踵を返そうとしたブルームクイストはふと思い出したようにくるりと薫の方を向き直った。「念のため申し上げておきますが、誰かにトランクの中を見せるように言われても決して開けぬ方がよいかと思います」

「……さすがにそれぐらい分かってます。こっちの手持ちが敵に見られちゃうじゃないですか」

「失礼を。ほんの冗じよう談だんでございます。緊きん張ちようされていたようなので軽い冗談でリラックスしていただこうと思ったのですが、空から振ぶりしてしまったようですな」

　ブルームクイストは不気味な顔にとぼけた表情を浮うかべて会場を出て行った。

（もしかしていい人なのかも……）

　アルフェルムの使徒というとあの変態の趣しゆ味みに染そめ上あげられた危あぶない連れん中ちゆうという認にん識しきだったのだが、ああいう人物が側そつ近きん中ちゆうの側近というのも意外な話だ。

（いや……ダメだそんな考え方は……）

　薫は首を振った。意外といい人物かもしれないが、あの男はアルフェルムの懐ふところ刀がたな。いつか殺し合いをする相手である。別の場所であいまみえたら向こうも薫に対して容よう赦しやなどしないだろう。結局のところ、ここにいる奴やつらは全て敵なのだ。テーブルに乗せられた肉料理がいったい何の肉だと思っているのだ。

（行くぞっ）

　薫はピシャリと顔を叩たたき、会場へと足を踏ふみ入いれた。

　会場の魔族たちの間をぬって薫は歩く。着飾った魔族たちは薫のことなどまるで存そん在ざいせぬかのように見向きもしないが、失神しそうなほどの憎ぞう悪おが自分を取り囲んでいた。「教皇庁の小こ僧ぞうが我々のパーティに出席するとはずいぶんな度胸だな……」そんな視し線せんを人ごみの向こうから幾いくつも感じる。奴らが自分に手を出さないのは自分がアルフェルムが発行した正式な招待状を持っているというただそれだけの理由なのだ。

（それはこっちだって同じだ……）

　まだ人の形を残した肉がテーブルに乗っているのを見たときには薫の憎悪も沸ふつ点てんに達しそうになった。いつかお前らをみんな殺してやる──。薫はキョロキョロと周囲を見み渡わたしながら歩いた。その姿は傍はたから見ればまるでお上のぼりさんで、どこからか失しつ笑しようが聞こえたが薫は気にしない。薫の目的は交渉できそうな人間を見つけること。それからトリプル・クラウンを狙ねらっている魔族が誰なのかあたりをつけること。そして一人でも多くの魔族の顔を覚えて帰ることだ。いずれ殺してやるために。

「おや、これはこれは」不意に人ごみの中からにこやかな声がした。「こんな所で再会するとは奇き遇ぐうですなあ」

　振り返った薫はあんぐりと口を開いた。そこにいたのは先日の魔術師のパーティで会った熊くまのような宝石商、ノルデンフェルト卿きようであったのだ。

「どうして貴方がこんな所にいるんですか？　だってここに来る魔術師というのは破は門もんになった連中だけでしょう!?」

「他の可か能のう性せいは考えなかったのですかな？」

　ノルデンフェルトはにまりと笑った。そこには犬けん歯しのような鋭するどい牙きばが並んでいた。

「あ、貴方まさか使徒にっ！」

「無礼なことをおっしゃらないで下さい教皇庁のお方。私の本当の名はトラウンダータ。れっきとした魔族です。私が『ノルデンフェルト』となったのはほんの十年前から。ま、なかなか楽しく人間をやらせていただいてますよ。どちらの名で呼んで下さっても結構ですが、できればノルデンフェルトでお願いします。妻つまが死ぬまではノルデンフェルトでいるつもりですから」

「イギリス貴族界の中ちゆう枢すう部ぶにいる男が魔族と入いれ替かわっているってことか!?　いったいどうやってっ」

「まあ色々と細さい工くはしてますよ」

　ノルデンフェルトは毛け深ぶかい胸むな元もとからペンダントを引っ張り出した。

「たとえばこれは魔族の気配をほぼ完全に断たってくれます。貴方がポケットに忍しのばせているその危なっかしい剣も反応していないでしょう？　まあ他にも色々と細工はしておりますが、これは教皇庁の方には言えませんな。この十年で私の正体に気づいた者はほんの数人ですよ。まあ、気の毒な数人です」

「その人たちを殺し……いや、そもそも本当のノルデンフェルト卿はどうしたんだっ」

「貴方の想像している通りですよ。最初は別の貴族に入って生活していたんですが、バッキンガム宮きゆう殿でんの警備を担当していたノルデンフェルト卿に気づかれてしまいましてね。彼の中身はおいしくいただき、残った皮の中に入って彼の家に戻り念のため一家も皆みな殺ごろしにしておこうと思ったんですがね……自分でも信じられぬことに彼の妻に惚ほれてしまったんですよ。たかが人間の年とし増ま女おんなに。ですから彼女が死ぬまではノルデンフェルトでいることにしたんです。楽しくやってますよ。私も妻も。もちろん彼女は私の中身は知りません。ただ夜の方がだいぶ激しくなったことは不ふ思し議ぎに思ってるかもしれませんが。人間と魔族のアレは桁けたが違ちがいますからなあ、ははは。……というわけで教皇庁のお方。今こ宵よいのことはどうかご内ない密みつに。屋や敷しきには私の使徒も何人かいますのでね。犠ぎ牲せい者しやを出さずに私だけ始し末まつするなんてきっと不可能ですよ……意味、分かりますね？」

　脅きよう迫はくに屈くつした返答をするのが我が慢まんならず薫は無言でノルデンフェルトに背を向けた。

「まあまあ、お待ちを」ノルデンフェルトは薫の腕うでを掴つかんだ。「何か買いたい物があってここに来たんでしょう？　ここで再会したのも何かの縁えん。ご相談に乗りますよ」

「……そんなの嘘うそだね」

「は？　嘘とは？」

「とぼけるな。あんたが偶ぐう然ぜん僕に会ったってのは嘘だって言ってるんだ。僕がここに来たことを耳にして、あんたは目的を持って僕に接せつ触しよくして来たんだ。偶然会った知り合いが親しん切せつにしてくれる……そんな嘘に騙だまされるほど僕は馬鹿じゃない」

「ほう……意外ですなあ。もう少し間ま抜ぬけなぼっちゃんという印いん象しようだったんですが」

　ようやくノルデンフェルトは薫を一人の男として相あい対たいする目になった。いつまでも間抜けな役立たずでいられるものか、と薫は心の中で言う。ミスをしてルーシアに「バーカ」と笑われるだけではもう済まない。さっき痛いほどそれを実感したばかりだ。

「まあ簡かん単たんに言えば貴方と友達になりたいんですよ。教きよう皇こう庁ちようのエースに恩おんを売っておけるのなら、今夜どんな買い物よりも価か値ちのある買い物となる。貴方にとってもそうだと思いますがねえ」

「お断ことわりだ」

「まあまあ、そんな邪じや険けんにしなくてもいいじゃないですか。悪くないと思うんですがねえ」

「……いいや、こっちはいらないな」

　背はい後ごからぞっとするほど冷たい声が言った。気づくと会場にいる全ての視線がノルデンフェルトの後ろにいるその女性に注そそがれていた。赤い髪かみをした絶世の美女に。

「失うせろ、山やま師しめ。わたしたちはお前から塵ちり一ひとつたりとも買わぬ」

「こ……これはご無礼をいたしました、グランマスターの姫ひめ君ぎみ」

　ノルデンフェルトは引きつった顔で身体かただを震ふるわせながら深ふか々ぶかと頭を下げると、彼女の前から飛んで逃にげて行った。

「あの……レイニーさん、僕……」

「外で話そうか」

　レイニーはくいっと顎あごで窓まどの方を指した。会場の両側面はガラスの窓で覆おおわれており、そのすぐ外は船の甲かん板ぱんになっていた。

　二人は甲板に出た。甲板に他の者の姿はなかった。月夜の甲板で船ふな縁べりに身体をもたれさせながら、この世で最もつとも美しい美女と並んで夜よ風かぜに吹ふかれる──こんなロマンチックなシチュエーションになど今後二度と出合えなそうだが、背後からは窓越ごしに魔族たちの痛いほどの視線を感じる。レイニーと自分が何をしにやって来たのか奴らは知りたくてしょうがないはずだ。

「ちょっと待て」

　レイニーは短い術言ワードを唱となえた。するとスウッと周囲の音が消え去った。波の音も夜風の音も。聞こえるのはすぐ横にいる彼女の微かすかな呼こ吸きゆうの音だけになる。

「魔術を使えたんですか!?」

「必要になると思って帰りの飛行機の中で会え得とくした。闇やみの血に犯おかされたこの身体からだだ、簡単なものはすぐに使えるようになる」レイニーは自じ虐ぎやく的てきな笑みを漏もらした。

「あの……すみませんでした」

「わたしこそ言葉がきつくなってすまなかったな。レディ・キィの情報が手に入るか否いなかという瀬せ戸と際ぎわだ、お前ら教皇庁としても指をくわえて見学と言うわけにもいくまい」

　少しだけ皮ひ肉にくの籠こもった口調。違う、そうじゃなくて僕はレイニーさんが心配で……という言葉が喉のど元もとまで出で掛かかったが、薫はその言葉を飲み込んだ。それは嘘だからだ。

「ルーシアを落札して……もらえるんでしょうか？」

　レイニーは四つ折になった紙片を取り出す。薫の部屋にも置かれていた追加目録だった。

「『ロット・ナンバー２７７、ルクレシア・グレンヴィル』。これだな。予想落札価格は１から３か。あの娘むすめには適正価格だろう。問題はあるまい」薫はほっと胸を撫なで下おろすが、そこでレイニーは声のトーンを少し落とした。「……ただ、アレの落札に必要な資金が圧あつ迫ぱくされると感じたら、わたしは小娘を見み捨すてる。最初にそれだけは言っておく。あの小娘だけではない。お前のことも見捨てる。わたしにとって最大の関心事はレディ・キィを確保すること。それ以外は眼がん中ちゆうにない。分かっているな？」

「……はい」薫は頷うなずくしかなかった。「あ……これルーシアから渡わたされた落札資金です。レイニーさんの名前で換かん金きんすれば足たしになると思います」

「開け」

　薫は言われるがままにケースを開いた。レイニーは幾いくつかの品を手に取って眺ながめたが、すぐに小さなため息をついた。「二に束そく三さん文もんのクズ品だな。しまっていいぞ」

「えっ!?　だってこれって売れば２０００万ユーロにはなるって……」

「魔術は元々奴らの技術だ。人間の脆ぜい弱じやくな技術で作った品を奴らが金を出して欲ほしがるとでも思うか？」

「そりゃまあそうか……」

「売るだけ損そんだ。持って帰れ」

「分かりました。……あのレイニーさん。僕、レイニーさんに話しておきたいことが……」

　とそこまで言ったときいきなり背後の窓が開いた。一人の若い魔族が立っていた。金きん髪ぱつの小こ洒落じやれた格好をした優やさ男おとこで、皮肉な笑みをレイニーに向けていた。口の周りには『食事』でついたらしい血がべっとりとついていた。少し酔よっているようにも見えた。

　レイニーはパチンと指を鳴らして静寂サイレントの魔術を解とくと、「行くぞ」と言って若い魔族の横を通り抜けようとする。が、男はレイニーの前に回りこんだ。

「お話しさせていただきたいのですがよろしいですか、グランマスターの姫君」

　男は最後の言葉に皮肉なイントネーションを置いて言った。

　レイニーは返事をするのも煩わずらわしいといったふうに「しっしっ」と手を払はらうが、男は意に介かいさず、ねっとりとした口調で続けた。

「私はクオントリルと申します。絶世の美女と名な高だかい貴方様と一度お会いしたいと思ってたんですが……噂うわさは控ひかえ目めでしたな。貴方を見ているだけで身体が熱くなってくる」

「身体が火ほ照てったのなら海に飛び込んだらどうだ？　わたしはお前に何の興味もない。わたしに相手をしてもらいたかったら船を降りてからにしろ。その身体をたっぷりと切きり刻きざんでやる。だがここで騒さわぎを起こすつもりはない」

「まあまあ、そう邪険にしないで下さいよお姫様。そろそろ我が慢まんできなくなっているんじゃないかと……ね」クオントリルは卑ひ猥わいな視線でレイニーの下か半はん身しんを見つめる。「契けい約やくを終えてない貴方のことだ。この時間になったらずいぶんと疼うずいてらっしゃるんでしょ？　よろしければ慰なぐさめて差し上げますよ。これでも私は人間の女を泣なき喚わめかせるのが……」

　クオントリルの言葉はそこで途と切ぎれた。ふわりと彼女の髪かみが舞まった。薫の目には残ざん像ぞうだけしか追えなかったが、彼女の足払いが奴の脚あしにヒットしていた。両脚を脛すねのあたりであらぬ方向に折られクオントリルは床ゆかに転ころがった。苦痛の絶ぜつ叫きようが会場に響ひびいた。

「生あい憎にくとわたしはお前では感じそうにないな」レイニーはクオントリルを冷たく見み下おろして言った。「行くぞ、薫。下見会場の方を見ておく」

「で、でもレイニーさん、こんなことをして……」

「そうだこの売女ばいためっ！」クオントリルが喚わめき散ちらす。「ここを誰の船だと思っているっ。貴様のような裏切り者がこんな真ま似ねをして無ぶ事じに降りられるとでも思っているのかっ」

　が……意外なことに周囲の魔族たちにクオントリルの味方をしようとする者は現あらわれなかった。うんざりしたような表情で遠とお巻まきに騒ぎを見ているだけだった。レイニーを恐おそれて仕し方かたなく黙だまっているのかと思ったが、冷ひややかな視線が向けられているのは騒ぎを起こした自分らではなく、喚き散らすクオントリルであった。ようやくクオントリルもそれに気づいたらしく会場の同族たちに向かって叫さけんだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。何で助けてくれないんだっ。この女が私に何をしたか見ただろう!?」

　しかし反応はない。変わらぬ侮ぶ蔑べつの視線がクオントリルに降ふり注そそいでいた。「姫君に向かって恥はじ知らずが……」どこからか吐はき捨すてるような声が聞こえた。

「何一つ問題はないね。君と彼女では天と地ほども身分が違ちがう」

　静まり返った会場に楽しげな声が響いた。魔族たちが一いつ斉せいに跪ひざまずき、その男の姿が見える。銀色の髪かみをした美び貌ぼうのロードの姿が。

　アルフェルムはレイニーの前まで来ると彼女に手を差し出した。レイニーは憮ぶ然ぜんとするが、諦あきらめたように握あく手しゆに応じた。「ほうっ……」という喚かん声せいが会場から上がった。

「よく来てくれたねレイニー。まさか君が来てくれるなんて、退たい屈くつなパーティかと思っていたが、一気に楽しい夜になりそうな予感がしてきた」

「残念なことにわたしにはその正反対の予感がしている」

「それは残念だねえ」

「ならば嬉うれしそうな顔をして言うな」

　アルフェルムはレイニーの突つつ慳けん貪どんな態度に心しん底そこ愉ゆ快かいそうに笑った。

「挨あい拶さつをしなくちゃいけないんだけど、一いつ緒しよに壇だん上じように上ってくれないかな？」

「……いいだろう」

　と会場の正面にある壇に向かおうとする二人を後ろからクオントリルが呼び止めた。

「お、お待ち下さい、白銀ミスリルのロード！　その売女めが何をしたかご覧になったでしょう？　その売女は私の脚を折ったのですよ。一いつ切さいの揉もめ事ごとが禁止されているこの『デュークシャーズ・オークション』でっ！」

「『揉め事』だって？　彼女は煩うるさい虫を一いつ匹ぴき追い払っただけじゃないか。彼女を誰だと思っているんだい？　グランマスターが唯ゆい一いつ牙きばを許された女性だよ。あろうことか彼女に喧けん嘩かを売ってそれぐらいで済すませてもらったんだ。君はとても運がいい。さあ、船を降りたまえ。君は私のパーティに似に合あわない」

「で、ですが船はもう出航して……」

「それがどうかしたのかい？　船が再び陸に着く頃まで居い座すわったりしたら、君はきっと今の形ではいられないよ？」

　クオントリルは真っ青になって、脚を引きずりながら会場を飛び出して行った。

「失礼をしたね、真澄の弟さん。私の名めい誉よにかけてこんな騒ぎはもう起こさせないから、パーティを楽しんでいってくれたまえ」

　アルフェルムは薫にくすりと笑いかけると、レイニーの手を取った。レイニーはいつも以上に仏ぶつ頂ちよう面づらのままアルフェルムと共に壇上に向かって歩き出す。

「ああ、そういえば……」レイニーが薫に振ふり返った。「さっきお前は何か言おうとしてなかったか？」

　薫は「大たいしたことじゃないです」と言葉を濁にごした。レイニーは「そうか」とだけ言って薫に背を向けた。壇上に向かうレイニーとアルフェルムに魔族たちが恭しく頭を下げる。

（グランマスターの姫君……）

『鍵かぎの番人』でも『殺さつ戮りくのレイニー』でもない、闇やみの一族の中にあるときの彼女の呼び名。先さき程ほどあの下げ種すな男が口にしたときにはそれは蔑べつ称しように聞こえたが、そうではない。彼女は魔族たちにこの上ないほどの憎悪を受けながら、同時に唯一グランマスターの寵ちよう愛あいを受けた女性として魔族たちに心からの尊そん敬けいを受けているのだ。

　壇上ではアルフェルムの挨拶が始まっていた。横に立つレイニーのその不愉快そうな仏頂面さえも深しん窓そうの女じよ王おうの憂うれいのようであった。そう、まさに彼女は姫君なのだ。

　何だか彼女が途と方ほうもなく遠い所にいるように思え、薫は逃にげるように会場を後にした。

　　　　◇




　レセプション会場を抜ぬけ出した薫はその真ま下したの階にある一階の下見会の会場に来た。

　二階のフロアのほぼ全すべてを占せん領りようしたレセプション会場とは違い、下見会場は比ひ較かく的てきこぢんまりした部屋で、長なが机づくえが幾いくつも並べられてそこに様々な品が置かれていた。

　一言で言えばおぞましい品々であった。薫の知っている進化の樹じゆ形けい図ずの中にはありそうにない生物の頭ず蓋がい骨こつだとか、何かの生物の眼がん球きゆうが三重のガラスケースに厳げん重じゆうに収められそれでも何かを押おさえ切れないらしく小さく振しん動どうしている物だとか、かと思えば干ひからびた一ひと握にぎりの草の予想落札価格にゼロが幾つも並んでいる。

　アルフェルムのスピーチを聞きに行っているのか、下見会場に魔族たちの姿はほとんどなく閑かん散さんとしていた。レセプション会場に入ることが許されなかったらしい数人の使徒と、警備のスタッフがいるだけだった。

（誰がトリプル・クラウンを狙ねらっているか探さぐりに来たんだけどな……）

　しかし客がいないのでは仕方ない。薫は不気味な品が並べられた長机の間をうろうろと歩いていると、ふと自分を見つめる視線を感じた。

「あっ……」

　そちらを向いた薫は「あはは……」と乾いた笑いを漏もらした。下見会場の壁かべ際ぎわは『生きた人間』の陳ちん列れつブースになっており、怯おびえて震ふるえる少女や、厳げん重じゆうに拘こう束そくされた男たちに混じって「ぐるるるる……」と薫を睨にらみながら唸うなり声ごえを上げる金きん髪ぱつの少女の姿があった。

「や、やあ、ルーシア。その……何て言うか……元気そうだね」

　下船を不可能にする首輪を付けられているため他の人間たちはただ壁際に座すわり込んでいるだけだが、ルーシアだけは首輪に鎖くさりを付けられ壁に繋つながれていた。側そばには立たて看かん板ばんがあり、クラウディアの手による説明文が大きく拡かく大だいコピーされて添そえられていた。『性格に多少の難なんが』『食しよく用よう推すい奨しよう』などと書かれたアレである。いったい何をやらかしたのであろうか、『性格に多少の難が』の部分に太いアンダー・ラインが引かれ、その下に『狂きよう暴ぼうですのでちょっかいを出さないようお願いします』と書かき加くわえられていた。

「なによっ、元気だったら問題あるの!?　元気で悪いの!?　それとも元気じゃない方がよかったってわけ!?　あんた、わたしに喧嘩売ってるのねっ」

　とルーシアは薫に飛びかかろうとするが、鎖に引ひっ張ぱられてつんのめる。

「……そんなことをするから鎖で繋がれるんだと思うけど」

「薫の分ぶん際ざいで言ってくれるじゃないのっ」

　ルーシアは手元に置いてあった愛用のロッドを拾い上げて薫の脛すねを思いっきり殴おう打だした。「くはっ」薫は脚を押さえて呻うめいた。

　ルーシアと薫の繰くり広げる騒ぎに、オークション・ハウスのスタッフがやって来た。

「……お客様。そこに書いてある通り狂暴な小こ娘むすめですので、ちょっかいを出すのはやめていただきたいのですが」

「すみません。彼女、僕が出品したんです。それでどうも恨うらまれているみたいで……」

「ああ……貴方が出品者でしたか」スタッフはうんざりした口調になった。「何なんですかこの非常識な娘は。商品の状態を見ようとした魔族のお方に噛かみ付くなんて真ま似ねをした娘は当オークション始まって以来です」

「ま、魔族に……噛み付いた……」

「ええ。寛かん大だいなお方で大おお事ごとにはなりませんでしたが、できることなら私が買い落として処分してやりたいぐらいです」

　はっと気づくと、ルーシアが獲え物ものに飛び掛かかる猫ねこのごとく腰こしを曲まげてスタッフに襲おそい掛かろうとしていた。薫は素す早ばやく彼女を羽は交がい絞じめにして口を手で押さえる。ルーシアは躊ちゆう躇ちよなく薫の手に噛み付いた。薫は笑顔で堪こらえた。手を離はなそうものなら彼女は「それはこっちの台詞せりふよっ。わたしたちはあんたらを殲せん滅めつしてるんだからねっ」とか口走りかねない。

「はは……僕も辟へき易えきしてたから売ることにしたんです」

「できれば次からはもう少し調教された娘をお願いします」

　ぶつぶつと嫌いや味みを言いながらスタッフが去って行くと、薫は彼女から手を離した。手にはくっきりと歯型が残っていた。

「覚えてらっしゃい薫っ。後で絶ぇっっっ対に仕返ししてやるんだからっ」

「自分から進んで首輪を付けて乗り込んだくせに……」

「うるさいのっ。それでわたしのこれからはどうなったのよっ！」

「その、何て言うか、ルーシアはイヤかもしれないけどレイニーさんが『エスクードのために骨ほねを折おってくれた少女ならわたしが落札せぬわけにはいかない』って……」

　薫はレイニーが口にするはずのない嘘うそ八はつ百ぴやくを並べた。いくらルーシアが拒きよ否ひしても、レイニーに落札してもらうのが一番なのだ。

「まあ……そこまで言うならしょうがないわね。……そういえばあいつ、わたしの用意した物を見て何か言ってた？」

「その……『凄すごい物を用意したものだ。さすがはグレンヴィルの娘だ』って」

　ルーシアは「ふふん」と頬ほおを緩ゆるめた。「でしょうねえ。あれだけの物をこんな短時間で用意できるのはわたしぐらいよねえ」

　嘘も方ほう便べんというやつだ。薫はこれ以上の火薬を抱かかえ込こみたくはない。

「それで……」ルーシアは口調を変えた。「アレのことなんだけど」

　ルーシアは一いつ瞬しゆんだけ視線を右の方に泳およがせた。薫は会場を見み渡わたすフリをして彼女の視線の指した方を見た。壁際には捕ほ縛ばくされた人間がずらりと並んでおり、九十度曲がった所、距きよ離りにして二十メートルほど向こうにトリプル・クラウンの姿があった。他の捕縛された人間たちが絶望に顔を染そめているというのに、トリプル・クラウンは平然と胡坐あぐらをかいて床ゆかに座り、ふんふん、と楽しそうに鼻歌を唄うたっている。

「ずっと観察してたんだけど、誰がアレを狙っているかさっぱり見けん当とうがつかないわ。アレを眺ながめる魔族は何人かいたけど、ちらっと眺めるだけで興味を覚えたような奴やつはいなかった。一応アレは何人もの魔族から……その、何て言うか……」

　下見会場が閑かん散さんとしているからと言ってトリプル・クラウン落札に関することは一いつ切さい口に出すわけにはいかないので、彼女は説明に困る。薫は「言ってることは分かるよ」と応こたえた。彼女は『奴は何人もの魔族から追われているのに、そいつらの姿が見えないのはおかしい』と言いたいのだろう。

「狙っている奴ら同士で牽けん制せいし合って、気づかれないようにしてるのかもしれない。でも……トリプル・クラウン本人は何か気づいているかもしれない。自分が恨みを買った奴も姿すがたを見せたかもしれない……けどさすがに本人と会話するわけにはいかないし……」

「簡単な会話だったらできるわよ」

「えっ、どうやって!?」

　ルーシアは「まあ見てなさいって」と笑うと、自分の胸の前で手を組んだ。そしてため息をついてからその手を顔に持っていき顔を覆おおった。「ちょっと疲つかれたみたい……」そんな感じの仕し草ぐさだ。しかし、手を胸の前から顔に持っていくとき、一瞬だけ不自然な動きが挟はさまったことに薫は気づいていた。ピアノを弾ひくような、オーケストラの指し揮きをするような、恐おそろしく早く複ふく雑ざつな動き。もし彼女が何かをすると事前に言われてなければ、間ま違ちがいなく見み逃のがしてしまったであろうほんの小さな動きだった。

「もしかして手話!?」

「ハンド・サインって言ってちょうだい」ルーシアは自じ慢まんげな笑みを浮かべた。「わたしら魔術師は術言ワードを唱となえるときの手の動きが命だからね。入門したばかりの子供は、手の動きの練習のためにみんなこれを習わせられるの。全然違うことを喋しやべりながらこれで別の会話をするなんてお手ての物ものよ。魔術師とはカードゲームはやらないことね」

「すごいね……で、何てメッセージを送ったの？」

「『相手は誰か分かった？』とだけ。ここにいる連中が解読できないとも限らないから、曖あい昧まいな質問しかできないから……あ、返事が来たわよ」

　薫はそっとトリプル・クラウンを見ていたのだが、彼は鎖につながられたまま頭を少し掻かいただけで、いつサインを返したのかまるで分からなかった。

「『ＭＡＮＹ』だってさ」ルーシアは苦にが笑わらいした。

「多すぎて見当もつかない、ってこと？」

「そういうことね。やっぱりアレを欲しがっている連中たちが牽制し合って近づかないようにしているのかしら？……あ、ちょっと待って。またメッセージが来たわ」

　トリプル・クラウンはローブの埃ほこりを払はらうような仕草をすると、こちらに向かってニヤリと笑い、そして顔を背そむけた。

「いったい何て？」

「……『お前のハンド・サインは下手くそすぎる。そんな大きな動きじゃすぐに誰かに気づかれるからもうやるな』だってさっ。ああもうっ、何もかもムカつく奴ねっ！」

「ははは……。じゃあ僕は行くね。もうオークションが始まる時間だから」

「ふう～ん、あの女と仲良くお買い物ってわけね。羨うらやましいですこと。わたしなんかこんな所で首に輪っかを付けられて壁に繋がれているっていうのに」

「なんでいちいちそんな刺とげのある言い方をするわけ？　レイニーさんと僕は別に何かあるとかじゃなくて……」

「しっ」

　ルーシアが薫の口を押さえた。薫は彼女の視線が自分の後ろに向けられていることに気づき振ふり返った。

　二人組の男女が真まっ直すぐにこちらに向かって歩いて来ていた。片方はレイニーと同じくらいの年とし頃ごろの大人の女性。黒一色のドレスを身にまとい、室内だというのに大きなサングラスを掛けている。もう一人は小こ柄がらな少年。にやにやと挑ちよう発はつ的てきな視線を薫に向けていた。アルフェルムの使徒かと思ったが、奴の趣しゆ味みにしてはずいぶんとワイルドな感じで、頭はボサボサ。服はあちこちに穴あなが空あいている。まるで子こ豹ひようがそのまま人間の形になったような少年だった。

「お前が噂うわさになっている教きよう皇こう庁ちようの奴？」

　薫の前に来るなり少年が言った。じろじろと薫の全身をねめ回す。露ろ骨こつなまでに薫の力量を測はかっていた。これから喧けん嘩かを始めようとしているとしか見えないぐらいだ。

「そうだけど、君は？」

「『君は？』だって」少年はわざとらしく吹ふき出してみせた。「僕はお前の何十倍も生きているんだぜ。『君は？』だなんて見み下くだしたこと言うなよ。殺しちゃうよ」

「ダメよ」横から黒いドレスの女性が口を挟んだ。

「どうしてさ？」

「白銀ミスリルのロードのパーティで騒さわぎを起こしたりしたら、あの怖こわい二人に叱しかられるからよ」

　それまで騒そう動どうを起こしたくてうずうずしていた少年の顔色がサッと変わった。

「ま、そういうことなら勘かん弁べんしといてやるか」少年はすぐに元の調子に戻もどり、薫のことをドンと突つき飛ばした。「どけよ。商品を見てるんだからさ。邪じや魔まだぜ」

　さすがに薫もかなりカチンときたが、相手は薫を挑発して手を出させようとしているのがミエミエだった。薫は怒いかりを抑おさえ、少年のために場所を開けた。「ふん、面おも白しろくない奴」少年は軽けい蔑べつしたように言うと壁際に並んだ商品の人間たちを眺めていった。

「……ごめんなさい、連つれが」

　黒いドレスの女性が頭を下げて言った。



    

  
    
      「いいですよ。僕は闖ちん入にゆう者しやですから」

「ま、それはそうね」

　女性はくすりと笑って手を差し出した。彼女の手は薫の方から少しずれていた。薫は彼女がサングラスを掛かけている理由を察した。彼女は目が見えないのだ。気づかぬフリをして手を取ろうかとも思ったが、それは逆に彼女に失礼だと思い、薫は「こっちです」と彼女の手をそっと自分の前に持ってきてから握あく手しゆをした。

「わたしはエレンディラ。エレンディラ・パトルナーゼ。向こうの小こ生なま意い気きな子供はティシェーラ」

「僕は深ふか津つ薫。フルネームがあるってことは使し徒と……いや貴方あなたは人間……？」

「人間よ。あの子は使徒。人間と使徒が一いつ緒しよにいたらおかしいかしら？　貴方と『グランマスターの姫ひめ君ぎみ』だってあんまり変わらないと思うけど」

「……僕に何の用ですか？」

「貴方に興味を持ったらおかしい？　もっとも、ティシェーラの方は貴方と喧嘩をしたくてたまらなかったみたいだけど……ティシェーラ、やめなさい」

　彼女はぴしゃりと言った。ティシェーラとかいうらしい少年は、首輪を付けられて震ふるえていた二人の少女のうちの一人の上に跨またがり、片方の手で口を塞ふさぎ、もう片方の手で乳ち房ぶさを鷲わし掴づかみにしていたのだ。もう一人の少女は「お姉ちゃん……お姉ちゃん……」と啜すすり泣ないている。「おいっ、何をやってるんだっ」薫の頭にカッと血が昇のぼった。

「なんだよ、この女を買うつもりだったのかい？」

「お前らと一緒にするなっ」

　薫は真っ直ぐにティシェーラへと向かって行く。ティシェーラは少女の上から降り、手をパキパキと鳴らしながら薫へと向かって来る。

「やめなさいっ」

　エレンディラがティシェーラを制止しようとするが、ティシェーラは盲もう目もくのエレンディラを乱暴に突き飛ばした。

「黙だまってろよ、人間の分ぶん際ざいで。今夜も苛いじめてあげようか？」

　十歳ぐらいにしか見えない少年は、床に倒たおれてスカートがまくれ上がったエレンディラににやにやと卑ひ猥わいな視線を送った。泰たい然ぜんとしていたエレンディラの顔に羞しゆう恥ちの表情が浮うかぶ。

（こいつっ！）

　薫の理性が完全に弾はじけ飛とんだ。ポケットの中のブラディミールを取り出し、硬かたく握にぎり締しめた。異空間に置かれたブラディミールの本体から退たい魔まの波は動どうがやって来て、薫の拳こぶしを包んだ。ティシェーラの足が一瞬止まる。そしてその顔は少女を弄もてあそんでいたときよりも遥はるかに楽しそうな表情が浮かんだ。ティシェーラの全身からぞっとするほどの闘とう気きが溢あふれ出した。使徒とはいえ並なみ大たい抵ていのレベルではない。船の前にいた殺し屋のような警備の連中よりもずっと上。少年の身体からだから迸ほとばしる尋じん常じようならざる気け配はいに、下見会場にいた警備のスタッフたちも止めることもできず凍こおりついていた。

「やめなさい薫っ。ここで騒ぎを起こしたら理由はどうあれ裁さばかれるのはあんただけよ！」

「そんなの分かってるっ！　けど僕はこいつが許せないっ」

「ああもう、あんたはどうしてすぐにキレるのよっ」

　このクソガキとエレンディラがどういう関係か想像もつかないが、彼女はこのクソガキに望まざることを強要されている。それをこんな場所でわざわざ言って恥はじをかかせた。彼女は人間で自分も人間。理由はそれだけだ。

　ティシェーラは腰こしを折り曲げ、猫科の獣けもののように跳ちよう躍やくした。数メートルの距きよ離りが一瞬にして縮ちぢまり、薫の目前に迫せまる。手には二十センチもある爪つめが鋭するどく伸のびていた。

　しかし薫はその攻こう撃げきを読んでいた。床に座るようにして大振りされた爪の一撃を躱かわす。

「何ッ」とティシェーラの顔に驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。薫は自分に向かって飛び込んで来たティシェーラを床に転がった体勢のまま蹴けりで狙い撃うちする。ブラディミールから伝わって来た波動はすでに金きん属ぞく片へんを埋うめ込んだ教皇庁の特とく製せいシューズに送り込まれていた。殺せる。薫は確信した。

　が──薫の蹴りは押おさえつけられた。ティシェーラにではない。横から飛び出した人ひと影かげが、薫の靴くつの先せん端たんを掴つかんでティシェーラに届く寸前で止めたのだ。信しんじ難がたいことにその人影は薫の渾こん身しんの一撃を片手で止めただけではなく、反対の手でティシェーラを受け止め、そのままポイッと投げ捨すてたのである。

「……何をやってやがるんだ、てめえは」

　聞きなれた男の声が言った。黒いローブに身を包んだ男が薫の前に立たち塞ふさがっていた。

「真澄さん……」

　薫の渾身の一撃を止めたのは薫の兄、桂木真澄だった。

「ったく、てめえは何を使いやがった……」

　真澄は吐はき捨すてるように言った。薫の攻撃を止めた真澄の手は焼かれたように煙けむりを上げ爛ただれていた。薫の蹴りをやすやすと受け止めた真澄だったが、使徒となってしまった真澄の肉体は退魔の妖よう剣けんブラディミールの波動によって焼かれてしまったのだ。

「す、すみませんっ」

「謝あやまるのはそのことじゃねえだろ」

　真澄は薫の襟えり首くびを掴んで立たせると、薫の頬ほおを拳こぶしで殴なぐりつけた。「きゃあっ！」ルーシアが悲鳴を上げる。ハンマーで殴られたかのような目眩めまいがし、口の中に血の味が広がった。しかし真澄は十分に手て加か減げんをしてくれたのだ。怒いかりに任せて殴っていたら、薫の頭はなくなっているはずだった。

「いいか、薫。てめえとあのクソ女がどんな目的でここに来たか知ったことじゃねえが、俺は船の警備主任だ。今回はどう見てもあのエロガキが悪いからこれで勘かん弁べんしてやるが、今度我わが君きみのパーティを台だい無なしにするような真ま似ねをしたら俺は何の遠えん慮りよもしねえぞ。それから……」真澄はちらりとルーシアに目をやった。「俺の妹いもうと弟で子しに何かあってもだ。俺の一門の者をてめえやあのクソ女の企たくらみに巻き込むんじゃねえ」

「おい、お前！」

　と真澄に投げ飛ばされたティシェーラが真っ赤になって真澄に向かって来る。真澄がくるりと手を回すと、手の中に漆しつ黒こくの杖つえが現れた。「すごい……術言ワードもなしに異空間から物を取り出すなんて……」とルーシアが感かん嘆たんした。真澄はつまらなそうに「別に俺がすげえんじゃねえ。この身体がすげえだけさ」と言い、漆黒の杖を構えた。あれだけ力量の差を見せられたにも拘かかわらずティシェーラは真澄に襲おそい掛かろうとする。

　しかしエレンディラが再び間に入った。

「相手が悪いわティシェーラ。あの方は白銀ミスリルのロードの使徒の方よ」

　その言葉にティシェーラの足が止まった。ティシェーラの中で本能と理性がぶつかり合っているようだったが、この頭の足たりなそうな少年は的確な答えを出した。

「……言っておくけど、お前が怖こわいんじゃないからな。白銀ミスリルのロードの気分を害したくないだけだからな。油ゆ断だんしてなければお前なんかに負けるもんかっ。それからお前」と薫を指差す。「今日の借りは絶対に返すからなっ」

　よっぽど悔くやしかったのか瞳ひとみに涙なみだを溜ためながらティシェーラは下見会場を駆かけ出して行った。ティシェーラがいなくなるのを見届けると真澄も「やっかいなガキに目をつけられちまったな」と言い残して部屋を出て行った。

「……優やさしい人ね、貴方あなた」

　エレンディラが言った。

「えっ？」

「わたしのことを庇かばってくれたんでしょ？　それにわたしが目が見えないと気づいても妙みような気の遣つかい方はしなかった」

「だって『相手の欠点に気づかないフリをしてあげる』っていうのは、相手を自分より弱い者だって見み下くだしているみたいに思えたから」

「ええ、わたしもそれが正解だと思うわ。貴方に会えてよかった」

　エレンディラは服の埃ほこりをはたいて服を直すと、薫に背を向けた。

「ちょっと待って下さい、エレンディラさん。どうして貴方はあんな奴やつと一いつ緒しよにいるんですか。貴方はどう見てもそのことを望んではいない」

「立ち入らないで、薫君。貴方にできることはなにもないわ。これはわたしの問題なの」

「……どういうことです？」

　意味が分からず聞き返すが、エレンディラは答えず下見会場の出口へと向かう。

「あ、そうそう……」

　エレンディラは振ふり返った。

「お礼に一ついいことを教えてあげるわ、薫君。貴方にはもうすぐ『選せん択たく』が待っている。それはとても辛つらい選択。どちらを選んでも貴方が幸しあわせになることのない選択……」

　彼女の顔にはこれまでとはまるで違ちがう真しん剣けんな表情が浮うかんでいた。先さき程ほどティシェーラにからまれたときよりもよっぽど強い寒さむ気けを薫は感じた。

「そして、それが起きるまではもうあまり時間がないわ」
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「すまなかったな薫かおる。下した見み会かいに一人で行かせてしまって。あの変へん態たいに長々と付き合わされてしまった。お前が行って来てくれて助かった」

　レイニーは口にくわえていた煙草たばこを灰はい皿ざらで揉もみ消けしながら言った。薫は「いえ……」とどういう意味にでも取れそうな曖あい昧まいな返事をした。

　薫とレイニーがいるのは船の最上階にある彼女の部屋だった。広さも内ない装そうも、薫にあてがわれた粗そ末まつな船室などとは比くらべ物ものにならない。本来ならば人間の薫はもちろん、相当の地位の魔ま族ぞくでなければ立ち入ることのできないエリアなのだが、レイニーが言うには「あの変態が気を利きかせた」らしい。

　さっきからレイニーはひっきりなしに煙草をふかしていた。もうすぐ八時。深夜が近づきどんどんと彼女の限界が近づいて来ている。それを和やわらげるために吸すっている煙草の独特な香かおりの煙けむりと、彼女の身体からだから立たち昇のぼる妖よう艶えんな肌はだの匂においが部屋に充じゆう満まんしていて薫はくらくらとしてくる。

（気を利かせたって何だよ、あの変態……）

　彼女は動どう作さの全すべてが恐おそろしいほど艶なまめかしい。細い指先がシガレット・ケースをまさぐる……口くち紅べにを塗ぬっているわけでもないのに真まっ赤かな唇くちびるに煙草を挟はさむ……紫し煙えんを吐はきながらそのほっそりとした脚あしを組くみかえる……。レイニーが身体を少し動かすたびに薫はとてもではないが彼女を直ちよく視ししていられなくなり視し線せんを逸そらした。今の彼女と同じ部屋にするだなんてあの変態が企たくらんだ嫌いやがらせじゃなかろうか？

「薫……」

　不自然にも天てん井じように視線を泳およがせていた薫にレイニーが声を掛かけた。

「な、何でしょうかっ」

「下見会の話はどうした？　わたしはお前が喋しやべるのを待っているのだが」

「すいませんっ」薫は顔を赤くした。「僕ぼくが行ったときにはほとんど魔族はいなかったんですが、ルーシアの話によるとトリプル・クラウンに興きよう味みを示すような奴やつはいなかったそうです」

「敵は分わからぬか……まあ、狙ねらっている商品をじろじろと眺ながめる馬ば鹿かはいまい。ところでまさかお前、トリプル・クラウンの奴に直接訊たずねてみたりしなかっただろうな？」

「す、するわけないじゃないですか」

「ふむ……いくら仕し込こんでもお前はこういうのだけはいつまで経たっても不ふ得え手てだと思っていたが、わたしと離はなれて戦うようになって少しは成長したか」

　薫は心の中でブルームクイストに礼を言った。最初に彼に色々としてやられたお陰かげで慎しん重ちようになれたのだ。もし彼に痛い目に遭あわされずに外に出て行ったら、ノルデンフェルトに簡かん単たんに懐かい柔じゆうされたかもしれないし、トリプル・クラウン本人に色々と訊ねたかもしれない。

「相手が分からないとなると結局は金の積つみ上あげか」

「レイニーさん、換かん金きんは？」

「もうして来た」

　レイニーは懐ふところから一枚の書類を取り出した。ルーズリーフのように何本もの横線が入った羊よう皮ひ紙しに彼女が持ち込んだと思おぼしき品物の名が列れつ挙きよされ、一番下に『５１５０』と数字が書かれていた。そしてその上から複ふく雑ざつな幾き何か学がく模も様ようの判が押おされている。今こ宵よいの主しゆ催さい者しやであるアルフェルムの紋もん章しようだ。

「５１こ５０れがわたしの上限だ。これ以上の積み上げはできない」

「もしレイニーさんより多い金を積む奴がいたら？」

「そいつからトリプル・クラウンを譲ゆずり受うける方法を考えるしかないな。そいつがトリプル・クラウンを手に入れ次し第だい殺そうとしてないことを祈いのるだけだ」レイニーは予算の記しるされた書類を懐に戻もどした。「それと一つ問題が出てきた。お前の相あい棒ぼうの小こ娘むすめのことだ」

「な、なんですかっ」

「出しゆつ品ぴんの順番についてだ。小娘はてっきりトリプル・クラウンの後に出品されると思っていたのだが、どうやら先になるようなのだ」

「え？……でも」薫は目もく録ろくを開いた。「ほら、トリプル・クラウンのロット・ナンバーは２４９。ルーシアは２７７ですから、ルーシアの方が後ですよ」

「本になっている方の１から２５９までの商品はその順番通りに出品されるが、追加で出品された別紙の安やす物ものは休きゆう憩けい時間明けの後半の最初にまとめて出品されるそうだ。トリプル・クラウンは後半の最後あたりになるから小娘の方が先になる」

　そこでレイニーは言葉を切り薫を見つめた。「ルーシアが先だと何が問題なんですか？」と訊ねようとした薫は、彼女の視線に気づいてその言葉を飲のみ込こんだ。彼女の瞳ひとみは「お前で答えを見つけてみろ」と言っていた。

「そうか……」しばらく考えて薫は答えに行いき着ついた。「ルーシアが先に出品されると、後のことを考えて資金が注つぎ込こめないんだ……」

「そういうことだ」

　トリプル・クラウンの予よ想そう落らく札さつ価か格かくは３００から５００。それはあくまでも目め安やすだが、仮に値ねが高こう騰とうして三倍の１５００で落札することになったとしても楽勝だ。２０００まで跳はね上あがってもレイニーはびくともしない。もしルーシアがその後に出品されたとすれば、残った３１５０の資金を注ぎ込むことができる。

　しかしルーシアが先に出品されると話は変わってくる。最終的にトリプル・クラウンが２０００で落札されるとしても、安全を考えれば先に出品されるルーシアに３１５０もの資金を出すことはできないのだ。もし競せっている相手が２００１つぎ込んだら負け。必然的に先に出品されるルーシアに割り振ふる資金は抑よく制せいせざるを得えなくなる。

「……いくらまで出してくれるんですか？」

「端は数すうの１５０までだ。わたしはそれ以上一いつ銭せんも積まない。小娘の予想落札価格は１から３だから何の問題も起きぬだろうが、もしわたしに対する嫌いやがらせで高額な入にゆう札さつになったら、わたしは何の躊ちゆう躇ちよもなく降おりる」

「分かり……ました」

「お前は本当に分かっているのか？　あの小娘が魔族に買われるということだぞ」

「そしたらその後で僕が助けます。たとえアルフェルムとぶつかることになっても」

　薫はきっぱりと言った。

「いいだろう。わたしも可能な範はん囲いであの小娘を助ける手助けをしよう」レイニーは席を立つと、オークションの目録を薫に投げて寄よ越こした。「お前にやってもらいたいことがある。誰だれがどれだけの予算をつぎ込んだかチェックするのだ。敵も分からなければ敵の上限も分からない以上は気休め程度だが、やらぬよりはよかろう」

「分かりました」

　ドアがノックされた。「入れ」とまるで女王のような命めい令れい口く調ちようでレイニーが言うと、異い形ぎようの顔をした執しつ事じが完かん璧ぺきな礼をしながら部屋に入って来た。

「グランマスターの姫ひめ君ぎみ。お時間ですのでお呼びに参りました」

「お前は確かあいつアルフエルムの従じゆう者しやでブルームクイストとかいったな。なぜお前が？　わたしの身の回りの世せ話わは真ま澄すみがするのではなかったか？」

「グランマスターの姫君に名前を覚おぼえていただけているとは大変光こう栄えいにございます」ブルームクイストは深ふか々ぶかと礼をした。「真澄殿どのですが、貴方あなた様さまのお世話をする大役のプレッシャーに耐たえ切きれなかったのでしょう、私にその役を押し付けてしまわれたのです。まったく情なさけないことにございます」

「お前で構かまわぬ。奴やつに長らく仕つかえているお前だ。このオークションにも詳くわしいのであろう。少し聞いておきたいことがある」

「何でもお訊ね下さい。私に答えられぬことなどございませぬ」

「いや、後でいい。今は時間がないしな。休きゆう憩けい時間にでも聞こう」

「承しよう知ちしました」ブルームクイストは恭うやうやしくドアを開いた。「ではいってらっしゃいませ」

　　　　◇




　薫とレイニーは四階の特別客室から一階のレセプション会場まで直通の専用エレベータで下おりた。

　エレベータのドアが開くと会場の空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつき、ざわざわという囁ささやき声ごえがゆっくりと広がっていった。しかしそれは得え体たいの知れぬ目的を持って潜せん入にゆうした『殺さつ戮りくのレイニー』に対する憎ぞう悪おだけではない。

　魔族にとって最もつとも高こう貴きな血を受けた唯ゆい一いつの女性レイニー。もし苦く痛つうに負け、自分を咬かんだ魔族の王に心を捧ささげれば、ここにいる全すべての者は彼女の賛さん美び者しやとなって跪ひざまずくことだろう。彼女の秘ひ密みつを教きよう皇こう庁ちように漏もらせば彼女がレディ・キィの護ご衛えいでいることができなくなるのを分かっていながら魔族たちがそれを人間たちに伏ふせているのは、この高貴なる血を受けた美女がその高貴なる存在そのものに背そむいているなどあってはならないことだからだ。

「おお、ようやく来て下さいましたかグランマスターの姫君よ」

　壇だん上じように立った、サルバドール・ダリのようなピョンと撥はねた髭ひげを生はやした中年の男が言った。手には木き槌づち。オークションの進行をする競売吏オークシヨニアだ。

「貴方様が来るまで始めてはならないというのが白銀ミスリルのロードのお達たつし。いつになったら私はハンマーを叩たたけるのかとやきもきしていたところです。白銀ミスリルのロードが女性にも興きよう味みをお持ちとはちっとも存じませんでした」

　アルフェルムの性せい癖へきを肴さかなにしたかなりきわどいジョークに会場は静まり返るが、最前列からパチパチと拍はく手しゆの音が聞こえた。アルフェルムが両手を挙あげて手を叩いていた。遅おくれて会場の客たちも遠えん慮りよがちに手を叩いた。なるほど、古こ代だいの宮きゆう廷ていではピエロだけが王を愚ぐ弄ろうすることを許されていたように、今こ宵よいはその役を競売吏が務めているというわけだ。しかしながら彼としてもそれはあまり嬉うれしい役目ではなかったらしく、とぼけた髭ひげ面づらには似に合あわない汗あせの粒つぶが額ひたいを伝つたっていった。

「レイニー、私の隣となりの席が空あいてるからこちらに来たまえ」

　とアルフェルムが席を立って言った。

「ありがたくそうさせてもらおう」そう言ってからレイニーは薫の耳元に口を寄せて囁いた。「……お前は壁かべ際ぎわで例のことをしろ。そこからなら会場の全体が見み渡わたせる。オークションの流れは速はやいから書かき逃のがさぬようにな」

　薫は黙だまって頷うなずいた。

「では皆みな様さま、記念すべき今宵の最初の商品を紹しよう介かいさせていただきます」

　盛せい大だいな拍手と共に、舞ぶ台たいの右奥おくにある控ひかえ室しつと専用エレベータでつながっているらしい扉とびらから荷台に乗せられた品しなが運はこばれて来た。薫の目には汚きたならしいズタボロの皮かわ袋ぶくろにしか見えないのだが、オークションの目録では２００～３００という予想落札価格が付けられている。口にしたら確実にぶん殴なぐられるが、ルーシアのざっと百倍だ。

「ご覧の通り、これはこちらの世界に紛まぎれ込こんだ魔ま獣じゆうダグザの胃い袋ぶくろで作った水すい筒とうにございます。聞くところによりますと、向こうの世界にいらっしゃったとき魔族の方々はこれにワインを詰つめ、その風ふう味みを楽しんだそうで。しかし残念ながらダグザはもはやこちら側では生存が確かく認にんされておりません。お酒の好きな方にはたまらぬ品かと。……では３００から始めさせていただきます」

　競売吏の背後にある大おお型がた掲けい示じ板ばんに３００という数字が灯ともった。そして最前列──レイニーと空席を一つ挟はさんだ隣にいるアルフェルムが小さく手を挙げた。

「では３３０はいらっしゃいますか……」競売吏は会場を見渡す。誰も手を挙げない。「いらっしゃいませんね。では白銀ミスリルのロードの落札にございます」

　競売吏がハンマーを打うち下おろすと一いつ斉せいに拍手が沸わき起おこった。アルフェルムは片手を挙げて声に応じた。アルフェルムの元にオークション・スタッフがやって来て書類とペンを差し出す。落札を確認する書類のようだ。アルフェルムはそこにサインをした。

「では無ぶ事じにファースト・ロットの落札も済すみましたことですし、本番といきましょう。おっともちろん……」と競売吏はアルフェルムに目をやる。「今の落札で不正が行われたという意味ではございませんよ」

　競売吏の危なげなジョークに笑いが起こった。てっきりアルフェルムが入札したから誰も争わなかったと薫は思ったのだが、どうやら最初の商品フアースト・ロツトは儀ぎ礼れい的てきに主しゆ催さい者しやが落とすことになっているらしい。

　落札を終えたファースト・ロットが壇上から運び出されると、すっと入いれ替かわりにロット・ナンバー２の商品が壇上に乗せられた。「では次の商品でございます……」

（おっと……値段を書いておかないと）

　薫はレイニーに言われたように壁際の隅すみっこに移動し、目録に商品を落札した者の番号と値段を書かき記しるした。

　オークションはアップテンポでぽんぽんと落札されていく。てっきり、もっと時間をかけてジリジリと値段が上がっていくのかと思ったが、意外なことに一品あたりに使われるのは十数秒、長くても一分ほどだ。

　次し第だいに薫はオークションの流りゆう儀ぎが分かってきた。競売開始の価格は必ずしも予想落札価格の下か限げんから始まるとは限らない。同じ１００から１５０の商品であっても、20から始まることもあれば70から始まることもある。時には予想落札価格の上じよう限げん下限を超こえた値段でも始まる。値上げの幅はばはだいたいそのときの競せり値ねの10％ほどで、１００台で競っていれば10ずつ値を上げてその金額で入札する者はいるか会場に訊たずね、２００まで上がると20刻きざみに上げる。ただこれも、落札希望者が多いと見るともっと値上げの幅を上げてくる。そういったものは全て競売吏の裁さい量りように任されているようだ。

「ほう……熱心ですなあ」

　ロット・ナンバーが27までいったとき、薫はいきなり声を掛かけられた。

　薫は思わず「また出た……」と呟つぶやいた。イギリス貴族になり代わっている宝石商ノルデンフェルトだった。薫が嫌いやがっているのは分かっているだろうに──それにレイニーに釘くぎを刺さされたというのに──ノルデンフェルトは涼すずしい顔で話しかけてきた。

「落札価格をメモしておくことはとても重要なのですよ。今後のオークションの傾けい向こうを分ぶん析せきする資料となります。素人しろうとはこれを忘れるからいけない」

「……今後オークションに来るつもりはないし、それに僕がレイニーさんからこれをやるように指示されたのを盗ぬすみ聞きしてたんでしょ？」

「ははは、これは一本取られましたな」

　ノルデンフェルトは悪わるびれず豪ごう快かいに笑った。まったく、ヘンな男に気に入られたものだ。

　薫は「あっ……」と小さな声を漏らした。ノルデンフェルトのお喋しやべりに付き合っているうちにいつの間にか次のロットに移っていたのだ。

「ロット・ナンバー27を落札したのは１１８番の方、ウェイクフィールド氏です。落札価格は１７５」

　薫は「どうも」と一応言ってから価格を目録に書き写した。それを書いている間にロット・ナンバー28も落札されてしまう。「もっとゆったりとした場だと思ってたのに……」と薫は思わずぼやいた。

「そりゃまあ三百近い品を数時間で売ばい買ばいするのですからな。一つの商品に一分以上かけることは稀まれですよ」

「そういうものなんですか？」

「一時間に百品を捌さばければ一流の競売吏ですな。これは我々のオークションだけではなく、人間のオークションでも同じです。今日の競売吏はなかなかのベテランのようですな。実じつにテンポがいい」

　なるほど……入札希望者が多い商品では値上げの幅を吊つり上あげたりするもので「ずるいなぁ」などと思っていたのだが、考えてみれば微び細さいな値上げでは落札希望者がいつまで経たっても減らず場が白しらけてしまう。競売吏というのはオークションというものを盛もり上あげるエンターティナーでもあるのだ。

「そういう貴方もベテランみたいですけど、メモはしないんですか？　素人じゃなければメモするんでしょ？」

「記き憶おくしております。私の頭の中には誰がいくら使ったのかワークシートのように再現されておりますよ。……ちなみに私は四品ほど落札してますがお気づきでしたか？」

「貴方の番号は56番……じゃないですか？」

　顔は見えなかったが何度も落札をしている人物がいたのを覚えていた。その人物の番号が56である。

「正解です」ノルデンフェルトは自分の『56』の手て札ふだを見せた。「なかなか優ゆう秀しゆうなおぼっちゃんのようですな」

　感心したような口調とは裏うら腹はらに、そんなこと分かっていて当然という顔つきである。薫は「……そりゃどうも」と言っておいた。

「おや、姫ひめ君ぎみが参加されたようですぞ」

　ロット・ナンバー41まできたとき異変が起きた。『トリトの妖よう木ぼく』とかいうただの小こ枝えだにしか見えぬ物に突とつ然ぜんにレイニーが手を挙げたのだ。「どうして……？」薫は眉まゆを顰ひそめる。予算は少しでも使いたくないはずなのに。

　競売吏の軽けい妙みような進行で和わ気き藹あい々あいとしたムードになっていた会場の空気が変わった。

「２００……２２０……２４０……」予想落札価格は50～60にすぎなかった値段がどんどん吊り上がっていく。競売吏はレートを一ひとっ飛とびに上げる。「３００……３５０……４００……」

　値段が５５０まで上がったところでレイニーは舌した打うちして競せりから降りた。すると値上げ合がつ戦せんは急に落ち着き、トリトの妖木は５７０であっさりと落札された。

「残念でしたな。姫君は落札に失敗されたようです」

「え……ええ。残念です」

　薫がそう答えると、ノルデンフェルトはにやりと笑い、薫のペンを取り上げて薫の持っている目録に『ＦＡＫＥウソでしよ？』と書き込んだ。薫はまじまじとノルデンフェルトを見つめる。ノルデンフェルトはにやりと笑った。彼の顔はこう言っていた。「私には分かりますよ。姫君は最初からあんな物に興味はない。演えん技ぎ上じよう手ずですなあ」と。

　自分が入札すると嫌がらせで値が吊り上がるのを見み越こして、彼女はライバルたちの資金を削けずっているのだ。会場の多くの魔族たちはレイニーの演技に騙だまされていた。レイニーはいかにも苛いらついたという風ふ情ぜいで脚あしを組む。会場から小さな失しつ笑しようが起こる。レイニーに勝利した魔族に「よくぞ競り勝った」と言わんばかりである。

　それからレイニーは幾つかの物で競りに参加したが、あっと言う間に軽く予想落札価格の二倍三倍に値段が跳はね上あがっていく。

「姫君が手を挙げた商品には参加しない方が無ぶ難なんのようですな。無む駄だな金を使わせられることになりそうだ。なんとも、あんなクズ品に５００とは。気が狂っていますな」

　ノルデンフェルトが苦にが笑わらいした。

（それにこれは自分たちの本当の狙ねらいを隠かくすことにもなる……でもコイツは……）

　薫はノルデンフェルトの方をちらりと見た。

「ん……どうかしましたか？」

「……別に」

　薫は半歩ばかりノルデンフェルトから離はなれた。

　前半の終わりが近づいてきた。レイニーはそれから散さん発ぱつ的てきに二十品ばかりに手を挙げて値を吊り上げていったが、ロット・ナンバーが１００を超こえたあたりでようやく他の魔族たちもレイニーのフェイク入札に気づいたらしく、彼女が手を挙げても値段が上がらなくなり、ロット・ナンバー１３１『マディルドの壺つぼ』とかいう、クラインの壺をさらに複雑に捻ねじったような品を３００で落札することになってしまった。

　レイニーの口が「しまった……」と動くのが見えた。横に座すわっているアルフェルムがからかうような面おも持もちで何かを話しかけるが、レイニーは心しん底そこ苛いら立だったような顔で「しっしっ」とばかりに手を払はらい、そこから彼女は入札は行わなくなった。

（しかしこれも蒔まき餌え……）

　もうすぐ前半が終わり後半の冒ぼう頭とうでルーシアが出品される。これはそのとき競合されないための伏ふく線せんだ。彼女は『他の奴やつらを騙そうとして失敗をする』という演技でルーシアを落札するつもりなのだ。上う手まい──そう言う他ほかはない。本当の目的を知っている薫だからレイニーの作戦が見えるが、他の魔族たちはレイニーの思うがままに操あやつられていた。

「……それでは前半を終わらせていただきます。三十分の休きゆう憩けいを挟はさみまして、後半を始めます。それではしばし談だん笑しようでも」

　競売吏は深々と礼をして控ひかえ室しつへと消えた。魔族たちは席を立ち、終わったばかりのオークションの前半についてあちこちで話し始めた。前半戦が終わった。

　　　　◇




　薫とレイニーは甲かん板ぱんに出た。レイニーは魔術で周囲の音を遮しや断だんした。

「失敗して妙みような物を買ってしまった。欲ほしいならやるぞ。人間の世界で売れば３～４億円にはなるだろう。まあ、買い手がつけばの話だが」

　レイニーはマディルドの壺とやらの落札証書を薫に見せた。

「いりません。それに、失敗じゃなくて作戦通りでしょ？」

「よく分かったな。本当はもう少し安い物をフェイクで落としたかったのだが、タイミングが悪かった」

「二つ前にもっと安いやつがありましたね」

「まあ……仕方あるまい。だいたい作戦通りに進んでいる」

「そのマディルドの壺とやらを休憩のときに換かん金きんできないんですか？　そうすれば予算は戻もどりますよ」

「……この愚おろか者ものめ。少しはマシになってきたと思ったら……」久しぶりにレイニーは冷たい目で薫をじろりと見た。「できるはずはなかろう。自分で自分が落とした物を換金できたら、無む茶ちやな入札をしても後からキャンセルできるも同じ。そんなものを認めたらオークションが成立しなくなるであろうが」

「す、すみませんっ」

　レイニーの横顔に見とれていた薫はつい無む防ぼう備びにマヌケなことを口にしてしまった。人間、そう簡単に変われるものではない。

「まあいい……ずる賢がしこくなったお前はお前らしくないしな」

「え……？」

　彼女は数億円の価値があるというマディルドの壺の落札証書を千ち切ぎって波風に乗せた。羊皮紙の断だん片ぺんは風に乗り、暗くら闇やみに降る雪のように暗い海へと吸い込まれて行った。

「とりあえず問題はなかろう。これまで一番高い物でも１２５０で落札された。このままいけば我々の勝ちだ。ようやくレディ・キィの情報が手に入る」

　薫は先さき程ほどの言葉の意い図とを聞き返そうかと思ったが、レイニーの横顔はもうそんなことへの興味は消えていた。彼女はドレスのたもとから煙草たぼことオイル・ライターを取り出して火を点つけた。艶なまめかしい唇くちびるの合間から吐はき出された煙けむりが風にさらわれて行く。

　ドレスに着き替がえたレイニーは薄うすい化け粧しようをしていた。ただでさえ完かん璧ぺきな美び貌ぼうを誇ほこる彼女が口紅を塗ぬるというのはほとんど犯罪だった。

（綺き麗れいだな……なんでこんなに綺麗なんだろ……）

　どんな男が望もうとも絶対に手が届かない女性。こんな側そばにいるというのに彼女は月ほども遠くにいる。なぜだか涙なみだが出てきた。薫は彼女に気づかれないようそっと涙を拭ぬぐった。

「……さっきから様子がおかしいな」レイニーが言った。薫はそっと彼女の方を見たが、彼女は薫の方を向かずに遠い空の月を見つめていた。「わたしに何か言いたいことがあるのではないか？」



    

  
    
      「あの……」

「言いたくないのなら別にいい。ただ、お前がわたしに隠かくし事をするだなんて珍めずらしいと思っただけだ」

　薫は唇を固く結んだ。正しよう直じきに自分がこの船に乗った理由を話したらきっと軽けい蔑べつされる。

　適当なことを言おうかとも思った。けれど彼女の冷たい瞳ひとみはみんな見み透すかしてしまう気もした。

「……僕がここに来ようと思ったとき、任務とかそういうことはあまり頭にありませんでした……」

「ほう、凄すごいことを言うな。レディ・キィの情報が手に入るか否いなかというときに」

「僕……馬ば鹿かです。僕のことを戦力と見てくれないレイニーさんに反発したんです。悔くやしくて拗すねてたんです。でもそのせいで僕はレイニーさんの面めん倒どうを増やしてしまい、ルーシアを危き険けんな目に遭あわせることになってしまった。僕はどうしようもないガキです……」

　薫はタキシードの裾すそで顔を拭った。情けなくって情けなくって、もう彼女の方を向くことはできそうになかった。

「確かに面倒は増えたな。小こ娘むすめをキャンセルできなくなったときに乗船を諦あきらめなかったのは明らかにお前の失しつ敗ぱいだ。……だがお前は一つ勘かん違ちがいをしている。わたしはお前を戦力と見み做なしていなくなどない。わたしは乗船資格があったが、お前は持っていなかった。だから一人で来たというだけのことだ。お前はそれなりによくやっている」

「……本当ですか？」

「わたしがお前を励はげますために方ほう便べんを言ったことがあったか？」

「そう……ですね。旅をしているときは『役立たずめ』『お前は馬鹿か？』とかいっぱい言われました」

　薫はようやく笑え顔がおを浮うかべることができた。珍しくレイニーも少し笑った。

「……薫よ。もう一つ気になっていたことがあるのだが、聞いていいか？」

「はい」

「お前はわたしを抱だきたいのか？」

　彼女は明日の天気でも聞くようにさらりと訊たずねた。薫は目を丸くしてしばし硬こう直ちよくし、そして顔を真っ赤にした。

「な、な、何を言ってるんですかっ!!」

「てっきりそうだと思っていたのだが、違うのか？　お前はときどきわたしをじっと見つめたり、逆にわたしから目を逸そらしたりする。別に恥はずかしがることはない。わたしに欲情せぬ男はいない」

「ぼ、僕はそんな目でレイニーさんを見てなんかいませんっ。ただ綺麗だなって……」

「構わぬぞ」

「はあっ!?」

「だからわたしを抱いても構わぬと言っている。なにせわたしはこんな身体だ……」レイニーはスッと自分の胸に手を乗せた。大きく胸むな元もとが開いたドレスの乳ち房ぶさの上に彼女のしなやかな指が重かさなる光景に薫は失しつ神しんしそうになる。「身体を苛さいなむ血の呪じゆ縛ばくに耐たえかね、肌はだを重ねた男もいる。歴れき代だいのブラディミールの剣けん士しの中にも」

「ぼ、僕はそんなことなんかしないっ！」

「ほう、『そんなこと』とはずいぶんな言いい草ぐさだな。これでもわたしは自分の美貌に些いささかの自信を持っているのだぞ」

「そういう意味じゃありませんっ！　レイニーさんはとっても綺麗だ。でもレイニーさんが、契けい約やくを終えてない苦しみのせいで、何て言うか、そ、そういうふうになってしまうのは知ってるけど、でもそのブラディミールの剣士たちはレイニーさんが苦しんでいるのに付け込んでレイニーさんを汚けがしただけじゃないかっ。僕はそんな真ま似ねなんかしないっ！」

「わたしを汚す……か。わたしは誰かに抱かれて自分を汚されたと思ったことはない」

　レイニーは苦く笑しようした。子供っぽいことを言って馬鹿にされたのかと思ったが、彼女の顔は優やさしげだった。

「お前の言葉を聞いていたらふと深ふか津つのことを思い出した。お前の養よう父ふの。奴もわたしに同じようなことを言っていた」

「義と父うさんが……？」

　レイニーは頷うなずいた。ゲート封ふう印いん事件のときに命を落とした養父はかつて薫の前のブラディミールの剣士としてレイニーと共に戦っていた。

「あいつがお前の年とし頃ごろの時じ分ぶんから数十年も一緒にいたが、あいつは最後までわたしの身体を求めてこなかった。『貴方は憧あこがれの人なんです。貴方に吊つり合あう戦士になれたら正式に申し込みます』とか言ってな。褥しとねを共にするのを『正式に申し込む』というのも面おも白しろい言い草だ。だが奴は結局最後までわたしの身体に指一本触ふれなかった。髪かみに白いものが混まじり始めても『私はまだ未み熟じゆくなんですよ』と笑っていたよ」

　それは薫の記き憶おくにある養父深津神父の頑がん迷めいなイメージとはまったく違った。でもそれは当然なのかもしれない。養父にもまた青春時代があったのだ。

「……どうした？」

「その話は義父さんとレイニーさんだけの中にあるべき思い出です。僕が聞くべき話じゃないと思います」

「そうだな。そうかもしれん。わたしも死んだ男の話をするのは好きではない。わたしはあまりに多くの男たちと死に別れてきた……」

　レイニーは新あらたな煙草に火をつけた。沈ちん黙もくが訪おとずれた。

（「構わぬぞ」……か）

　彼女はそんなことをさらりと言ってしまう。でもそんなこと彼女にとってはどうでもいいのかもしれない。確かに彼女が言うように、どれほどの男たちが彼女の身体を求めたとしても、この絶世の美女の神性が汚けがれることなどないだろう。彼女はそいつらに何の感情も持っていないのだ。きっと誰も彼女の心には入って行けないのだ。

（いや、でも義父さんは違うのかな……。レイニーさんは義父さんのことを話しているとき、少しだけ楽しそうだ……）

　もしかするとさっき養父の話を打ち切ったのは、自分が養父に嫉しつ妬としてしまったからかもしれない……と薫は思った。

　そのとき唐とう突とつに背後の窓まどが開いた。また血けつ気き盛さかんな魔族にからまれるのかと思ったが、そこにいたのは兄の桂木真澄だった。真澄は血けつ相そうを変えていた。

「薫、一緒に来い。ちくしょう、なんてこった！」

「どうしたんですか？」

「いいから早く来いって言ってんだよ！」

　真澄は薫の手を掴つかんで会場の中に引ひっ張ぱり込こむ。サイレントの魔術の範はん囲いから出て会話が届かなくなったので、レイニーはパチンと指を弾はじいて術を解といた。

「待て真澄よ。もうオークションが再開する。そいつを連れて行かれると困こまるのだがな」

「うるせえクソ女っ、引っ込んでろ！」使徒ごときが『グランマスターの姫ひめ君ぎみ』へ暴ぼう言げんを吐はいたもので会場は騒そう然ぜんとなるが、真澄は構わず続けた。「これは俺おれと薫とクラウディア一門の問題だ。口を出すんじゃねえっ」

「ク、クラウディア一門……」薫の顔が引きつった。その名前が出てきていいことが起こったためしはない。「すごく嫌いやな予感がしてならないんですが……」

「おめえの予想は正解だ。ああっ、どうしてこのことを思い出さなかったんだ俺はっ！」

　薫は真澄に手を引かれるままに会場を通り抜ぬけて階かい段だんを下りた。薫が連れて行かれたのは下見会の会場だった。オークションの開かい催さい前に立ち入り禁止になったが休憩時間に再び開かい放ほうされたようで、後半に出品される品を見に来た魔族たちが結構な数いた。彼らは一つの商品の前に集まってがやがやと話していた。「何なんだこの娘は……」「確かに普ふ通つうではない。目録にはないようだが……」「追加商品のようだ。後半の頭に出品される。もう一度来てよかった」

　そんな会話を遠くから聞いた薫は「あぁ……」と力なく呻うめいて床ゆかにへたり込んだ。その人ごみの中心にいたのは一人の少女だったからだ。

「あ、薫さ～～～ん。どーもー」

　薫に気づいたルーシアが満まん面めんの笑みでこちらに手を振ふった。高たか飛び車しやなお嬢じよう様さまとはうって変わり、人当たりのいい天てん然ねんさんモードに変わったルーシアが。

　薫は口元に指をあて、「シー」とやる。ルーシアの周りに集まっていた魔族が彼女と薫を代わる代わる見ていた。

　ルーシアはハッとして口を塞ふさぎ、そして手をわたわたとぶきっちょに動かした。先さき程ほど披ひ露ろうしたハンド・サインのようだが、人格がチェンジするとそっちもだいぶ下へ手たクソになっていた。

「……真澄さん、ルーシアは何て言ってるんですか？」

「『あはは～、薫さーん、大変なことになっちゃいました～』だとよ」

「そんなの見れば分かるし、この大注目の中でハンド・サインしてもしょうがないじゃないかあっ！」

　思わず薫は大声で叫さけんだ。ルーシアは口を閉じ、ぽりぽりと頭を掻かいた。それはハンド・サインではなかったが、「あはは～、そういえばそうですね～」という彼女の天然ボケな声が聞こえてくるようだった。

「……そうそう、そのタイミングだ。アイツのボケを生いかすには誰かがちゃんとツッ込んでやらなきゃなんねえ。ボケたらすぐにツッ込んでやんな。手が届く所にいるときは頭を一発叩はたいてやれ」

「な、なにを冷静に論ろん評ぴようしてんですかっ。クラウディア一門の人はみんなヘンですっ」

「うるせえ、人のところを面白一門みてえに言うな。だいたいここに入り込むためにルーシアのことを出品しやがったのはてめえだろ。見ろ、すっかり目玉商品じゃねえかっ」

「ええ、そうですよっ」薫は言い返す。「確かに僕はオークションに出席できるよう間かん接せつ的てきにあの人に頼たのみましたっ。責任は取ります。けどね、ルーシアを出品するなんて無む茶ちや苦く茶ちやをするような人はこの世に一人しかいないことぐらい、面白一門の一員である真澄さんなら分かりそうなものですけどねっ」

　真澄はしばし絶句し「あ、あの非ひ常じよう識しきババア……」と呻うめいた。

（いや……こんなことで揉もめてる場合じゃない……）

　薫は我に返り「真澄さん、ちょっと来て下さい」と真澄を廊ろう下かに連れ出した。薫は時計を見る。休憩時間が終わるまであと十分もない。

「真澄さん、協力して下さい」

「……何だと？」

「出品者の僕は入札に参加できないから、ルーシアはレイニーさんが落札する手て筈はずになってます。でもただでさえレイニーさんは他の魔族たちの嫌いやがらせにあって落札が難しい。だからもう一人、別の者が入札した方が安全です。レイニーさんに頼んで資金を回してもらいますから、それで真澄さんが……」

「馬鹿かてめえは」

　真澄はぴしゃりと薫の言葉を遮さえぎった。真澄はぞっとするような冷たい目で薫のことを睨にらんでいた。

「俺がてめえらの都合でてめえらの手助けをするだって？　おいおい、あまりふざけたことぬかしてんじゃねえぞ。てめえは俺が誰だか分かってて言ってんのか？　だいたいそんな話を俺にしてどうするんだ？　俺が我わが君きみに報告しねえとでも思ってんのか？　本当にてめえはどうしようもねえ甘あまちゃんだな」

「だ、だけどルーシアは妹いもうと弟で子しでしょ？」

「それがどうしたよ」

　真澄は冷れい淡たんに言った。薫は唖あ然ぜんとして目の前の兄を見つめた。目の前にいる真澄は以前の真澄と何も変わっていないように見える。けど以前の真澄ならこんなことは絶対に言うはずはなかった。「真澄……さん……」薫は消えそうな声で呟つぶやいた。

「それは無理と言うものですよ、教きよう皇こう庁ちようのお方」

　と、いきなり野の太ぶとい声が割って入った。そこにはにこやかな笑みを湛たたえた男がいた。

「……ノルデンフェルト」

「薫君。貴方あなたとそちらの男だん娼しようが血を分けた兄弟ということは知ってますが、無理を言ってはいけない。貴方がたが白銀ミスリルのロードに不ふ利り益えきを与あたえる目的でここに来ているかもしれないのに、ロードの使し徒とである彼が貴方たちの手助けをできるはずはないでしょう？　貴方たちに協力すると口にした途と端たん、彼は灰はいとなって崩くずれ去さる」

　薫は自分が無茶な頼みをしていたことに気づいて真澄の方を向いた。

「……そんなんじゃねえ。俺はこいつみたいな甘ちゃんが大だい嫌きらいなんだ。てめえのケツはてめえで拭ふけってこった」

「まあどっちでもいいですけどね」ノルデンフェルトはからかうように笑った。「薫君、私と取引しましょう」

「な、何だって」「何だとっ」

　薫と真澄は同時に声を上げる。

「てめえ……魔族のくせに、教皇庁の人間に肩かた入いれする気か？」

「私は白銀ミスリルのロードの部下ではない。そこまで義ぎ理り立だてしていたら商売ができなくなってしまいます。私はただ正式に招待された客の一人と取引をするだけ……違ちがいますか？」

　ノルデンフェルトはにやりと真澄に微笑ほほえみかけた。真澄は舌した打うちした。

「こっちの許可は出たようですな。では薫くん、後は貴方の返事次し第だいです」

「ま、待ってくれ。レイニーさんと相談しないと……」

「そんな時間はありませんよ。もうすぐオークションの後半戦が始まってしまいます。貴方はいちいち主人にお伺うかがいを立てないと行動できないペットなんですか？」

　その言葉は薫のプライドを大いに傷つけた。この男が自分を挑ちよう発はつしていることも、己おのれの要求が通る最大のタイミングを狙って声を掛かけてきたのも分かっていた。しかしそれしかもう方法がなかった。

「……分かった」

「おい待て薫っ。こんな胡う散さん臭くさい野や郎ろうの言葉に耳を貸してんじゃねえよっ」

「ずいぶんなことを言いますな、ロードの男娼の分ぶん際ざいで。薫君は私と取引してくれると決めたんです。後は貴方が口を出す問題じゃない。消えなさい」

　真澄は言葉に詰つまった。いくらロードの使徒とはいえ、本来なら奴ど隷れいに過ぎぬ使徒が魔族と口をきくなど許されない。真澄は一いつ瞬しゆんだけ薫に何か言いたそうな顔をしたが、「クソがっ」と吐はき捨すてて去って行った。

「さて……時間もないことだしさっさと始めましょう」

「僕らに代わってルーシアを落札してくれるということか？」

「いくらなんでもそれはできません。それは明らかに教皇庁に与くみする行こう為いですし、それに彼女の値がどれほどまで跳はね上あがるか想像できない。仮に私が人間界の貨か幣へい価か値ちに換かん算ざんして１００億を費ついやしたとして、それの代だい償しようを君らから回収できるとは思えない。……私が貴方たちにお売りするのは情報です」

「情報だって？」

「ええ。貴方たちが本当に落札したい物はグレンヴィルのお嬢さんよりも後にある。でもお嬢さんにいくらの資金を使っていいか予想できないから困っておいでだ。違いますか？」

「さあ、どうだろうね」

「ほう、慎しん重ちようですな」にやにやとノルデンフェルトは笑う。「しかし貴方がたの目的はバレバレです。まず姫君が後半のために資金をたっぷりと残していること。駆かけ込こみで出品されたグレンヴィルのお嬢さんが注目を浴あびてしまったことによって貴方が慌あわてていること。この二点から、お嬢さんの後に重要な落札が控ひかえていることは想像できます。……もっとも私は貴方がたの本当の狙いをとっくに知っているわけですけれど」

　ノルデンフェルトは言葉を切り、そして言った。

「トリプル・クラウン。違いますか？」

　薫の顔が蒼そう白はくになった。「どうしてそれを……」もはや薫にはポーカー・フェイスを浮うかべて彼とゲームすることなどできなかった。

「お忘れですか？　私は魔術師協会のパーティにもいたんですよ。ふふ……実を言うとね、私はあの日以来貴方とグレンヴィルのお嬢さんに尾び行こうを付けて見張らせていたんです。いい儲もうけ話ばなしがある匂においがしてね。すると貴方はあの日お嬢さんと一いつ緒しよに場ば末すえのホテルまで出掛けて……まあ、そこでどういう会話がなされたかまでは分かりませんが、そしたらあの男は自みずからをオークションに出品し、君と赤あか髪がみの魔ま女じよが乗り込んで来た。この関連性で何かを想像できないボンクラ頭は死んだ方がいいですな」

「……何が望みだ」

「ですから取引ですよ。私は誰があの男を落札しようとしているか知っている。なにせ私はあの襲しゆう撃げきの場にいましたからね。あの二人の使徒の主人が誰かぐらいすぐ調べられます。ついでに言うとこの会場にいる者の半分の予算はすでに把は握あくしています。確かにここのオークション・スタッフの口は堅かたいですが、私の友人の使徒がスタッフとして働いてましてね。主人が命じたら情報を私に話さずにはいられない。ちなみにグランマスターの姫君の予算は５１５０……いや、欲しくもない壺つぼを買ったから４８５０ですな」

　ノルデンフェルトは懐ふところから紙片を取り出した。それはレイニーが持っていた資金の証書のコピー……いや、コピーのそのまたコピーらしき物だった。

「同様の物をあと60枚ばかり持っています。コピーとはいえ白銀ミスリルのロードの紋もん章しようを偽ぎ造ぞうするなんて度ど胸きようのある者はこの世にいない……。これが私の取引材料です。トリプル・クラウンを狙っている男とその予算が分かれば、相手の手て札ふだを見ながらカードをするようなものです。勝利は確実だ」

「……そちらの条件は？」

「決まってるでしょう？　貴方のポケットの中にあるその剣をいただきたい。ブラディミールとか呼ばれているのでしたな。グランマスターの姫君の名前を頂ちよう戴だいするとはずいぶん偉えらそうな剣です」

「そんなことできるものかっ」

「フェアな取引だと思いますがね」

「これは僕だけの物じゃない。これは僕が死んだ後も次のブラディミールの剣士に受うけ継つがれていく物だ」

「ふむ、それは困りましたね。貴方から貰もらいたい物など他にないのですがねえ」

「でも……」薫はにやりと笑い、腕時計をノルデンフェルトに向けた。「あと五分で僕にとってそれは紙くずと同じになる。ずいぶん手間を掛けたのに、ご苦く労ろうなことだね」

「……取引が上う手まくなりましたな。どうやら時間ギリギリで交こう渉しように来て損そんをしたのはこちらのようです。よろしい。とりあえず私の安全との取引で妥だ協きようしましょう。ただし口くち約やく束そくでは困ります」

　ノルデンフェルトはコピーの束たばを取り出して薫に差し出した。彼が入手した資金の証書のコピーだ。そしてノルデンフェルトはポケットから別の羊皮紙を取り出してその上に乗せた。

「ここにサインをして下さい。これは魔導の契けい約やく書しよです。もし私の正体がバレるようなことになったら、貴方の命は消え去ります。貴方がバラさずとも、誰か他の人が気づいて教皇庁に漏もれても結果は同じとなる。ちなみに楽には死ねませんが、どうします？」

「結構」

　まるでレイニーのような口調で言いい放はなち、薫はペンを手に取った。

　　　　◇




「レイニーさん……これを」

　薫が大急ぎで会場に戻もどったときにはまさにオークションは再開されるところだった。レイニーは会場の隅すみの方で薫を待っていた。薫はレイニーの元に走り、ノルデンフェルトから手に入れた証書のコピーの束たばを差し出した。レイニーはそれに目を通すと薫に訊たずねた。

「どこで手に入れた？」

「ノルデンフェルトからです。アレを狙ねらっているのは97番のジラルディという魔族。……あいつです」

　薫は会場をそっと指ゆび差さす。椅い子すの列の端はしの方に人間で言えば三十ほどのほっそりとした男が一人でポツンと座すわっていた。

「奴やつの予算は３５００。これまで一いつ銭せんも使ってないので丸々残っています。ノルデンフェルトが言うにはこの証書に描えがかれているアルフェルムの紋章を偽造するなんて命知らずはいないそうで、たぶん信用できます」

「それは確実だ。ロードはめったなことでは紋章を使わせない。それを偽造するなどロードを愚ぐ弄ろうするも同じだ。……しかし薫よ、お前はこれをどうやって手に入れた？」

「奴の安全と取引しました。教皇庁は奴に手を出さない」

「口約束など奴は信用しまい」

「もし教皇庁が奴を殺害すべく動いたときには僕が死にます」

　レイニーはその言葉に眉まゆ一ひとつ動かさなかった。

「よかろう。奴は必ずわたしが落札する」

　レイニーはポンと薫の肩かたに手を置き、踵きびすを返かえした。薫の顔が綻ほころんだ。薫にはそれで十分だった。

　先程のぴょんと跳はねた髭ひげの競売吏が現れ、オークション後半戦が始まった。薫はさっきの場所に戻った。笑顔を浮かべたノルデンフェルトが黙だまって薫の横に陣じん取どった。

　目録にあるのはロット・ナンバー２５９まで。それとは別に２６０から２９１まで32品が駆かけ込こみで出品され、それがオークション後半の冒頭で競きよう売ばいされる。それらの中には大たいした物はないらしく、別紙目録の予想落札もかなり安い値段だ。それらのほとんどに『★』マークが付いていることからも察せられる。これは出品者が最低落札価格としてオークション・ハウスに指定する『リザーブ価格』が設定されてないことを示し、出品者はどんな金額であっても文もん句くなく売ばい買ばいする。

　ほとんど買い手もつかぬまま後半はやや白しらけた空気で進行していったが、ロット・ナンバー２７６が買い手がつかずに戻されると会場がざわめき始めた。先程休憩時間に下見会場を訪おとずれた連中に違いなかった。

　控ひかえ室しつのドアが開き、鎖くさりに繋つながれたルーシアが現れた。下見会場に置いて来たのか、愛用のロッドは持っていない。彼女は緊きん張ちようした面おも持もちで眼鏡めがねの奥おくからおどおどと会場を見み渡わたしていたが、薫を見つけると満面の笑みで手を振りながら「どーもー、薫さ～ん。よろしくお願いしますね～」と会場中に響ひびき渡る大声で言った。こっちが落札しようとしてることを大声で教えてどうするんだよルーシア……薫は顔を覆おおった。

「ロット・ナンバー２７７、ルクレシア・グレンヴィル。本人の希望によると『ルーシアと呼んでくださると幸さいわいです』だそうです。……そうですな？」

「は～い。そう呼んでくださ～い」

「だ、そうです。イギリスの貴族の娘むすめで魔術師としては見習いなのですが、ご覧らんの通りなかなか愉ゆ快かいな性格をしているようで、側そばに置いておけば退たい屈くつしないことは請うけ合あいです。予想落札価格は１から３となっておりますが、そのような値段でこの可愛かわいらしいお嬢じよう様さまを買い叩たたくというのも気の毒な話。まずは10からいきたいと思います。では10で買いたいという方は……」

　競売吏がそこまで言ったとき、会場の奥の方から手が上がった。

「50だ」

　下見会でルーシアに興味を示していた魔族だった。

「おお、これはいきなりの高額。確かにこのお嬢様の愛らしき笑顔にはそれだけの価値があるかと思います。それでは55で……」

　数人の手が挙がる。60……65……70……75……。まったくペースが落ちず値段は上がっていく。

「これは驚おどろきました。大人気ですな、お嬢様」

「あはは、恐おそれ入いりますぅ」

（ええいっ、そこは喜ぶところじゃないだろうっ！）

　薫は心の中でツッ込むが、薫の望みも儚はかなくこれはいけると感じたらしい競売吏は80までいったところで20刻きざみに値段を上げていく。

　価格が１２０を超こえたあたりでようやく人数が減り始めた。

「１６０……１６０はございませんか……はい、７番のお方、ありがとうございます。では１８０は……」

　レイニーが「これ以上は出さない」と言っていた金額を超えた。レイニーはまだ一度も手を挙げていない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」隣となりのノルデンフェルトが薫の不安を見み越こしたかのように言った。「今は会場がまだ熱に煽あおられています。この値段だと勢いに乗せられて手を挙げる者が山ほどいます。そこに姫君が参戦して火に油を注そそぐのは得とく策さくではない。姫君は一対一になるまで待っているだけです。少なくとも私ならそうやります」

　あっと言う間に価格は２００を超え、人数がだいぶ減ってきた。金銭に対する価か値ち基き準じゆんがまるで違うので単純換算はできないが、２億円に値あたいする価格だ。この価格にルーシアは満足するだろうか、それとも安すぎると怒おこるだろうか……そんなことを考えているうちに価格は３００を超える。ここにきてやっと20刻みでは渋しぶる様子の者が出てきて、競売吏は10刻みに価格を落とした。

　価格が３４０まで来たときだった。

「４００」

　そう言いながらレイニーが手を挙げた。「おおおっ」と会場がどよめいた。

「さあ、いよいよ真しん打うちの登場ですな。皆みなさん、負けてはいられませんぞ。４２０、４２０はいませんかな？」

　競売吏は自身も興こう奮ふんした様子で値段の上げ幅はばを増やして会場を煽る、が、すでに値段がだいぶ上がってしまっていたので会場の反応は鈍にぶかった。しばらく間が空いて４２０に応じる者が現れるが、レイニーがすかさず「５００」と値を上げると、「……あんな小娘に……馬鹿らしい」といった顔で肩かたを竦すくめ、落札札ふだを膝ひざの上に置いてしまった。

「５００でよろしいですか？　では５００で……」

　競売吏が落札の木き槌づちを打とうとしたそのとき、手を挙げながら声がした。

「６００」

　先程よりも大きなどよめきが起こり、声の主ぬしに視線が集中した。レイニーさえも驚きの表情を浮うかべて振り返った。そこにいたのは眼鏡を掛かけた華きや奢しやな魔族だった。

「本当に６００でよろしいのですね……では６２０は……」

「７００」とレイニーが応じると、眼鏡の魔族は小さな声で「８００」と値を上げた。

「なるほど、わたしと争うか……」レイニーは珍めずらしく笑みを浮かべた「１０００だ」

　レイニーは一気に値段を上げた。競きそっていた眼鏡の魔族の顔に動どう揺ようが生しようじる。

「上う手まいですな」ノルデンフェルトが感心したように呟つぶやいた。「姫君と競せっている彼は姫君に一ひと泡あわ吹ふかせることで名を売りたいのでしょう。ああいった輩やからに小刻みにやるのは逆ぎやく効こう果かです。『こちらはいくらでも出せる』と示してやるのが重要。しかし……ギリギリのところで積み上げ合いをしているというのにまるで表情に出さない。すごいものだ」

　薫はハッとして目録の余よ白はくで計算を行う。レイニーの予算は残り４８５０。トリプル・クラウンを狙うジラルディの予算は３５００。差額は１３５０。つまりそれが、レイニーがルーシアに費やせる予算の上限だ。最初は「１５０しか出さない」と言っていたレイニーがルーシアのためにこれだけの金額を積んでくれたのは意外であったが、彼女は１３５０以上は出さない。絶対に。

「……１０５０」

「１２００」

　レイニーは平然と値を上げる。しかし彼女もまた限界なのだ。これ以上値を上げるとトリプル・クラウンとの値の吊り上げで負けてしまう。

　根こん競くらべに勝利したのはレイニーだった。眼鏡の貴族はそこで札ふだを置いた。薫の全身からどっと汗あせが噴ふき出だした。

「１２００で落札です」

　競売吏が木槌を叩いた。スタッフがレイニーの元に駆かけ寄よって来て落札証明書にサインを求めた。

「薫、来い」レイニーは少し大きな声で薫を呼ぶと、サインをした落札証明書を薫に渡わたした。「後で手間取りたくない。先に小娘を受け取って来い」

　トリプル・クラウンを落札し次し第だい、船を途と中ちゆう下船して逃にげるため……という意味だ。

　薫は「分かりました」と答えて会場を後にした。

　　　　◇




　オークション会場から専用のエレベータでルーシアは下見会場の方に降りて来た。スタッフが「受け取りまではここでじっとしていろ」と言って去って行くと、「……お嬢じようさん」としわがれた声がルーシアを呼んだ。

「あ、トリプル・クラウンさん。どうもですー」

　あれほど嫌きらっていたというのに、人格の変わったルーシアはにこやかに返事をした。

「お預あずかりしていた物をお返しするぞ」

　とトリプル・クラウンは手にしていたロッドを渡した。彼女が持ち込んだロッド『ケルヴィム』である。オークション会場に運ばれるとき、「これは大切な物ですっ。持って行きますっ」「そんなことはできぬ。預かるから置いて行け」「貴方たち使徒は敵ですっ。騙だまされませんっ」などとスタッフと押おし問もん答どうになり、そこにトリプル・クラウンが現れて「わしが預かっておこう」と申し出たのである。

「いい品だな。感かん服ぷくしたぞ」

「えへへ～、トリプル・クラウンさんもそう思いますか～。自じ慢まんの品なんですよ～」

　と嬉うれしそうに言っていたルーシアは、トリプル・クラウンのすぐ近く、テーブルに隠かくれるようにしてしゃがみ込んでいた小さな影かげに気づいて目を丸くした。

「キキちゃん!?　どうして……」

　それはトリプル・クラウンが連れていたホムンクルスの少女だった。確か今はルーシアの家にキースと一いつ緒しよにいるはずなのに。

「しーっ」

　トリプル・クラウンは口に指を当て、さっとルーシアにハンド・サインを送って来た。

『寂さびしくて忍しのび込こんで来たんじゃよ。見つかると殺されてしまうから、黙だまっていておくれ』

　ルーシアはこくこくと頷うなずいた。魔術師協会では禁きん呪じゆのホムンクルスであったが、ルーシアはこの子が好きだった。もう一人のルーシアも、口では何とか言いながらこの子を悪く思ってはいない。ここ数日一緒に生活しているときも、「トリプル・クラウンにずいぶん酷ひどい扱あつかいをされてるようだから」と、お風ふ呂ろに入れてあげたり、レストランに連れて行ってあげたりしていたのだ。

（ん～、でもキキちゃんがオークションにいるって……何かいけないことが前にも起きたような気が……ま、いっか。後で薫さんに聞いてみよっと）

「落札の様子はこちらのモニターで見てましたよ。なかなか高額な金額がついたようで」

　そんな差し障さわりのない会話をしながらトリプル・クラウンはまたルーシアにハンド・サインを送ってきた。ルーシアは「えっ？」と眉まゆを顰ひそめた。なぜそんなことをわざわざ自分に聞くのかさっぱり見当がつかなかったのだ。ルーシアはぶきっちょなハンド・サインで『いいえ、見ませんでした』と答えた。

　すると一いつ瞬しゆんだけトリプル・クラウンの表情が強こわ張ばったが、彼はまた笑顔になり、自分の席へと戻って行った。

　ルーシアは首を傾かしげた。何でそんなことを聞くのだろう。

　トリプル・クラウンは彼女にこう訊たずねたのだ。

『会場にあの盲もう目もくの女はいたかね？』と──。

　　　　◇




「……申し訳ありません。いま大変込み合っておりまして。しばらく時間がかかります」

　薫は一階の下見会場の隣となりにある事務室へと来たが、事務室は受け取りの順番を待つ者たちでごった返していた。

「どれぐらいかかるんです？」

「さあ……十分か二十分か……。順番が来たら船内放送でお知らせします。オークション会場では邪じや魔まにならないよう流れませんので、お部屋か廊ろう下かでお待ち下さい」

　口調こそ丁てい寧ねいだがかなりぞんざいに薫は追い出されてしまった。

　しばらく廊下をうろうろしていたがまるで呼ばれる気け配はいはなかった。「こりゃ僕は一番最後に回されるな……」仕方なく船室に戻ろうと思ったところで、薫は二階の階段を上がった所にあるモニター・スペースのことを思い出した。あそこなら呼び出されるのを待ちながら、オークションの様子を見ていられる。

　病院の待まち合あい室しつのような素そっ気けないモニター・スペースは会場に入ることを許されなかったお供ともの使し徒とたちが集まっていた。ペットボトルを飲んだり携けい帯たいゲーム機で対戦プレイをしたり、会場とはうって変わって世せ俗ぞく的てきだ。薫が現れると一いつ斉せいに使徒たちは薫に険けん悪あくな視線を送って来たが、さすがに手を出す無む謀ぼうな者はいない。

　液えき晶しよう画が面めんには会場の様子が映し出されていた。活動弁士のような競売吏の滑なめらかな声が流れる。

「……ロット・ナンバー２４８の『コレストの聖せい杯はい』は６６０で落札にございます。どうせなら６６６だったら皮肉が利きいていて面白かったのですがね。それでは次は……」

　薫はハッとした。次は──

「ロット・ナンバー２４９、ブレンティス・ストリックスランド。通つう称しようトリプル・クラウンでございます」

　控え室から黒こく衣いのローブに身を包んだ男が両りよう腕うでをスタッフに押さえられながら壇だんの中央まで連れられて来た。薫は画面に釘くぎ付づけになった。



「彼の名はご存じかと思いますが、教きよう皇こう庁ちようとイギリス魔術師協会から抹まつ殺さつ指し令れいを受け、我々の協会からも高額の賞金をかけられたロクでなしにございます。この男が何を考えて自らをここに出品したかは分かりませんが、懸けん賞しよう金きんより安い金額で売買とはいきません。この程度の者にこんな金額をつけるのは些いささか心苦しいのですが、なあに、先さき程ほどあのお嬢様が当オークションに出品された人間の落札レコードを更こう新しんしたばかりです。きっとこの男にもいい金額がつくことでしょう。まずは２４０から始めさせていただきたいと……」

「３０００だ」

　競売吏が言い終わるか否いなかというところでレイニーが手を挙げて言った。それまでのレートとは桁けた外はずれの金額に会場は水を打ったかのように静まり返った。

「あの……姫ひめ君ぎみ。まことに失礼なのですが、もう一度金額をおっしゃっていただけないでしょうか？　何と言いますかその……大変な金額に聞こえたもので……」

「３０００だ。問題があるのかな？」

「い、いえ、ございません。では……３１００は……」

　手を挙げる者がいた。ノルデンフェルトに教えられた男、ジラルディだった。彼の顔は青ざめ、額ひたいから汗あせが伝つたっていた。

「３２００」

　レイニーは値を上げた。ジラルディも黙って手を上げる。これで現在の値は３３００。彼の上限は３５００。先程ルーシアの落札にかなりの金を使ってしまったレイニーも３６５０でさほど変わらないのだが、こっちは向こうの上限を知っており、向こうは知らない。精せい神しん状じよう態たいがまるで違う。レイニーは「３４００」と即そく座ざに応じた。

　会場のあちこちでざわめきが起こっていた。「いったいあんな魔術師を落札して何をしようというのだ……」レイニーがここに潜せん入にゆうした目的はもう誰の目にも明らかだった。会場の興味は『何のために？』から『それで何をするのか？』に移っていた。

「３５００」ジラルディが言った。

「３６００」レイニーが応じる。

　もう相手は積み上げる金がない──はずだった。しかしジラルディは唇くちびるの端はしを吊つり上げてレイニーに笑い、言った。

「３６５０と……１だ」

　ジラルディが金額を上げた。しかもレイニーの予算よりも１だけ多い金額を。



「そんな、どうして！」

　モニター・スペースで様子を見ていた薫は思わず大声を上げた。

「……どうして金額を上げられる？」モニターの向こうでレイニーが言った。

「おや、奇き異いなことをおっしゃる。まるで姫君は私の手持ちを知ってるかのような物言いだ。まあ、私の積み上げベツテイングもまるで姫君の手持ちを知っているかのような金額ですから言えたことではありませんがね。それで……限界ですか？」ジラルディが唇を歪ゆがめた。

　モニターで見ていた薫は真まっ青さおになった。こっちの上限が知られている！

　会場に戻もどろうと振ふり返った薫の目の前に髭ひげ面づらの男がいた。にやにやと楽しそうに薫を見つめていた。

「どういうことだノルデンフェルト!!」

「もしかして君は……」ノルデンフェルトはにまりと笑う。「私を『変わり者だけど親切な男だ』とか思ってたんじゃないでしょうね？　エスクードと我々は敵同士なのに」

「じゃああの書類の束たばは偽ぎ造ぞうだったのかっ」

「人聞きの悪いことを言わないで下さい。ロードの紋もん章しようを偽造するはずはないでしょう。あれは間ま違ちがいなく本物ですよ。ある時点まではね」

「ある時点？」

「そう……彼の用意した金額は姫君の予算より遥はるかに下でした。積み上げになれば絶対に勝てない。ではどうすればいいか？　答えは簡単。トリプル・クラウン落札合戦の前に姫君に予算を消しよう耗もうしてもらい、我々より低い金額になってもらうことです。換金を二度に分けて行い、本来の予算総額よりも値の低い写しを作らせたのも、姫君を罠わなに掛かけるための下準備の一つです。ただしそれを使ってどうやって姫君の予算を削けずるかはまだ思いついてはいませんでした。姫君はとても慎しん重ちようで、ご自分の部屋から出て来ようともしなかった。……そんなときです。君が現あらわれたのは」

「僕……が？」

「普ふ通つうなら姫君はグレンヴィルのお嬢様にはそう多くは積まない。しかし相手の予算が分かり『どれほどまで使っても安全か』というラインが生まれれば別です……それが偽いつわりのラインとも知らずにね。分かりますか？　貴方は姫君に毒を運んでしまったのですよ。ちなみにさっきグレンヴィルのお嬢さんを競せり合あった眼鏡めがねを掛けた彼は私のお友達です。彼がオークション・ハウスの情報を私に漏もらしてくれたのです」

「じゃああんたとジラルディは……」

「当たり前でしょう。最初から私は彼のお手伝いをしてたんですよ。ああ、さっき君に書いて貰もらった契けい約やく書しよは真っ赤な偽にせ物ものですから安心して下さい。……人は代だい償しようを支し払はらうとその代償によって手に入れた物を信じたくなる傾けい向こうがあります。結けつ婚こん詐さ欺ぎに遭あった女性が、いつまでも『あの人はわたしを騙だましてたんじゃない』と自分に言い聞かせるようなものです。まだまだ甘あまかったみたいですね、おぼっちゃん」

　薫の身体からだが震ふるえていた。完全にやられた。全部自分のせいだ。彼女の手助けをしているつもりが、本当は落札できるはずだったトリプル・クラウンを奪うばわれることになってしまったのだ。薫はノルデンフェルトを睨にらみながら下唇を千ち切ぎれるほど噛かみ締しめた。



「なるほど、お前とノルデンフェルトが組んで罠を仕掛けてくれたというわけか」

　何が起きたかをすぐに察したレイニーはジラルディに言った。

「あんたの馬ば鹿かな連れのお陰かげで上う手まくやれたよ」

　ジラルディは勝かち誇ほこって言った。するとレイニーは逆に嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「ほう……不正をしたことを堂々と認めるとは思ってなかったぞ」

　ジラルディは自分が口を滑すべらせたことに気づいて慌あわててアルフェルムの方を窺うかがい、そして泡あわを食って言う。

「そ、それはお前も同じだ。予算票を買い取ったんだからなっ」

「確かにそうだな」

「誠まことに申し訳ありませんが……」壇上の競売吏がおずおずと言う。「そういうことを大声で言われては困ります。不正が行われたのは確かな様子。当オークション・ハウスの責任者として今回の競せりは中止に……」

　とそこまで言ったところで「まあ待ちなさい」とのんびりとした声が口を挟はさんだ。銀ぎん髪ぱつの男が立ち上がっていた。

「気に食わないねえ、私の管理するオークションで不正が行われたっていうのは」その言葉にジラルディの表情が一変し、ガチガチと歯を鳴らす。「……が、面おも白しろいことは面白い。不正についての裁さい定ていは後にしよう。勝負を続けたまえ。さあレイニー。君が積む番だ。君にはまだ予算はあるのかな？」

「４０００出そう」レイニーが言った。

「……何だと？」ジラルディが聞き返す。

「だから４０００出すと言っている。それでダメなら５０００。いや６０００出そう」

「な、何を言っているっ」ジラルディが声を荒あららげた。「お前の予算はとっくに切れているはずだっ！」

「それはいつの時点での話だ？」

　レイニーは懐ふところから書類を取り出した。二枚あった。薫が見た５１５０の金額が書かれた証書と同じ物がもう一枚。

「休きゆう憩けい時間に換かん金きんに行ったのか!?　そんな馬鹿なっ。レセプション・パーティで部屋を留る守すにした間に調べたがお前の部屋には何もなかったはずだっ。まさか服の下に……」

「ほうジラルディとやら。お前はわたしの部屋の掃そう除じもしてくれたのか」

　ジラルディは言葉に詰つまる。アルフェルムが「魔族がレディの部屋にこそ泥どろをねえ……」と小こ馬ば鹿かにしたように呟つぶやき、さすがにこれには他の魔族たちも軽けい蔑べつの視線を送っていた。ジラルディの額から汗が滝たきのように流れていた。

「わたしの予算があらゆる意味で筒つつ抜ぬけなのは予想していた。だからわたしもお前と似たようなことをしたのだ。オークションに行くことが決まるとわたしはすぐに手持ちのアイテムの半数を偽名を使ってオークションに出品しまくった。そのうちの幾つかは前半戦で落札され、すでに支払いが済まされている。それがこの二枚目にある資金だ」

　そうか……とモニターを見ていた薫は気づいた。レイニーがフェイクで落札したマディルドの壺つぼ。もっと安い物がすぐ近くにあったのにそれを落とせなかったのは、それはレイニーが自分で出品した物だったのだ。

「薫、見ているか？」レイニーはモニターの方を向いた。「お前のお陰だ。お前がコピーの束を持って来たときわたしは勝利を確信した。もちろん、お前が騙だまされていることも折り込み済みでな」

　果たしてこれは素す直なおに喜んでいいのだろうか……と薫は悩なやんだが、彼女が褒ほめてくれるなどめったにないことだし、素直に喜んでおくことにした。

「面めん倒どうだから宣せん言げんしておこう。わたしの予算は残り８１２０。この全すべてをトリプル・クラウンにつぎ込む。誰か争える者がいたら手を挙げるがいい」

　手を挙げる者はいなかった。ジラルディはもちろん足りない。他の魔族たちもレイニーの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態たい度どに屈くつ辱じよくを覚え、可能ならば対たい抗こうして入札をしてやりたいという面おも持もちだったが、オークション終しゆう盤ばんにそんな予算を残している者などいるはずはなかった。

「ではその……落札ということでよろしいでしょうか？」

　競売吏が恐おそる恐るアルフェルムに訊たずねる。

「そうだねえ……他に彼女に対抗できる者はいないようだし……」

　とアルフェルムは会場を見み渡わたした。そしてレイニーの方を見た。そしてぞっとするような、それでいて無む邪じや気きな笑みを浮かべた。

「では私が受けよう」

　会場が静まり返り、そして大歓かん声せいが沸わき上がった。レイニーの顔に初めて動どう揺ようの色が浮かぶ。

「取りあえず１００００出そう。おい、誰か私の部屋に飾かざってある『栴せん檀だん鼓こ』を持ってきたまえ。あれなら１００００ぐらいの価値はあるだろう」アルフェルムは競売吏に訊ねる。「幾いくらになる？」

「最低でも１２０００。状態がよければ１４０００までは払います」

「だそうだ。どうするね、レイニー」

「どういうつもりだ貴様っ」

「おや？　冷静な君がずいぶん熱くなってるねえ。よっぽどあの男にご執しゆう心しんのようだ」

　レイニーは言葉に詰つまった。

「君のそういう態度を見てたら私も熱くなってしまったんだよ。さあ積みたまえ。いくらでも付き合うよ」

　　　　◇




（なんてことだ……）

　薫は気を失うしないそうな顔でモニターを見つめていた。

　アルフェルムは本気でトリプル・クラウンを欲ほしがっているわけではなかろう。だが、レイニーの様子から『何かがある』ということを気づいてしまっている。あの男は喋しやべらせる。トリプル・クラウンの知る全てを。レディ・キィが魔族の手に落ちれば、その娘の血によってゲートが開き、この世に一千年前と同じ地じ獄ごくが出現する。

（僕は……どうすればいいんだ……）

　アルフェルムと対たい峙じするレイニーが動けない以上、自分が行動を起こさなくてはならない。けれどもこの状じよう況きようでできることなんて……。

　──トリプル・クラウンを殺す。

　薫はその考えに行き着いた。奴やつが死ねば自分らはレディ・キィの情報が手に入らないが、その代わり魔族にもその情報が渡らない。

　だが……それが自分にできるのだろうか。大を生かすために小が犠ぎ牲せいになることにずっと疑問を抱いだき続けている自分が、魔族にレディ・キィの情報を渡さぬためにトリプル・クラウンを殺すというのか？

　結論が出せぬまま立たち尽つくす薫のポケットの中で携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。「えっ……？」と薫は眉み間けんに皺しわを寄せた。ディスプレイに表示されたのはルーシアの名前だった。「どうしたの……？」と訊ねると、電話の向こうから悲鳴混じりの声がこだました。

「薫さんっ、助けてくださいっ！」

「ど、どうしたんだルーシア！」

「ト、トリプル・クラウンさんが……きゃあああっ！」

　彼女の悲鳴と同時に、何かが壁かべに叩たたきつけられるような音が響ひびき渡った。「ルーシアっ、いったいどうしたんだっ！」薫は通話口に向かって叫さけぶが、電話はもう切れていた。リダイヤルをしたが、電話はすぐに切られてしまった。

　薫は下見会場へと走った。

　会場のドアは閉ざされ、その前には二人の使徒がいた。フリルだらけの小こ洒落じやれた服を着た美少年が二人。船のスタッフではなくアルフェルムの使徒らしい。

「開けてくれっ。中の様子がおかしいんだっ」

　すると二人の使徒は顔を見合わせ、そして薫のことを汚けがらわしいものでも見るような目つきで見て言った。

「知らないよ、そんなの」そして顔に底そこ意い地じの悪い表情が浮かぶ。「お前さ、あいつの弟なんだろ？　なるほどね～、兄が兄なら、こいつもこいつだね～」

「真澄さんのことはっ」と怒ど鳴なり返そうとして薫はその言葉をすんでのところで飲み込む。ここで揉もめている時間はない。「中で何か物音がしたはずだ。僕はこの中にいるはずの子から電話をもらったんだ。その子は『助けて』と言い残し、電話は切れてしまった。電話が切れるとき物もの凄すごい音がした。もしここにずっと立っていたなら聞いたはずだ」

　二人の使徒の顔に不安げな表情が浮かんだ。

「そんなこと言ったって……僕ら、いま来たばかりだもんな」「う、うん」

「サボっていたのか!?　警備がお前らの仕事だろっ」

「ち、違ちがうさ。船のスタッフがここにいたはずなんだけど、いつの間にかいなくなっていたそうで、代わりにちょっと見張っていろって船の人に頼たのまれただけだよ。ほんとについさっき来ただけだもの……そんなこと言われたってさ……」

「それが既すでにおかしいんだっ。船のスタッフがもしここに誰もいないのに気づいたら、まず中を調べるはずだろっ。通りがかりの奴に見張るよう言っていなくなるわけないじゃないかっ。いったいどんな奴だったんだっ」

「どんな奴って……なんか黒いローブを着た年ねん配ぱいの奴だったよ。なんか不健康そうな顔をしてさ」

（まさか……でも奴は今オークション会場で競せられているはずなのに）

「……通してくれ」

「そ、そんなことできるわけないだろ。中には宝物がいっぱいあるんだから。もし何かあったら、我わが君きみに怒おこられちゃうよ」

「違うっ、まだ分かんないのかっ」それでもなお薫の前に立ち塞ふさがる使徒に、薫は我が慢まんの限界を超こえた。「『何かが起きるかも』じゃない、もう起きてるんだっ」

　薫がそう叫んだのと、下見会場の扉とびらの隙すき間まからどろりとした赤い液えき体たいが染しみ出して来たのはほぼ同時だった。やっとのことで二人の使徒たちも状況を理解したようだった。

　薫は二人を突つき飛ばすようにしてドアを開いた。そして言葉を失った。

「なんてこった……」

　使徒の一人が呻うめいた。下見会場はまるで嵐あらしが吹ふき荒あれたかのように滅め茶ちや苦く茶ちやになり、警けい備びをしていたらしきスタッフが肉片となって床ゆかに散らばっていたのだ。

　　　　◇




　オークション会場ではアルフェルムとレイニーがまだ睨にらみ合っていた。

「さあ、どうするね、レイニー」アルフェルムは意地悪く言った。「君はこいつを買わねばならないのだろう？　君がこれほどまでに執しゆう着ちやくするだなんて、いったいどんな理由があるのか是ぜ非ひとも調べたいなぁ」

　いつもなら「黙だまれ、変へん態たい」とでも冷たく言うレイニーであったが、彼女をもってしてもそんな余よ裕ゆうはなかった。

　すっ、とレイニーの手が胸むな元もとに伸のびる。

「……やめたまえ。お得意の得え物ものを取り出したら、いくら君でも死ぬことになるよ。もう夜も遅おそい。昼間ならまだしも、今の君では私には勝てない」

　レイニーの手が止まり、彼女は唇くちびるを噛かみながら俯うつむいた。

「競売吏オークシヨニア。姫ひめ君ぎみは降りるそうだ」

「承しよう知ちしました」

　ダリのような髭ひげを生やした競売吏はハンマーを打ち鳴らした。レイニーは「すまん……薫……」と呟つぶやいた。

「さあて、と。彼女が何を企たくらんでいたか教えてもらおうか、ブレンティス・ストリックスランド。残念ながら私は美しい少年以外は拷ごう問もんするのは好きではなくてね。もし君が喋らないようならお客待たい遇ぐうというわけには……」

　などと楽しそうに言いながら壇だん上じようのトリプル・クラウンへと向かっていたアルフェルムの顔に怪け訝げんそうな表情が浮かんだ。

「……なに？」

　その変化は一いつ瞬しゆんにして起きた。スタッフに両腕を掴つかまれて壇上に立っていたトリプル・クラウンの顔から色しき彩さいというものが失うせていった。顔だけではない。着ている漆しつ黒こくのローブも、手も靴くつも、そして彼を両側から掴んだスタッフの身体からだからも、まるで漂ひよう白はくしたかのように色彩が消えていき、真っ白になったと思ったその瞬間、ザザザザ……と音を立てて崩くずれ去ったのである。そこに残っているのは三つの砂の山だった。

「……なんだこれは」

　アルフェルムの口元でぎりっという音がした。アルフェルムは牙きばを剥むき出しにして歯を噛かみ締しめていた。白銀の髪かみが軽く逆さか立だち、会場のあちこちで小さな火花が散ちる。その場にいた全ての魔族が震ふるえ上がった。この世界に来て一千年。ゲートの向こう側を含ふくめると数千年にも亙わたってこの気き紛まぐれなロードを見てきたが、これほどまでに怒いかりを見せたことなどほんの数回しかない。そしてそのときにはとてつもない数の死体が積み重なったのだ。

　アルフェルムは怒ど号ごうのような声で命じた。

「何をやっているっ、早く下見会場を見て来るんだっ！」

　　　　◇




「ルーシアっ！」

　薫は滅茶苦茶になった下見会場の中を走った。残された出品物や陳ちん列れつテーブルと共に、船のスタッフたち、そしてオークションに出品されていた人間たちが無残な死体となって床に散らばっていた。巨きよ大だいな怪かい物ぶつの手が縦じゆう横おう無む尽じんに室内を走り回ったかのごとく、手の形に壁かべや床がへこんでいる。

（……間違いない、トリプル・クラウンが魔術師協会のパーティで使ったあの呪じゆ文もんだ。でもなぜっ！）

　薫は散らばった死体の破は片へんをかき分ける。喉のど元もとまで酸すっぱいものがこみ上げてくるが、薫は吐はき気をこらえて死体の中を捜さがす。

「おい……何をやっているんだ？」

　アルフェルムの使徒が気持ち悪そうに聞いてきた。

「ここに僕の……僕の知っている人がいたんだっ」

　薫は血まみれになってルーシアの姿を探す。助けねばならない。自分のせいで彼女はここにつながれていたのだ。

「なあ、これってさ……」

　もう一人の使徒が薫に金属の塊かたまりを差し出した。金属を編あんで作ったような輪……それはルーシアが船に乗るときに首に嵌はめられたのと同じ、船から逃にげられないように付けられた拘こう束そく用の首輪であった。ただし完全な物ではない。無理矢理捻ねじ切ったように半分に千ち切ぎれていた。

「ルーシアの物か!?」

「そんなの分かるわけないじゃないか」使徒は口を尖とがらせて言う。「けどさ、こんなふうに千切れているなんておかしい。鍵かぎがないと外れないようにできているのに」

　ルーシアに嵌められていた物かは分からない。だが、ここにいた誰かが──おそらくトリプル・クラウンが──何らかの方法を使ってここから逃げたのだ。でもどうやって？　それにルーシアは!?

　そのとき薫は、かちゃり、という金属の擦こすれる音を耳にした。呆ぼう然ぜんと千切れた首輪を見つめていた薫はその音に我に返り、音の方を向いた。

　薫の全身の血が凍こおりついた。薫に首輪を渡してくれた使徒のすぐ背後に巨きよ大だいな影かげが立っていた。その影の手には巨大な剣。高たかく掲かかげ、今まさに振ふり下ろそうとしていた。その使徒はまるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、自分を斬きり殺そうとする剣を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「何をやってるんだ、逃げ……」

　だが剣は無情に振り下ろされた。悲鳴を上げる間もなく袈け裟さ懸がけに身体を両断される。まるでナイフでチーズでも切ったかのように軽かる々がると。

　血が噴ふき出だし、薫の全身に降りかかる。薫はブラディミールを取り出すことも忘れ、呆然とその光景を見つめていた。スローモーションのように使徒の身体が二つに分かれて崩くずれていき、その背後にいた男が……。

　ドスッ、と薫の後頭部に鈍にぶい感かん触しよくが走った。いったい何が……と思う間もなく、薫は目の前で殺された使徒の死体の上にどさりと重かさなって気を失った。



　──倒たおれた薫のことを痩そう身しんの男が見下ろしていた。

「……見られたか？」

「いや」巨漢の男が答えた。「運がいいな。お陰かげでこいつを殺さないで済すんだ」

「こんな小こ僧ぞうに情けをかけるとはお人よしだな」

「こいつにとって『運がいい』と言っているのではない。私にとってだ。この小僧、まだ殺すには惜おしい」

「……戦せん闘とう狂ぐるいめ」痩身の男は吐はき捨すてて、足の先でごろりと薫のことを転がした。そして薫の手にしていた千切れた首輪を手に取った。

「トリプル・クラウンめ、逃げたか……。こちらの動きに気づいていたと見える」

「どうする？」

「どうするもこうするもなかろう。船が着岸し次し第だい、奴やつを追う」

「そうではない。この小僧のことだ」

「決まっておろう。余計なリスクは負いたくない。殺せ」

「私はこの小僧に生きていてもらった方がいいと思うが。こいつに白銀ミスリルのロードの疑いの目が注そそがれれば、その間我々は自由に動ける」

　痩身の男はじっと巨漢の男を見つめた。

「……今日はやけに口が回るではないかハーシュハイザー。お前はやけにこの小僧に興味があるようだな」

「別にそういうわけではない」

「ふん、まあよかろう。船が陸に着くまでの間に犯人探しでもされたら敵かなわぬしな」

　そして痩身の男は会場を見渡して言った。

「確かにどう見てもこの小僧が最重要容疑者だ」



    

  
    
      　ＡＣＴ．５　剣は折れた






　ふと気づくと薫かおるはだだっ広ぴろい草そう原げんにいた。草原の中央にはポツンと丸テーブルが置かれ、薫はその前に座すわっていた。

　いつどうやってこんな場所に来たのかさっぱり思い出せなくて薫は首を傾かしげた。どこかの丘おかの上だろうか。太陽の光が優やさしく降ふり注そそぎ、柔やわらかな風が草を揺ゆらしながら通り過ぎていく。森の中からは小鳥の囀さえずり──。絵本から『のどか』という言葉を切り抜ぬいたかのような平和な光景だった。

「そっか……ここは夢ゆめの中か……」どういったわけか薫はすぐにそう結論づけた。「だけど……」

　こんなおだやかな場所にいるというのになぜか落おち着つかない。まるで悪あく夢むを繰くり返かえし見るような感覚。曲まがり角かどの先に怪かい物ぶつがいると分かっているのに、バッド・エンドに向かって歩いて行く。自分が食われることを知っていながら……。うそ寒いものを感じて周囲を見み渡わたしていた薫は、自分に居い心地ごこちの悪さを与あたえている物の正体に気づいた。

　自分の正面に置かれた二つの椅い子す。丸テーブルだというのに均きん等とうには並べられず、くっつくように二つ並べられている。席の前には自分と同じようにティ・セットが置かれているというのに、そこには誰だれも座っていない。

（……そうだ。僕はそこに誰が座るべきなのかを知っている。いつも夢の中ではそこに一人だけ座っていて、一つは空あいたままになっているんだ。映画館でデートしたときも、学校で名前を呼ばれたときも、それから図書館で……）

　薫の全身の血が凍こおりついた。

『彼女』の存在を思い出した途と端たん、周囲の景色が一転する。柔らかな風は肌はだを切きり裂さくような吹雪ふぶきへと変わり、空は漆しつ黒こくのカーテンに覆おおわれ、眩まばゆい太陽はニマニマと笑っているような三み日か月づきへと変わっていった。

　──こんにちは、薫くん。

　すっと背はい後ごに現あらわれた気け配はいが言った。薫は椅子を蹴けって立ち上がろうとするが、凍りついたように身体からだは動かなかった。

「僕を……どうするつもりだ」

　歴史から消えた三人目の盟主ロード。その名は失うしなわれ、誰も発音することはできない。夢の中に現れた彼女はいつも自分に死を賭としたゲームをさせて遊ぶ。この悪夢のような景色は、自分はもうゲームに失敗したということなのだろうか？

　──ごめんなさいね。もう来ないって言ったばかりなのにお邪じや魔ましちゃって。でも貴方あなたに用があるの。

　少女はくすりと笑い、薫の耳元にそっと唇くちびるを寄せて囁ささやいた。耳たぶにかかる彼女の吐と息いきはそこから毒どくを流し込むように薫の全身を痺しびれさせる。

「僕に……用だって？」

　──そう。あの子を助けてあげて欲ほしいの。

　背後から手が伸のび、薫の前にある二つの椅子のうちの片かた方ほうを指した。

　──あの子が大変なことになってるの。助けてあげて。あの男がわたしの身体の一部を盗もうとしているの。

「身体の一部……？」

　薫は少女の言葉の意味が分わからず訊たずねるが、少女は答えなかった。

（……違ちがう。僕はその言葉の意味が分かっている）

　そう、薫は夢の中で何度も同じ結論に達したのだ。その双ふた子ごのように並んだ二つの席が意味することを。夢から醒さめると忘れてしまうがそれは……。

　広がった霧きりが薫の目の前の席に集まり、人の形へと変わっていった。

「ね、頑がん張ばって薫くん。わたしもちょっと手伝ってあげるから」

　少女の姿となった赤い霧は、薫に向かってにまりと笑った。空に浮うかんだ三日月のような、この世で最もつとも邪じや悪あくで無む邪じや気きな笑みを。

（ああ……君はっ！）

　耐たえ切きれぬほどの恐きよう怖ふに薫は絶ぜつ叫きようした。

　　　　◇




「うわああああっ！」

　薫は絶叫と共に目を醒ました。まるで深い海から上がったかのように呼こ吸きゆうは激しく乱れ、シャツは汗あせでびっしょりと濡ぬれていた。「ここは……？」と薫は周囲を見回す。薫は金属の床ゆかと壁かべで囲かこまれた狭せまい部屋に転ころがされていた。照明はついておらず、酷ひどく寒い。ドアには鉄てつ格ごう子しが嵌はまり、その先には廊ろう下かの明かりが見えた。

　状じよう況きようが把は握あくできぬまま立ち上がろうとした薫は、もんどりうって床に転げることとなった。両手両りよう脚あしが手て錠じようで拘こう束そくされていたのだ。

　薫はパニックを起こしそうになる自分を必死に抑おさえ、記き憶おくをたぐった。

（僕は魔ま族ぞくたちのオークションに来た……トリプル・クラウンの奴やつを落らく札さつするために。そしてオークションにかけられたルーシアを落札して……）

「ルーシア！」

　彼女の名が記憶を一気につなげた。あの凄せい惨さんな光こう景けいが映像の洪こう水ずいのように頭の中に流れ込んで来た。破は壊かいされた部屋。高こう額がくな出品物が床に転がり、見渡す限り死体が転がっていた。そこで自分はいきなり後ろから殴なぐられ──。

　あの死体の山の中に彼女はいたのか!?　薫は必死になって記憶をたぐるが、焦あせりがそれを邪じや魔まする。とにかく自分は彼女を探しに行かなくてはならない。自分が船に乗るため彼女はオークションに出品されてしまったのだ。だがここはいったいどこなんだ？　何が進行しているのかさっぱり分からない。自分のことを背後から殴った奴に拉ら致ちされたのか？

「……お静かに願えませんか。傷に響ひびきますので」

　部屋の暗がりから声がした。声の方を見た薫はぎょっとして目を瞬しばたたかせた。この男の登場には何度も驚おどろかされたが、ここでの再会が一番の驚きだった。

「どうしてあんたがこんな所に……？」

「『どうして』と言われましてもね」ノルデンフェルトは苦にが笑わらいした。「オークションで起きた騒そう動どうの容よう疑ぎ者しやの一人として、貴方あなたより一ひと足あし先さきに取り調べを受けていたんですよ」

「じゃあここは……」

　薫は周囲に響くゴゥンゴゥンという地じ鳴なりのような音に気づいた。自分はまだ船の中にいるのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれっ。僕があの下した見み会かい場じようでの虐ぎやく殺さつを行ったとでも言うのか!?　冗じよう談だんじゃない。オークションに出品されていた他の人間の子たちも殺されてたんだぞ。僕がそんな真ま似ねをするものかっ」

「私に言われても困りますよ。……ただ貴方はあまりにも怪あやしいですけどね。下見会場でただ一人貴方だけが生き残って倒たおれており、貴方と姫ひめ君ぎみが狙ねらっていたトリプル・クラウンがいなくなっていた。それからグレンヴィルのお嬢じようさんも。貴方たちはトリプル・クラウンを落札できなかったときに備そなえて別の準備をしていたんじゃないんですか？　実際、姫君は落札に失敗されましたからねえ」

「違うっ。奴が勝かつ手てに逃にげたんだっ。あの虐殺も奴の仕し業わざだっ」

「ほう……それはトリプル・クラウンが独どく断だんで、ということですか」

　薫は「しまった」と口を閉じた。こいつにそんなことまで話してどうするのだ。

「だけどそんな話を卿きようが信じてくれますかねえ」

　ノルデンフェルトは苦く笑しようした。目が慣れてきて彼の顔が見えた。彼の顔は酷ひどく腫はれ上がり、刃は物ものや焼きゴテの痕あとがあった。服は血で真まっ赤かだった。

「あんたアルフェルムに拷ごう問もんを……？」

「一応は『取り調べ』と卿はおっしゃってましたがね」ノルデンフェルトは肩かたを竦すくめた。「でも私は運がいいですよ。この件に片足を突つっ込こみながら、こうしてまだ生きていますからね。相棒のスピーグナー君……グレンヴィルのお嬢さんの落札を邪魔をした眼鏡めがねの彼ですが、残念ながら彼は船を降おりることはできなくなりました。……まあ、私も降りられるかどうかはまだ分からないですけどね。卿の主しゆ催さいするオークションで不正を働きましたから」

　鉄格子の嵌まったドアの向こうから足音がした。カツンカツンとこちらに向かって来る。

「君の番のようですね。どうやら姫君は何も喋しやべらなかったようです」

　薫はハッとした。そうだ……自分が疑われたのなら、それはレイニーも同じのはずだ。あの人がアルフェルムの拷問を……薫は目眩めまいを覚おぼえた。

「……一つ、いい情報を提てい供きようしましょう。これは卿には話していないことです」ノルデンフェルトは薫の側そばに近寄って来て、耳元に口を近づけた。「私はジラルディの依い頼らいを受けてトリプル・クラウンを落札する手て筈はずを整ととのえましたが、どうも奴の背はい後ごに誰かがいた気がしてならないのです。奴程度の者が調ちよう達たつしたにしては奴の資金は膨ぼう大だいすぎた。私は別に金のためにジラルディの手助けをしたのではありません。奴の背後にいる『何者』かに恩おんを売っておくのが今後の得とく策さくと思ったのです……まあ、失敗してこんなことになってしまったわけですが……」彼は小さな笑いを漏もらした。「いいですか、薫君。卿の取り調べの場にジラルディはいませんでした。船から逃げたのです。ですが彼が恐おそれていたのは卿ではない。この事件の裏うらで進行している真しん実じつを知りたかったら彼を追いなさい」

「……どうして僕にそんなことを喋しやべる？」

　するとノルデンフェルトは薫から離はなれ、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

「そんなに警けい戒かいしないで下さいよ。お詫わびの印しるしというところです。もし貴方がここから生きて出られたら、グレンヴィルのお嬢さんを助けてあげてくださいよ。私ね、昔むかしからあのお嬢さんが結構好きなんです」

「ルーシアは生きているのかっ」

「少なくともお嬢さんの死体は見つかっていません」

　ドアが開いた。そこに立っていた人物の冷たい表情に薫の顔が強こわ張ばった。

「来な」真ま澄すみは薫の襟えり首くびを掴つかんでひょいと立たせた。「我わが君きみがお前に話があるそうだ」

　　　　◇




　薫は脚の拘こう束そくだけ解とかれて船ふな底ぞこの牢ろう獄ごくのような部屋から連れ出された。暗い地下通路を抜ぬけて上の階に上がる。そして階段を昇のぼり二階のオークション会場へ……。無む言ごんで歩く兄の横で、薫は頭の中を整理した。

　トリプル・クラウンが自分で逃げたのは間違いない。下見会場に残った破は壊かいの跡あとは、奴が魔術師のパーティで見せたのと同じ魔術だった。ノルデンフェルトは「貴方たちは失敗したときに備えて別の準備をしていたんじゃないんですか」と言っていたが、部分的にあっている。奴はそれを自分らには内ない密みつに進めていたのだ。

（……じゃああのとき後から会場に現れて僕のことを後ろから殴なぐった奴は誰なんだ？）

　トリプル・クラウンがまだ部屋にいたのだろうか？　いや、奴ではない。ドアから出て行った奴とアルフェルムの使徒が遭そう遇ぐうしてる。それに……奴なんかよりずっと禍まが々まがしい存在だった。一瞬だけ対たい峙じしただけで頭の中に死のイメージが広がっていった。レイニーやアルフェルムといった特別な魔の者たちと初めて会ったときに覚えた絶望感と同じ──。

　ふと気づくと真澄がじっと自分のことを見つめていた。薫は視線を逸そらした。

（いずれにしてもアルフェルムに下へ手たなことは言えない。トリプル・クラウンがあいつの手に渡ったらこの世界は終わりなんだ……）

　ドアを開けて会場に入る。ついさっきまで華はなやかなパーティ会場であった部屋に客たちの姿はなく、部屋の中央に華か美びな装そう飾しよくの椅い子すがポツンと置かれ、そこには白はく銀ぎんの髪かみをした男が腰こし掛かけていた。

「やあ、薫君」

　激げき怒どしている姿を想像していたのに、アルフェルムはにっこりと笑っていつもの人当たりのいい口く調ちようで言った。

「…………!!」

　薫は言葉を失った。アルフェルムの背後にレイニーの姿があった。両脚を椅子の脚に縛しばられて大きく股またを広げられ、両腕は薫同様に背中で拘束されているようだ。薫は彼女の様子がおかしいことに気づいた。彼女の身体からは玉のような汗あせが滴したたっていた。自らの滴らせた汗で白いドレスは肌はだが透すけ、上気した顔で唇くちびるから吐と息いきを漏らしながら、苦しそうに身体をくねらせていた。

「レイニーさんに何をしたっ！」

　激げつ昂こうした薫は腕を手て錠じようで拘束されたまま、アルフェルムへと駆かけ出だす。が、最初の一歩を踏ふみ出したところでみぞおちに重い衝しよう撃げきが走り、意識が飛びかけた。真澄の膝ひざが薫のみぞおちにめり込んでいた。

「じっとしてろ。殺されたくなければな」

　真澄は薫の背中を踏みつけにし、冷たい目で見み下おろしていた。

「私が何かしたわけじゃないよ」

　アルフェルムは懐ふところから銀色のケースを取り出した。『カパーラの火の花』で作った煙草たばこが入っているレイニーのシガレット・ケースだった。時計の針は深夜へと近づき、契けい約やくを終えぬ苦く痛つうと快かい楽らくが彼女の身体の中を蹂じゆう躙りんし尽つくしている。その苦しみを堪こらえるために彼女はその煙草を吸っているというのに、それを取り上げられ、もがき苦しむ姿を晒さらし者ものにされていたのだ。薫と視線が合うと彼女は微かすかに羞しゆう恥ちの表情を浮かべた。

「貴様っ！」

　薫はアルフェルムを睨にらみつけて叫さけぶ。薫を踏みつけにしている真澄の脚に力が籠こもり、肺はいが圧あつ迫ぱくされて喋れなくなる。

「まあまあ、やめたまえ。乱暴はいけないよ」

　アルフェルムは真澄を制止し、薫の目の前までやって来て薫の瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。真澄が薫の背中から脚をどけた。

「さ、知っていることがあったら全部喋ってしまいなさい。後から『ああそういえば思い出したんだけど……』というのは通用しないよ」

　取り調べとか尋じん問もんとかいう口く調ちようではなかった。笑みを崩くずさず、まるで世間話をするかのような調子だ。

「僕らは何もやっちゃいない。オークションで奴を落札しようとしただけだ」

「それはもう彼女から飽あきるほど聞いた。私が興味があるのは……そう、君らがこんな所にまで乗り込んであんなクズのような男を助け出そうとした理由だ」

　いきなり核かく心しんに踏み込まれ、薫は蒼そう白はくになる。アルフェルムはその反応を見み逃のがしたりはしなかった。

「やはりそれか」アルフェルムはにんまりと口元を歪ゆがめた。「実に気になるなあ」

　薫は口を閉じた。弁明すればするほどこの男に興味を抱いだかせてしまう。いや……この男はもうトリプル・クラウンに興味を覚えてしまっている。この男が奴を捕とらえて全すべてを聞き出すより早く、自分らが奴を確保しなければならないのだ。

（となると……）

　レイニーを逃にがすしか方法はない。アルフェルムの追つい跡せきを躱かわしてトリプル・クラウンを捕らえるのは彼女にしかできない。薫はちらりと部屋の片面を囲むガラスの窓まどに目をやった。窓の外は海。ほんの一いつ瞬しゆんだけでも隙すきを作ればレイニーなら逃げることができる。

　ズボンの後ろポケットに堅かたい感かん触しよくがあった。ブラディミールが姿を変えた宝石は取り上げられていなかったようだ。

　できるだろうか……薫は自問する。一瞬の隙を作ることはそれほど難しくはない。ただそれをやった場合、かなりの確率で自分は一瞬にしてこの世から消し去られる。仮に殺されなかったとしても、その後には死よりも残ざん虐ぎやくな拷問が待っている。薫の身体が微かすかに震ふるえた。

（やるんだ。僕みたいな足手まといの命でレイニーさんが助かるなら……いや、こんな所で死ぬのは御ご免めんだけど、レイニーさんをこんな変態に汚けがされてたまるもんか）

　薫は床ゆかを蹴けって背後に飛びアルフェルムと距きよ離りを取った。そしてポケットの中に手を突つっ込む。ブラディミールを取り出して、その力で手錠を壊こわし、奴に一ひと太た刀ち……。

　が──薫にできたのはポケットに手を入れるまでだった。目の前にいたはずのアルフェルムの姿が消えていた。「えっ？」と思う間もなく、背後に気配が現れ、薫は床に組み伏ふせられていた。

「なかなか度ど胸きようがあるじゃないか、薫君」薫の上に跨またがってアルフェルムは言った。「君なんかを尋じん問もんしたところで大して面おも白しろくないだろうからすぐに殺してしまおうと思ってたんだけどね。なかなか楽しませてくれる。……でもどうせならもっと楽しませてもらおう」

　ビリッと薫の服が襟えり元もとから破られ首くび筋すじが露ろ出しゆつした。そしてアルフェルムは牙きばを見せつけるように歯を剥むき出だしにした。薫の顔から血の気が失うせる。アルフェルムが何をしようとしているのか悟さとったのだ。

「よせっ！」「我わが君きみっ！」

　レイニーと真澄が同時に声を上げる。

「真澄。弟が君と同じ身体になるのを見たくないのなら席を外はずしたまえ。だけど私はこの子を気に入ってしまったんだ。もう止められないよ……君のときと同じようにね」

「で、ですが……」

「そこまでだよ真澄。それ以上口を開くと君は血の束そく縛ばくで灰はいになってしまう」アルフェルムは冷たく言って薫の方を向き直った。「君はどれほどの時間で私の前に膝ひざを屈くつするかな？　真澄のように一いつ昼ちゆう夜やで堕おちるかな？　それともこの女のように一千年のときを耐たえてみせるのかな？　どちらにしても実に楽しみだ」

　薫はアルフェルムの腕うでの中で暴あばれて抵てい抗こうするが、のしかかったアルフェルムは微び動どうだにせず、陶とう酔すいした顔を薫の首筋に近づけた。

「実にいい……こんなに興こう奮ふんする契約は久しぶりだ」アルフェルムはレイニーの方にちらりと目をやる。「契約が終わったら、今度はこの少年に君を犯おかさせてあげよう。君の両手両脚を切断して牢ろう獄ごくに吊つるし、毎晩毎晩この少年に君の身体の渇かわきを癒いやさせる役目をさせてあげよう。この世が終わるときまでね」

　と、まさに牙が薫の首筋に突き立てられようとしたそのとき、部屋のドアが開き来らい訪ほう者しやが現れた。この上なく楽しそうだったアルフェルムの顔にうんざりとした表情が浮かんだ。

「……なぜお前は一番いいときに現れて私を萎なえさせるのだ」

「我が君の興きようを殺そいでしまったのでしたら誠まことに申し訳ありません」ブルームクイストはぺこりと頭を下げた。「しかし些いささか気になることがございまして」

　アルフェルムは途と方ほうもなく嫌いやそうな顔をしていたが、ようやく諦あきらめたらしく薫の上から降おりてブルームクイストを側そばに呼んだ。

　ブルームクイストはアルフェルムの耳元に顔を寄せて何かを囁ささやく。するとその途と端たんにアルフェルムは眉まゆを顰ひそめ「……本当か？」と聞き返す。ブルームクイストは「確かに」と頷うなずいて言った。

「これは難むずかしいな……」

　アルフェルムは顎あごに手を当てて何やら考え始めた。

　いったい何があったんだ……と薫が思っていたとき、バキッ、という音が響ひびいた。レイニーだった。彼女は椅子を壊こわし、走り出した。会場の窓の外はすぐ船の甲かん板ぱんになっている。逃げられた……と誰もが思ったが、レイニーはアルフェルムがいる方へと向かって来る。

「ほう、私とやる気か」

　アルフェルムが身み構がまえる。が、彼女の狙ねらいはアルフェルムではなかった。アルフェルムの前で急停止すると、手前にいた薫の服をまるで親おや猫ねこのようにくわえ、そのまま窓へ向かって走る。

　しかし窓を突つき破やぶって海へと跳ちよう躍やくしようとしたレイニーはがくりとバランスを崩くずし、二人は窓を突き破って甲板に転がった。振り返った薫は言葉を失う。レイニーの両脚が膝ひざの下から切断され、血を撒まき散ちらして床ゆかに転ころがっていた。アルフェルムの服がゆらりと揺ゆれた。奴の魔術の刃やいばを受けてレイニーの脚が切断されたのだ。

「行けっ、薫！」

　そう言ってレイニーは薫の手て錠じようを牙で噛かみ砕くだく。

「ど、どうして僕を！」

「いいから行けっ」

　背後から使徒たちが殺さつ到とうしていた。躊躇ためらっている暇ひまはなかった。薫は海へと飛び込んだ。

　波間の合間から別の船が近づいて来る音がした。オークション船の様子を監かん視ししていた教きよう皇こう庁ちようの船だった。冷たい冬の海の波に揉もまれながら薫は船を振り返る。甲板にはもうレイニーの姿は見えなかった。

　船に引き上げられながら薫は「どうして……」ともう一度呟つぶやいた。

　　　　◇




　薫を引き上げた小船はすぐにＵターンして海岸へと向かっていた。背後からは客船から放はなたれたボートが小船を追っていたが、トリプル・クラウンを乗せて逃げ切るために用意された小船はどんどんとボートを引ひき離はなしていた。

　小船で待たい機きしていた長は谷せ川がわ司し祭さいに何が起きたかを話し終えると、薫は力ちから尽つきたように甲板の上にへたり込んだ。隊員の誰かがタオルを渡わたしてくれたが、薫は身体からだを拭ぬぐうこともなくそれに顔を埋うずめた。忙いそがしげに動き回る隊員たちを尻しり目めに薫はうずくまったまま同じことを考え続けた。

（どうしてレイニーさんは僕を逃がしてくれたんだ……）

　彼女はレディ・キィを魔族に奪うばわれないためにはレディ・キィを殺すことさえ選んできた。トリプル・クラウンを手に入れるためなら自分やルーシアを見捨てるとハッキリ宣せん告こくしていたというのに、なぜあのとき自分を助けてくれたのだろう？

　自分を逃した後で彼女がどんな目に遭あっているか──そのことばかりに考えが向いてしまう。自分を取り調べたときアルフェルムはにこにこと笑ってばかりいたが、それは本心などではない。自分の主しゆ催さいするパーティを台だい無なしにした者にその罪つみを贖あがなわせないはずはなかった。

（僕が逃げたばっかりにレイニーさんが……）

　逃げないでちゃんと釈しやく明めいすれば疑うたがいも晴れて……などという考えが頭を過よぎるが、薫は首を振ふってそれを追い払はらった。馬ば鹿かなことを。疑いを晴らしてその後どうするというのだ。自分らの目的は奴やつの許ゆるしを乞こうことなどではない。トリプル・クラウンを確保することなのだ。奴に囚とらわれていてはそれは叶かなわない。だからレイニーは自分を逃がしてくれたのだ。どうして自分を放ほうって彼女だけ脱だつ出しゆつしなかったのかは分からない。けど、彼女は自分に任まかせたのだ。今度こそやらねばならない。自分が足手まといなんかじゃないことを証明しなければならない。そしてルーシアを助けなければならないのだ。

　薫は濡ぬれた頭をタオルで拭ぬぐうと、ぴしゃりと顔を叩たたいて立ち上がった。

「……ようやくやる気を起こしてくれたのかな？」

　長谷川司祭がやや皮ひ肉にくに言った。薫はいつものように謝あやまったりはせず、黙だまって頷うなずいた。

「では分かったことを話そう。どうやら奴は船を脱出した後、東とう京きよう湾わん内ないを遊ゆう覧らんしていた民間の船に飛び乗ったようだ。我々にとって幸さいわいと言うべきか、その船は海外まで行けるような規き模ぼの物ではなく、奴は船を港に向かわせた。港には我々の部下と魔族たちの監かん視しがあったので、奴は仕方なしに街に消えたようだ。港にはその船に乗っていた夫ふう婦ふの死体が残っていた」

　ずきり、と薫の胸に自じ責せきの念が突つき刺ささる。だが薫は湧わき上あがるその感情を無む理り矢や理り捻ねじ伏ふせた。今は後こう悔かいして立ち止まっているときではない。司祭は「それでいい」というように頷いた。

「君にいい知らせがある」と司祭は懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出した。薫の携帯電話だ。「君の見込み通りルクレシア嬢じようの携帯はまだ生きていた。携帯の待ち受け電波は東京湾から北西へと向かい、新しん宿じゆくで止まった。基地局は半径五キロほどをフォローするから正確には分からないが、少なくとも奴はまだ都内にいる」

「彼女は生きているんですかっ」

「ここから分かるのは、奴が彼女の携帯を持っているという可能性だけだ」司祭は携帯を薫に渡した。「君が掛かけてみたまえ。……奴に何を話せばいいか分かっているな？」

「奴ともう一度交こう渉しようし、国外に逃がすことを条件に奴からレディ・キィの情報を聞き出すことが第一。それがダメなら奴を警けい戒かいさせず奴を捕とらえること……そうですね？」

　司祭は静かに頷いた。薫は携帯を開いてルーシアの番号を押おした。

　呼び出し音が電話の向こうで鳴る。一回……二回……とりあえず電波は届いている。薫は祈いのるような気持ちで待った。五回……六回……空くう虚きよに携帯は鳴り続ける。彼女の携帯が遺い棄きされているとしたら持ち主のルーシアは──それは想像したくもないことだった。八回……九回……確か彼女の携帯は呼び出し回数十回で切れる設定に──。

　そこでプッという音と共に呼び出し音が切れ、電話がつながった。

「ヤァ、薫君」

　にこやかな声に薫の頭にカッと血が昇のぼるが、薫はこみ上げる罵ば倒とうの言葉を飲み込んだ。

「……最初から逃げる準備をしてたみたいだな」

「そんなの当たり前じゃないか」トリプル・クラウンはひゃはははと笑った。「君らが失しつ敗ぱいしたときに備そなえて幾つも方法は練ねっておったとも。君のパートナーのお嬢さんがおあつらえ向きに魔力のたっぷりと充じゆう電でんされたロッドを持って船に乗ってくれなくても、別の方法で逃げる手て筈はずは整ととのえていた。でも何か文句があるのかな。実際、君らは失敗したわけだし」

「文句は山ほどあるが、その前にもう一度お前と交渉がしたい。お前を国外に逃がしてやる。その代わり最初の取り決め通り、レディ・キィの情報を渡すんだ」

「なかなか理り知ち的てきじゃないか。うむ。正しい判断じゃよ」

　薫の気も知らずトリプル・クラウンは電話の向こうで耳みみ障ざわりな笑いを漏もらした。携帯電話を握にぎる薫の手に力が籠こもった。この笑い声を聞いていたら怒いかりで携帯電話を握にぎり潰つぶしてしまいそうだった。

「だが断ことわらせてもらおう」

「何だと！」

「そりゃそうだろう。君を信じるのは危険だ。あの男に命じられて、わしをおびき出すために言ってるんじゃないのかね？　わしが逃げた後には相当の騒そう動どうになっただろうに、君が逃げられるとは思えぬのぉ」

「違うっ。僕は奴の船から逃げて来た。僕を逃がすためにレイニーさんが奴の船に……」

「ほう、あの女が君を助けるためにのぉ。不思議なこともあるものじゃ。……しかしなァ、それが本当だとすると、ますます君に近づくのは危き険けんじゃないかの？　もしあの女が解かい放ほうされるとしたら、わしと引ひき換かえというのがあの男の出しそうな条件じゃないか。悪いが切らせてもらうとするよ」

「ま、待てっ。ルーシアはっ、ルーシアは無ぶ事じなのかっ！」

「今のところは、な」

　それはいったいどういう意味だ……と聞こうとする前に電話は切れてしまった。「薫君」司祭が返答を待っていた。薫は首を振った。

「奴は僕らを信用してません。僕らはアルフェルムにレイニーさんを人ひと質じちに取られて操あやつられているのではないかと疑っています」

「誤ご解かいもいいところだな。我々に彼女とトリプル・クラウンを交こう換かんするなんて選せん択たく肢しがあろうはずもないのに」

　薫は「えっ……!?」と聞き返した。「レイニーさんを……助けないですって？」

　しかし司祭は薫の言葉を聞いてはいなかった。自分の携帯電話でどこかと忙せわしげに話している。警けい察さつのようだ。トリプル・クラウンを捕らえる手て配はいをさせているのだろう。

　ちょっと待って下さい……と薫が司祭に話しかけようとしたとき、薫の携帯電話が鳴り出した。トリプル・クラウンが気を変えて……と思ったが、ディスプレイに表示されていた名前を見て薫の心しん臓ぞうが止まった。そこに表示されたのはレイニーの名であった。

「そろそろ陸に着いた頃かな、薫君」

　電話の向こうでアルフェルムが言った。

「君の大切な女性を解放する条件を出そうと思うんだが……もちろん聞きたいよね？」

　　　　◇




　ジラルディは暗くら闇やみの中を逃にげていた。

　船を飛び降り港まで泳いで来たジラルディは、マンホールの中に飛び込み、反へ吐どを吐はくような腐ふ臭しゆうのする下げ水すい道どうの中を野の良ら猫ねこのように走っていた。

「奴らのせいだ。奴らに目をつけられたのが悪かったんだ。なんで私なんだ……」

　ジラルディは屈くつ辱じよくのあまり涙なみだを滲にじませていた。人間どもが使用した後の汚お水すいの中を逃げ惑まどうなんて羽は目めになるなんて想像したこともなかった。くそ、くそ、くそ、何で私がこんな目に……。怨えん嗟さの言葉をジラルディは吐はき散ちらす。この世界で何百年も好すき放ほう題だいに生きてきた彼には考えられぬ屈辱だった。

「だけど……奴らも私がこんなルートで逃げるだなんて想像もしないはずだ」

　ジラルディの口元に狂きよう人じんめいた笑みが浮うかぶ。そうだ、私は貴族だ。支配者だ。その私がこんな惨みじめな真ま似ねをするだなんていくらあの女でも思いもつかないだろう。

　どれほど走っただろうか。船を降りてから丸一時間は走っている。そろそろ地上に上がっても平気なはずだ。うん、平気だ……とジラルディは走るのをやめ、梯子はしごを昇のぼった。

　出たのはどこかの住宅街だった。夜ももう遅おそいので通りには人はいないが、周囲の住宅には暖あたたかな明かりが灯ともっている。どこかの家に押し入って人間を捕つかまえ、空港まで車で送らせる。それで終わりだ。奴らの目の届かないどこか田舎の村にでも居きよを構かまえ、そこを支配してこっそりと過ごそう。

　ジラルディの顔に残ざん忍にんな笑みが浮かんだ。人間の排はい出しゆつした下水の中を走らせられるなどという屈辱を味わわされたのだ。その屈辱を解消する必要がある。ジラルディは一いつ軒けんの家に目をやった。一家で遅い夕食を摂とっているのか、楽しげな声がしている。

　その中に若い女性の声が聞こえた。ジラルディは舌した舐なめずりし「無茶苦茶に壊こわしてやる……」と呟つぶやいた。犯してやろう、父と母の見ている前で。支配者であるこの私のものを捻ねじ込こんで、力の加か減げんなく陵りよう辱じよくし尽つくしてやろう。あっと言う間に精神が崩ほう壊かいするのを見せ付けてやろう。そして順番に食らっていき、一いつ匹ぴきだけ自分の使徒にして空港まで送らせればいい──。ジラルディが正しよう気きであったのなら、そんなことをしている場合ではないことは分かろうものだったが、傷きずつけられたプライドを回復するにはそれは必要不可欠な儀ぎ式しきであると彼は思ったのだ。

「ねえ、ジラルディ。どこ行くの？」

　彼がその家に入って行こうとしたとき、上の方から子供の声がした。ジラルディのにやけ顔が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつききょろきょろと周囲を窺うかがう。

「って言うか、あんたって変へん態たいじゃないの。それに女の子はそんな風ふうに扱あつかっちゃだめだよ。これだからもてない男は」

　小学生ぐらいの子供が家の上からジラルディを見み下おろしていた。ティシェーラはふわりと飛び上がり、ジラルディの前に着地した。

「……どうしてここが……そ、そうか！　あの女だな。あの女の力を使ったのだなっ」

「分かってるならすぐに逃げればよかったのに。……まあ、さっさと逃げることを選んでいたとしたら僕は空港でお前を待ってただろうけどね」

　ティシェーラは手をパキパキと鳴らしながらジラルディに迫せまって来る。

「ま、待ってくれっ」ジラルディは懇こん願がんした。相手は使徒、ジラルディは魔族であるというのに彼は震ふるえ上がっていた。「私は悪くない。お前らの言う通り落札しようとした」

「でも失敗したじゃないか」

「だ、だが！」

「ああ、もううるさいなあ。僕、いま不ふ機き嫌げんなんだよ。貧びん乏ぼうくじを引いてあんたをここでずっと待っていたんだから。それにさ、成功したところで自分が殺されないとでも思ってたの？　僕らが動いていることをアルフェルムやトゥロワヌに気づかれるわけにはいかないんだ。だからあんたを使って奴を落札するだなんて面めん倒どうなことをしたんだから」

「待ってくれっ。頼たのむっ。お前の主人のことは誰にも言わぬっ。私はアルフェルム卿きようやトゥロワヌ卿の配下ではない。あのお二人に義理立てする理由はない。それに……それにお前の主人を敵に回すなんて恐おそろしい真似をするはずがないじゃないかっ！」

「僕ら、リスクは排はい除じよする主義なの」

　ティシェーラの姿が消えた。ビュン、という風を切る音がしたと思ったら、次の瞬間、背はい後ごからジラルディの胸にティシェーラの腕うでが突つき刺ささっていた。ティシェーラの腕は正確に心臓を貫つらぬき、そのまま半はん壊かいした心臓を肋ろつ骨こつを砕くだきながら無理矢理に引っ張り出す。

「へえ……カスみたいな奴でもさすがは魔族だけあってタフだなあ」

　心臓を抉えぐり出だされたにも拘かかわらずジラルディは生きていた。「あ……ああ……」と呻うめき声ごえを漏らしながらも、傷口から肉にく片へんが触しよく手しゆのように蠢うごめいて這はい出だし、奪うばわれた心臓を取り返そうと喘あえいでいた。

「バイバイ、変態さん」

　ティシェーラはジラルディの頭を握にぎり潰つぶした。

　ジラルディの心臓を投げ捨て、そこから立ち去ろうとしたティシェーラの耳に家の中の声が聞こえた。「ねえ……いま何かヘンな声が聞こえなかった？」「気のせいじゃないのか？」「あなた、見て来てちょうだいよ」そして男性の足音が玄げん関かんへと向かって来る。

　ティシェーラは足を止めた。そして血まみれになった顔にニマァという笑みが浮かぶ。

「たまにはこいつみたいな変態チックなのもいいかもしれないな……」

　ティシェーラは背せ伸のびしてベルを押してあどけない子供の口く調ちようで言った。

「すみませーん、ちょっといいですかー」

　　　　◇




　トリプル・クラウンは場ば末すえのホテルに陣じん取どり、窓まど際ぎわに椅い子すを持って行って腰こし掛かけていた。

　窓の向こうからは猥わい雑ざつな街の声が漏れてきていた。暴ぼう力りよくスナックに客を誘さそい込こむ声だとか、ヤクザに因いん縁ねんをつけられたサラリーマンが必ひつ死しに弁明する声だとか──。あちこちから命を狙ねらわれている彼はよくこういったごみごみとした繁はん華か街がいに潜せん伏ぷくしていたものだが、この国の繁華街は何と言おうか街を包む欲望の質が違ちがった。この国の人間たちは欲望を剥むき出しのまま表おもてに出すことを極きよく端たんに恥はずかしがっている。そのくせもっとねっとりとした欲望を心の中に渦うず巻まかせているのが気持ち悪い。船を降りた後でタクシーの運転手に「この国でもっとも騒さわがしい街に連れて行ってくれ。夜にも眠ねむることのない街に」とリクエストした結果がこの街だったのだが、彼は少しばかり後こう悔かいしていた。

「……まあよかろう。それはそれで都つ合ごうがいい」

　彼の顔にはいつものにまにま笑いはなかった。だからと言って緊きん張ちようしているふうでもない。静かな瞳ひとみで部屋の中央に置かれたそれを見つめていた。

「お待たせしましたーっ」という場違いな明るい声と共にキキとかいうホムンクルスの少女が勢いよく部屋に入って来た。

「遅い。なぜ時じ刻こく表ひようを調べるだけでこんなに時間がかかるのだ、お前は」

「だってすっごくごちゃごちゃしてたんです。なんか駅全体が迷めい路ろみたいで、いくつもいくつも路線があって……」

「複ふく数すうの乗り入れをしているからと言って限度があるじゃろうが」

　新宿駅が世界一複雑であることを知らないトリプル・クラウンが厳きびしい口調で言った。

「と、とにかくみんな書き写してきました。どうぞっ」

　少女はポケットの中からぐちゃぐちゃになった紙を引ひっ張ぱり出した。全部で二十枚近くもあり、それに細こまかな字でアルファベットだの数字だのがびっしりと書き込まれている。

「これを全部私に判はん読どくしろと言うのか？」トリプル・クラウンの眉み間けんに皺しわが寄よった。

「あの……でもよく分からなかったんで……」

「空からっぽ頭あたまめ」トリプル・クラウンはぱしんっと少女の頭を張り飛ばし、少女が写してきたメモの山を床ゆかに投げ捨てた。「お前のような役立たずなんぞ作らねばよかった」

　少女の瞳にじわ～っと涙が滲にじむ。ホムンクルスは人造生物でも人間と変わらぬ感情を持っている。悲しければ泣くし、嬉うれしければ微笑ほほえむ。少女は黙だまってトリプル・クラウンの捨てたメモを集め始めた。そして一枚拾うたびにチラッチラッと主人の方を窺うかがう。

「……ええい、もうよい。術が完成するまでしばらくは動けぬ。ゆっくり判読してやる」

　トリプル・クラウンが少女の手からメモ用紙をひったくると少女は満まん面めんの笑みを浮かべ、彼の足元で猫ねこのように丸まった。トリプル・クラウンは苦にが虫むしを噛かみ潰したような顔をし、そして部屋の中央に目をやった。

　安やす物ものの調度とカーペットを引ひっ剥ぱがして作られたスペースに魔ま方ほう陣じんが描えがかれていた。

　魔方陣に描かれる魔ま導どう文も字じはそれ一つ一つが力を持っている。量が増えれば増えるほど魔方陣の力は増すが、それと引き換かえに制せい御ぎよも難しくなる。半径二メートルほどのその魔方陣には、遠とお目めには真まっ黒くろに映うつるほどの異常な量の文字が描かき込まれ、力の余よ波はでジリジリとコンクリの床を焦こがしていた。かつては若くして『円えん卓たくの十二席』に選ばれた異い才さい。これだけの密度の物を平然と制御できる魔術師はイギリスにも数人といないだろう。魔方陣の真上には水すい晶しよう球きゆうが浮遊し、中で何やら細かな文字が蠢いていた。

　トリプル・クラウンの足元で丸くなっていた少女の耳がピクンと猫のように跳はねた。少女は起き上がり奥おくの寝しん室しつの方を見た。

「……起きたか」

　トリプル・クラウンはメモ用紙を懐ふところにしまって、奥の部屋へと入って行った。

　ドアを開くと「きゃあっ」という声が響ひびいた。窓のサッシに乗っていたルクレシア・グレンヴィルが驚おどろいた拍ひよう子しにそこから転げ落ちた。

「そのような格好でどこに行くつもりかのぉ？」

　下着姿のルーシアは顔を真まっ赤かに染そめ、ベッドのシーツで自分の身体からだを包んだ。ルーシアはトリプル・クラウンを睨にらみつけて言った。

「わたしの身体に……何をしたんですか？」

「ほう、分かるのかね」

「だ、だって……」彼女の声が上ずる。「だって魔法が使えませんっ」

「一時的に封ふう印いんしたのじゃよ。年とし頃ごろのお嬢じようさんの服を脱ぬがした失礼は詫わびさせてもらおう」

　とトリプル・クラウンはルーシアの胸のあたりを指差した。ルーシアはトリプル・クラウンの目を気にしながらシーツの中を覗のぞき込こんだ。

「これは……!?」

　彼女の肌はだには細かな魔方陣が描かれていた。弾はじける寸前の風船のようにぎちぎちと緊きん迫ぱくしながら何かを押さえ込んでいる。ルーシアはすぐに気づいた。その魔方陣が今は彼女の体内にある『外げ道どう祈き祷とう書しよ』を押さえ付けているのだ。

「どうしてこんなことが!?　今まで誰もこれをどうすることもできなかったのに！」

「君たち『赤』の連中には分かるはずはない。君の体内にあるそれは『黒』の魔術師が遺のこした物なのじゃよ。とても偉い大だいな魔術師がな。……来たまえ。君に見せたい物がある」

　トリプル・クラウンはルーシアの手を引いて寝室を出た。部屋の中央に描かれた魔方陣を見てルーシアは「これは……？」と呟いた。

「よく見たまえ。水晶の中にある物に君は見覚えがあるはずだ」

　おどおどと水晶球を覗き込んだルーシアの顔が硬こう直ちよくした。

「気づいたようじゃな。そう、それは君の身体の中にある『外道祈祷書』の頁ページの写しじゃ。今その水晶球の中で書の解かい析せきを行おこなっている」

「貴方は……これが何なのか知っているんですか!?」

　トリプル・クラウンは頷うなずいた。

「教えてくださいっ、お願いですっ」

　子供の頃からずっと抱いだいていた疑問。そしてずっと自分を悩なやませていた足あし枷かせ。これがあったために父は自分を人前から遠とお避ざけ、友達を作ることさえ許されなかった。誰一人として頁を追い出すどころか正体さえ掴つかめなかったのに、それに干かん渉しようする魔術を使う男が現れたのだ。オークションの下見会場であのような虐ぎやく殺さつを平然と行った男だというのに、ルーシアの瞳にはトリプル・クラウンが自分を助けてくれる名医に映うつった。

「わしは長いこと書の頁を探し続け、ずっと研究し続けてきた……」彼はルーシアの質問に答えているふうではなかった。ただ彼の顔には歓かん喜きがあった。「人の身体に入り込むことがあるという噂うわさは聞いたことがあったが、まさかグレンヴィルのお嬢さんの中に入っているとは……。驚いたよ。実に驚いた。悪いがその書はわしが戴いただく。君の身体から書を安全に抜ぬき出すには少し時間がかかる。それが済すむまでは一いつ緒しよにいてもらおう」

「これを奪うばうためにオークション会場から逃げたんですか？」

「いいや、わしを狙ねらう者の正体がハッキリしたからじゃ。あの場に残っていたらわしは確実にあの連中の手に落ちた。……いや、その書のことも理由の一つではあるな。君のパートナーはそれを抜き出すことを許さないだろうからな」

「これがなくなったら、わたしはどうなるんですか……？」

「そんなことの想像もつかないのかね？　君の桁けた外はずれの魔力の源みなもとはその書だ。それがなくなれば君は何の力もなくなるだろう」

「そ、そんなの嫌いやですっ！」

　ルーシアは胸の前で手を組み強力な攻こう撃げきの術言ワードを唱となえる。が……いつもなら無限の井い戸どから水を汲くみ上あげるかのように魔力が集まってくるというのに、何の力も湧わき上あがってはこなかった。ルーシアの手からがくりと力が抜けた。

「そう、それが君の本当の実力じゃ。元々なんの才能もなかった者が、その強大な力を持つ書によって仮かり初そめの力を得ていただけなのじゃよ。君はわしには勝てない。諦あきらめたまえ」



    

  
    
      「やめてください……困ります……」ルーシアは顔を覆おおって泣き崩くずれた。「これがなくなったらわたし、薫さんのお役に立てなくなってしまいます……。これがあるからわたしは薫さんのお側そばにいられるんです……」

「君のような才能なき者には宝の持もち腐ぐされじゃ。おとなしく書を渡わたし、彼の所に帰る道を選ぶのじゃな」

「あ、貴方なんかに渡しませんっ」

「残念だがそれは不可能じゃな」

　トリプル・クラウンは冷たく言うと、少女に命じてほとんど立つこともできなくなってしまったルーシアを奥の寝室へと連れて行かせた。そして窓とドアに魔術で鍵かぎを掛かける。知ち恵えの輪程度の初歩の魔術だが、外道祈祷書の力を封じられた今の彼女ではそんなものを解除することもできないだろう。トリプル・クラウンは椅子に腰掛けると、先さき程ほどホムンクルスの少女が写してきた時刻表のメモ用紙との格かく闘とうを再開した。

「……ご主人さま酷ひどいです。ルーシアちゃん、泣いていました」

「放ほうっておけ」

「でも……泣いてたし……」

　しつこく食い下がる少女をトリプル・クラウンは睨みつけた。少女はびくりと震ふるえる。

「放っておけと言うておるのじゃ。どうせあいつはお前と同じ仮初の生き物。あの娘の二つの人格の片方は書が作り出した物じゃからな。書を抜き出したと同時に消しよう滅めつしおるわい。もう片方も無事でいるかはやってみぬとさすがのわしでも分からん。消えてしまうものになど気を遣つかっても仕方なかろうが」

「えっ……ど、どういうことです!?」

　少女は目を瞬しばたたかせて聞き返すが、トリプル・クラウンは無視して時刻表を調べていった。

「これじゃな」トリプル・クラウンはメモの一枚を取り出した。「終電まであと一時間といったところか……しかしどうせそれも『連中』には読まれている……『連中』にはあの女がいるからな。くく……面おも白しろいではないか。こちらの動きを予め分かっている相手からどうやって逃げるかというのも」

　いつの間にかトリプル・クラウンの顔にいつもの狂人めいた笑いが戻もどっていた。トリプル・クラウンはテーブルの上に目をやった。そこにはルーシアの携けい帯たい電でん話わがあった。

「さあ、早く来てくれたまえ、教きよう皇こう庁ちようの諸しよ君くん。君らが来なくては始まらないのだ」

　　　　◇




　赤い光が新宿のビル群を染そめ上げていた。

　数十台のパトカーの放はなつ回かい転てん灯とうの光だった。『とあるビルで起きた異い臭しゆう騒さわぎ』ということで街は封ふう鎖さされようとしていたが、よく見ればおざなりに置かれた救きゆう急きゆう車しやからはさっきから誰も出入りしてはおらず、逆に着々と配備されていく警官隊は誰もが完かん全ぜん武ぶ装そうし、警官隊に指示を飛ばす藍あい色いろの法ほう衣えの男たちの姿があった。

　街の店々からは次々と店員や酔すい客きやくが強きよう制せい退たい去きよさせられていたが、その作業は遅ち々ちとして進まなかった。新宿という街はニューヨークのように区画整理されてはいない。大通りから逸それれば縦じゆう横おう無む尽じんに裏うら路ろ地じが走り、数え切れないほどの飲食店が軒のきを連つらねている。そこに深夜まで途と切ぎれることのない人波が押おし寄せているのだ。その中に入り込んだ一人の男を捜さがすというのは困難を極きわめる作業だった。一軒ずつしらみ潰つぶしに店から一いつ般ぱん人じんを退去させ、聞き込みをしてあの男を追っていた。

　退去が完かん了りようした一軒の飲食店に作られたエスクードの作戦本部の片かた隅すみで、薫はずっと同じことをぐるぐると自じ問もん自じ答とうしていた。

（僕はどうすればいいんだ……）

　アルフェルムから突つきつけられたレイニー解放のための交こう換かん条件。それはトリプル・クラウンが口にした予想とまったく同じだった。薫がトリプル・クラウンを連れて戻ること。でなければ彼女は二度と太陽の光を浴あびることはない。奴やつが口にしたおぞましい責せめ苦く。自分がトリプル・クラウンを連れて帰らねば、レイニーは永遠の地じ獄ごくを味わわされるのである。だが奴を渡せばレディ・キィの情報が漏もれることは確実だった。

　薫は顔を覆った。どちらを選べばいいか分からなかった。選べるはずがなかった。

「小こ僧ぞう……」

　誰かが背後に立った。薫は顔を上げた。ルーシアの従者のキースが険けわしい顔で薫を睨にらみつけていた。敬愛する主人ルーシアをあんな男に連れ去られたショックで彼は憔しよう悴すいし切っていた。

「お前が何を考えているか分かってるぞ。だが何があろうともトリプル・クラウンは返させない。お嬢様を助けるためなら私は悪魔にも魂たましいを売る。奴を国外に逃とう亡ぼうさせるのと引き換えにお嬢様が帰って来るなら、お前らをこの場で殺すことも厭いとわん」

　店内にいた長谷川司祭やエスクードのエージェントがぎょっとしてキースを見た。

「……僕はルーシアのことを助けます」

「当たり前だっ。貴様がお嬢様をこんな状じよう況きように突き落としたんだっ！」

　キースは激げつ昂こうして薫の胸むな倉ぐらを掴んだ。薫の頬ほおには殴なぐられた跡あとがあった。ここで彼と合流したときに彼に殴られた跡だった。薫は抵てい抗こうせず黙って殴られた。あのとき無理にでも彼女を止めることはできたはずなのに、船に乗るためにそれを看かん過かしたのは確かだからだ。

「……僕は彼女を助ける」薫は同じ言葉を繰くり返かえした。自分の血肉を代だい償しように支し払はらおうともルーシアを助ける。その覚かく悟ごはついている。だがその代償がレイニーだとしたら？　追い詰つめられたトリプル・クラウンが国外逃亡を条件にルーシアを人質に取ったらどっちを取るのか？……突きつけられた選せん択たくに薫は答えを出せずにいた。

「……やめたまえ」長谷川司祭がキースを制止した。「奴らしき男の目撃情報が入って来た。この近くのラブホテルの職員が、黒いローブに身を包んだ老人が二人の女の子を連れて入って来る姿を見たようだ」

「本当ですかっ」

「現在ホテルを警官隊に包囲させているところだ。それが完了し次し第だい、中の者たちを退去させた上で奴ともう一度交こう渉しようを行う。もちろん奴が飲まなければ強行突とつ入にゆうを敢かん行こうする」司祭は店内の壁かべ時計をちらりと見た。「あと十分ほどだ。それで……君はどうするのだね？」

「どうするって……」

「君以外の全員があの女性を見み捨すてるつもりでいる。さっきも言ったが、我々エスクードにトリプル・クラウンをアルフェルムに返すという選択肢しは存在しない」

「だ、だけどっ」

「『だけど』の後は何かね？　よもや君は彼女一人の命を『ゲート』が開くか否いなかよりも重く見ると言うのかね？　私は自信を持って断言するが、当の彼女でさえもそんなことは望んではおらん。なのに君だけは彼女を助けるためにこの世界を売ろうと言うのかね？」

　確かにレイニーは自分とトリプル・クラウンの交換など望んではいないだろう。薫を逃がしてくれたとき彼女の瞳ひとみはこうなることをすでに覚かく悟ごしていた。

（だけど……）

　薫は答えられず沈ちん黙もくした。

「……少しは大人になったと思っていたのだが、君はまだ子供のままだったのだな」司祭は冷たく言って背を向けた。そしてエスクードの隊員たちに命じる。「準備をしろ。戦力が一人減へったが、作戦に変へん更こうはない。あのイカれた男のことだ、投とう降こうの呼びかけを無視して街中で魔術を放つことは十分に考えられる。被ひ害がいに備えて……」

　と、指示をしながら店のドアを開いた長谷川司祭は絶句して立ち尽つくした。

「よ、久しぶりだな」

　ドアの前に立っていた男は皮肉に唇くちびるの端はしを歪ゆがめてみせた。

「真ま澄すみ……君……」そこにいたのは薫の兄である桂かつら木ぎ真澄だった。「いったいどうしてここに……」

「お前らと同じ手段さ。警察の中にもこっちのシンパが混じっていてな。薫の通話をチェックさせてたってことよ」

　真澄は硬こう直ちよくする司祭を押しのけて店内に入って来た。

「それで薫。答えは出たのか？」

「答え……？」

「そうさ。どんな目的でお前らエスクードがあのイカれ魔術師を追っているか知らねえが、あのクソ女まで出で張ばって来たんだ。ただ事じゃねえ。となりゃあエスクードは奴を絶対に渡したくねえだろう……おめえを除のぞいてはよ。おめえがあのクソ女の命を握にぎってんだぜ。さあ、さっさと決めてくんな。おめえが『ＮＯ』と言やあ、俺はここにいる全員を排はい除じよしてトリプル・クラウンのことをとっ捕つかまえるよう命じられてるんでな」

　店内にいる全すべての人間──薫を除いた全てのエージェントが臨りん戦せん態たい勢せいを取っていたが、真澄はまるで意に介かいした様子もなかった。彼の放つ威い圧あつ感かんは圧あつ倒とう的てきであった。人間であったときから体術と精せい霊れい魔ま術じゆつを使いこなしていた男が盟主ロードの血を受けたのである。その気になればここにいる十数人はほんの数分で肉にく塊かいと変わるだろう。薫が剣を抜ぬかなければ。

　薫は突きつけられた新たな選択に震えた。レイニーを見捨てるか否いなか。レディ・キィの情報をアルフェルムに渡すか否か。それに加え今度は兄と戦うか否かを決めろと言うのだ。いつかあの魔王から助け出したいと思っている兄と。

　薫は初めてレイニーが一千年の間に積み上げてきた葛かつ藤とうを自分の皮ひ膚ふ感かん覚かくで知った気がした。彼女は心を交かわした歴れき代だいのレディ・キィでさえ、魔族に奪われそうになったときはその手で殺してきた。そのたびに彼女はこんなふうに自分の心を切きり裂さいてきたのだ。いくら助けたいと願っていても、エスクードにいれば闇やみの世界に連れて行かれた兄と戦うこともある……それは分かっていたはずなのに、それは現実の痛みを伴ともなわないただのシミュレーションにすぎなかったのだ。

（僕は……）

　震える薫の手がポケットへと伸のびる。真澄は一いつ瞬しゆんだけ顔を強こわ張ばらせるが、にやりと笑い手を中空に伸ばす。短かな術言ワードと共に彼の手にアルフェルムから与あたえられた伝説の杖つえ『ケラウズランブラ』が現れた。先さき程ほどまでは憎ぞう悪おの顔で薫を睨みつけていたキースが驚いて二人を見比べる。

　──と、そのときであった。

　最初にそれに気づいたのは真澄であった。真澄は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめ、窓の外をちらりと覗のぞいた。続いて気づいたのは薫とキース。「……おい」とキースが薫に言う。「聞こえるか？」

　薫は頷いて店を飛び出した。道路の向こう、警官隊がバリケードを作った辺あたりから様々な剣けん呑のんな光と音が聞こえてきていた。人が争う声、バンバンバンッという発はつ砲ぽう音おんと銃じゆうのノズル・ファイアが夜の街を照らす光、そして悲鳴。

「警官隊が誰かと交戦している！」

　そう叫さけんでから薫はハッとして真澄の方を見た。

「真澄さんっ、まさかあんた！」

　しかし真澄は小さく首を振ふった。「いや……来たのは俺だけだ」真澄の顔には戸と惑まどいの色が見えた。

（じゃあこれは!?）

　戦いの音はどんどんと悲鳴の声に塗ぬり潰つぶされていっていた。考えてる場合じゃないっ……薫は上着のポケットから宝石化したブラディミールを取り出し、両手の掌てのひらを打ち鳴らして手の中で宝石を砕くだいた。薫の手の中から零こぼれる赤い宝石の破は片へんがあっと言う間に異い形ぎようの剣と変わった。

　薫は真澄を見た。彼は戸惑った顔のままだった。

「……真澄さん。さっきの続きは後にして下さい」

　薫はそう言い残して喧けん騒そうの方へと走り出した。

　　　　◇




「始まったようじゃな」

　トリプル・クラウンは窓から顔を出し、ひっひっひっと気き色しよくの悪い笑いを漏もらしながら街を眺ながめた。パトカーの回転灯に赤く染められた街からおぞましい悲鳴が響いていた。

「何がです～？」

　ホムンクルスの少女が首を傾かしげて訊たずねる。

「決まっておろう。教きよう皇こう庁ちようの者どもと『連中』が戦いを始めたのじゃ。ほぼ予定通りじゃな」そう言ってからトリプル・クラウンは部屋の中央に置かれた水すい晶しよう球きゆうを見つめた。水晶球の中に映ったルーシアの外げ道どう祈き祷とう書しよの頁ページは、四分の三ほどが得え体たいの知れぬ文字から魔導文字へと置おき換かえられていた。「……解析こつちの方は予定通りとはいかなかったか。まあ仕方あるまい」

　トリプル・クラウンは水晶球の前まで行くと、部屋に置かれていた大きなクリスタルの灰皿を手に取り、水晶球に振り下ろした。粉こな々ごなになって床ゆかに降り注ぐ水晶の破は片へんを恨うらめしそうに見つめながら、トリプル・クラウンはローブの袂たもとから羊よう皮ひ紙しを取り出して少女に投げて寄よ越こした。

「おい、空っぽ頭。魔ま方ほう陣じんは回収しておけ。もう一度描えがくのは面めん倒どうだ」

「あ、はい」少女が羊皮紙を魔方陣の上に置くと、墨すみが染み込むように魔方陣の文字が羊皮紙に吸い込まれていく。「でもご主人さま、その『連中』って誰ですか？　オークションに行く前から『もしオークションに奴やつらが来たらあの赤毛にも頼たよってはおられぬ』とか言ってましたよね？　そんなにまずい人たちなんですか？」

「途と方ほうもなく、な。本当はあの赤毛とぶつけて始末してもらいたかったんじゃが、そうもいかんかったようじゃ。あの小僧たちではどこまで相手になるかどうか……。まあせいぜい善戦してもらおう。万が一にでも相打ちになってくれれば幸いじゃ」

「よく分かんないです～」

「お前のような空っぽ頭に説明している時間はない。行くぞ、あの娘むすめを連れて来い。逃にげられぬようお前が見張っておるのだぞ」

　　　　◇




　バリケードの手前数メートルの所まで駆かけつけた薫の目に飛び込んで来たのは死体の山だった。ヘルメットとジュラルミンの盾たてで武装した機動隊の隊員が、装備ごと真まっ二ぷたつに裂かれて無残にアスファルトの上に転がっていた。薫がこのバリケードの前を通ったときには二十人近い隊員がいたのに、もう半分も残っていない。

（なんて……ことだ）

　薫は呻うめいた。深夜の歓楽街で警察の機動隊員たちが銃撃戦を繰り広げている相手もまた同じ装備に身を包んだ機動隊員であったのだ。重い装備に身を包みながらまるで猿さるのように宙を飛とび交かい銃じゆう弾だんを躱かわしている。

「助けてくれっ！」生き残っていた隊員の一人が叫んだ。「こいつらっ、こいつらもう咬かまれているっ」

　隊員は恐きよう慌こうに陥おちいり銃を乱らん射しやする。しかし使し徒ととなった隊員はそれをやすやすとかわし、彼の真後ろに降り立ち口を大きく開いた。口の中の歯が全て尖とがった犬けん歯しと変わっていた。「やめろっ」薫は悲鳴のように叫ぶ。しかし牙きばは突き立てられ、隊員は絶ぜつ叫きようした。

　じゅるじゅると血を啜すする音。牙が鎖さ骨こつを粉々にする音。血を吸うだけでは飽あき足たらなくなり、肩かたの肉を大きく引ひき千ち切ぎり咀そ嚼しやくする。

　別の隊員が後ろから使徒となった隊員を射しや撃げきする。が、使徒はいっこうに気にせず恍こう惚こつとした顔で血肉を漁あさる。知った顔だった。警視庁『特とく殊しゆ生物対策課』の指し揮き下かの機動隊で、ついこの間まで共に闇の生物たちと戦っていた仲間だった。だが今は陶とう然ぜんと仲間の血肉に歓かん喜きしている。

「はァ……」使徒は隊員の身体からだを離はなした。隊員は肩から心臓の辺あたりまで食い千切られ絶命していた。「すごく……いい。こんなことなら奴らと戦うなんてしなくてもよかったのに」

（ちくしょうっ！）

　薫はブラディミールを構えて使徒へと走った。瞳ひとみには涙なみだが滲にじんでいた。仲間が殺されたのが悲しいだけではない。ここまで簡単に人を闇の世界に堕おとしてしまう奴らが憎にくかった。

　使徒は重力を無視したかのようにふわりと飛び、薫の剣を躱した。すぐ背後にあったパトカーがブラディミールの刃やいばによって豆とう腐ふのように斬きり裂さかれる。飛び上がって剣をかわした使徒はパトカーの屋根を蹴けって方向を変え、さらに高く跳ちよう躍やくする。薫は空を見上げるが、そこにはもう使徒の姿はない。ビルの壁を蹴ける音がし、物もの凄すごい速度で薫の周囲を飛び回る。皮肉なことに闇の者と戦うために鍛きたえられた彼の運動能力は、使徒の肉体への適応をスムーズにさせていた。

　トン、と薫の背後で着地音がした。「危ないっ」生き残った隊員が叫ぶ。しかし、その叫び声が響き終わるより早く、薫はくるりとターンしながら剣を振るっていた。

「……ブラディミールの剣士を舐なめるなよ」薫は震える声で言う。「僕はお前みたいに使徒となった人間をもう何人もこの手にかけているんだ」

　ブラディミールは使徒の身体を真っ二つに斬り裂いていた。それでもなお使徒は動いていた。斬り離された下半身を掴つかみ、上半身にくっつけようとしていた。薫は小さく十字を切ってから、ほんの十数分前までは仲間だった男の脳のう天てんに刃を突き立てた。

「……いったい何があったんです？」

　薫は生き残った隊員たちに訊ねた。

「分かりません。いきなり奴がビルの合間に引っ張り込まれ、様子を見に行った隊員が殺され、そして……このざまです」

　誰がいったい使徒を作ったのだ？　魔族は血の契けい約やくによって人間を奴ど隷れいに変えて使し役えきするが、使徒は使徒を作れない。少なくとも真澄が機動隊員を使徒に変えて仲間同士で殺し合いさせたということはない。ではいったい誰が……。

「薫さんっ」と別の生き残った隊員が叫んだ。手にはトランシーバを持っていた。「他のチームに連れん絡らくが取れません！」

　薫はハッとして周囲を見回した。戦いに気を取られて気づかなかったが、街のあちこちから銃じゆう声せいと悲鳴が響ひびいていた。

「ちくしょうっ、ここだけじゃないのか！」

　薫は今度は声に出して叫び、走り出した。

　　　　◇




　クソ……とキースは心の中で吐はき捨すてた。

　キースは使徒とされた機動隊員と交戦中だった。ここに配備されていた隊員は全すべて殺された。自分が駆けつけたときにはまだ何人も残っていたが、使徒となった隊員は自分と戦いながら邪じや魔まな他の隊員を一人ずつ排はい除じよしていった。

　キースは自分の周りにいくつもの紙片を浮うかべていた。様々な物体に魔ま力りよくを注入して硬こう質しつ化かさせる──それはキースの得とく意い技わざであり、ルーシアが魔術師のパーティでの戦いのときに使ったワインの剣もキースが教えたそれをアレンジしたものである。彼が今こうして辛かろうじてながら敵の攻こう撃げきを耐たえていられるのも、戦いの一番最初にそれを使った幸運のお陰かげであった。だがそれももう切れかけていた。鋼こう鉄てつとなった紙片が、ピッ、ピッ、と音を立てて裂け始めている。

（こちらから攻撃せねば……）

　しかし敵の息もつかせぬ攻撃のせいで新たな術言ワードを唱となえる時間がない。この隊員は元から戦いの専門職だ。キースに攻撃魔術を使わせない程度にちょっかいを出しながら、他の隊員を殺していった。そしてまともに戦えない魔術師だけが残った。奴は笑みを浮かべながら自分を嬲なぶり殺ころそうとしている。

（魔術師は戦いには向かぬのだ。あの野や蛮ばんな異い教きよう徒とどもに任まかせておけばよいのだ……）

　目の前の使徒がキースに向かって爪つめを振ふるう。キースの反射神経ではだいたいの動きに合わせて自分の目の前に紙片を持って行くぐらいしかできない。パンッと使徒の爪が火花を立てて紙片の一枚を切り裂いた。「くっ……」キースはすかさず別の紙片を自分の前に持って行くが、限界近くにきていたその紙片もダメージを完全に殺し切れずキースは後方に大きく飛ばされ、電でん柱ちゆうに背中をぶつけた。

　キースは起き上がろうとするが、敵はもうキースの目の前にいた。鋭するどく伸びた爪がキースの脳天を狙ねらっていた。キースはほとんど条件反射で両手で頭部を覆おおい、紙片がその上から頭をガードした。微かすかに残っていた紙片の魔力のお陰で弾はじかれて方向が変わり、滑すべった爪がキースの肩かたを貫かん通つうした。キースは苦痛に悲鳴を上げた。その痛みで一気に集中力が失われる。残っていた数枚の紙片は全て落下した。使徒は笑いながらキースの肩から爪を抜ぬき、爪についた血を貪どん欲よくに舐なめた。

（お嬢じよう様さまやあの異教徒の小こ僧ぞうはこんな奴らと毎夜戦っているというのか……）

　キースが覚かく悟ごを決めたそのときだった。

「やめろ、真澄さんっ」

　あの異教徒の小僧の声が響いた。なぜ『真澄』なのだ？　と思う間もなく、自分に覆い被かぶさっていた使徒の頭が綺き麗れいに砕くだけ散ちった。

　使徒の後ろにはケラウズランブラを構えた真澄の姿があった。

「お前……」

　どうやら薫は、真澄が自分のことを襲おそおうとしていると思って叫んだらしい。薫はほっとした顔でため息をついた。

　頭部を失った使徒の死体を真澄は脚あしで蹴った。

「口ほどにもねえな、眼鏡めがね娘むすめの飼かい犬め」真澄はキースもよく知る皮肉な笑顔に口元を歪ゆがめてみせた。「俺はこんな奴の百万倍は強いぜ」

　　　　◇




「大だい丈じよう夫ぶですかキースさん」

　薫は彼に駆け寄った。キースの肩は深々と抉えぐられ、額に脂あぶら汗あせを滲ませながら荒あらい呼こ吸きゆうをしていた。

「平気だ、大したことはない」

「だけど……」

「平気だと言っているんだ異教徒め。お前などに気を遣つかわれたくない」キースは薫の手を払はらい退のけ、真澄の方を向いた。「……なぜ私を助けた」

「別に助けちゃいねえよ。こいつら、我わが君きみの領地の中で勝手な真ま似ねをしてやがる。それが気に食わなかっただけだ」

「いったい誰がこの人たちを使徒にしたんですか？」

「知らねえよ。知ってたら皆みな殺ごろしにしてるさ。……それでよ、薫。続きはどうすんだ？」

「続き……」

　薫は思い出した。自分は真澄と戦おうとしていたのだ。

「……小僧、私がやる。お前のような軟なん弱じやくな男には無理だ」

　キースが立ち上がり、薫の前に立った。

「ほう、優やさしいじゃねえか。薫の代わりに俺とやろうってのかい？」

「別にそんなものではない。ただ私は昔っからお嬢じよう様さまを酷ひどい目めに遭あわせ続けるクラウディア・マルゼスとお前が大だい嫌きらいなのだ」

　自分の言葉を真似されて真澄は苦く笑しようした。だがすぐに目に危険な輝かがやきが宿る。真澄はケラウズランブラを構えた。キースも呼こ応おうするように術言ワードを唱える。落下していた紙片が浮かび上がり、彼の周りを旋せん回かいし始めた。

「ちょ、ちょっと……」

　そのとき薫の携けい帯たい電てん話わが鳴り出した。ディスプレイには長谷川司祭の名前が表示されていた。薫は電話に出られず、目の前で殺さつ気きの火花を散らす二人の男の方を見た。「いいから出ろよ」「邪魔だからさっさと出ろ」二人は薫に目を向けず言った。

「薫君かっ」司祭は泡あわを食ったような声で言った。「大変だ。奴やつが移動した。さっきの騒さわぎで警備が緩ゆるんだ隙すきに、警官隊を殺してホテルを出よった」

「ルーシアはっ!?」

　薫の叫びに、殺し合いをしようとしていた二人の男たちがハッとして薫の方を向く。

「連れられて行った。指し揮き系けい統とうも混乱していたので追うことはできなかったのだが……」

「……上じゃねえ」真澄が言った。使徒となった彼の聴ちよう力りよくは電話越ごしに司祭の声を捕とらえていた。真澄は薫の手から携帯電話を引ひっ手た繰くる。「おい、地下を調べさせろ。いくらこの混雑した街だからって、上にこれだけの追っ手がいるのに地上を逃にげるはずはねえ。下水路か……あるいは鉄道。鉄道警察を使って調べさせろ」

　真澄は一方的に通話を切って薫に携帯を投げて返した。

「行くぞ。たぶん鉄道だ。ほら、すぐ行けるよう準じゆん備びしとけ」

「で、でも……」

　僕らは殺し合いをするんじゃなかったんですか、という言葉を薫は口にはできない。

「しゃあねえだろ、あの眼鏡娘がいるんじゃ。一時休戦だ」

　　　　◇




　新宿駅周辺は騒そう然ぜんとしていた。異い臭しゆう騒さわぎということで周囲を封ふう鎖さしていたが、そこに使徒の襲しゆう撃げきを受けたもので多くの目もく撃げき者しやが出てしまった。知人に「すげえことが起きてるから早くお前も来いよ」などと電話したり、目の前に警察がいるというのに混乱して警察に通つう報ほうしたり、続々と野や次じ馬うまが集まり始めていた。空にはマスコミのヘリが旋回している。

　薫は走りながら長谷川司祭に電話をした。

「これほど野次馬に集まられては、こっちは事件の処理でしばらく動けぬな……」

　電話の向こうで長谷川司祭が苦にが々にがしげに言った。闇やみの生物が起こした事件の事後処理もまたエスクードと警察の特とく務しゆ部門の重要な仕事だった。

「奴のことは君に追ってもらわざるを得ない。が……」

　長谷川司祭は言葉を濁にごした。

「真澄さんも一いつ緒しよにいます。奴を捕とらえるまではひとまず休戦だそうです」

「彼が襲撃から我らの兵士を助けてくれたことは報告が来ている。……だが彼は中なか野の台だい高校の地下で我々のエージェントが十数人も虐ぎやく殺さつされるのを平然と看かん過かしたことも忘れるな。気をつけろ。君が正しい判断を下くだすことを祈いのっている」

「……分かってます」

「ならいいがな。向こうは君と同じ感情を共有しているとは限らないぞ」そこで司祭は言葉を切った。後ろで誰かの声が聞こえた。部下の報告を受けているらしかった。「……薫君。君らの読みは正しかったようだ。今しがた鉄道警察から連絡があった。ルクレシア嬢を連れた黒ローブの外国人が駅の構内へと入った。埼さい京きよう線せんだ」

「次の電車の出発まで何分ありますか」

「到着まで２分とちょっと。30秒後が出発時刻だ」

　薫は頭の中に新宿駅の内部構造を描き出す。曲がりくねった長い通路と、溢あふれかえった人波……。薫の頭に『タイム・オーヴァー』という文字がネオンサインで点てん滅めつした。

「ダメだ、それじゃ間に合わない！　教きよう皇こう庁ちようの力で止められないんですか!?」

「交こう渉しようをしている時間があれば可能だが、とりあえず断られた。が……電車にはダイヤ調整という裏うら技わざがあるのを知ってるかね？」

「知ってます。45秒延のばせるんですね!?」

「そうだ。全部合わせて約４分。それで何とかなるか？」

「いけそうです」

　薫は通話を切った。電車のダイヤは15秒刻みで調整されている。たとえば５時10分出発となっていても、10分ちょうどの出発から、10分15秒、10分30秒、10分45秒と４通りの出発時刻がある。これによって電車の交こう錯さくを調整しているのだ。

　二人は駅ビルの中を地下の駅へと向かって走る。改札口の前に連絡を受けていたらしい鉄道警備隊が待機していた。薫は息を切らせながら「電車が来るまでは!?」と訊たずねる。

「到とう着ちやくまで１分と少し。停車時間は30秒プラス45秒。問題の電車の車しや掌しようには最低限の連絡しかしておりませんので、延えん長ちよう時刻を過ぎたら出発せざるを得ませんが……」

「それで結構です。ホームにはどれくらいの人がいますか？」

「軽く百人は」

「……分かりました」

　薫は改札口を飛び越えて真澄と合流し、また走り出した。

「おい、薫。一つだけお前に教えておくことがある。なぜ我が君がおめえらに猶ゆう予よをくれたか分かるか？」

「猶予!?　奴を渡わたさなければレイニーさんを殺すっていうののどこが猶予ですかっ」

　薫は激げつ昂こうしたが、真澄は「猶予は猶予さ」と言った。

「もしかするとトリプル・クラウンの逃とう亡ぼうはおめえらの仕し業わざじゃねえかもしれねえっていう情報が入って来たんだ。おめえが咬かまれそうになったときブルームクイストの奴が入って来て我が君に報告をしたのを覚えてんな？」

「あ……はい」

「容疑者の名はエレンディラ・パトルナーゼ」

　薫はその名にびくっとして真澄を見つめた。ルーシアと一緒にいるときに薫に声を掛かけてきた盲もう目もくの女性だ。

「あのクソガキと一緒にいた女……だよな？」

「……あのとき会って話をしただけです」

「まあそういうことにしとこう。で、その女は偽ぎ名めいを使って船に乗り込んでいたが、会場にいた人間の魔術師に女の顔を知っている奴がいてその名前が分かった。それが意味するところに気づいたときにはもう船から消えていたがな」

「何者なんですか」

「パトルナーゼは母はは方かたの姓せいだ。父方の姓を借りればエレンディラ・ストリックスランド」

「ストリックスランドって……それってトリプル・クラウンの本名じゃないですかっ」

「そうだ。トリプル・クラウンことブレンティス・ストリックスランドには二人の娘むすめがいた。片方は魔族に売り飛ばされたそうだが、もう片方は奴が不ふ祥しよう事じを起こしてストリックスランド家が取とり潰つぶされた後にどこかに姿を消した」

「じゃあ……」

「その娘の名がエレンディラだ」

　　　　◇




　ホームに電車が着いた。電車を降りる人ひと波なみが途と切ぎれるとトリプル・クラウンはルーシアに「乗りたまえ」と言った。

「行こ、ルーシアちゃん」

　ホムンクルスの少女が脚あしが動いてくれないルーシアの手を引っ張って電車へと引っ張り込む。そんなルーシアの様子に冷たい笑いを漏もらしてトリプル・クラウンも後に続いた。

（どうなっちゃうんだろう……わたし）

　たくさん、とてもたくさん泣いてもう一年分の涙なみだを流してしまったと思ったのに、また涙が滲にじんできた。ここに来るときトリプル・クラウンは言った。「君の中から書を取り出す魔術を使っている時間がなくなった。とりあえず逃にげ、逃亡先でゆっくりと取り出させてもらう。申し訳ないがもうしばらく付き合ってもらおう」と。彼は何が何でも自分から『外げ道どう祈き祷とう書しよ』を奪うばうつもりだった。それを奪われたら自分の魔力は失うしなわれてしまうのだという。そしたら自分はただの役立たずだ。もう薫と一いつ緒しよに今のような楽しい生活を続けることはできなくなってしまう──。

　電車の扉とびらはまだ開いている。しかし降りられない。ホムンクルスの少女がルーシアの手をしっかりと掴つかんでいた。この少女は使徒なみの肉体能力があり、とてもではないが振り切ることはできない。仮に運良く降りられたとしてもトリプル・クラウンがいる。ルーシアが逃げようものなら、電車を吹ふき飛ばしてでも追って来るだろう。

（けどイヤだ……。薫さんと一緒にいられなくなるなんてイヤ……）

　ボロボロと涙が零こぼれて来た。近くにいた大学生ふうの二人が日本人英語で「どうしたの？」と声を掛けてきた。「たすけ……」喉のどまで言葉が込み上げるが、トリプル・クラウンの手が微かすかに動くのを見てルーシアはその言葉を飲のみ込こんだ。

「何でもありません。ちょっと……その、好きな人にふられちゃって」

　少女漫まん画がにあった言葉を精せい一いつ杯ぱいの笑顔で言う。大学生たちはちょっと不ふ審しんそうな顔をしたが、ルーシアに背を向けた。トリプル・クラウンは杖つえを膝ひざの上に置いた。

（わたし、本当にふられちゃうのかな……。魔法が使えなくなったら、わたしみたいな子には何の価か値ちもなくなっちゃうもの……）

　彼はどうして自分にこんなに優やさしくしてくれるのだろう？　もう一人のわたしがいくら我わが儘ままを言っても結局は受け入れてくれる。わたしが役に立つからなのだろうか？　役に立たなくなったら捨すてられてしまうのだろうか？

（違う。薫さんの優しさは偽いつわりなんかじゃない……）

　しかし彼がブラディミールの剣けん士しであることもまた確かなのだ。戦える人間だけが彼の側そばにいられる。あの赤い髪かみの、とてつもなく美しい女性のような……。

　──……ルーシア。

　名前を呼ばれた気がした。気のせいだ。自分がここにいることなんて……。

「ルーシア！」

　はっきりと声が聞こえた。ルーシアは声の方を見た。階かい段だんを駆かけ下りる薫の姿があった。怒おこったような顔で真まっ直すぐにこっちに向かって走って来る。横には兄あに弟で子しの真澄の姿もあった。

「薫さん……それから真澄さんも……」

　涙が溢あふれ出た。それは悲しみが零こぼさせる涙ではなかった。

　トリプル・クラウンが舌打ちして杖を握にぎって立ち上がった。「ダメっ！」ルーシアはトリプル・クラウンにしがみつくように飛び掛かる。簡単に振ふり払はらわれてしまったが、杖を叩たたき落すことには成功した。これで大だい丈じよう夫ぶ。薫さんたちは間に合う。これで家に帰れ──。

「いいえ、残念だけれどそれは叶かなわないわ。彼らは間に合わない運命なの」

　女性の声がした。えっ、とルーシアは声の方を向く。いつの間に乗っていたのであろう、そこには知った顔があった。

「エレンディラさん……」

　彼女の言葉に呼応するように、発車のベルも鳴らずにドアが閉じた。プラットホームの薫が唖あ然ぜんとした顔になる。

　電車がゆっくりと動き出した。すぐそこまで来ていた薫の姿がまた遠く離はなれて行く。薫は無む謀ぼうにも飛び込むように窓に体当たりする。ビシッとガラスが割れる音がしたが、彼は弾はじかれてしまった。彼の額ひたいから血が流れているのが見えた。「どいてろっ」と真澄が薫に代わって電車に飛び乗ろうとする。ルーシアの顔に希望の光が差すが、それは電車の中から放たれた光の矢によって消え失うせた。術を使ったのはトリプル・クラウンではなかった。矢を放ったのは洋風の衣い装しようを着た長身の男であった。

「死にたくなければ静かにしていたまえ。余計なことは一いつ切さいするな。我々は次の乗のり換かえの駅で降りる。それまでの辛しん抱ぼうだ」

　長身の男が騒そう然ぜんとなる車内に向かってややたどたどしい日本語で言った。気づくと先さき程ほどの大学生たちが携帯電話を取り出して長身の男に写メールのレンズを向けていた。「いけな……」ルーシアはやめさせようとしたが、ヒュン、という音と共に二人の身体からだが二つに分断された。悲鳴が車両を埋うめ尽つくした。

「やめろって言っただろ」いつの間にか──死体となった──大学生たちの背はい後ごには小さな影かげが回りこんでいた。ティシェーラとかいうあの少年だった。

　電車は速度を上げて新宿のホームを出た。長身の男がこちらに近づいて来る。ルーシアはガタガタと震ふるえた。魔族だ。それも生なま半はん可かなレベルではない。

「ブレンティス・ストリックスランド導どう士しですね？」

　長身の男はフランス語で言った。

「トリプル・クラウンで結構じゃよ。わしを魔族たちの指名手配にしたのは君らだな？　それからオークションで落札しようとしていたのも」

「いかにも」長身の男は頷うなずいた。「ということは我々が何者なのかご存じですね？」

「知っている。わしの娘が君たちと行動しているという噂うわさを聞いたときにはさすがに耳を疑ったがな」とトリプル・クラウンは言葉を切ってエレンディラの方にちらりと目をやった。「なかなか面おも白しろい数日だったぞ、娘よ。自分の行動を全部先に知っている相手を敵に回して逃げ延のびるにはどうしたらいいか……なかなかスリリングな設問であった。もっとも勝てなかったようじゃがな」

「ええ、お父様。貴方がこの国に不時着することも、赤あか髪がみの魔女を使ってオークションで自分を落札する手段に出ることもちゃんと分かっていたわ」

「では君らの命を受けたジラルディが落札に失敗することも分かっていたはずなのに、どうして防ふせげなかったのかね？」

「そういうことを言う人は多いわ。人々はわたしたち『夢ゆめ見み師し』には全すべてのことが見通せると思っているの。でも『夢見』の力というのはそういうものじゃないわ。わたしが見れるのはこの世の森しん羅ら万ばん象しようのほんの一部だけ。それはバラバラになった百億の本の頁ページを一枚ずつ拾い上げていくような作業なのよ。オークションの顛てん末まつが書かれた頁は見つからなかったの」

「それは残念だ。わしがこれからどうなるか預よ言げんして欲ほしかったのに」

「いえ……それなら見つかっているわ」

「それはお前がわしに復ふく讐しゆうの刃やいばを突つき立てる光景かね？」

「震えなさい、お父様」エレンディラはにっこりと笑った。「それはとてもよくない未来よ。お母様を魔術の材料マテリアルにし、姉さんを魔族に売り飛ばしたような人間の屑くずには相応ふさわしい未来が待っているわ」

「ふむ。お前の方が姉よりも『夢見師』の能力が高いと思って残しておいたのじゃが、どうやら失敗だったようじゃな。お前を売っておけばよかった」

「なっ……」

　泰たい然ぜんとしていたエレンディラの顔に憎ぞう悪おの色が宿やどるが、長身の男が割って入った。

「親娘おやこの再会はそれぐらいにしておいていただこう。私の名はイレウス。とりあえず話を聞いていただけますかな？　まあ、拒きよ否ひする選せん択たく肢しはありませんが」

　トリプル・クラウンはポリポリと頭を掻かきしばし黙だまっていたが、やがて大おお袈げ裟さな動作で肩かたを竦すくめて「よかろう」と言った。

「分かっていただけて幸さいわいです。ところで……そちらの娘さんは？」

「故こ郷きようのイギリスの娘だ。教きよう皇こう庁ちようの小こ倅せがれがオークションに潜せん入にゆうするときに出品した。わしだけが逃にげては残された彼女が如い何かなる目に遭あわせられるかと想像したら些いささか不ふ憫びんになってな。まあ人質にもなることだし連れてきたのだよ」

「結局は同じことなのに」

　イレウスは冷たい口調で言った。黙ってイレウスらのやり取りを聞いていたティシェーラが「ね、ね、この女、ボクにちょうだいよ。こいつ、すっごい生なま意い気きな奴やつの女なんだ。人間のくせにボクに無礼なことをしたツケを払わせてやりたいんだ」と残ざん虐ぎやくな色をたたえた瞳ひとみでルーシアの全身をねめつける。ルーシアはガタガタと震えながら自分の身体を抱だき締しめた。

「よしたまえ」トリプル・クラウンが言った。「安全な所まで行ったらこの娘の今夜の記き憶おくは綺き麗れいさっぱり焼き尽つくして解放する。それで問題なかろう？」

「……まあいいでしょう」

　イレウスはルーシアを虫けらを見るかのような目で一いち瞥べつすると、席に腰こし掛かけトリプル・クラウンと話を始めた。

　ルーシアは席に腰掛けた。隣となりにホムンクルスの少女が座すわった。

　ルーシアはそっとトリプル・クラウンの方を盗ぬすみ見た。

（けど……この人、どうしてわたしを庇かばったんだろう？）

　記憶を焼いて解放する云うん々ぬんのことではない。それより前、さっき彼が頭を掻いたり肩を竦めたりしたとき、ルーシアに向かってこっそりとハンド・サインを送って来たのだ。

『お前の身体の中に外道祈祷書があることを気づかれるな。気づかれたが最後、お前を殺してすぐに取り出そうとするぞ。こいつらは外道祈祷書を集めている』と──。

　　　　◇




「ちくしょうっ！」

　薫は叫さけんでホームの床ゆかを拳こぶしで叩たたいた。拳の皮が裂さけ、真っ赤に染そまっていく。電車に飛び乗ろうとして切った額からも血が流れるままになっていた。

　ホームではざわめきが広がって行っていた。先程の騒さわぎが終わった後、その当事者である背せ丈たけほどもある剣を持った美青年は美び貌ぼうに似合わぬ怒いかりを叫びながら床を叩き、その美青年とよく似た顔立ちをした黒いローブの青年が苛いら立だたしげに佇たたずんでいる。携けい帯たい電でん話わを取り出して二人を撮さつ影えいし出す者が現れ、真澄は「ちっ」と舌打ちしてその愚おろかな野次馬の方へと歩いて行こうとする。

　が、それよりも早く黒いスーツに身を包んだ集団がホームにやって来て、薫を隠かくすように前に立ち塞ふさがると、野次馬の手から携帯電話を取り上げた。「失礼。これは捜そう査さ資料として没ぼつ収しゆうさせていただきます」日本に駐留するエスクードの部隊『ジャベリン』のエージェントだった。中野台高校の事件で前任者の隊長が殺された後、薫は短期間ではあるが臨時の隊長を務めていた。エージェントは取り上げた携帯電話を手の中で粉々に砕くだいた。

「薫さん」エージェントの一人が言った。「場所を移動して下さい。電車は先の駅で停とめます。そしたら戦いになる。そのとき貴方がいてくれなくては困ります」

　そうか……と薫の顔に希望の光が灯ともる。ルーシアを助けるのには失敗したが、まだ国外に逃げられたわけではないのだ。薫が身体の痛みを堪こらえて立ち上がると、エージェントは肩を貸してくれた。彼は付け加えた。「それに、あまり貴方の顔を世間に晒さらしたくない。学校に行けなくなりますよ」

「あり……がとう」

　薫はそっと涙を拭ぬぐった。嫌きらわれているとばかり思っていたエスクードのエージェント仲間に優しい声を掛けてもらうのは初めてだった。そうだ、立ち上がろう。ルーシアを助けてまた二人で学校に行くんだ。

「みっともねえな、そういうの」

　真澄が言った。

「……何ですって？」

「だからそういうポーズをすんのってみっともなくてしょうがねえってんだよ。『僕は頑がん張ばったけどダメでした。でも頑張ったんだから責めないで下さい』みてえでさ。ほら、高校野球の甲こう子し園えんで外がい野や手しゆが届くわけもねえ数メートル先のボールに必死にダイビングしてみせるじゃね？　ああやって努力しているポーズをしねえと、熱ねつ血けつ監かん督とくが『たるんどるっ』とか怒おこるんだろうな。俺さ、昔っからああいう種の人間が気持ち悪くて仕方ねえんだ」

「そんなんじゃないっ！」

　薫は怒りに満ちた声で叫び、真澄の胸むな倉ぐらを掴つかんだ。そこでかろうじて踏ふみとどまったのは相手が真澄であったから……彼が偽ぎ悪あく的てきな物言いをする男だと知っていたからだろう。

「違ちがうって言うならさっさとボールを追いに行ったらどうだい？」

「分かってますよっ」

　と、真澄のローブから手を離してホームを後にしようとしたとき薫の携帯電話が鳴った。長谷川司祭からだった。「薫君か……」長谷川司祭の暗い声に、薫の背せ筋すじにぞっと冷たいものが走る。

「薫君、例の電車が停まった」

「池袋まで行ってますか？　すぐに行きますから……」

「いや……もう遅おそいのだ」長谷川司祭は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような声で続けた。「途と中ちゆう停てい車しやした後、電車の中で使徒にされた男が大暴れした。使徒にされたのは電車の運転手だった。そいつはもう我々によって射殺されたが、他の客たちは……生存者よりも死者の方が多い。遥はるかに、な」

　薫は絶句した。扉を閉じた密室のような車両内で使徒に暴れさせたというのか──。後部車両に追われながら、次々と襲おそわれて虐ぎやく殺さつされていく光景が思い浮うかび、薫の口の中に込み上げた胃い液えきの味が広がった。

「連中はその騒動に紛まぎれて逃げたようだ。電車が停まったすぐ近くで、人間がやったとは思えないような捩ねじくれた二人分の死体が発見された。どちらもごく普ふ通つうの会社員。近くを通っているときに車を奪うばわれたのだろう。車両ナンバーを調べて警察に検問を張るよう頼たのんだが、運良く警察が見つけたとしても止められはしないだろう」

「ルーシアの携帯は!?」

「電源が切られていて待ち受け電波が発信されてない。こんなことは言いたくはないが、正直言って八はつ方ぽう塞ふさがりだ……」

　真澄が薫の手から携帯を取り上げて通話を切った。「最悪のパターンを選んじまったみてえだな」真澄は番号をプッシュし始めた。

「……どこに掛けているんですか？」

「我わが君きみへの報告に決まってんだろ。おめえは失敗した。もうこの先、おめえがトリプル・クラウンを追うのは無理だ。我が君に報告し、連中を手配する。我が君の支配する土地でこんな真ま似ねをしたんだ。我が君は絶対に許さないだろうぜ。個人的には俺も気にくわねえから続けて連中を追うが、おめえはキャストから降こう板ばんだ」

「ま、待って下さいっ」薫は真澄の手を掴む。「あいつは時間は区切ってないでしょう？　まだやらせて下さい。連中が消えた所に行って情報を集めさせて下さいっ」

「無む駄だだね。これはもうおめえの手に負おえる話じゃない。おめえは大人おとなしく……」とそこで真澄の眉まゆに皺しわが寄る。失敗したときに薫がどうなるか思い出したのだろう。「……まあ、我が君の慈じ悲ひにすがるんだな」

「そんなの分からないじゃないかっ！」

　薫は声を荒あららげ、真澄の胸を小こ突づいた。

「僕は諦あきらめたりしないっ。『どうせ無駄さ』なんてシニカルに笑う奴やつらが状じよう況きようをもっと悪くしていくんだ。数メートル先のボールにだって届くかもしれないじゃないか。10対１からだって逆転できるかもしれないじゃないか。僕は抗あらがうのをやめない。僕はルーシアを助けなくちゃいけない。レイニーさんのことだって助けてみせる。邪じや魔まするなら真澄さんとだって戦う！」

　真澄はボタンを押おす手を止めた。

「……けどよ薫。正直なところ、今から目もく撃げき情報を集めたところで間に合うと本気で思ってんのか？」

「僕は真澄さんやレイニーさんの百分の一も強くないかもしれないけれど、それなら百一回戦ってそれを補おぎなう」

「いいだろう。最後まで付き合ってやるよ。けどいったいどうやって連中を……」

　とそのときズボンのポケットの中でズキンっと奇き妙みような痛みが走った。最初は怪け我がの痛みかと思ったが、まるで心臓の鼓こ動どうのように周波的な痛みが薫のポケットの中で繰くり返かえされる。そういえば……と薫は思い出す。アルフェルムに向かって行こうとしたときズボンの後ろポケットに堅かたい感かん触しよくを感じた。宝石化したブラディミールがそこにあるとばかり思っていたのだが、さっき薫は上着のポケットからそれを取り出した。

「これは……」

　それはルーシアが薫にプレゼントしてくれたアミュレットだった。さっきまではズキズキと薫に痛みを与あたえていたというのに、取り出すと何事もなかったかのように大人しくなった。薫は首を傾かしげた。どうしてこれがポケットに入っているのだろう？　オークションには持って行かなかったはずなのに。

「貸してみろ」真澄はアミュレットを薫から引ひっ手た繰くった。「なんだこりゃ……とんでもねえ魔力を帯おびているぜ。普通じゃねえ」

「ルーシアが作ったんです。『仕し掛かけがしてあるんだけど、教えてあげない』とか言ってましたけど」

「これをあいつが作ったって？　そんなレベルの代しろ物ものじゃねえぜ。こんな魔力、とても人間じゃ込められねえ」真澄はアミュレットの中央にあった爪つめの先ほどの宝石を外はずした。「こいつが力の源みなもとだな」宝石は真澄の手の平でふわりと浮かび上がり、宙を飛んだ。飛んだ先にあったのは地下鉄の路線図だった。宝石はその簡略化された地図のうえをツツツッと移動する。

「……おい、誰か東京の地図は持ってねえか？」

　エスクードの隊員の一人が躊躇ためらいながら真澄に地図を差し出した。真澄は東京の全図が載のっている頁ページを開き、そっと宝石を浮かべた。宝石はギュンと地図の真ん中あたりに移動し、まるでナビゲーション・システムのように道路に沿ってゆっくり動き始めた。

「池袋から北西に向かってんな」

「まさかそれはルーシアの居場所を!?」

「たぶんな。ん……？　奴らまた電車に乗のり換かえやがるみてえだ。そりゃそうだな。道路は警察が検問しているからな」

「……大おお宮みや？」

「新幹線で北陸へ行き……」

「そこから船に乗って海外へ、ですね」

「そうだ」真澄は宝石を手に取り、パタンと地図を閉じた。「行くぞ」

　エスクードのエージェントが「停車させますか？」と薫に聞いてきた。

「ダメです」薫は即そく答とうした。「さっきの惨さん劇げきが繰り返されるだけです。僕らが追います。通る駅に先回りして、途中の駅からは客を乗せないで下さい。できるだけ車両から人を減らすんです。僕らは車で……」

　そう矢や継つぎ早ばやに指令を出してから、自分はもう再編が済むまで務めていたジャベリンの臨時隊長の職は解かれていたのを思い出し、「その……僕らは車で奴らを追います」と言った。エージェントは苦く笑しようし「分かりました、元隊長」と言って携帯電話でどこかと通話し始めた。

　薫と真澄は駅から表へ出た。外は警察とエスクードが周囲を何重にも包ほう囲いし、空にはマスコミの物らしいヘリコプターが旋せん回かいしていた。途中停車した電車の虐殺事件の方に行ったのであろう、エスクードのエージェントの姿はない。薫と真澄は制止しようとする警察官を振ふり切ってここまで乗って来た車に乗った。真澄は薫に地図と宝石を渡わたし、車のエンジンをかけた。薫はさっき真澄がやっていたように地図を広げる。宝石は連中が途中下車したと思おぼしきあたりからゆっくりと北へと動いていた。

「……おめえよ」真澄はハンドルを握にぎったまま薫の方を見ずに言った。「さっき初めて言葉にしやがったな、俺と戦うって」

「……ええ」

「本気か？」

「真澄さんと戦うなんて本当はイヤだ。僕は真澄さんをあのクソ野や郎ろうの元から取り戻もどそうと思ってる。けど邪じや魔まをするなら戦わなくちゃいけない。僕は気が弱くて優ゆう柔じゆう不ふ断だんで状況に流されてばっかりいるけど、もう覚かく悟ごはできてます」

「さぁて、できるかな？　おめえはいざというときにビビっちまうタイプだぜ」

「後で否いや応おうなしに試すことになります」

「まあ……そういうこったな。でもまあ後にするさ」

　真澄は車を発進させた。車は乱暴に警察の検問を振り切って走り出した。

「いい言葉を教えてやるよ。今のお前にピッタリの言葉だ。ド・ゴールっていうロクデナシが言ったんだが、ま、誰の言葉だろうがいい言葉はいい言葉さ」

「何て言葉ですか？」

「『剣は折おれた。だが私は折れた剣の端はしを握にぎってあくまで戦うつもりだ』」



    

  
    
      　ＡＣＴ．６　ＶＳ　ヴアーサス






　レイニーは暗い窓まどの外をぼんやりと眺ながめていた。

　その屋や敷しきは都心にあるにも拘かかわらず閑かん散さんとした区域にあった。周囲は山林に囲かこまれ、ほとんど家というものがない。そのため窓の外から見える景色けしきは、まるで先さき程ほどまでいた暗い海のように黒一色に染そまっている。

　別に彼女はそんな単調な景色を見ていたいわけではない。ただ、目の前に座すわった銀ぎん髪ぱつの男の顔を見ていたくないだけだった。ソファの対面の席から聞こえる含ふくみ笑わらいにさすがに苛いらついてそちらを向くと、正面に座った男は瞳ひとみを閉じてにまにまと──レイニーからすれば──気持ち悪いとしか言えない笑え顔がおを浮うかべていた。

「……何が面おも白しろい？　オークションであれだけ恥はじをかかされたのに」

　レイニーは都内にあるアルフェルムの屋敷に連れて来られていた。ドレス姿からいつもの黒い男物のスーツに着き替がえ、千ち切ぎられた脚あしも何事もなかったかのようにつながっている。

「別に何でもないよ。それより食べないのかね？」

　とアルフェルムは瞳を開き、二人の前に置かれた食事を指さした。

「誰だれが貴き様さまの用意した物など食べるか」

「それを食べれば少しは楽になるのにねえ」

　人間の血肉を盛り付けたディナー。契けい約やくを終えぬ苦く痛つうは人間の血肉によって癒いやすことができる。だが彼女はそれらを口にしたことはない。それは彼女が自分の身を人間の側がわに置いていることの証あかしであった。

　レイニーは何も言わず、すらりと伸のびた長い脚を一いつ閃せんさせた。鋭するどい刃やいばで斬きったかのようにテーブルが下から両断され、皿さらの食事が部屋の中に撒まき散ちらされた。部屋にいた給きゆう仕じの使し徒とたちは色めき立ったが、アルフェルムは平然と表情を変えず使徒たちに片かた付づけるように命じた。

「思い出すなあ、あの子のことを。君とまったく同じことをした。そう、ちょうどこの部屋だった。あれは確か冷たい雨の降る日だった」

「お前の男だん色しよくの思い出話など聞きたくはない」

「男の子じゃないよ。この屋敷に招まねいた最初の女の子さ。確か名前は……そう、ソフィアといった」

　ぴくっとレイニーのこめかみが震ふるえた。

「聞きたいかい、レイニー？　あの娘こがここに来たときのことを」

　レイニーはアルフェルムを睨にらみつけていたが、やがてこくりと頷うなずいた。

「とても芯しんの強い子だった。私が『いい滞たい在ざいをしているかい？』と訊たずねると、『ええ、快適ですわ。ただ残念なことが一つだけ。屋敷に染み付いた血の匂においが臭くさくってたまりませんわ』と言ってのけた。ここに来た者たちはみな怯おびえ、私の機き嫌げんを害さないことばかり考える。しかし彼女は違ちがった。とても気き丈じようだった」

「ソフィアらしい」

　レイニーは少し微笑ほほえんだ。ソフィア・リヴィエール。去年の十二月に起きた『ゲート封ふう印いん事件』のとき自みずからの命を捧ささげた先代のレディ・キィ。レイニーは彼女のことをまるで自分の妹のように思いながら護まもっていた──いずれソフィアが自ら命を断たつことを決めているのを知りながら。

「君もそういう笑顔が浮かべられるんだね、レイニー」

　気づくとアルフェルムがにやにやと笑っていた。レイニーはまるで大切な日記を盗ぬすみ見みられたような羞しゆう恥ちを覚おぼえた。この男は他人の心の中に入り込む天才だ。心を弄もてあそばれたことに気づき、レイニーは憎ぞう悪おに満みちた瞳をアルフェルムに向ける。

「怒おこらないでくれよ、レイニー。ちょっとからかっただけじゃないか」

「これ以上お前と会話する気はない。わたしの前から消きえ失うせろ。でなければ、貴様は殺せずとも貴様の大切な男だん娼しようたちをたっぷりと道連れにして大暴れしてやるぞ」

「はいはい、怖こわい怖い。でも君は目的以外のために無む駄だ死じにするような女性ではないと思うがね。……いや、そういえばあの小こ僧ぞうの身代わりになって船に残ったね。君も冷れい徹てつな『殺さつ戮りくのレイニー』なだけではなく、熱い女性の感情があるんじゃないのかな？」

　また心の中にずくりと入って来るような台詞せりふ。レイニーは奴やつから顔を逸そらし、また黒一色の景色を見ることになった。

　なぜ自分は薫かおるを助けたのだろうか？　これまで多くの犠ぎ牲せいを払はらいながらも目的のために生きてきたこのわたしが──。

　レイニーは自分自身に問うてみたが、暗い森に吸い込まれるかのように、答えはどこからも返っては来なかった。

（まあどうでもいい……あと数十年もすれば薫もわたしの前からいなくなるのだからな）

　レイニーは薫のことを考えるのをやめ、この魔王にトリプル・クラウンを奪うばわれるより早く奴の口を封ふうじる方法はないかと考え始めた。

　　　　◇




　新にい潟がたへと向かう電車の中は閑かん散さんとしていた。

　ほとんど他の客はいない電車の中にトリプル・クラウンはイレウスと並んで座り、何やら熱心に話し込んでいた。横にはエレンディラ。彼女はほとんど会話には加わらず、冷徹な瞳をイレウスの肩かた越ごしにトリプル・クラウンに向けている。ティシェーラはその外見に相応ふさわしく子供のように吊つり輪わにぶら下がって遊んでいて、もう一人の仲間であるハーシュハイザーとかいう巨きよ躯くの男は一言も喋しやべらずに車両の端はしの方に座っている。ただ腕うでを組んで座っているだけなのに、何だか座ざ禅ぜんを組くんでいる野の武ぶ士しのように見えた。

「ん……キキちゃん、わたしに何か用？」

　ルーシアは自分を見つめる視し線せんに気づいて言った。ルーシアの隣となりにはホムンクルスの少女キキがいた。ルーシアの見張り役だ。少女は「……何でもない」と言って気まずそうにルーシアから視線を逸らした。

（ヘンなの……）

　ルーシアはまた耳を欹そばだててトリプル・クラウンたちの会話を盗み聞いた。興きよう味みを覚えぬはずはなかった。彼らはずっと『書』について話し合っているのだから。

「……それであと何枚まできたのかね？」

　トリプル・クラウンはイレウスに訊ねた。

「あと少しで一ひと桁けた、と言っておきましょう」

「ずいぶんと揃そろったものじゃないか。わしの協力など必要ないのではないのかな？」

「ご謙けん遜そんを。書を集めることにあまり意味がないのを貴方あなたはご存じのはずだ」

「何を目的にするかにも因よるな。一枚でも手に入れれば人間の身でも魔ま族ぞくほどの魔ま力りよくを手にすることができるだろう。もちろん書に魂たましいまで乗っ取られてしまうやもしれんがな」

　トリプル・クラウンは何が面おも白しろかったのかケタケタと笑った。イレウスは気持ち悪そうな顔をした。どうやら彼らにしてもこの魔術師は奇き異いな人物なようだ。

「我われ々われにとっての目的として、ですよ」

「分かっておる」

「……だったら話をかき混ぜるようなことは言わないでもらいたいですな。我々は八百年もかけて百の頁ページに分かたれた書を回収していました。もちろんトゥロワヌが集めていることも気づいていたので慎しん重ちように慎重を重ねました。が……あるとき一つの疑問に行き着きました。『なぜトゥロワヌに書を集める必要があるのだろうか？』と。我々が全すべてを揃えねばならないのなら、逆に言えばそれを阻そ止ししようとするトゥロワヌは一枚でも……ほんの一枚でも所有してしまえばいい。実じつ際さい、奴が我々の手にしてないうちの何枚かを手にしているのは間違いありません。ではなぜ腹ふく心しんを使って回収を進めるのだろうか？　奴は何を求めているのだろうか？……そんなとき我々に接せつ触しよくしてくる者がいました」

　イレウスは言葉を切ってエレンディラの方を見た。

「貴方の娘むすめさんがね。我々は彼女の説明を聞いてようやく合が点てんしました。トゥロワヌは特別な一頁を求めている。書を統合する『鍵かぎ』となる一頁を」

「『落らく丁ちようの一頁』のことじゃな」

「やはりご存じでしたか」

「書を作り出した大魔術師ゾルアス・ソリヴィエの遺い産さん。彼は自みずからの法ほう脈みやくにその秘ひ密みつを伝えたが、その法脈はとうの昔に途と切ぎれている。彼が生み出した多くの貴重な魔術と共に」

「知ってます。我々が滅ほろぼしました。しかし連中は『落丁の一頁』を持ってはおらず、その名が伝わっているのみだった。彼の遺産はどこかに消えてしまった……と思っていたんですが、どうやらそれを発はつ掘くつした男がいるようだ」

　トリプル・クラウンはにまりと笑う。

「いいや。わしは『落丁の一頁』を持っちゃいないよ」

「だが当たりはついているというところではないですか？　エレンディラの夢見の力を以もつてしても『落丁の一頁』はこの『物質世界マテリアル・ワールド』の中に見つけることはできなかった。が、貴方ならそれを見つけられる。……もちろんできないのなら貴方に用はありませんが」

「わしもずいぶんと『イカれた男』などと言われてきたもんじゃが、その要求はずいぶんと狂くるっておるなァ。あんな物を集めたら、そのマテリアル・ワールドが崩ほう壊かいしてしまうじゃないか」自分が言っていることが何を意味しているのか本当に分かっているのか、トリプル・クラウンはケタケタと笑う。「わしが協力しないと言ったらどうする？　殺すのかね？」

「いえ、やっと掴つかんだ手て懸がかりを殺してしまうような愚おろかな真ま似ねはしませんよ。ただ協力したくなるまで我々の元にいてもらいます。貴方にとってはあまりいい滞在にはならないでしょうがね」

「ほほっ、実の父親をこんな連中に売るとはなんとも孝こう行こう娘むすめじゃわい」

「……よくもそんなことを言えるものね」エレンディアがキッと父親を睨にらんだ。

　トリプル・クラウンはしばらく考えてから「まァよかろう」とあっさり言った。

「だが一つだけ条件がある。君らが集めた書の一枚を貸してもらいたい。わしはいま一つの実験を行っておってな。その実験には書の力が必要なのじゃよ」

「ほう……どんな実験ですか？」

「大したものではない。君ら魔族から見れば本当につまらぬ実験じゃ。わしらのような儚はかない生き物がゆえに必要な実験なのじゃよ」

「今度は誰を犠ぎ牲せいにするつもりなのかしら、お父様？　お母様を実験の材料に使い、魔族と取引するために娘の一人を売り、わたしの『夢見』の力を高めるために平然と瞳ひとみを潰つぶした。薬品をわたしの目にかけて焼くときに何ておっしゃったか覚えている？　『迷まようことはない。これによってお前が得える力の方がずっと価か値ちがある』よ。わたしはあのときお父様が大好きになったわ」

　皮肉な言葉をぶつけるエレンディラを、イレウスは煩わずらわしそうに「やめろ」と制した。

「それで結構です、ストリックスランド導どう士し……いえ、トリプル・クラウン殿どの」

「取引成立だな。それで、どのようにこの国を出る手て筈はずなのかね？」

「新にい潟がたから船を使って中ちゆう国ごく大たい陸りくに出ます。行くのは貴方一人。我々はこの国に来たときと同じよう、飛行機を使って外に出て、向こうで合流します。この国に来た魔族の出入りはアルフェルム卿が監かん視ししているはずですからね。不ふ審しんな動きはできません。もちろん貴方には逃にげられぬよう、ちょっとした呪のろいをかけさせてもらいますが」

「信用がないんじゃな」

「はは、面おも白しろいブラック・ジョークをおっしゃる」

　トリプル・クラウンたちの会話は続いていたが、ルーシアは彼らの会話を聞くことができなくなっていた。彼女の額ひたいには汗あせがびっしりと滲にじんでいた。トリプル・クラウンに刻きざまれた胸むねの魔ま方ほう陣じんが焼けるようにズキズキと痛い。

（だめ……来ないで！）

　トリプル・クラウンの施ほどこした封ふう印いんの効力が切れかかり、彼女の体内にある外げ道どう祈き祷とう書しよが動き始めているのだ。

　ルーシアはがくりと膝ひざをついた。全員の注目がルーシアに集まる。だめ……いま書が動いたらあいつらに気づかれてしまう……ルーシアは「何でもない」という笑顔を浮かべて席に戻もどろうとしたが、身体からだの自由が利きかなかった。

「何だ？」イレウスの顔に不ふ審しんそうな色が浮かぶ。

「気にすることはない。ただの病やまい持もちじゃ。いま薬を与あたえてくる」

　涼すずしげに言ってトリプル・クラウンがこちらに歩いて来る。彼は素す早ばやく指を動かした。魔術師のハンド・サイン。『もう一度封ふう印いんする。それまで堪こらえろ』。

「どうしたの？」だがそれよりも早くティシェーラがルーシアの目の前にいた。「見せてご覧らんよ」

　いやらしい表情を浮かべ、ティシェーラはルーシアの服の胸むな元もとに手を掛かける。「ちょっとやめなよ。苦しんでいるじゃない」と隣にいたホムンクルスの少女が義ぎ憤ふんを覚えた顔で制止しようとしたが、ティシェーラは少女の顔を叩たたき飛ばし、ルーシアの上に跨またがった。

「だめです……」ルーシアはティシェーラの手を払はらおうとするが、ティシェーラはにやにやと笑って座席に磔はりつけにするように彼女の両手を押おさえつけ、ルーシアの胸元に顔を埋うずめた。

　この子、犬みたい……とルーシアは書が暴れる苦痛にぼんやりとした頭で場ば違ちがいな感想を覚えた。彼女よりだいぶ小こ柄がらなティシェーラが自分の胸に顔を擦こすりつける様子はまるで犬がじゃれついているようだった。しかし見た目は可愛かわいらしい愛あい玩がん犬けんであったが、飢うえた猟りよう犬けんのように息を吐はきながら、貪どん欲よくな感情を自分に向けている。服の上から牙きばと舌が胸の上を這はう感かん触しよくにルーシアは我に返った。「いやっ！」ルーシアは暴れた。しかし少年の力は強く、とても振り払えなかった。時間調整で停車していた電車の中に発車のアナウンスとベルが鳴り響ひびく。ルーシアにはそれがワーニング・アラームに聞こえた。

「やめなさいってば！」

　ルーシアの上から重さが消えた。少女がティシェーラを突つき飛ばしたのだ。

「嫌いやがってるじゃないのっ」

「……僕を殴なぐったのか？」突き飛ばされたティシェーラが憎ぞう悪おを漲みなぎらせながら起き上がった。「姫ひめ様さまから血をいただいたこの僕を、お前なんかがっ！」

　魔族に匹ひつ敵てきするほどの闘とう気きに少女はじりっと下がる。ティシェーラが少女へ向かって飛び掛かろうとした。が、それよりも早く黒い影かげが背はい後ごからティシェーラを襲おそった。トリプル・クラウンの影の魔術であった。影は巨きよ大だいな手となってティシェーラを握にぎり締しめる。

「……何のつもりだ」トリプル・クラウンの首筋にイレウスが手を手しゆ刀とうの形にしてあてがった。それが本音かイレウスの口調から丁てい寧ねいさが消えていた。

「その娘はわしの所有物じゃ。手を出さんでもらおうか」

　そこでトリプル・クラウンの顔が強こわ張ばった。電車が動き出したと思ったその瞬しゆん間かん、ホムンクルスの少女がルーシアを抱だきかかえるようにして掴つかむと、電車の窓に体当たりして破り、電車を飛び降りてしまったのだ。

「離はなせ。わしは降りる」

　トリプル・クラウンはイレウスの手を振ふり払おうとするが、イレウスは離さない。

「馬ば鹿かを言うな。白銀ミスリルの盟主ロードが我々を追っているのだぞ。貴様、奴やつに捕つかまりたいのか？」

「あの娘を取り返さぬと言うなら取引はこれで終わりじゃ」

　トリプル・クラウンの足元で影が数千の蛇へびのように蠢うごめき始はじめる。

　二人の緊きん張ちようを破ったのは、野武士のような巨きよ躯くの男ハーシュハイザーだった。「……イレウスよ。たぶんこれはとてもよくないことだと思うのだが……」彼はあまり緊張感のない口調で言いながら、トリプル・クラウンの作った影の先せん端たんを指した。そこにはさっきまで影に捕とらわれていたはずのティシェーラの姿がなかった。

「ティシェーラの奴が娘を追って電車を降りたぞ」

「あ、あの大馬鹿め！」

　　　　◇




　電車から飛び降り、ルーシアと少女はホームを走る。山の中にある閑かん散さんとした駅。人の姿はなかった。だがホームの薄うす明あかりの中に公衆電話があった。

「どうして……助けてくれたの？」

「だって酷ひどいことされそうだったし、それに……」

「それに？」

　少女は気まずそうに沈ちん黙もくし、「急ご」とルーシアの手を引いて走った。

　ルーシアは公衆電話の前に着いた。「お金……お金を……」そこでルーシアは自分がオークション会場に行ったときのドレス姿のままであることに気づいた。いつもローブの中に入れている手て帳ちようも財さい布ふも持っていなかったのだ。

　そのとき背後から足音が聞こえた。ルーシアは真っ青になって背後を振り返る。まさか奴らが自分を追って……。

　だがそうではなかった。階段を何人もの男たちが駆かけ上がって来ていた。大半は警察官。その中に知った顔が二人ほどいた。ジャベリンの隊員たちだった。

「大だい丈じよう夫ぶですかレディ・グレンヴィル！」

「どうしてここが!?」

「薫さんから貴方たちの居い場ば所しよを知らせる連れん絡らくがありました。上空からヘリで貴方たちを捜そう索さく中ちゆうだった我々が一番近かったので、地元の警察と共にこの駅を張っておりました。手は出さず監かん視しだけしておくよう命じられていたのですが、貴方が電車から飛び出すのが見えたので、こうして来た次し第だいです」

「でも……どうして薫さんがわたしの居場所を？」

「そこまでは分かりませんが、貴方は早く東京に戻って下さい。後は我々でやります」

　ルーシアは首を振った。このまま帰ったら役立たずになってしまう……そう思ったのだ。

　隊員は少し困った顔をしたが、ルーシアの真しん剣けんな眼まな差ざしに頷うなずいた。

「分かりました。協力して下さい、レディ・グレンヴィル。それでトリプル・クラウンはさっき走り去った電車に？」

「はい。新潟から船に乗って逃にげるって言ってました」

　ルーシアはそう言って電車が去って行った方を指差した。

「……えっ」

　ルーシアの指差した方を向いたエージェントの眉み間けんに皺しわが寄った。闇やみの中を駆ける足音が聞こえた。プラットホームの向こうから何かが近づいて来る。線路を走って来た小さな影かげがホームの端はしに飛び乗った。

「……全員、戦せん闘とう配置」

　彼の指示で動いたのはもう一人のジャベリンの隊員だけだった。増ぞう援えんに来ている警官たちは何が起きているのか理解できず、ぽかんとホームの先の方に目を凝こらしている。

「早く拳けん銃じゆうを抜ぬけっ！」彼はもう一度怒ど鳴なると懐ふところから自分の携けい帯たい電でん話わを取り出してルーシアに渡わたした。「……薫さんに連絡して下さい。たぶん我々では無理だ」

　ルーシアはごくりと唾つばを飲んだ。彼女の瞳ひとみは壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべながらこちらへと走って来るティシェーラの姿を捉とらえていた。

　　　　◇




　薫と真ま澄すみを乗せた車は暗闇の車道を走っていた。車は都心を抜け、閑散とした田舎いなか道みちに入った。電灯は疎まばらで車線は一本だけ。山やま間あいの道だ。

「真澄さん、ルーシアが動きません」

　薫の膝ひざの上には東京の道路地図が載のっている。その上にはルーシアからプレゼントしてもらったアミュレットに嵌はまっていた宝石が、赤い輝かがやきを放ちながら高さ数センチの所で浮ふ遊ゆうしている。先さき程ほどまでは線路に沿そって移動していたのだが、駅で止まったまま動こうとはしない。

「そりゃ駅があれば電車は停まるに決まってるじゃねえか」

「駅は駅なんですけど、でももう五分以上……いや、十分近く止まったままなんです」

「……見せてみな」

　真澄はハンドルを握にぎったまま覗のぞき込んだ。

「いや、よく見ろよ。動いてるぜ。ほんの少しずつだけど。もっと拡かく大だいされた頁ページに移動させてみろよ」

「……そんなカーナビみたいに便利に使えるんですか？」

「俺に聞くな。俺が作ったわけじゃねえんだからよ」

　言われるがままにペンダントを拡大表示された頁の上に移すと、真澄の言うようにペンダントは少しずつ動いていた。

「電車を降りたのか？」薫は怪け訝げんそうな声を出した。ルーシアの居場所を示すペンダントは駅の建物から少しずつずれて行く。「でも何でこんな山の真ん中で降りたんだろう？」

「空港じゃねえのか？　日本にゃ民間の物も入れれば数百からの空港があるらしいぜ」

「いえ、この付近にはそんな物はありません」

「じゃなけりゃ何でそんな山の中で降りる必要があるんだ？」

　そのとき薫の携帯電話が鳴り出した。ディスプレイに表示されたのはジャベリンの隊員の一人の名だった。

「はい、深ふか津つです。いったいどうし……」

　そこまで言ったところで、電話の向こうから悲鳴のような少女の声が聞こえた。

「薫さんっ」

「ルーシア!?　でもどうして？」

「あの子が助けてくれて電車から降りれたんです。エスクードの人たちがそこに迎むかえに来てくれて、でもエッチな男の子が追って来て、それでホームに来てくれた警察やエスクードの人も……」

　涙なみだ混まじりの声で叫さけぶように言う彼女の声の後ろから銃じゆう声せいが聞こえた。そして人の悲ひ鳴めい。間ま違ちがいなく断だん末まつ魔まの悲鳴だった。

「何が起きてるんだルーシアっ」

「エッチな男の子がわたしを追っているんです。とっても悪い子なんです。それで捕つかまったらわたしはエッチなことされて魔力が消えちゃうんです。だから助けてくださいっ」

「よく分からないよっ」

「ですから最初から説明するとですね、わたしと薫さんはオークションに行かなくちゃならなくなって……」

「あああっ、そこまで戻らなくていいんだってばっ。いま現在の状じよう況きようだけ聞かせてっ」

「了りよう解かいしました。つまりですね、電車から降りたのですけど……」

　そこでルーシアは「あっ」と声を漏もらし、電話が切れてしまった。

「ルーシア!?」

　薫はリダイヤルしようとするが、横から真澄の手がそれを制した。

「やめな。電話が切れる直前、後ろで聞こえていた銃声が途と切ぎれた。追われてんだよ。でも彼女の盾たてになってくれてた奴らが全ぜん滅めつしたんだ。それでルーシアは追っ手に聞かれないよう電話を切ったんだ」

　確か駅ごとにエスクードの隊員数人と地元の警察が張っていたはずだ。それがルーシアを助けようとして交戦になり……。

「くそっ」

　薫は吐はき捨すてた。何でこんなことになってしまったんだ。自分たちがオークションでトリプル・クラウンを落札していたら、新宿駅の戦いでルーシアたちを奪だつ還かんしていたらこんなことにならなかったのに。薫はもう一度「くそっ」と叫んでダッシュボードを叩たたいた。

「後こう悔かいするのに使う脳みそをこれからどうするか考えるのに使え。ルーシアはすぐ近くにいるんだぜ」

　薫はそっと真澄の方を見た。「何だよ？」真澄は横目で薫を見つめる。薫は「な、何でもありません」と言って車のヘッドライトが照らす暗い道に目をやった。真澄は不思議そうに運転に戻った。

　気のせいか、一いつ瞬しゆんだけ真澄の姿が昔の彼と重なった。妹いもうと弟で子しのことを心配しているからだろうか。トリプル・クラウンを捕まえたら彼と殺し合いになるかもしれないが、今は少しだけ兄と一いつ緒しよにいられることが嬉うれしかった。

　　　　◇




　ルーシアとホムンクルスの少女は暗い田舎町を駆かけていた。

　田畑がずっと続き、人家はほとんどない。ルーシアは薫に助けを求めるため携帯電話を取り出すが、駅から離はなれてしまったせいでずっと圏けん外がいのままだった。

「くっ……」

　ルーシアは走りながら苦痛に呻うめいた。胸に描かれた魔方陣が彼女の身体の中にある外げ道どう祈き祷とう書しよを無理矢理押おさえ込んでいるせいだ。ただでさえ外道祈祷書が身体の表面に出たり戻ったりするときには気を失うしなうほどの苦痛があるのに、それが延えん々えんと続くのだからたまったものではなかった。ルーシアは指で魔方陣を擦こすって消そうとしたが、特とく殊しゆなインクで描かれているらしくいくら擦っても消えなかった。

（何でこんな目に遭あうんだろ……こんな書が入っちゃったっていうだけで……）

　彼女の中にある外道祈祷書は元々は父親であるグレンヴィル卿きようが密ひそかに所有していた物だった。子供の頃ころに父親の宝ほう物もつ庫こに入り誤あやまってそれに触ふれてしまい、彼女の中に入ってしまったのである。

　以来、彼女は手に入れられるかもしれなかった多くのものを失った。

　学校に通うことは許ゆるされず、数人の家庭教師によって勉強を教えられた。でもその者たちもルーシアの二重人格の秘ひ密みつを知りそうになるとすぐにクビにされた。身の回りの世話をする使用人も次々に代わり、子供の頃から残っているのはキース一人。もはや誰の顔も覚えていない。貴族の娘であったら当然社交界にデビューする年ねん齢れいになってもそれも許されず、友達との記念写真の代わりに父親から買い与あたえられたぬいぐるみや洋服や宝石といった物が彼女の部屋を埋うめていった。彼女は友達を作る機会さえ与えられなかったのだ。

　ルーシアの人生が少しだけ変わったのはクラウディアに弟子入りしてからだ。

　クラウディアは、ルーシアの身体の中から外道祈祷書を除じよ去きよすることを父に依い頼らいされたイリュストレ師の弟子で、その縁えんでルーシアはクラウディアの弟子となった。イリュストレ師が死去した後はクラウディアが書の研究も引き継ついでいる。

　クラウディアは身勝手で、思い出したようにとてつもなく傍はた迷めい惑わくなことをする女性だが、ルーシアのことを気味悪がることだけはしなかった。「あんたといるとうんざりするほど飽あきがこないわ」クラウディアはルーシアの二重人格をそう評した。それ以来、ルーシアは彼女が大好きだ。もう一人の自分はいつも「いつか殺してやる」とか言っているけど、きっと口で言ってるほど嫌きらってはいない……たぶん。あと兄弟子の真澄もルーシアは好きだ。すぐに自分の頭をぽかぽか殴なぐるが、悪い人ではない。自分の二重人格のことも気づいているだろうに、そのことには決して触れない。ルーシアが傷つくと分かっているからだ。

（それから……）

　ルーシアの頭の中に薫の顔が浮うかんだ。薫も自分にとても優やさしくしてくれる。今の自分がいくら迷惑をかけようとも、もう一人の自分がいくら傲ごう慢まんなことを言おうとも、彼の自分に対する態度は何も変わらない。闇やみの者たちと戦うときは常に自分の前に出て庇かばってくれる。今の自分になったときに組むと馬鹿な失敗ばっかりやらかして彼を窮きゆう地ちに追い込んでしまい、そのせいで彼の身体が傷だらけなのをルーシアは知っている。でも彼はそのことで文もん句くを言ったことがない。

　ルーシアは泣きたくなった。悲しいというのは少し違う。何なのだろう、この感覚は。もしかするともう彼に会えないかもと思うと涙が出てきてしまうのだ。

「ねえ……」

　とホムンクルスの少女が話しかけてきた。

「なに？」

「携帯が通じないならここで電話を借りたら？」

　少女は一軒の家を指差した。ほとんどの家の電気は落ちていたが、その家はまだ明かりが灯ともっていた。「……ううん、ダメ」ルーシアは首を振ふってそこを通り過ぎた。

「だってわたしが行ったら……この家の人たちも襲おそわれちゃうかもしれないから……」

　ルーシアの声が沈しずむ。駅で応戦したエスクードや警察の人たち。悲鳴と銃声。いったいどれほどの人間が殺されたのだろうか。自分が逃げなければこんなことには……。

「あうっ！」

　ルーシアは悲鳴を上げてうずくまった。トリプル・クラウンが彼女の肌はだに描えがいた魔ま方ほう陣じんが、ピシピシと割れる直前の氷のような音を立てて軋きしんでいた。

　魔方陣が弾はじけ飛とんだ。それと同時に彼女の口から蛇へびのような黒い物が肌の上を這はって表に出る。外道祈祷書の文字列。文字列はうねりながら肌の上で頁ページの形に並んでいった。

　ようやく苦痛から解放されたルーシアは額の汗あせを拭ぬぐいながら起き上がった。その顔にはさっきとはガラリと変わった強気な表情が浮かんでいた。ルーシアは魔術の明かりを唱となえてみた。ルーシアの手の中にホタルほどの明かりが浮かぶ。確かく認にんするとすぐに消す。別に暗い夜道を照らしたいわけではない。そんなことをしたら追ってくるあのクソガキに気づいてくれというようなものだ。トリプル・クラウンの魔方陣が描かれていたときには封ふうじられていた魔術の力が戻っているかどうか試したのである。

「……こっちの方が少しはマシね」

　本来なら天然ボケ娘になったときには桁けた外はずれの魔力を使えるのだが、そのときはトリプル・クラウンの魔方陣によって封じられていて、そして今の状態にチェンジして魔力は戻ったものの普ふ通つうの状態になってしまった。あのクソガキにはとても勝てない。が、その代わり今はまともな脳みそがある。

「ったく、デタラメに逃げまくるなんて馬ば鹿かじゃないのかしら。向こうは人間の何十倍ものセンサーがあるんだから、ドタバタ逃げてたらすぐに気づかれるに決まってんじゃないの。どっか隠かくれる場所は……」

　ルーシアは周囲を見み渡わたす。山の麓ふもとに校こう舎しやのような角ばった建物のシルエットが見えた。いや、校舎にしては校庭のスペースがない。こんな田舎の村にあるあんなスペースといえば……。

「村役場かしら。あそこなら朝までは誰も来ないし、電話もあるわね。ねえ貴方、あそこに逃げるわよ」

　と、ルーシアがホムンクルスの少女を振り返ると、少女はルーシアをじっと見つめて「やっぱり……」と呟つぶやいた。

「何が『やっぱり』ですって？」

「な、何でもないわ」

「悪いけどわたしはあの馬鹿娘とは違うからごまかされないわ」ルーシアは少女の腕うでを掴つかんだ。「どうしてわたしのことを助けたの？　何が目的？　これもあいつの命令なの？」

「目的とか……そんなのないわ……だって貴方が可哀かわい想そうだったから……」

「わたしが可哀想ですって？　あんたみたいな作り物に同情されたくなんてないわよ」

　憐れん憫びんとかいった感情を向けられるのが嫌きらいなルーシアはついキツイ言葉を吐はいてしまったが、悲しそうに項うな垂だれる少女を見て罪ざい悪あく感を覚えた。

「……ごめんなさい。助けてもらったのに酷ひどいことを言ったわ」

　しかし少女は首を振った。許してもらえないことを言ってしまった、とルーシアは後こう悔かいしたが、少女は呟くように「それは貴方も同じよ……」と言った。

「何ですって？」

「言ってたの、ご主人さまが。『書を抜き出したら消しよう滅めつする』って」

「消滅するって……何がよ」

「貴方の人格のうちの片方が」少女は続ける。「貴方の人格のうちの一つは書が作り出した仮かり初そめのものだから、書を抜き出せばどちらかは確実に消滅するって。今の貴方だって本当はどこにもいなかった人間かもしれないのよ」

　　　　◇




「着いたぜ」

　二人を乗せた車は宝石のナビゲーターが示す山やま間あいの村に着いた。『町』と言うより『村』という言葉が似合う鄙ひなびた所で、走って来た道はアスファルトが敷しかれていなかった。

「あれ？」

　広げた地図を持って車を降りようとすると、宝石が力なくふらふらと揺ゆれたと思ったら、そのまま地図の上にころりと落ちてしまった。

「燃料切れか？」

　真澄はひょいと宝石を拾い上げ、何やら術言ワードを唱となえた。真澄の術に反応して宝石は弱々しい光を放った。真澄は難しい顔になった。

「まだ燃料は残っているにはいるみてえだが、なんつーか、ルーシア本人とのつながりが薄くなったって感じだ」

「まさかルーシアの身に何かが!?」

「んなことまで分かんねえよ。探すしかねえだろ、アホ。そんで最後に指していたのはどこらなんだよ」

「村の北側です」

　村は南北に帯おび状じように広がっていた。二本の道が並へい列れつに伸びており、片方は線路沿ぞい、もう片方は山の麓沿い。薫たちの車は電車の進行方向と同じく南から北へ線路沿いの道を走って来た。その先にある駅の前には回かい転てん灯とうを消したパトカーが四台ばかり停とまっている。

「……二本の道のうちのどっちの道を行ったかが問題だな。しゃあねえ、分かれて探すぞ。お前は山沿いに行け。俺はこのまま真まっ直すぐ行く」

「分かりました」

　薫は後部座席に置いてあった抜き身のブラディミールを車から降ろした。剣はモーターのような音を立てて鳴めい動どうしていた。柄つかを握にぎると剣の意い思しのようなものが伝わって来る。目の前にいる真澄を斬きらせろと薫をせっついていた。闇やみの盟主ロードの血を受けた実の兄を。

　真澄がブラディミールの威い嚇かくに気づかぬはずはなかったが、彼はそれを無視してパトカーの方を指した。「気をつけろ、あんだけ車が停まっているのに人の気配がゼロだ。ルーシアを追って来た奴やつにみんなやられちまったんだ」そう言い残し彼は走り去って行った。

　薫は田んぼのあぜ道を通ってもう片方の道に渡った。こちらの道は車が一台通るのが精せい一いつ杯ぱいの細い道で、舗ほ装そうされぬままでこぼこしている。人家はこの道に沿って多くあった。

　ほとんどの家は電気が消えていたが、一軒だけ明かりのついた家があった。その横を通り過ぎたとき携帯電話が鳴り出した。取り出した携帯電話には『ルーシア』の名が表示されていた。「ルー……」いや、違う。彼女はいま自分の携帯を持っていない。

「……誰だ？」

「やァ、教きよう皇こう庁ちようの少年よ」

「き、貴様っ」何もなかったようなトリプル・クラウンの言葉に薫は激げつ昂こうしそうになる。

「落ち着きたまえ。いま連中の目を盗ぬすんで駅から電話している。時間はあまりないんだから無む駄だに使うんじゃない」

「何の用だ」

「君らと取引がしたいと思ってなァ」

「取引だと!?　何をいまさらっ」

「君の彼女が逃にげ出したことは聞いておるな？　彼女と一いつ緒しよにわしのペットが逃げてしまったのだ。その娘を回収したい。もしあの娘を君らが先に捕つかまえたら、娘と引き換かえにレディ・キィの情報を話そう」

「誰が信じるものかっ」

「落札に失敗した君らに文句を言われる筋すじ合あいじゃないと思うがなァ。まあこれは新たな取引ということだ。しばらくしたらまた電話をしよう。……そうそう、新たな取引の前払いに一つ情報をあげようじゃないか。敵の人数は三人。二人は魔ま族ぞくで、一人は使し徒とだ。グレンヴィルの娘を追っているのは使徒の奴で、残りの二人はどうでもいいと思っているが、顔を見られたら口くち封ふうじされるぞ。君らの勝てる相手じゃない、絶対に遭そう遇ぐうするな。それから連中はグレンヴィルの娘の中にある外道祈祷書を集めている。わしが封印を施ほどこしていたから気づかれずに済すんだが、そろそろ限界がきておる。連中より先に彼女を捕まえないと大変なことになるぞ」

　一方的に言って電話は切れてしまった。

（奴はなぜそこまで詳くわしく話す？　いったい何が狙ねらいなんだ？）

　　　　◇




　トリプル・クラウンは電話を切り、駅のベンチに腰こし掛かけた。時刻表を見ると、次の電車まで三十分ほど。「あの空からっぽ頭あたまめが……」トリプル・クラウンは罵ののしった。逃げたのがルクレシア・グレンヴィルだけだったら上う手まくあの小こ僧ぞうを騙だまして連中とかち合わせて、その間に逃げられたものを。

「苛いらついているようね、お父様」

　思わぬ方から声がした。そこにはエレンディラがいた。

「おや、エレンディラじゃないか」トリプル・クラウンはいつものにたにた笑いを浮うかべた。「てっきりお前もあの小娘たちを探しに行ったのかと思ってたよ」

「お父様みたいな信用できない生き物を一人にしておくと思うのかしら？」

「いやァ、これは参ったなァ」

　ゆらりとトリプル・クラウンは立ち上がる。瞳ひとみには危険な色が宿っていた。

「やめておくことね、お父様。お父様の身体の中にはイレウスが編んだ『呪じゆ言ごん虫ちゆう』が入っているわ。下へ手たな真ま似ねをしたら発はつ狂きようするほどに暴れるわよ……もっとも、お父様はもう狂っているようなお方ですけど」

「魔族が編んだ『呪言虫』かァ、それは遠えん慮りよしたいものじゃな。わしもあの式しき陣じんを編んで捕とらえた実験用の人間の中に入れてやったことがあるが、何と言おうか、ずいぶんと可哀想なことをしてしまったよ」

「時間稼かせぎの無む駄だ話ばなしならやめておくことね。お父様相手に隙すきなど見せるほどわたしは馬鹿じゃないわ」

　エレンディラはぴしゃりと言った。トリプル・クラウンの顔から笑みが消え、舌打ちをして腰を下ろした。

「お父様らしくないわね」

　エレンディラは十分な距きよ離りを取り、ある一定以上は近づかない。この嫌けん悪おすべき男が、自分を追う三つの組織から逃げ延のびるためにどれほど他人を騙しては破は滅めつさせてきたかエレンディラはよく知っている。

「わたしだってお父様の中に入った『呪言虫』を発動させられるのよ……どうしてあんなホムンクルスの娘なんかにそんなにこだわるのか、ちゃんと説明しておいた方がいいと思うんだけれど」

　　　　◇




　ルーシアは大失敗を犯おかした。

　彼女がホムンクルスの少女と共に逃げ込んだ建物は、遺い棄きされた建物だった。野生生物か何かの博物館。電話機を求めてルーシアは暗い博物館の中を足音を殺して探たん索さくしたが、事務所らしき部屋は引ひつ越こしをしたようにガランとしていて、電話機は電話線から抜ぬかれていた。心しん臓ぞうが飛び出しそうになるのを堪こらえて必死で探したというのに。「この国っていったい何なの!?　どうしてこんな綺き麗れいな建物が捨てられてんのよっ」ルーシアはさすがに声を上げて罵った。

　日本に来たばかりの彼女は知らない。昔この国では『ふるさと創そう生せい資し金きん』という名目の地方への税金のばら撒まきが行われ、突とつ然ぜんに一億円もの大金を貰もらってしまった自治体が使い道に困って純じゆん金きんで作ったコケシだとか無意味な巨きよ大だいオブジェだとか、それから誰も来ることもないような博物館だとかを建造してしまったのを。この建物はかつてこの地にいたらしい絶ぜつ滅めつ種しゆのオオカミの模も型けいを飾かざっているのだが、そんなものを数百人しかいない村人が見に来るはずもなく、半年ほど前についに諦あきらめて閉館されていた。

　ルーシアは博物館の片かた隅すみに体育座りをして、膝ひざに顔を埋うずめた。

　どうすればいいのか分からない。いつものように頭が回転してくれない。原因は分かっている。あのことが頭の中をぐるぐると巡めぐって思考の邪じや魔まをするのだ。

『書を抜き出せば二つの人格のうちのどちらかが消滅する』

　ルーシアは自分の胸にそっと手をあてた。自分でもそのことを想像しないではなかった。書が身体の表と内側を行き来するたびに人格が入れ替かわる。書そのものに人格が宿っていると考えるのが当然の演えん繹えきだ──けど、ルーシアはそれを自分で否定してきた。ただの素人しろうと考え。書が移動する苦痛を逃のがれようとするあまりもう一つの人格ができちゃったのではないかとか、いい加減な犯罪心理学者みたいなことを自分自身に向けて言っていた。

　しかし今回、書の研究をしている男から断言されてしまった。自分の人格の片方はただの仮かり初そめのものだと。

（どっちが本当のわたしなの？）

　ルーシアは必死に記き憶おくをたどる。まだ書が中にない頃の自分はどっちの自分だったのだろうか？

　父親の宝物庫。誰も入ってはいけないことになっているので簡単な施せ錠じようしかされていなかった。幼いルーシアはそれを覚えたての開錠の魔術で自じ慢まんげに開けて入り、そして外道祈祷書に身体の中に侵しん入にゆうされてしまった。心配する母と、対照的に激げき怒どする父。心配するより先に頬ほおを引っぱたかれた。父親に手を上げられた唯ゆい一いつの記憶。そして自分は気を失い、自室のベッドで目を醒さますと、心配する家族が囲む中で「あはははは～」と照れ笑いして何か馬鹿なことを口にし……。

　それぐらいしか思い出せない。家ではその話題は誰もが避さけていた。

（そうだ……）

　ルーシアの頬に微かすかな笑えみが浮かぶ。書が身体の中に入って行ったときの記憶は確かにある。あの記憶が残っているということこそ自分が本物である証しよう拠こではないのか？　きっと書が身体から抜け出したときにいなくなるのはもう一人の……。

　ルーシアは首を振った。顔からは笑みが消えていた。自分は助かると笑みを浮かべてしまったことが恥はずかしくってたまらなかった。まるであと一人のスペースしかない救命ボートに乗るために、昔からの友人を海に突つき落としたかのようだった。

　自分が消えるのは絶対にイヤだ。けれどもう一人の自分が消えてしまうのもイヤだった。馬鹿で間抜けで煩わずらわしいったらない、ずっといなくなってしまえばいいと思っていたもう一人の自分。でも彼女がいなくなってしまうかと思うと自分の半身が引き千切られるような寂さびしさを覚えた。顔を埋めた服の袖そでが涙で濡ぬれていった。イヤだ。どっちも選びたくない。もう何も考えたくない。

　くいくい、と横から服が引ひっ張ぱられた。ホムンクルスの少女が心配そうな顔で自分のことを見ていた。「ごめんね、さっきは酷ひどいこと言って……」ルーシアは少女のことを思いっきり抱だき締しめた。少女はちょっと驚おどろいた様子だったが、すぐに嬉うれしそうにルーシアの胸に顔を擦こすりつけてきた。

　可愛かわいい。動物みたいだ。……でもこの子に感じる愛情は、実は仮初の生き物同士の憐れん憫びんの掛け合いではないかと思うと、自分が汚きたならしい人間に思えてきてならなかった。

（……薫の馬鹿っ。早く助けに来なさいよ）

　なぜだか知らないが薫の顔が浮かんでしまう。彼にプレゼントしたアミュレット。オークションに出品したなんて嘘うそ。本当は彼の為ために作った物。アミュレットに込めたのは本当につまらない魔術で、贈おくり主ぬしの感情の乱れに呼応して点てん滅めつをするだけ。ふと一人ぼっちで育った昔のことを思い出して誰かと話したくなる夜もあった。そんなときあれが点滅したら彼が電話をしてくるんじゃないかとそんなことを思って作ったのだ。馬鹿らしい。みっともなくて話せるはずはない。けどこれだけ自分の胸が痛くなっているのだから、今きっと激しく点てん灯とうしているはずなのに、ちっとも来やしない。「後でいっぱい殴なぐってやるんだから……」ルーシアは呟つぶやいた。

　ガタンッ、と音がした。

　ルーシアと少女が同時に顔を上げる。足音が聞こえて来る。がらんとした建物に小さな足音が反はん響きようしてこだまする。

（薫……？）

　ルーシアは立ち上がった。自然と顔が綻ほころぶ。やっぱり助けに来て……。

　が──

　隣となりにいた少女が「ぐるるるるる……」と牙きばを剥むき出しにして唸うなり声ごえを上げる。ルーシアの顔が強こわ張ばり、脚あしがガタガタと震ふるえた。姿を現した足音の主がにたりと笑う。卑ひ猥わいで残ざん酷こくな笑み。目の前にいる者たちが絶対に自分には勝てないと確信した上でそれを破は壊かいすることをこれから満まん喫きつしようとする顔であった。

「その香こう水すい……」ティシェーラは言った。「とてもステキな匂においだね」

　少女がティシェーラに向かって駆かけ出した。「やめなさいっ！」ルーシアは叫さけぶが、電車の中でまるで相手にならなかったのを少女は覚えてないかのようにティシェーラに向かって行く。

「この馬鹿っ」

　ルーシアは大急ぎで攻こう撃げき魔ま術じゆつの術言ワードを唱となえる。攻撃の魔術なんて大して知らなかったのに、この数か月、薫と一緒に戦うためにずいぶんと覚えた。いま唱えているのは雷いかずちを召しよう喚かんする術。ルーシアは雷の術と相あい性しようがいい。パリパリと音を立てて手に静電気が集まっていき、暗い博物館の中が照らされる。が、弱い。普段は『ケルヴィム』に魔力を充じゆう電でんしているが、今の状態の自分では大たいした力が出せない。

　少女はティシェーラに飛び掛かった。まるでこの博物館に飾られたオオカミのようなしなやかな跳ちよう躍やくだった。だがティシェーラは「ふん」と嘲あざ笑わらう。ふっ、とティシェーラの姿が消える。いや、ルーシアの動体視力では消えたように見えただけ。ティシェーラは横に向かって飛んでいた。ティシェーラは飛んだ先にあった柱を蹴けって戻って来る。十分に勢いが乗った蹴りが少女の脇わき腹ばらを捕らえた。人間ならば確実に内ない臓ぞうがぐしゃぐしゃになるか、あるいは胴どうを分断される蹴り。少女は動物的反射神経で辛かろうじて腕でガードしたが、バットで打たれたボールのように館内展示のガラスケースに激げき突とつして動かなくなった。

「このっ！」

　ルーシアは激げき怒どした。手に充電していく静電気が猫ねこの毛のように逆さか立だつ。ルーシアはティシェーラに向かって魔術の雷を放つ──いや、放とうとした瞬間、腕を掴つかまれた。ティシェーラは一瞬にしてルーシアの目の前まで来ていたのだ。

　ルーシアは構わずそのまま雷を放った。いくらかはフェードバックしてくるが、この距きよ離りで放てば相手を失神させることぐらい……。

「きゃああああっ」

　ルーシアは悲鳴を上げた。フェードバックの量ではない。自分が放った雷の大半を叩たたき返されたのだ。自分の放った雷の直撃を受けてルーシアは床ゆかに転がった。

「馬鹿だなあ。僕にそんなものが利きくとでも思ってたの？」

　強い。これまで戦っていた奴やつらなんて話にならない。本当に使徒にすぎないのだろうか？　使徒は上位の主人を持てばより強い力を与えられると言うが……。

　ティシェーラはルーシアの両脚を掴むと、左右に広げる。股またが大きく割れ、ドレスのスカートがめくれあがる。ルーシアは抵てい抗こうしようとしたが身体が痺しびれて動かなかった。何てマヌケなの……ルーシアは自分を罵ののしった。これじゃあの天然ボケ娘よりも酷いじゃない。

　ティシェーラはルーシアの太ふと腿ももを掴んで、脚を広げさせたままの格好で自分の方に引き寄せる。ルーシアの顔から血の気が引いていく。見た目は十歳ほどでしかないこの使徒の少年の股こ間かんに、子供のものではあり得ない膨ふくらみが脈みやく打うっていた。

（い、いや……）

　ティシェーラはルーシアの上にのしかかり、片方の手でドレスの上からルーシアの胸を鷲わし掴づかみにした。「すごい柔やわらかいね」ティシェーラは顔を近づけて言う。ルーシアの胸が少年の手の中でリズミカルに形を変える。手て馴なれている。男に身体を触ふれられたことのないルーシアでも分かった。この少年は自分の胸を触さわって楽しんでいるのではない。それによって相手を反応させて楽しもうとしている。

　しかしルーシアにはそんなことに反応できるはずもなかった。ルーシアの心にあるのは恐きよう怖ふだけ。獣じゆう欲よくを漲みなぎらせた男にのしかかられるというのがこれほどまでに恐おそろしいものだとは思ってもみなかった。この国で山ほど読んだ少女漫まん画がにはそんなこと描いてなかった。現実の男というのは女を抱だくときに誰しもこんな顔をするのだろうか？

「……つまんないの。不ふ感かん症しようなんじゃない？」

　ティシェーラが頬ほおを膨ふくらませて言い、ルーシアの胸から手を離した。一瞬、やる気をなくしてくれるのではという期待が過よぎるが、ティシェーラは残酷で無む邪じや気きな子供の顔でルーシアの胸むな元もとに両手を掛けた。

「ま、いいさ。こういう女の子を服ふく従じゆうさせていくのが一番面おも白しろいから」

　絹きぬの裂さける音と共に服が破やぶかれた。へその辺あたりまでドレスが大きく裂け、真っ暗な館内にルーシアの真っ白な素す肌はだが露ろ出しゆつする。

「いやああっ！」

　ようやく身体の痺れが取れてきて、何とか動くようになった手でルーシアはティシェーラを撥はね退のけようとする。だがもちろんすぐに押さえられてしまい、ルーシアは磔はりつけの格好で床に押し付けられた。

「さあてと」

　と、ルーシアの胸に顔を埋うずめた格好で自分のズボンに手を掛けたティシェーラの動きが止まった。ティシェーラは身体を起こし、ルーシアのへそのあたりを凝ぎよう視しする。

　ルーシアはハッとした。そこにはいま身体の内側から抜け出した……。

　ティシェーラは破れたルーシアのドレスをさらに下へと引き裂いた。そして目を丸くした。彼女の中にある外げ道どう祈き祷とう書しよを見て。彼は凍こおりついた。

　ああそうだ……と、ルーシアはいつだったかこんなことがあったのを思い出していた。そう、あれは夢の世界に入ったときだ。変へん態たい魔ま術じゆつ師しに変態な魔術をかけられて服を破られ、そして身体の中にあったこの書を見られた。あのとき変態魔術師はこれが何だか分からなかった。ただ強大な魔力を秘めた物であると驚いただけだ。しかしこいつらはこれを知っている。こいつらはこれを集めているのだ。そしてこれを奪うばわれたら自分の半分が消しよう滅めつしてしまう……。

　しかしティシェーラは思いもよらぬ行動を取った。瞳から涙を溢あふれ出ださせ、涙声で呟つぶやいたのだ。「姫ひめ様さま……」と。

「な、何よ、『姫様』って……」

「何言ってるの、姫様。僕のことを忘れちゃったの？　姫様が僕のことを使徒にしてくれたんじゃないか」

　ティシェーラはルーシアの胸に顔を埋めて嗚お咽えつを漏もらした。先さき程ほどまでとはまるで様子が違っていた。

　ルーシアは電車の中での記き憶おくをたぐる。性格がチェンジしている間の記憶は完全というわけではなく、部分的に抜ける。思い出すのよ……電車の中であいつら何を言ってたの……この書はいったい何なの……。

　そのときであった。ガタン、という音がした。

　闇やみの中に現れた見慣れたシルエット。手にした異い形ぎようの剣つるぎ。暗くて表情は見えないが、全身に漲みなぎる怒いかりが伝わってくる。

「貴様っ、ルーシアに何をしてる！」

　薫は叫んだ。

　ルーシアの胸に熱いものが去来する。そうだ。夢の世界で変態魔術師に襲おそわれたときも彼は来てくれた。そして自分のために激げき怒どしてくれたのだ。

　ティシェーラがルーシアの上から降おりる。

「姫様をお前に渡すもんかっ」

「なんだよ、『姫様』って」

「お前には渡さないって言ってるんだっ」

　ティシェーラが薫に向かって行く。先程ホムンクルスの少女と戦ったときとは気き迫はくが違った。子供のような独占欲。あるいはもっと単純にルーシアと一緒にいたいという感情で薫を排はい除じよしようとしていた。

「薫、気をつけてっ。そいつ、強いわっ」

　跳ちよう躍やく。肉食獣のようにティシェーラが薫に飛び掛かる。重力を無視したような軌き道どうを描いてティシェーラが薫に向かう。さっきあの少女を一発で倒した重い蹴りだ。まずい、とルーシアは悲鳴を上げそうになる。薫は怒いかりに冷静さを失っているのか、迎むかえ撃うとうとその場を動かない。薫がプロの格かく闘とう家かなみに武術に長たけているのは知っている。だけど人間と使徒とでは肉体のポテンシャルがまるで違う。しかも奴は普ふ通つうの使徒ではない。ただの人間の薫にあの蹴りを受け止めるなんて無理だ。ルーシアの脳のう裏りにぐしゃぐしゃの肉にく塊かいになった薫の姿が浮かんだ。

　だが薫はティシェーラの蹴りを受け止めようとしてなどいなかった。蹴りが届く直前でブラディミールを床に突つき刺さしその後ろに身を隠かくす。刃やいばは飛んで来るティシェーラを向いている。その勢いで突っ込んで行けば逆にティシェーラがおろされた魚のように真まっ二ぷたつにされる。

「くっ」



    

  
    
      　ティシェーラは忌いま々いましげに吐はき捨すてると、身体を捻ひねり、鋭い刃ではなく剣の柄つかを蹴って上へと逃げた。しかし薫はその動きを読んでいたかのように、剣ではなく脚で追つい撃げきする。蹴り上げた靴くつの先せん端たんが微かすかにティシェーラを捉とらえ、ティシェーラは空中でバランスを崩くずして天てん井じように激突した。落下して来たティシェーラに剣を抜いた薫が斬きりかかる。

　爪つめを伸ばしたティシェーラと薫が打ち合う。暗い館内に火花が飛び散る。身長ほどもある剣が縦じゆう横おう無む尽じんに唸うなり、先程の攻防戦でダメージを受けたティシェーラを押す。

（強い……薫ってこんなに強かったんだ……）

　一いつ緒しよに闇の生物たちと戦っているときはそんなに意い識しきしなかったが、こうして観客のように見るととてつもなく強い。普段は自分に殴られて「あたたたた」などと泣きそうな顔をしている薫のイメージとはまるで違った。

（強いんだ……薫って……）

「あああああっ！！！」

　少年の悲鳴がこだました。刃が少年の胸に突き刺さっていた。薫が怒ど号ごうを上げる。薫の感情を吸すい上げたようにブラディミールが輝かがやき、貫つらぬかれた傷口からティシェーラの身体が焼やけ焦こげた。薫は剣を薙ないだ。ティシェーラが崩くずれ落ちる。

「姫様……」

　ティシェーラは最後の力をルーシアの方を向くことに使った。「姫様……痛いよ……」ゆっくりと瞳が閉じていく。ルーシアはなぜだか胸に痛みを覚えた。

　　　　◇




「大だい丈じよう夫ぶっ」

　ティシェーラを倒した薫はルーシアの元へと駆け寄った。そこでようやくルーシアの服が破かれていることに気づいて薫は真っ赤になった。「あ、あの、見ちゃってごめん……」謝あやまりながら顔を背そむけると、胸に柔やわらかな感かん触しよくがぶつかって来た。ルーシアが薫の胸に飛び込んでいた。

「馬鹿……遅おそいのよ。ドレス、破られちゃったじゃないの……」

　薫の胸に顔を埋めたままルーシアが言った。

「ご、ごめん」

「すぐに謝るんじゃないっていつも言ってるでしょ」

「その……はい」

　半はん裸らのルーシアにしがみつかれてどうしたらいいか分からないまま薫はしばし硬こう直ちよくした。ようやく泣き止んだルーシアに薫は着ていたタキシードを渡した。

「……そうだ」

　ルーシアを奪だつ還かんしたが、これで終わりではない。トリプル・クラウンを捕とらえなければならないのだ。

「ルーシア、話があるんだ。トリプル・クラウンの奴がまた交こう渉しようを持ちかけてきたんだ。ホムンクルスの少女を渡せばレディ・キィの情報を渡すって」

「あんな奴の話を信じてんじゃないわよ馬ば鹿か。あいつは大おお嘘うそつきよ。レディ・キィの居場所だって本当に知ってたか分かったもんじゃないわ」

「でも……何て言ったらいいのかな？　奴が『少女を渡してもらいたい』って言ったとき、すごく切実な感じがしたんだ。……あ、でもダメだ……」

「どうしたの？」

「奴を捕らえなくちゃならないんだ。じゃないとレイニーさんが……」

「あの女の話はしたくないっ」

「な、何だよいきなり……」

「わたしはあの女の話なんかしたくないのっ。あの女のことを考えるのもイヤなのっ。クソババアよりもあの女の方が嫌きらいっ」

「聞いてよ。僕を助けるためにレイニーさんがアルフェルムの人ひと質じちになったんだ。トリプル・クラウンを連れて行かないと、とても酷ひどいことをされる。でも奴を連れて行ったら奴はレディ・キィの情報をアルフェルムに話してしまう……。奴はその子を返しさえすれば情報を話すって言っているんだけど……」

　話しているうちに薫の言葉が沈しずんでいった。ルーシアを説得するつもりだったのに、どう説得していいか分からないどころか、自分がどうすればいいのかさえ決断がついていなかったことに気づいたのだ。

「……ねえ、ルーシア。僕、どうしたらいいんだろう？」

　長は谷せ川がわ司し祭さいの言う通りだと思った。自分は決定的なところで決断から逃げている。

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。難しい顔でしばし考えていたルーシアが口を開いた。

「……取引に応じるべきよ。あの女だって最初からそのつもりだったんでしょ」

「分かってるよ。だけどっ」

「それがイヤなら汚きたない真ま似ねをするしかないわ。取引に応じるフリをしてあいつから情報を奪うばった後であいつを殺し、口を封ふうじた上であの変態に死体を引き渡す。それならギリギリであの女を取り戻せるかもしれないわ。……でも、貴方あなたにそんな真似ができる？」

「……分からない」

「それは卑ひ怯きようよ。どっちか選ばなくちゃならないわ」

「みんな僕にそう言う……『君は子供だ』『お前は弱い』って……。でも本当にそうなのかな？　誰もが助かる方法を考えちゃいけないのかな？　自分が正しいと思うことだけをしていちゃいけないのかな？」

　ソフィアが自みずからの命をゲートに捧ささげた時からずっと思っていた。みんなのために一人が犠ぎ牲せいになるっていうのは美しいことなのだろうか？　新たなレディ・キィがバチカンにやって来たとき自分は果はたしてその女性と正面から向き合えるのだろうか？　その女性が死を要求されると分かっていても。

「自分が正しいと思うことが全すべての人にとってベストじゃないことなんてよくあるでしょっ！　甘あまったれないでよっ。あんたは選せん択たくをできるだけいいじゃないっ。世の中にはね、自分じゃ選べずに大切な物の片方が……」

　そこまで言ったところでルーシアは言葉を飲み込んだ。「ルーシア？」彼女が黙だまってしまったので薫は怪け訝げんそうに話しかけた。だがルーシアは応こたえずに薫から顔を背そむけた。顔を背けたときルーシアの顔には見たこともないような痛々しい表情が浮うかんでいた。

「どうするの。決めてよ。わたしはあんたの言う通りにするわ」

「……分かったよ。奴から情報を聞き出した上で奴を殺す」

　　　　◇




　気を失っていたホムンクルスの少女を担かついで薫たちは博物館を出た。ルーシアの魔術でトリプル・クラウンにはもう連れん絡らくをしてある。駅で合流することに決まった。

「薫……二人とも行くのは危険よ。手を出せないようにこの子は別の場所に置き、どちらかが見張った方がいいわ」

「分かってる。ルーシアが残って」

「貴方は交渉が下手だわ。すぐに騙だまされる。わたしが行った方がいいわ」

「でも僕が行く。口こう論ろんしている時間はない」

　ルーシアは肩かたを竦すくめ「ふん……生意気な口をきいちゃって。後でぶん殴ってやるんだから」と言った。少女を担かついで二人は駅へと向かった。

「気をつけてね」

　ルーシアと少女は駅近くの物もの陰かげに隠かくれ、薫は駅の構内へと入って行った。

　薫は駅の階段を昇のぼる。所有者の手にあるときは重さを感じさせないはずのブラディミールがやけに重かった。薫は元は人間であった使徒をこの剣によって手にかけたことはある。だが人間を手にかけることが本当に自分にできるのだろうか？　しかも騙して。

（いや……）

　薫は首を振ふった。やらなくちゃダメなんだ。

　薫はホームに着いた。二人の人間がいた。一人はトリプル・クラウン、もう一人はエレンディラ。十数メートルの距きよ離りを置いて薫はトリプル・クラウンと向かい合った。

「あの空っぽ頭はどこかな？」

「連れて来るはずないだろ。お前には散さん々ざん騙されてきたんだ。今はルーシアと一緒に別の場所にいる」

「それは困るなァ。もうすぐ電車が来てしまうじゃないか」

「そうはいかない。電車にはお前一人が乗るんだ。まずはここで情報を話せ。あんたもこっちも安全な場所に移ってからあの子は解放する。こっちにはあの子を捕つかまえておかなくちゃならない理由はない。僕は……」薫は一瞬言葉に詰つまる。「僕はお前みたいに裏切ったりしない」

「ふむ……」トリプル・クラウンはしばし考え込んでいたが、にまりという気き色しよくの悪い笑みを浮かべた。「では君が死んだらどうなるかね？　この村には二人の魔族がいる。わしの仲間というわけではないが、わしが必要だからわしの要望は聞いてくれる。彼らが帰って来る前に取引が成立しなかったら困るのは君らじゃないかなァ」

「負けるもんか。そいつらの仲間の一人は倒した。あと二人でも倒してみせる」

　と、薫が宣せん言げんしたときであった。

「……言うではないか小こ僧ぞう」

　薫は弾はじかれたように声の方を向いた。

　そこには身の丈たけ二メートルはある巨きよ躯くの男がいた。背には巨大な斬ざん馬ば刀とう。手には襟えりを猫ねこのように掴つかまれてジタバタと暴れるルーシアとホムンクルスの少女がいた。薫の全身の血が凍こおりついた。思い出した。あのとき下見会場で遭そう遇ぐうしたのはこの男だ。

「我々に黙って取引とはな。イレウスの奴が知ったらまた血圧が上がりそうだ」

　また騙されたのか……いや、違ちがう。トリプル・クラウンの顔には何と言おうか、気の毒そうな表情が浮かんでいた。この男はちゃんと自分と取引するつもりだった。自分らを散々騙してきた男だが、さっきの電話──ホムンクルスの少女を取り戻そうとしていたときだけは切実なものを感じた。

「まあいい。イレウスには黙っておこう」

　巨躯の男は口元に笑みを浮かべ、ルーシアと少女をぽいと放すと、背にしていた斬馬刀を抜いた。刃は渡わたりは実に二メートル近く。横よこ幅はばも二十センチはある。しかも鉈なたのように恐ろしく肉にく厚あつ。軽く百キロはあるだろう。剣で受けたとしても真ま正しよう面めんから受け止めたらそのまま腕が粉々にされる。

　薫はブラディミールの切っ先を男に向けた。ブラディミールは野や獣じゆうのように吼ほえていた。

「ほう……剣め、私を覚えているのか」

「……何だと？」

　男は自分の顔に斜ななめに走った刀かたな傷きずをなぞった。

「私を覚えておらぬのかあのときの少年よ。お前はその剣で私の身体からだに傷をつけたのだぞ。だからこそ私はあのときお前ら兄弟を見み逃のがした。再び好こう敵てき手しゆとなって私の前に現れるそのときを待って」

「何を……何を言ってるんだ？」

　薫は男が何を言っているか分からなかった。だが全身の毛が逆さか立だっていた。思い出せない。けど身体は覚えている。そうだ、自分はこの男と遭あったことがある。オークションの会場ではなく、もっと遠い昔に……。

「……待ちな。我わが君きみの領地を荒あらした奴やつは俺が相手をしてやるよ」

　聞きなれた皮肉な声。階段を昇って来たのはケラウズランブラを構えた真澄だった。

「薫、ぼんやりしてねえで、てめえはトリプル・クラウンのことを……」

　とそこまで言ったところで真澄の顔が強こわ張ばった。彼は巨躯の男を凝ぎよう視ししていた。



    

  
    
      「てめえは……」

　真澄の腕がガタガタと震ふるえる。しかしそれは恐きよう怖ふでではなかった。

「十年ぶりだな、幼おさなき兄きよう弟だいよ。こんな地で再び会えるとは思っていなかったぞ。我が名はハーシュハイザー。どれほど成長したか見せるがいい」

　真澄の全身から憎ぞう悪おが噴ふん出しゆつした。

　薫は目の前で斬馬刀を構える男が誰だったか思い出した。確かに自分はこの男と遭遇し、一撃を加えていた。そのときブラディミールは自分を所有者と認め、戦いの日々が始まったのである。

　それは十年前、両親を殺したあの魔族であった。

　　　　◇




　戦いが始まった。真澄と薫が武器を構えてハーシュハイザーに向かって行く。

（真澄さん……冷静さを失っている……）

　それを見ながらルーシアは思った。

　薫と真澄。それぞれ体術の達人。アルフェルムの血を受けた真澄は、使徒はもちろん魔族とさえやり合えるだろう。だが今の真澄は冷静さを失っていた。彼は体術と共に魔術を使ってこそ真しん価かを発はつ揮きするはずなのに、今は闇やみ雲くもにロッドを振り上げてハーシュハイザーに向かって行くだけだった。ただ子供のように。それが一緒に戦う薫の邪じや魔まをしている。

　二人との戦いに歓かん喜きの顔を見せていたハーシュハイザーだったが、すぐに失望の色にとって変わった。斬馬刀で薫のブラディミールを、真澄に対してはなんと素す手ででロッドを弾はじいている。

「ちくしょうっ、遊んでるんじゃねえよっ！」

　真澄は涙混じりに叫んだ。あの真澄が。ハーシュハイザーは自分から攻せめて行こうとしてなかった。退たい屈くつそうにちぐはぐなコンビネーションの二人の攻こう撃げきを受け流しながら、真澄が冷静さを取り戻して魔術を使うのを待っている様子だった。

（絶対に勝てない……）

　ルーシアは思った。肉にく弾だん戦せんには素人しろうとのルーシアであっても分かる。この男の筋肉の塊かたまりのような肉体。この男が手にした斬馬刀を一いつ閃せんすれば、薫と真澄の兄弟は一瞬にして肉片へと変わる。しかしこの男はそれをすべきか躊躇ためらっている。十年寝ねかせておいたご馳ち走そうが自分が思っていたほど熟じゆくしてなかったことに失望し、ここで始末するべきか、それとももう十年待つべきか逡しゆん巡じゆんしているかのように。

　悔くやしかった。自分は戦いの中に入って行くこともできない。今の自分の魔術程度では、逆に二人の邪魔をしてしまう。

「……何をやっているのだ、お前ら」

　新たな気配がホームに現れた。ルーシアの顔が絶望に染まる。イレウスだった。イレウスは薫や真澄ではなく、トリプル・クラウンでもなく、ハーシュハイザーのことを睨にらんでいた。ハーシュハイザーはポリポリと頭を掻かいた。

「何と言うかその……駅に来たらこいつらがいてな」

「嘘うそをつけ。どうせまた戦いを楽しんでいたのだろうが」イレウスはくいっとホームの向こうを指す。暗い線路の向こうに二つのライトが光っていた。そしてプアアーッという音が響ひびく。「やけにその小こ僧ぞうにこだわっているようだが、電車の時間だ。さっさと始末しろ」

　ハーシュハイザーは諦あきらめたように頷うなずいた。薫がハッとしたように真澄を抱かかえて背後に飛とび退のく。一瞬遅おくれて斬馬刀が二人のいた所を一いつ閃せんした。屋根を支えていたコンクリートの柱が豆とう腐ふのように易やす々やすと両断され、駅がぐらりと揺ゆれた。

「ほう」

　初めてハーシュハイザーの顔に満足げな表情が浮かぶ。しかしそれは薫たちにとって良い物ではなかった。殺すつもりで放った一撃を薫が躱かわしたことで、この野武士のような魔族は薫との戦いにようやく興こう奮ふんを覚えたようであった。ハーシュハイザーが初めて構えを取った。ホームに向かって来る電車よりも圧あつ倒とう的てきな闘とう気きが奴の周りに渦うず巻まいた。

「……遊ぶなと言ってるだろう、この戦せん闘とう狂ぐるいめ」

　イレウスはそう言って片手を薫たちの方へ向ける。人間の魔術師ではあり得ぬ速度でイレウスの手に魔術の光が集まっていく。イレウスはハーシュハイザーとは違い、戦いを楽しむつもりなどまったくない。

（いけないっ）

　殺される。薫も真澄も。だけど自分には何をすることも……。

　──さっきはありがとう。

　不意にルーシアの頭の中で声が流れた。えっ、と思って周囲を見渡すが誰もいない。だが声は続いた。

　──わたしが消えるかもしれないって悲しんでくれて。嬉うれしかったわ『もう一人のわたし』。お礼に力を貸してあげる。

　ずずっ、と肌はだに顫せん動どうを感じる。肌に焼き付いた外げ道どう祈き祷とう書しよが動き出していた。それはいつもの、性格がチェンジするときの苦痛を伴ともなったものとは違った。肌に焼き付いた書は一本の文字列となり、蛇へびのように身体を伝って手の先へと集まって行く。まるで肌を愛あい撫ぶするかのようなその感かん触しよくにルーシアの頬ほおに仄ほのかな紅べにが差す。

　身体にとてつもない力が漲みなぎるのを感じた。外道祈祷書が掌てのひらの中で見たこともない魔ま方ほう陣じんを描えがいていた。

「薫っ、真澄さん、避よけて！」

　ルーシアは力を解放した。術言ワードも唱えていないのに、凄すさまじい電撃が降ふり注そそぐ。余よ裕ゆうの笑みを浮かべていたイレウスが凍こおりつく。周囲は光に包まれた。

　光が収まると、直撃を受けたイレウスが倒れていた。怒いかりの形ぎよう相そうで起き上がるが、足元はふらついている。薫と真澄は驚いた表情でルーシアを見つめていた。

「き……貴様っ、何者だっ」

　イレウスが激げき怒どして起き上がるが、それをハーシュハイザーが制止した。

「やめておけ。このままやり合ったら我々とてただでは済すまぬ。我々はもう仲間の一人を失ったのだ。あとは私とお前しかおらぬのだ」と到とう着ちやくした電車を指す。

「くそっ」

　イレウスとハーシュハイザーが電車に乗り込む。続いてトリプル・クラウンとエレンディラも。いつの間に回収したのか、トリプル・クラウンの手の中にはホムンクルスの少女の姿があった。ハーシュハイザーが運転席の方へと向かう。ルーシアの雷いかずちに驚いているであろう運転手に出発を促うながしに行くのだろう。

「待てっ！」

　真澄が怒りの形ぎよう相そうで追おうとする。

「やめるんだ、真澄さんっ。相手が悪いっ」

「うるせえんだよっ。俺はあいつのことを十年間ずっと追い続けていたんだっ」

「僕だって同じだっ。けど今はダメだっ」

　薫の言葉で真澄の身体から少し力が抜けた。

　電車はゆっくりと走り出した。

　　　　◇




　北陸へと向かう電車の中は先程の戦いが嘘うそのように静まり返っていた。イレウスは人間などに傷つけられたことに未いまだ怒りが収まらぬ顔で外の闇やみを眺ながめ、向かい合って座すわるハーシュハイザーはどこか満足そうな顔をしていた。

　そしてトリプル・クラウンとエレンディラは反対側の席に向かい合って座っていた。トリプル・クラウンの膝ひざの上にはホムンクルスの少女が猫のように丸まって寝ねている。怪け我がはもうホムンクルスの回復力で完かん治ちし、何事もなかったかのようにすやすやと幸せそうに眠ねむっていた。

「……それが……お母様なのね」

　エレンディラが言った。

「違うな、別人じゃ。こいつはただの作り物。仮かり初そめの生き物。ただあいつの身体の一部をマテリアルに使ったというだけじゃ」

「仮初の生き物だと言うなら、どうしてその子にそんなに拘こだわったの？」

　トリプル・クラウンは何も答えなかった。

　世間ではトリプル・クラウンは自分の妻を魔導の実験材料にしたと言われている。より強力な実験材料とするためエレンディラの姉──つまり己おのれの娘を魔族に売り飛ばし、己の妻を使徒にしてもらって実験に使ったと。

　エレンディラもずっとその話を信じてきた。彼女の抱いだいていた父への憎ぞう悪おは、姉を売り飛ばしたことより、自分の瞳ひとみを潰つぶしたことより、母を実験材料に使ったことが一番大きかった。

　だけどそれは本当の話なのだろうか？

　母は昔から病びよう魔まに冒おかされていた。もしかしたらこの忌いむべき魔術師は妻の命を生いき永ながらえさすために使徒に変えさせたのではなかろうか。この男が外道祈祷書などという物を追い求めていたのは、死んだ妻を生き返らせるためだったのではなかろうか。自分の娘を売り飛ばして魔族と取り引きしたり、エレンディラの瞳を潰して力を強めて外道祈祷書を探させたりしたのも、全すべてはそこに集約するのではなかろうか。

　そう考えるとこの訳わけの分からない人物の行動の全てがつながる。でも全てはエレンディラの想像にすぎない。彼女が『夢見』の力で見れるのは未来のことだけ。父と母の間にあったことは彼女は何も分からない。けれど、膝の上で眠る人造生物を撫なでる男の姿は、憎悪のみで形作られたエレンディラの父のイメージの中にはなかった。

「……ねえ、お父様。わたしね、売られた姉さんを取り戻すために彼らと取り引きしたの」

「分かっておる」

「わたしね、彼らが望んでいるのがお父様と『落らく丁ちようの一頁ページ』だと知っても、彼らにお父様や『落丁の一頁』が渡わたろうとも全然関係なかった」

「それがどうした」

「わたし、自分がお父様に似ていることに気づいたの。目的のためなら何でもしてしまう……これって間ま違ちがっているかしら？」

「ではお前がわしを憎にくんだように、誰かがお前を憎むということじゃな」

「そうね……でもわたし、後こう悔かいしないわ」

　トリプル・クラウンはちらりとエレンディラの顔を見て、そして瞳ひとみを閉じた。

　エレンディラは「もしかして自分は父から『私も後悔してはいない』という言葉を聞きたかったのではなかろうか」と思った。

　　　　◇




「……なるほど分かった。いや、それでいい。帰って来たまえ」

　アルフェルムは通話を終えると電話機を使徒の少年が持った皿の上に置いた。携けい帯たい電でん話わもあるだろうに、わざわざこんな古めかしい電話を使っているのもこの男らしい。礼れい儀ぎ正ただしい給仕ができたご褒ほう美びにアルフェルムは使徒の少年の顎あごをツッと撫なでてあげ、主人から与えられた快楽に失神した少年を残して部屋を出て応接室に向かった。

「レイニー。解かい放ほうだ」

　アルフェルムが言うと、ソファに座ったレイニーの瞳にスウッと冷たい色が宿り、腰を上げた。

「よしたまえ」レイニーの放つ殺気を受け流してアルフェルムは言った。「薫君が彼を捕つかまえたのではない。逃にげてしまったんだ。でも今回のことは水に流そう」

「……何だと？　ではなぜわたしを解放する？」

「それがねえ、どうも薫君が奴を逃のがしてしまったのは、私の使徒が邪じや魔まをしたからのようなんだ。トリプル・クラウンを奪だつ取しゆしようと私のオークションで色々と謀はかりごとをしていた輩やからの一人も薫君が私に代わって成せい敗ばいしてくれたそうだし、まあ、今回はそれでいいんじゃないかなあとね……それとも、私と一緒にここにいたいのかな？」



　解放されたレイニーはアルフェルムの屋や敷しきの前でしばし釈しやく然ぜんとしない表情で二階の窓を見つめていたが、アルフェルムが微笑ほほえみながら手を振ると、憮ぶ然ぜんとした顔になり、夜の闇の中に消えて行った。

　ドアがノックされ、ブルームクイストが入って来た。彼も先さき程ほどの使徒のように恭うやうやしく皿を手にしていたが、そこに乗せられていたのは小さな水すい槽そうに入った二つの眼がん球きゆうであった。アルフェルムは水槽からそれを取り出すと、まるでコンタクト・レンズを交こう換かんするかのようにそれを自分の瞳と入れ替かえた。いや、正確に言えば今まで嵌はまっていた物が作り物で、水槽に入っていた物が彼の本当の眼球である。

「それで、真澄殿の処分はどうなさいますか？」

　ブルームクイストが事務的な口調で訊たずねた。

「処分とは？」

「彼は先程の電話で『トリプル・クラウンを逃がしたのは自分の責任だ』とおっしゃっておりましたようですので。でしたら処分するのが妥だ当とうかと」

「弟を庇かばって言ったんだろ。可愛いじゃないか。何て言うかねえ、弟を思う彼の気持ちにほだされてしまってねえ」

「それに我が君は真澄殿が報告しなかった別のことをお知りになったからこそ『グランマスターの姫ひめ君ぎみ』を解放されたのでは、と」ブルームクイストは水槽の中に入った作り物の眼球に視線を落とした。「真澄殿がそれを伏ふせたのは背はい信しんではないでしょうか？」

「お前は本当に真澄が嫌きらいなんだねえ」

　アルフェルムは嫌いや味みに言った。ブルームクイストの表情に少しだけ拗すねたような色が浮かんだ。

「そう……確かに彼は隠していたね。トリプル・クラウンを連れて逃げた者たちの素す性じようを知ったというのに。だが私が連中を始末するのを嫌いやがって報告しなかった。自分で連中を殺したいんだろう……おっと、ちょっとズレているかな」

　嵌めたばかりの眼球の座りが悪かったらしく、アルフェルムはコンコンとこめかみを叩たたいた。

　自分が術を掛けられたことを真澄はまったく気づいてなかったようだが、アルフェルムは真澄の目を通して全てを見ていた。オークションの出席者の中にトリプル・クラウンの娘がいたことを知った時点で薫やレイニーが犯人であったという考えは捨て、薫たちを使って背後に暗あん躍やくする者たちを炙あぶり出だそうとしたのである。……まあ、薫たちが追つい跡せきに失敗したらしたで、戯たわむれに二人を嬲なぶってやろうと考えていなくはなかったが。

「しかしまあ……あの女の部下たちが動き出したとはね……」

　アルフェルムはパチンと指を鳴らした。

「ブルームクイスト、あトのウ朴ロ念ワ仁ヌに手紙を書きたまえ。数百年ぶりにあいつと会う必要があるようだ」



    

  
    
      　エピローグ　来訪者






「薫かおるっ、何やってんのよ。早く行くわよっ」

　自宅教会の前に停とまった高級外車の中からルーシアの声が響ひびいた。

「ちょっと待ってよ……」

　薫は鞄かばんを抱かかえて玄げん関かんから飛び出して来た。いつもの通学風景。あの事件から数日がすぎ、いつもの生活が戻もどっていた。だがどういったわけかあの日からルーシアは毎朝自分のことを迎むかえに来ていた。

「あっ……」

　スタッと背はい後ごで音がした。振ふり返るとそこには黒いスーツに身を包つつんだレイニーがいた。夜をどこかですごし、戻って来たのである。

「出で掛かけるのか？」

「は、はい。学校に」

「そうか」

　レイニーは薫の家の中に入って行った。しばらく日本に滞たい在ざいすることにしたというレイニーは、薫の家を住居にすることに決めたのである。

「カ・オ・ル!!」

　ルーシアが怒ど鳴なった。薫は「いま行くよ」と言って走り出した。



　薫が去った後、薫が自分のために用意してくれた部へ屋やに入り、煙草たばこに火を点つけた。綺き麗れいに掃そう除じされていたが、微かすかに人間の匂においが残っていた。レイニーはその匂いを覚おぼえていた。かつて一いつ緒しよに戦った教きよう皇こう庁ちようの戦士、薫の養よう父ふである深ふか津つ神しん父ぷのものだった。

　ほんの少しだけレイニーの感情が揺ゆれる。懐なつかしいとか、彼が死んで悲しいとか、そういうものとは少し違ちがう。何なのだろう、と彼女は思う。しかしその感情は煙草の煙けむりのようにすぐに消えていった。

　ベルの音が鳴なった。

　教皇庁の者であろうか。自分に客が来るわけがないのだから、薫の客ということになる。教皇庁の者ならいいが、学校の者だったら自分が出て行ったら少し面めん倒どうなことになりそうだ。レイニーは無視することに決めたが、ベルは鳴り止やまなかった。

　レイニーはそっと窓から下を覗のぞいた。するとレイニーがそうするのが分かっていたかのようなタイミングで玄げん関かんのひさしから来訪者が姿を現あらわし、こちらを見上げた。

　外国人の女だった。初めて見る人間だが、危き険けんはなさそうである。何かの訪問販はん売ばいであろうか？　面倒だ……そう思ったレイニーは軽い殺さつ気きを送った。彼女の身体からだに卑ひ猥わいな視線を送る男どもを追い払はらうときによく使う代しろ物ものだ。まともな人間なら気を失うしないかねぬほどのものであるはずなのだが、女は首を振った。「いいから来て」そう言っているようであった。レイニーは玄関へと降りて行った。

「お前は？」

「エレンディラ・パトルナーゼ」

　レイニーは薫からの報告を思い出した。結局逃のがしてしまったあの魔ま術じゆつ師しの娘むすめの名だった。

「……なぜお前が？　トリプル・クラウンと共に逃にげたのではなかったのか？」

「『夢ゆめ見み師し』がレディ・キィの居場所を教えに来たのよ。そんなに邪じや険けんにしないで」

　レイニーの顔が強こわ張ばる。

「お父様はわたしにそのことを預よ言げんさせるという前提で貴方あなたと取引の約束をしたようね。いえ、勝手なお父様のことですもの。わたしの名前を教えて『あとはあいつに聞け』で済ませたかもしれないわね。わたしが言うことを聞くと思ってるのかしら。わたしはあの人を憎にくんで……」彼女の顔に微び妙みような表情が浮うかぶ。「ま、どっちでもいいか」

「ではなぜ来た？」

「お父様の勝手にした約束を果はたす義ぎ理りはないけど、薫君には色々とお世話になったから。彼はとてもいい子。そして強い子。彼ならわたしの望みを叶かなえてくれるかもしれない」

「何か望みがあるのならわたしが聞いてやる。だから言え。レディ・キィの居場所をっ」

「薫君じゃなければダメなの」

　レイニーは苛いら立だたしげに舌した打うちする。

「そんな怒おこらないで。ちゃんと教えるから。レディ・キィは……」エレンディラは言葉を切る。「レディ・キィは貴方とは会ってないわ」

「何を言っている。当たり前だろうが。会っていたらとっくに保ほ護ごしている」

「……けど、薫君とはもう出会っている」

「何だとっ」

「順番に探していきなさい。貴方とは会ってないが、薫君とは会っている子を。きっと最後に見つかるわ。その中にいるレディ・キィが」





──了



    

  
    
      
　あとがき






「担当さん……私、さっきから必死になって思い出そうとしているんですが、どうしても思いだせないんです。今日はいったい何月の何日でしょうか？　いま自分がしていることをいつかそのままそっくり繰くり返かえしていた気がして……。昨日きのうも一昨日おとといも、いやそれ以前から、ずーっとずーっと以前から、気の遠くなるぐらい前から、私は原げん稿こう完成前日という同じ一日を繰り返しているんじゃなかろうかと……」



　──と、前担当さんに「何でそんなに新作が書けないんだっ」と問とい詰つめられたときにこんなネタをかましたら鉄てつ拳けん制せい裁さいを頂ちよう戴だいした貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろうです。

　自分で言うのも何ですが今回の『原稿完成前日』のループは長かった。なにせ『煉れん獄ごく』の三巻が出たのはちょうど二年前です。

　かの有名な映画では楽しい『学園祭前日』が繰り返されているわけですが、原稿完成前日のループというのは地じ獄ごくです（たぶん遅ち筆ひつで各方面に迷めい惑わくをかけた作家は死後この地獄に落ちて永えい遠えんに苦しむことになるんだと思います）。『煉獄３』は夢の中に入って行く話なので、かの映画になぞらえて冗じよう談だん半はん分ぶんにエピローグの章題に「夢路よりビユーテイフル・ドリーマー」の歌か詞しを使ったことが験げんが悪かったんでしょうか？

　そういえばデビュー時からずっとお世話になった担当さんがこのたび交代になったんですが、電話での担当交代の連れん絡らくを最後にお姿を見ていません。もしかするとかの映画のように亀かめの下で彫ちよう像ぞうになっていやしないかと本気で心配しています。



　とまあ冗じよう談だんはさておきまして、本作で私のことを初めて知った方かた、はじめまして。『煉獄のエスクード』からお付き合いいただいている読者の皆さん、お久しぶりです。シリーズ読者の皆さんには本当にお待たせしてしまいまして、お詫わびの言こと葉ばもありません。

　間まがあまりに開あいてしまったので、本作より第二部『しやく熱ねつのエスクード』として再スタートすることになりました。ストーリーはつながっていますが、本巻からでも読んでいただけるように本編内や『コラム』などで舞ぶ台たい世せ界かいについては解説しています。『煉獄』シリーズを読んでくださっている方は軽く読み飛ばして下さい。まだお読みでない方は既き巻かんも読んでいただけると若じやつ干かん名めいが幸しあわせになります。

　さて、ご挨あい拶さつも済んだわけですが、スペースがやや余っています。何を書くべきかといったらやっぱり前二冊から「書く」「書く」と言いながら書いていないノーラン・ライアン列伝を書くのが筋すじでしょう。個人的にはＭＬＢ史上最高の投手です。読者の方もきっと待まち焦こがれて……えっ、いませんか？　そうですか。ううっ。

　私が登場人物の名前をメジャーリーガーにしたり、章題にハードロックの曲名を使ったりするのは病気みたいなものなので、スルーしていただいても本編の理解にはなんら問題ありませんが、元もとネタが分わかるとちょっとだけ面おも白しろいのがあったりします。

　たとえば『煉獄３』で二重人格少女ルーシアが初登場する章のタイトルは、「今夜はエンジェル」ですが、これは往おう年ねんの二重人格少女のドラマ『ヤヌスの鏡かがみ』の主しゆ題だい歌かです（「♪誰でも天使～の～よ～に」というアレです）。今回も密ひそかに色々やってますので、気づいた方はお手紙の端はしっこに書いて送ってくれたりすると嬉うれしいです。



　とまあこんなヘンな作家ですが、『エスクード』シリーズ、どうぞ最後までお付き合い下さい。新担当さんはイニシアルこそＭですがＳな方で、「わたしが担当になったからにはこんな間かん隔かくを空けさせたりしないから。ふふふ」などと言っています。Ｍ女史のスパルタにも期待です。

　簡かん単たんになりましたが、それでは次回作で。

貴子潤一郎　



    

  
    
      しやく熱ねつのエスクード

MATERIAL GIRL
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